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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　第１のユーザによって形成された注釈付きメディア・ストリームを配信する方法で
あって、
　　　前記第１のユーザの指示のもとに、メディア・ストリームを選択し、前記メディア
・ストリームは1又はそれ以上のセグメント識別子のインデックスに関係し、前記セグメ
ント識別子は前記メディア・ストリームの1又はそれ以上のセグメントに関係し、
　　　前記第１のユーザの指示のもとに、補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムを
選択し、
　　　前記1又はそれ以上のセグメント識別子の少なくとも１つに対して、前記補足コン
テンツの少なくとも１つのアイテムを、前記メディア・ストリームが実質的に変更しない
ようにマッピングし、前記マッピングは前記第１のユーザの指示のもとに形成されるよう
に行われ、
　　　前記メディア・ストリーム及び前記マッピングを格納し、
　　　前記第１のユーザとは異なる第２のユーザから前記メディア・ストリームを見よう
とする第１の要求を受け取り、
　　　前記メディア・ストリーム及び前記マッピングを、ネットワークを介して、前記第
２のユーザによって動作される第１の表示デバイスに配信し、前記メディア・ストリーム
及び前記マッピングは共に用いられた場合には前記注釈付きメディア・ストリームを形成
し、前記補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムと前記1又はそれ以上のセグメント
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識別子によって識別された前記メディア・ストリームの前記1又はそれ以上のセグメンと
は、時間的に同期化されて同時に表示され、それによって、前記補足コンテンツの少なく
とも１つのアイテムをセグメントに特有の地域の環境に関連づけ、前記補足コンテンツの
少なくとも１つのアイテム及び前記セグメントは、重なり合わない視認ペインとして、分
離した状態で表示され、
　　　前記補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムを、前記メディア・ストリームか
ら分離し、
　　　前記メディア・ストリームから独立して、前記補足コンテンツの少なくとも１つの
アイテムを、前記第２のユーザによって動作される第２の表示デバイスに送り、その後の
前記第２のユーザによる視聴を前記第２のユーザ又は前記第２の表示デバイスからの入力
を要せずに行い、
　　　前記注釈付きメディア・ストリームが前記第２のユーザによって視聴されたときに
手数料を徴集し、
　　　前記手数料の第１の部分を前記第１のユーザに提供し、前記手数料の前記第１の部
分は、前記注釈付きメディア・ストリームを視聴した回数に、少なくとも部分的に、基づ
いて算定され、
　　　マッピングのための前記補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムを選択した１
人または複数の個人に前記手数料の第２の部分を提供し、前記１人または複数の個人の間
での前記手数料の前記第２の部分の割当は、前記１人または複数の個人によって指図され
ることを特徴とするメディア・ストリームを配信する方法。
【請求項２】
　　　補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムは、物品、人、または概念に関連
し、補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムは、テキスト、オーディオ、ビデオ
、マルチメディア・プレゼンテーション、写真、イメージ、URL、コンピュータ・アプリ
ケーション、データ、コメント、広告コピー、キーワード、タグ、前記視聴者による対話
型参加を奨励する要素、変数データ、生データ、様式化された情報、またはプレースホル
ダのうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１に記載のメディア・ストリー
ムを配信する方法。
【請求項３】
　　　前記物品、人、または概念は、前記メディア・ストリーム内に描かれるか、前記メ
ディア・ストリームによって暗示されることを特徴とする請求項１に記載のメディア・ス
トリームを配信する方法。
【請求項４】
　　　前記補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムは、前記メディア・ストリー
ムが終了した後に表示されることを特徴とする請求項１に記載のメディア・ストリームを
配信する方法。
【請求項５】
　　　前記補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムに応答して、前記第２のユー
ザから第１の信号を受信し、
　　　前記第１の信号をログ記録し、前記第２のユーザ又は前記補足コンテンツの前記少
なくとも１つのプロバイダの少なくとも１つに前記第１の信号を報告することを特徴とす
る請求項１に記載のメディア・ストリームを配信する方法。
【請求項６】
　　　前記補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムに応答して、前記第２のユー
ザから第１の信号を受信し、
　　　前記第１の信号に応答して、前記補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテム
に関する情報を前記第２のユーザに提供し、
　　　前記第２のユーザに第２の信号として情報を提供する応答をログ記録し、
　　　前記第１のユーザ又は前記補足コンテンツの前記少なくとも１つのプロバイダの少
なくとも１つに前記第２の信号を提供することを特徴とする請求項１に記載のメディア・
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ストリームを配信する方法。
【請求項７】
　　　前記注釈付きメディア・ストリームは、ビデオ・コンポーネント、オーディオ・コ
ンポーネント、またはテキスト・コンポーネントのうちの少なくとも１つを含むことを特
徴とする請求項１に記載のメディア・ストリームを配信する方法。
【請求項８】
　　　補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムは、前記1又はそれ以上のセグメ
ント識別子の前記少なくとも一部にマッピングされる補足コンテンツの複数の潜在的アイ
テムの中から選択され、補足コンテンツの少なくとも１のアイテムの選択は、前記第２の
ユーザに関係する情報に少なくとも部分的に基づくものであり、
　　　前記第２のユーザに関係する情報は、
　　　前記第２のユーザに関する人口統計情報、前記第２のユーザの過去の視聴習慣に関
する情報、前記第２のユーザが補足コンテンツの他のアイテムについて有した過去の対話
に関する情報、前記第２のユーザが前記注釈付きメディア・ストリームを見た回数、前記
第２のユーザが他のメディア・ストリームを見た平均時間、前記第２のユーザによって表
される視聴者プリファレンス、および学習された第２のユーザ・プリファレンスのうちの
少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１に記載のメディア・ストリームを配信す
る方法。
【請求項９】
　　　補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムは、前記1又はそれ以上のセグメ
ント識別子の前記少なくとも一部にマッピングされる補足コンテンツの複数の潜在的アイ
テムの中から選択され、補足コンテンツの少なくとも１のアイテムの選択は、注釈付きメ
ディア・ストリームが表示されるデバイスに少なくとも部分的に基づくことを特徴とする
請求項１に記載のメディア・ストリームを配信する方法。
【請求項１０】
　　　補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムは、前記1又はそれ以上のセグメ
ント識別子の前記少なくとも一部にマッピングされる補足コンテンツの複数の潜在的アイ
テムの中からランダムに選択されることを特徴とする請求項１に記載のメディア・ストリ
ームを配信する方法。
【請求項１１】
　　　補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムは、前記1又はそれ以上のセグメ
ント識別子の前記少なくとも一部にマッピングされる補足コンテンツの複数の潜在的アイ
テムの中から選択され、補足コンテンツの少なくとも１のアイテムの選択は、回転するス
ケジュールに基づき、
　　　ある回数だけ前記回転するスケジュールを通ってサイクルした後に、前記選択は、
補足コンテンツの前記複数の潜在的アイテムに対する前記第２のユーザの反応に少なくと
も部分的に基づき、
　　　前記選択は、補足コンテンツの前記複数のアイテムのうちのどれが最高の度合の視
聴者関心を生成したかに少なくとも部分的に基づくことを特徴とする請求項１に記載のメ
ディア・ストリームを配信する方法。
【請求項１２】
　　　補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムは、前記1又はそれ以上のセグメ
ント識別子の前記少なくとも一部にマッピングされる補足コンテンツの複数の潜在的アイ
テムの中から選択され、補足コンテンツの少なくとも１のアイテムの選択は、表示が行わ
れるコンテキストに少なくとも部分的に基づく、ことを特徴とする請求項１に記載のメデ
ィア・ストリームを配信する方法。
【請求項１３】
　　　補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムは、前記1又はそれ以上のセグメ
ント識別子の前記少なくとも一部にマッピングされる補足コンテンツの複数の潜在的アイ
テムの中から選択され、補足コンテンツの少なくとも１のアイテムの選択は、前記メディ
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ア・ストリームの前記少なくとも一部の全体的なトーンに少なくとも部分的に基づくこと
を特徴とする請求項１に記載のメディア・ストリームを配信する方法。
【請求項１４】
　　　共通のディスプレイ・デバイス上に、表示される前記注釈付きメディア・ストリー
ムと共にバナー広告を表示することであって、前記バナー広告の内容は、前記注釈付きメ
ディア・ストリームに関連するキーワード、前記注釈付きメディア・ストリームのターゲ
ット人口統計、補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテム、補足コンテンツのライ
ブラリの階層内の補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムの位置、または前記第
２のユーザに関する情報のうちの少なくとも１つに従って選択されることを特徴とする請
求項１に記載のメディア・ストリームを配信する方法。
【請求項１５】
　　　前記メディア・ストリームおよび補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテム
は、前記表示の前に異なるソースから取り出されることを特徴とする請求項１に記載のメ
ディア・ストリームを配信する方法。
【請求項１６】
　　　前記第２のユーザが、前記注釈付きメディア・ストリームを早送りしていることを
検出することと、
　　　補足コンテンツの前記少なくとも１つのアイテムを、早送り中により簡単に見える
置換アイテムに置換することと
　　　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のメディア・ストリームを配信する
方法。
【請求項１７】
　　　前記メディア・ストリームの選択は、ネットワークを介して前記第１のユーザから
前記メディア・ストリーム受信することを含むことを特徴とする請求項１に記載のメディ
ア・ストリームを配信する方法。
【請求項１８】
　　　前記重なり合わない分離した視認ペインは共通のディスプレイ上に表示され、
　　　前記メディア・ストリームのセグメントが表示された前記重なり合わない分離した
視認ペインのうちのあるものは、前記メディア・ストリームの表示に亘って実質的に変わ
らないフレームサイズを有することを特徴とする請求項１に記載のメディア・ストリーム
を配信する方法。
【請求項１９】
　　　第１のユーザによって形成された注釈付きメディア・ストリームを配信する実行可
能プログラムを含むコンピュータ可読非書換媒体であって、前記プログラムは、
　　　前記第１のユーザの指示のもとに、メディア・ストリームを選択し、前記メディア
・ストリームは1又はそれ以上のセグメント識別子のインデックスに関係し、前記セグメ
ント識別子は前記メディア・ストリームの1又はそれ以上のセグメントに関係し、
　　　前記第１のユーザの指示のもとに、補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムを
選択し、
　　　前記1又はそれ以上のセグメント識別子の少なくとも１つに対して、前記補足コン
テンツの少なくとも１つのアイテムを、前記メディア・ストリームが実質的に変更しない
ようにマッピングし、前記マッピングは前記第１のユーザの指示のもとに形成されるよう
に行われ、
　　　前記メディア・ストリーム及び前記マッピングを格納し、
　　　前記第１のユーザとは異なる第２のユーザから前記メディア・ストリームを見よう
とする第１の要求を受け取り、
　　　前記メディア・ストリーム及び前記マッピングを、ネットワークを介して、前記第
２のユーザによって動作される第１の表示デバイスに配信し、前記メディア・ストリーム
及び前記マッピングは共に用いられた場合には前記注釈付きメディア・ストリームを形成
し、前記補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムと前記1又はそれ以上のセグメント
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識別子によって識別された前記メディア・ストリームの前記1又はそれ以上のセグメンと
は、時間的に同期化されて同時に表示され、それによって、前記補足コンテンツの少なく
とも１つのアイテムをセグメントに特有の地域の環境に関連づけ、前記補足コンテンツの
少なくとも１つのアイテム及び前記セグメントは、重なり合わない視認ペインとして、分
離した状態で表示され、
　　　前記補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムを、前記メディア・ストリームか
ら分離し、
　　　前記メディア・ストリームから独立して、前記補足コンテンツの少なくとも１つの
アイテムを、前記第２のユーザによって動作される第２の表示デバイスに送り、その後の
前記第２のユーザによる視聴を前記第２のユーザ又は前記第２の表示デバイスからの入力
を要せずに行い、
　　　前記注釈付きメディア・ストリームが前記第２のユーザによって視聴されたときに
手数料を徴集し、
　　　前記手数料の第１の部分を前記第１のユーザに提供し、前記手数料の前記第１の部
分は、前記注釈付きメディア・ストリームを視聴した回数に、少なくとも部分的に、基づ
いて算定され、
　　　マッピングのための前記補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムを選択した１
人または複数の個人に前記手数料の第２の部分を提供し、前記１人または複数の個人の間
での前記手数料の前記第２の部分の割当は、前記１人または複数の個人によって指図され
ることを特徴とするコンピュータ可読非書換媒体。
【請求項２０】
　　　第１のユーザによって形成された注釈付きメディア・ストリームを配信するシステ
ムであって、
　　　前記第１のユーザの指示のもとに、メディア・ストリーム及び補足コンテンツの少
なくとも１つのアイテムを選択する第１のユーザデバイスであって、前記メディア・スト
リームは1又はそれ以上のセグメント識別子のインデックスに関係し、前記セグメント識
別子は前記メディア・ストリームの1又はそれ以上のセグメントに関係し、前記第１のユ
ーザデバイスが、前記1又はそれ以上のセグメント識別子の少なくとも１つに対して、前
記補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムを、前記メディア・ストリームが実質的に
変更しないようにマッピングし、前記マッピングは前記第１のユーザの指示のもとに形成
されるように行われる前記第１のユーザデバイスと、
　　　前記メディア・ストリーム及び前記マッピングを格納するサーバとを備え、
　　　前記サーバが、
　　　前記第１のユーザとは異なる第２のユーザから前記メディア・ストリームを見よう
とする第１の要求を受け取り、
　　　前記メディア・ストリーム及び前記マッピングを、ネットワークを介して、前記第
２のユーザによって動作される第１の表示デバイスに配信し、前記メディア・ストリーム
及び前記マッピングは共に用いられた場合には前記注釈付きメディア・ストリームを形成
し、前記補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムと前記1又はそれ以上のセグメント
識別子によって識別された前記メディア・ストリームの前記1又はそれ以上のセグメンと
は、時間的に同期化されて同時に表示され、それによって、前記補足コンテンツの少なく
とも１つのアイテムをセグメントに特有の地域の環境に関連づけ、前記補足コンテンツの
少なくとも１つのアイテム及び前記セグメントは、重なり合わない視認ペインとして、分
離した状態で表示され、
　　　前記サーバが、
　　　前記補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムを、前記メディア・ストリームか
ら分離し、
　　　前記メディア・ストリームから独立して、前記補足コンテンツの少なくとも１つの
アイテムを、前記第１のユーザデバイスとは異なる第３のユーザデバイスと前記第２のユ
ーザデバイスとに送り、ユーザ入力或いは前記第３のユーザデバイスからの信号を不要と



(6) JP 5649303 B2 2015.1.7

10

20

30

40

50

し、
　　　前記注釈付きメディア・ストリームが前記第２のユーザによって視聴されたときに
、前記サーバは手数料を徴集し、
　　　前記サーバは、前記手数料の第１の部分を前記第１のユーザに提供し、前記手数料
の前記第２の部分は、マッピングのための前記補足コンテンツの少なくとも１つのアイテ
ムを選択した１人または複数の個人に前記手数料の第２の部分を提供し、
　　　前記手数料の第１の部分は、前記注釈付きメディア・ストリームを視聴した回数に
、少なくとも部分的に、基づいて算定され、
　前記１人または複数の個人の間での前記手数料の前記第２の部分の割当は、前記１人ま
たは複数の個人によって指図されることを特徴とする注釈付きメディア・ストリームを配
信するシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、全般的には広告に関し、より具体的には、見えるメディア・ストリームに関
連する広告に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョンおよび類似する媒体の伝統的な商業広告を避けるためのテレビジョン視聴
者によるデジタル・ビデオ・レコーダＤＶＲの使用の増加に伴って、プロダクト・プレー
スメントが、広告主が消費者に到達するためのツールとしてますます重要になりつつある
。
【０００３】
　例えば、広告主は、特定の物品が人気女優によって映画の中で使用されるように配置し
、その使用が前向きの製品イメージを消費者に投影し、これによって売上を増やすことを
期待する場合がある。
【０００４】
　しかし、プロダクト・プレースメントには、短所がないわけではない。例えば、芸術的
関心は、通常、プロダクト・プレースメントが伝統的な商業広告より実質的に目立たない
ことを指図し（例えば、物品の名前の目立つ繰り返される表示が、一般に避けられる）、
したがって、どの特定の物品またはブランドが描かれているのかが、視聴者に明白ではな
い場合がある。さらに、物品が識別可能である場合であっても、その物品についてより多
くを知ることまたはその物品を購入することへの視聴者の潜在的関心が、物品が描かれる
ことと視聴者が情報または購入の機会へのアクセスを有することとの間の時間遅れによっ
てむしばまれる場合がある。
【０００５】
　例えば描かれた物品に関する追加情報をオンデマンドで取り出すために、消費者が、プ
ロダクト・プレースメントを描く媒体と相互作用することを可能にする複数の方法が提案
されてきた。しかし、イネーブリング・テクノロジは、まだ比較的早期の段階にあり、し
たがって、ユーザ・インターフェースは、通常は扱いにくい。さらに、実装方法論は、計
算的に複雑である傾向があり、したがって、非常に高価である。さらに、プロダクト・プ
レースメントに関連する広告情報が、メディア・ストリーム自体に埋め込まれる場合に、
この情報を追加し、変更し、または削除することは、一般に、非実用的または不可能であ
る。これは、物品の小売価格および／または入手可能性など、配置される物品の様々な特
性の変化に起因して、広告の価値を経時的に低下させる。
【０００６】
　さらに、これらの同一の懸念事項が、他の人気があるがより非伝統的な形の媒体に、し
ばしば持ち越される。例えば、インターネットまたは別の配信チャネルを介してビデオ・
コンテンツへのオンデマンド・アクセスを提供する（例えば、映画制作者がビデオを作成
し、その後、アクセス・プロバイダにアップロードし、その後、アクセス・プロバイダが
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、そのビデオを潜在的に一般市民を含む他者による視聴に使用可能にする）サービスが、
ますます人気のあるものになりつつある。いくつかの場合に、アクセス・プロバイダは、
視聴者が関心のある特定のビデオ・コンテンツを検索することを可能にすること、視聴者
の人気によるビデオのランキング、および視聴者のコミュニティが特定のビデオをレーテ
ィングし、特定のビデオに関するコメントを投稿することを可能にすることなど、追加機
能性を提供する。
【０００７】
　そのようなサービスの提供は、特に多数の聴衆にかなりの量のビデオ・コンテンツを提
示することに関連するストレージ・コストおよび帯域幅伝送コストに関して、高価である
。したがって、ビデオ・アクセス・プロバイダを財務的に存続可能かつ持続可能にするた
めに、確固とした収入源が必要である。現在のアクセス・プロバイダは、ビデオ・ホステ
ィング料金をユーザに請求することによって、サブスクリプションまたはペイパービュー
料金を視聴者に請求することによって、または、最も一般的には、ビデオの前またはビデ
オの後のコマーシャル、バナー広告、ポップアップ広告、および他のタイプの広告を介し
て、視聴する聴衆に広告情報を提示することによってを含む様々な手段によって収入を生
成することを試みる。後者の場合に、オンライン・ビデオ・アクセス・プロバイダの収入
モデルは、通常、視聴者経験または映画制作者のクリエイティブ・インテグリティに侵入
しないように見えながら有効な広告をビデオ・コンテンツにどのように関連付けるかとい
う、伝統的な媒体が直面する課題と同一の課題に直面する。
【０００８】
　素朴な広告モデルでは、オンライン・ビデオの視聴者に提示される広告は、ランダムに
、見られている特定のビデオ・コンテンツの主題または他の特性を顧慮せずに選択される
。より洗練されたモデルでは、アクセス・プロバイダは、視聴者が関心のあるビデオ・コ
ンテンツを見つけることを可能にすることを主に意図されたデータおよびプロセスを活用
することによって、提示する広告の関連性を改善しようと努める。これは、例えば、ビデ
オ自体からの情報（例えば、所与のビデオの主題を判定する、音声認識、テキスト認識、
または他のテクノロジを使用して生成される）を参照することによって、および／または
特定のビデオを突き止める努力において視聴者によって入力された検索単語を参照するこ
とによって、達成することができる。
【０００９】
　そのような方法は、オンライン・ビデオ・コンテキストでのビデオ「検索」を可能にす
ることにおいて多少は有効であることがわかっているが、そのような方法によって入手さ
れ、かつ／または利用される主題関連情報は、一般に、関連する広告の有効な選択および
提示を可能にするには不正確すぎ、惑わせすぎ、曖昧すぎ、具体的すぎ、かつ／または多
すぎる。
【００１０】
　上で説明した不足は、有効な広告ターゲティングが、主題情報を全体的な視聴経験のコ
ンテキスト内で理解することを必要とするという事実によって倍加される。現在、成功し
たオンライン・ビデオ・アクセス・プロバイダによってホスティングされる大量のビデオ
（特に「ユーザ生成」コンテンツに関して）を扱うために必要な自動化されたシステムは
、そのようなコンテキスト要素に対処することができない。例えば、自動化されたシステ
ムが、所与のビデオが「新しいスポーツ・ユーティリティ・ビークルＳＵＶの購入」に関
する主題を含んだことを認識する場合であっても、そのシステムは、その主題のコンテキ
ストが、地球温暖化に対するＳＵＶの悪影響に関する警告であった（また、したがって、
ＳＵＶ製造業者にとって望ましくない広告プレースメントを表した）という事実を理解で
きず、かつ／または考慮に入れられない場合がある。
【００１１】
　さらに、現在の広告ターゲティング・システムは、ビデオの主題およびコンテキストと
そのようなビデオのありそうな視聴者の人口統計および関心との間の重要な関係に対処す
る能力を欠いている。例えば、前もって定式化された（したがって、大規模に提供するに
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は非常に高コストである）特定の指示がなければ、現在のシステムは、ＳＵＶの購入に対
して警告するビデオを見ることに関心を持つ視聴者が、自然食品、節電型電球、キリマン
ジャロの融解する氷河を見る旅、または地域の「緑の党」の政治家の運動などの一見関連
しない主題に関する広告を見ることにも関心を持つ可能性があると推量することはできな
い。
【００１２】
　最後に、通常、広告を提示するためにアクセス・プロバイダによって使用される方法の
多く（例えば、プリロール広告、ポップアップ広告、またはオーバーレイ広告）は、視聴
経験に対して侵入的および／または破壊的であり、これによって、映画制作者のビデオの
プレゼンテーションに対するその映画制作者のクリエイティブ・コントロールに干渉し、
視聴者の視聴経験の質をそこなう。
【００１３】
　上記および他の理由から、オンライン・ビデオ・アクセス・プロバイダによって従来使
用されている広告方法は、映画制作者のビデオを作成するか共有する意欲を減らし、視聴
者のビデオを見る意欲を減らし、広告主がアクセス・プロバイダによって販売のために提
供される広告「インベントリ」により低い価値を置かせる。その結果、オンライン・ビデ
オ・アクセス・プロバイダは、彼らの視聴する聴衆によって表される潜在的な収入の機会
を最大化することができない。
【特許文献１】米国仮出願第６０／７８８３６７号
【特許文献２】米国仮出願第６０／７８８３６８号
【特許文献３】米国仮出願第６０／７４７３７９号
【特許文献４】米国仮出願第６０／８０４０９１号
【特許文献５】米国仮出願第６０／８６６８０３号
【特許文献６】米国仮出願第６０／８７１７０５号
【特許文献７】米国特許第６７４２０２１号
【特許文献８】米国特許出願第１１／５４１，２８２号
【特許文献９】米国特許出願第１０／９１２，５１７号
【特許文献１０】米国特許出願第１１／０６３，３５７号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　したがって、当技術分野には、より有効でユーザ・フレンドリな広告を提供するために
、テレビジョン、ホスティングされるオンライン・ビデオ、および類似物などのメディア
・ストリームに注釈を付ける方法および装置の必要がある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　一実施形態で、本発明は、メディア・ストリームに注釈を付ける方法および装置である
。ユーザによる注釈付きメディア・ストリームの作成を容易にする方法の一実施形態は、
メディア・ストリームをユーザから受け取ることと、注釈付きメディア・ストリームを作
るために補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムをメディア・ストリームの少なくと
も一部にマッピングすることと、注釈付きメディア・ストリームを格納することとを含む
。
【００１６】
　もう１つの実施形態で、ユーザによって提供される注釈付きメディア・ストリームを配
信する方法は、ユーザから注釈付きメディア・ストリームを受け取ることであって、注釈
付きメディア・ストリームは、注釈付きメディア・ストリームを作るためにメディア・ス
トリームの少なくとも一部にマッピングされる補足コンテンツの少なくとも１つのアイテ
ムを含む、受け取ることと、注釈付きメディア・ストリームを格納することと、注釈付き
メディア・ストリームを見る要求を視聴者から受け取ることと、注釈付きメディア・スト
リームを視聴者に配信することとを含む。
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【００１７】
　もう１つの実施形態で、ユーザによって提供される注釈付きメディア・ストリームを配
信する方法は、注釈付きメディア・ストリームを視聴者に配信することであって、注釈付
きメディア・ストリームは、注釈付きメディア・ストリームを作るためにメディア・スト
リームの少なくとも一部にマッピングされる補足コンテンツの少なくとも１つのアイテム
を含む、配信することと、注釈付きメディア・ストリームが視聴者によって見られるとき
に手数料を徴集することとを含む。一実施形態で、徴集は、視聴者の側でのさらなるアク
ション（補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムに含まれるハイパーリンクの選択ま
たは商取引の完了など）を必要とする。
【００１８】
　本発明の教示は、添付図面と共に次の詳細な説明を考慮することによってすぐに理解す
ることができる。
【００１９】
　理解を容易にするために、可能な場合には、複数の図面に共通する同一の要素を示すた
めに、同一の符号を使用した。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　一実施形態で、本発明は、ビデオ信号を含むメディア・ストリームの注釈付けに関連す
る。本発明の実施形態は、ユーザ（例えば、広告主、コンテンツ作成者、および類似物）
が、テレビジョン番組、コマーシャル、インフォマーシャル、予告編、ショッピング・チ
ャネル・セグメント、音楽ビデオ、ムービー、ＶＨＳまたはＤＶＤのレコーディング、ビ
デオ・オンデマンド・コンテンツ、ビデオ・ゲーム（例えば、対話型テレビジョン・ゲー
ム、パーソナル・コンピュータ・ゲーム、オンライン・ゲーム、ハンドヘルド・ゲーム、
およびコンソールベースのゲーム）、「ポッドキャスト」、ウェブキャスト（例えば、テ
レビ会議、教育放送など）、ホスティングされたオンライン・ビデオ、および類似物など
のメディア・ストリームに、例えばメディア・ストリームに現れるか他の形でメディア・
ストリームに関連する物品の広告コピー（例えば、商品、俳優、歌など）に関連する補足
コンテンツへのマッピングを用いて注釈を付けることを可能にする。したがって、プロダ
クト・プレースメントおよび関連する広告の提示を、技術的展望から計算的に単純化され
、視聴者の展望から実質的に控え目な形で実施することができる。さらに、本発明の実施
形態は、確固とした収入源の生成を可能にし、この確固とした収入源は、インフラストラ
クチャのサポートを提供し、コンテンツ作成者、広告主、および視聴者による使用を奨励
することができる。さらに、メディア・ストリームに注釈を付けることができ、メディア
・ストリームを、単に情報を与えるか美的であるコンテンツなどの非商業的性質の補足コ
ンテンツのアイテムにマッピングすることができる。
【００２１】
　一実施形態で、注釈付きメディア・ストリームは、見えるメディア・ストリームである
。「見える」とは、メディア・ストリームが、少なくともビデオ信号を含み、さらに、オ
ーディオ信号またはテキスト信号などの他のコンポーネントを含むことができることを意
味する。代替実施形態では、メディア・ストリームは、見えるコンポーネントを有するの
ではなく、少なくとも、オーディオ・コンポーネント（例えば、ストリーミング・ミュー
ジック、ラジオ局放送、ビデオ・ストリームからはぎ取られたオーディオ・フィード）ま
たはテキスト・コンポーネント（例えば、ストリーミング・テキスト、リッチ・サイト・
サマリ、ｒｅａｌｌｙ　ｓｉｍｐｌｅ　ｓｙｎｄｉｃａｔｉｏｎ（ＲＳＳ）またはリアル
タイム・シンプル・シンジケーション・フィード、インターネット・リレー・チャット・
チャネル）を含む。例えば、一実施形態で、メディア・ストリームは、テレビジョン、パ
ーソナル・コンピュータ、携帯電話機、携帯情報端末、ポータブル・メディア・プレイヤ
、飛行機内または自動車内のシステム・ディスプレイ、あるいは「ヘッドアップ」ディス
プレイのうちの少なくとも１つなどのディスプレイ・デバイスでの表示用のビデオ信号を
含む。メディア・ストリームがオーディオ信号を含む場合には、ユーザ・デバイスは、イ
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アホン、ヘッドホン、またはスピーカのうちの少なくとも１つを含むことができる。
【００２２】
　本発明の特定の実施形態では、補足コンテンツへのマッピングと共にオンライン・ビデ
オ配信およびアクセス・プロバイダにアップロードされるメディア・ストリーム（ビデオ
・コンテンツなど）に注釈を付ける方法が提供される。特定のコンテンツと、広告および
視聴者対話の機会を含む補足コンテンツの提示とは、メディア・ストリームをアップロー
ドするユーザ（例えば、コンテンツ作成者）によって指図することができ、あるいは、こ
のユーザが、共同制作者が補足コンテンツを選択し、関連付けることを許可することがで
きる。アップロードするユーザが補足コンテンツの選択を制御することを可能にすること
によって、本発明は、アップロードするユーザが、メディア・ストリーム・コンテンツと
補足コンテンツのどのアイテムがメディア・ストリームのありそうな視聴者に最も魅力的
である可能性があるかとのそのユーザのコンテキスト的理解を活用することを可能にする
。その結果、最も関連し、したがって最も有効な広告が、視聴者に提示される。さらに、
ビジネス・モデルのコンポーネントとして、本発明は、アップロードするユーザ（および
潜在的に共同制作者）が、メディア・ストリーム・コンテンツを貨幣化することを可能に
する。
【００２３】
　したがって、オンライン・ビデオ・コンテキストで広告を提示する現在の方法とは異な
って、本発明の実施形態は、インターネットでのメディア・ストリームの提示が、視聴者
が関連する広告と対話するため（例えば、視聴者「クリック・スルー」）、およびその対
話を監視し、分析し、その対話に作用するためのユニークな可能性をもたらすという事実
を活用する。従来のテレビジョン配信と異なって、ホスティングされる媒体およびビデオ
・オンデマンドは、各個々のユーザによって選択された時刻に提示され、見られるのであ
って、スケジュールに従って同時に提示され、多数の視聴者によって見られるのではない
という事実も活用される。したがって、ホスティングされる媒体のコンテキストでの同一
のメディア・ストリームに関する見るイベントが、ある範囲の時間にまたがって配信され
るので、視聴者対話を監視し、後続視聴者の経験の質を高めるのに使用することができる
。本発明の実施形態は、この機会を利用して、例えば、メディア・ストリームの早期視聴
者（例えば、最初の１０００人の視聴者）に広告の異なる選択を示すことと、これらの広
告選択のそれぞれに対する視聴者の反応を監視することと、その後、そのメディア・スト
リームのすべての後続視聴者および／または将来にこのメディア・ストリームまたは他の
メディア・ストリームを見るときのこれらの早期視聴者にとって最も説得力のある広告を
識別し、提示するのにこの情報を使用することとによって、広告の提示を最適化する。
【００２４】
　図１は、本発明による放送価値連鎖１００の一実施形態を示す概略図である。具体的に
言うと、価値連鎖１００は、テレビジョン価値連鎖を描いているが、当業者は、この図で
実施される全般的な概念を事実上すべての形の媒体配信での応用に拡張できることを了解
するであろう。価値連鎖１００は、少なくとも、１人または複数のコンテンツ作成者１０
２、１人または複数の視聴者１０４、１人または複数のアクセス・プロバイダ１０６、１
人または複数の広告購入者１０８、１人または複数の販売者１１０、およびストリーム注
釈付けサービス・プロバイダ１１２を含む複数の実体を含む。
【００２５】
　コンテンツ作成者１０２は、スタジオ、独立制作会社、ならびに、インターネット上で
入手可能なテレビジョン番組、ムービー、コマーシャル、およびビデオなどの視聴者への
配信用のメディア・ストリームを作成する個人さえ含む。コンテンツ作成者１０２は、そ
のメディア・ストリームをケーブル、衛星、インターネット、および遠隔通信サービス・
プロバイダまたはワールド・ワイド・ウェブ・ホスティング・サイトなどの１つまたは複
数のアクセス・プロバイダ１０６に供給し、このアクセス・プロバイダ１０６は、そのメ
ディア・ストリームを視聴者１０４に供給し、この視聴者１０４は、そのメディア・スト
リームを受け取る（例えば、テレビジョン、パーソナル・コンピュータ、携帯情報端末、
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または他のディスプレイ・デバイスを介して）。本発明によれば、視聴者１０４は、ディ
スプレイ・デバイス、リモート・コントロール、セット・トップ・ボックス、および／ま
たは他の入出力（Ｉ／Ｏ）デバイスと共に操作されるグラフィカル・ユーザ・インターフ
ェースを介してこれらのメディア・ストリームと対話することができる。
【００２６】
　小売業者、製造業者、およびサービス・プロバイダなどの販売者１１０は、消費者（例
えば、視聴者１０４）に売るための製品およびサービスを作る。上で説明したように、そ
のような製品およびサービスを広告する一般的な形は、コンテンツ作成者１０２からメデ
ィア・ストリーム内の広告時間（例えば、主プログラム・コンテンツに割り込む伝統的な
コマーシャルの形または主プログラム・コンテンツ内の製品の戦略的配置での）を購入す
ることである。しばしば、広告時間またはプロダクト・プレースメントの購入は、新しい
媒体リリースを追跡し、広告時間またはプレースメントをコンテンツ作成者１０２から直
接に購入し、広告または製品を販売者１１０の代わりに配置するプロダクト・プレースメ
ント・エージェントまたは広告代理店などの広告購入者１０８によって仲介される。上で
説明したように、この仲介は、しばしば、過度に侵入的な広告コンテンツが氾濫せず、そ
れに悩まされないことの視聴者の望みは言うまでもなく、物品を認識できる形で配置させ
ることの販売者の望みおよびコンテンツのアーティスティック・インテグリティを維持す
ることのコンテンツ作成者の望みなど、競合する懸念のバランスをとらなければならない
。従来、広告時間の購入者に関して、販売者１１０またはその代理人は、おそらくは広告
購入者１０８によって仲介された広告コンテンツをアクセス・プロバイダ１０６に提供し
、このアクセス・プロバイダ１０６は、その広告コンテンツを、視聴者１０４への配信の
ためにメディア・ストリーム内に挿入する。
【００２７】
　本発明によれば、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２は、伝統的なプロダ
クト・プレースメントの効力を高めることによって競合する懸念のバランスを容易にする
仲介者である。下でさらに詳細に説明するように、ストリーム注釈付けサービス・プロバ
イダ１１２は、コンテンツ作成者１０２、販売者１１０、および／またはアクセス・プロ
バイダ１０６と共に働いて、視聴者１０４に配信されるメディア・ストリーム用の実質的
に控え目な広告を作成する。一実施形態で、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１
１２は、コンテンツ作成者１０２から特別にコーディングされたメディア・ストリームを
受け取る。具体的に言うと、このメディア・ストリームは、（おそらくは一意の）セグメ
ント識別子によって識別される複数のセグメントにコーディングされ、このセグメントの
インデックスが、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２に供給される。インデ
ックスは、メディア・ストリームのどの特定のセグメントが、広告コンテンツとの関連付
けに適切である可能性がある特定の物品または物品のタイプを描くかを、セグメント識別
子によって指定することができる。さらに、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１
１２は、販売者１１０から広告コンテンツを受け取る。本発明によれば、ストリーム注釈
付けサービス・プロバイダ１１２は、広告コンテンツをメディア・ストリームのセグメン
トに関連するセグメント識別子にマッピングし（例えば、インデックスに従って）、この
マッピングを格納する。このマッピングは、その後、アクセス・プロバイダ１０６に供給
され、アクセス・プロバイダ１０６は、このマッピングおよび見られるメディア・ストリ
ームのセグメントに従って、視聴者１０４に広告コンテンツを供給することができる。
【００２８】
　例えば、コンテンツ・プロバイダ１０２が、テレビジョン番組を含むメディア・ストリ
ームを作成し、そのテレビジョン番組の所与の点で、ある女優が、特定のセーターを着て
描かれると仮定する。そのセーターを販売する小売業者（例えば、販売者１１０）は、本
発明に従って、そのセーターの商業的入手性を広告するのを助けるためにストリーム注釈
付けサービス・プロバイダ１１２に連絡することができる。一実施形態で、ストリーム注
釈付けサービス・プロバイダ１１２は、そのセーターに関連する広告コンテンツを、メデ
ィア・ストリームの対応するセグメントに関連付けられた１つまたは複数のセグメント識
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別子にマッピングし、メディア・ストリームが視聴者１０４に配信されるときに、視聴者
１０４が適当なときにアクセス・プロバイダ１０６に信号を送信することによってオンデ
マンドで広告コンテンツにアクセスできるようにする。広告コンテンツには、そのセータ
ーに関する商業的情報（例えば、そのセーターをそこから商業的に入手できる販売者、素
材、色など）ならびにそのセーターを即座に購入するオプション（例えば、販売者のイン
ターネット・ウェブ・サイトを介してまたは対話型テレビジョン・ショッピング機能によ
って）を含めることができる。
【００２９】
　下でより詳細に説明するさらなる実施形態では、ストリーム注釈付けサービス・プロバ
イダ１１２は、有効なプロダクト・プレースメント広告を容易にすることに加えて、デー
タ・マイニング・タスクをも実行することができる。例えば、アクセス・プロバイダ１０
６および／またはストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２は、個々の視聴者１０
４または視聴者１０４のグループの関心を測定する手段（例えば、視聴者１０４が広告を
要求する製品およびサービスのタイプを分析することによって）として、受け取られた視
聴者信号をログ記録することができる。そのような情報を、販売者１１０および／または
広告購入者１０８に供給して、彼らがある種の個々の視聴者１０４または視聴者１０４の
グループから使用可能にする広告を調整する際に助けることができ、これによって、販売
者がプロダクト・プレースメントの効力を最大化することを可能にすることができる。さ
らに、そのような情報は、特定のプロダクト・プレースメントの効力を査定し、これらの
プレースメントに適当な価格設定モデルを決定するのに有用である可能性がある。
【００３０】
　上では、別個の実体がある種のタスクまたは機能を実行する特定の配置を説明したが、
当業者は、さらなる実施形態で、いくつかの実体が複数の機能性を提供できることを了解
するであろう。例えば、代替実施形態で、上ではストリーム注釈付けサービス・プロバイ
ダ１１２によって提供されるストリーム注釈付け機能性を、アクセス・プロバイダ１０６
またはコンテンツ作成者１０２など、別の当事者によって提供することができる。代替案
では、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２、アクセス・プロバイダ１０６、
または広告購入者１０８が、広告コンテンツへのマッピングのためにメディア・ストリー
ムのセグメント識別子をインデクシングする責任を負うものとすることができる。さらな
る実施形態では、コンテンツ作成者が、メディア・ストリームの作成だけではなく、広告
コンテンツおよびマッピングを作成する責任を負うものとすることができる。したがって
、本発明は、同一のタスクを実行するための多数の異なる配置を企図している。したがっ
て、本発明によるストリーム注釈付けサービスは、既存のテレビジョン価値連鎖を活用す
る。
【００３１】
　コンテンツ作成者が所与のメディア・ストリーム内で描かれる多数の「マイナー」製品
（例えば、短い時間だけ現れる物品、視聴者の反応を生成しやすくはない物品など）の販
売者を追跡することに長い時間を投資することは、費用効率がよくない場合がある。言い
換えると、コンテンツ作成者が、プロパティ・リストに各物品の名前および販売者を単純
に記録することは、比較的簡単であり、安価であるが、外へ出、物品のプレースメントを
「売る」ことを試みることは、比較的時間集中型である。
【００３２】
　一実施形態で、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２は、所与のメディア・
ストリームまたはメディア・ストリームのセットに現れる物品（例えば、製品、サービス
、音楽、人）または物品のタイプ（例えば、１９６０年代の青銅ランプ）をリストするウ
ェブ・サイトをホスティングする。下でより詳細に述べるように、販売者は、このウェブ
・サイトを見、関心のある物品を検索することができる。というのは、潜在的にそのよう
な物品が物品のライブラリまたはオントロジ内に配置されているからである。例えば、ラ
ンプ販売者は、メディア・ストリーム内で実際に描かれる物品に似ているが、正確には描
かれた物品ではない可能性がある物品を目玉として宣伝する、視聴者への提示のための補
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足コンテンツ（例えば、広告コンテンツ）を提供することを望む場合がある。販売者が十
分に関心を持つ場合に、その販売者は、視聴者への表示用のその販売者の補足コンテンツ
（例えば、物品の写真、より多くの情報など）をマッピングすることに関する固定料金コ
ストを即座に支払うことができる。このサービスから得られる収入は、メディア・ストリ
ームを作成したコンテンツ作成者、メディア・ストリームに特別出演する俳優、および類
似物と分け合うことができる。
【００３３】
　一実施形態で、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２は、メディア・ストリ
ーム注釈付けのマーケット・イネーブラ（すなわち、技術的インフラストラクチャを提供
する）、マーケット・メイカー（すなわち、プレースメント取引を仲介するサービス部門
）、またはメディア・ストリーム市場全体のクリアリング・ハウスとして働くのではなく
、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２は、市場のアクティブ参加者になるこ
とを選択することができる。すなわち、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２
は、特定のメディア・ストリームに関して補足コンテンツを関連付ける権利を購入し（例
えば、フラット料金で）、その後、クリックストリーム・ターゲティング情報の価値を付
加した後に、最高額入札者にこの権利を（全体としてまたは部分的に）売ることができる
。この手法を利用すると、コンテンツ作成者は、そのコンテンツの予測可能な価格を与え
られ、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２は、再販を行うリスク（および結
果の潜在的利益）を負い、販売者は、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２が
単一の調整点を提供するので利益を得る。
【００３４】
　図２は、コーディングされた（すなわち、インデクシングされた）メディア・ストリー
ムを作る方法２００の一実施形態を示す流れ図である。方法２００は、例えば、ストリー
ム注釈付けサービス・プロバイダ１１２などのストリーム注釈付けサービス・プロバイダ
によるメディア・ストリーム注釈付けを容易にするために、図１に示されたものなどのコ
ンテンツ作成者１０２によって実施することができる。代替案では、方法２００を、完全
にストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２で実施することができる。
【００３５】
　方法２００は、ステップ２０２で開始され、ステップ２０４に進み、ここで、方法２０
０は、メディア・ストリーム内に現れる１つまたは複数の物品を識別し（すなわち、メデ
ィア・ストリームの撮影の前に）、識別された物品のそれぞれに（おそらくは一意の）タ
グを用いてタグ付けする。例えば、図２３に、複数の物品がタグ付けされる（すなわち、
「ＲＦＩＤ」）、例示的撮影位置２３００を示す。
【００３６】
　一実施形態では、メディア・ストリーム内に現れるすべての物品が、識別され、タグ付
けされる。一実施形態では、物品は、ランダム・タグを用いてタグ付けされる。もう１つ
の実施形態では、１つまたは複数の特定の物品が、すべてのメディア・ストリームで使用
される特定の一意のタグを割り当てられる（例えば、ソフト・ドリンクＸは、ソフト・ド
リンクＸが使用されているメディア・ストリーム（１つまたは複数）にかかわりなく、お
よび／またはメディア・ストリームを撮影するコンテンツ作成者にかかわりなく、必ずタ
グＹを用いてタグ付けされる）。この実施形態では、コンテンツ作成者によってアクセス
可能なユニバーサル・データベースが、所与の物品に使用される適当なタグを指定するこ
とができる。そのようなデータベースは、例えばストリーム注釈付けサービス・プロバイ
ダ１１２によって作成し、維持することができる。一実施形態で、識別された物品は、一
意のｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ（ＲＦＩＤ）タグ
を用いてタグ付けされる。
【００３７】
　ステップ２０６で、方法２００は、タグおよび関連付けられた物品のデータベース（例
えば、図２３のデータベース２３０２）を作成するか更新する。一実施形態で、物品のデ
ータベース・エントリは、関連付けられたタグのＩＤに加えて、物品自体に関する情報（
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例えば、アイテムの販売者１１０によって供給される）を含む。もう１つの実施形態で、
物品のデータベース・エントリは、物品の説明、物品のイメージ、または物品が既にスト
リーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２に登録されていることを示すハイパーリンク
もしくは他の識別子（この場合に、物品に関する情報を、販売者の望みに従って事前にロ
ードすることができる）のうちの少なくとも１つを含む。さらなる実施形態で、物品のデ
ータベース・エントリは、物品の販売者がメディア・ストリーム内での物品のプレースメ
ントおよび広告と引き換えに提供するつもりがある代償の尺度を含む。
【００３８】
　ステップ２０８で、この方法は、メディア・ストリームが撮影されるときに実質的にリ
アル・タイムで、タグ付けされた物品上のタグを検出し、読み取る。一実施形態で、タグ
は、メディア・ストリームの撮影が行われる現場に配置される（および、タグ付けされる
物品を含むセットから適当な読み取り距離に配置される）センサ・システムによって検出
され、読み取られる。代替実施形態では、センサ・システムは、読み取り距離の問題を最
小にするために、イメージ取込デバイス（１つまたは複数）にリンクされるのではなく、
セットに（例えば、天井、床、および／またはマイクロホン・システムに）組み込まれる
。後者の実施形態は、特に再利用される（すなわち、可動ではない）撮影位置について効
率的であり、費用効率がよいはずである。もう１つの実施形態では、センサ・システムは
、撮影の前または後のいずれかに撮影位置を歩き回り、タグ付けされた物品をスキャンす
る個人によって操作可能なハンドヘルド・センサ・システムである。この場合に、ハンド
ヘルド・センサ・システムによって記録される情報は、さらなる処理のためにデコーダに
送られる（例えば、無線送信器を介してまたはセンサ・システムを接続できるネットワー
クを介して）。もう１つの実施形態では、センサ・システムは、イメージ取込デバイスの
視野に一体化されるか、イメージ取込デバイス（１つまたは複数）と連繋して移動するよ
うに較正され、プログラミングされる関節動作式アームに組み込まれ、イメージ取込デバ
イスの視野（すなわち、実際に「ショット内」にあるものとして撮影されるもの）の中に
現れる物品上のタグだけが読み取られるようになる。この実施形態は、イメージ取込デバ
イスの視野の外のタグを除外するために、三角測量システムに関連して達成することがで
きる。タグがＲＦＩＤタグである実施形態では、センサ・システムは、ＲＦＩＤタグに問
い合わせることができるＲＦＩＤセンサ・システムである。
【００３９】
　例えば、一体化されたＲＦＩＤセンサ・システム２４０２を有するイメージ取込デバイ
ス２４００を示す図２４に示されているように、イメージ取込デバイスの視野によって定
義される撮影のフィールドとセンサ・システムの範囲によって定義されるタグ・アクティ
ブ化のフィールドとが、撮影位置２４０６の同一の区域を強調表示する。したがって、セ
ンサ・システム２４０２によってアクティブ化されるタグは、タグ付けされた物品がイメ
ージ取込デバイスの視野に現れるときに読み取られる。
【００４０】
　ステップ２１０で、この方法は、メディア・ストリームが撮影されるときに実質的にリ
アル・タイムで、メディア・ストリームの各フレームに（おそらくは一意の）識別子を割
り当てる。一実施形態で、識別子は、メディア・ストリームを撮影しているイメージ取込
デバイス（１つまたは複数）（例えば、ビデオ・カメラ、スチール・カメラ、または類似
物）に通信的にリンクされたエンコーダに従って、撮影されたセグメント（例えば、個々
のフレーム）に割り当てられる。例えば、図２０に、複数のセグメント２００２１～２０
０２ｎ（以下では集合的に「セグメント２００２」と称する）に論理的に分割された例示
的メディア・ストリーム２０００を示す。図示の例では、各セグメント２００２は、メデ
ィア・ストリーム２０００の１つのフレームを含む。さらに、図示されているように、各
セグメント２００２は、一意のセグメント識別子を割り当てられ、例えば、セグメント２
００２１を識別するセグメント識別子は、「ＸＹＺ－１００」であり、セグメント２００
２２を識別するセグメント識別子は、「ＸＹＺ－１０１」であり、セグメント２００２３

を識別するセグメント識別子は、「ＸＹＺ－１０２」であり、以下同様である。セグメン
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ト識別子の「ＸＹＺ」部分は、メディア・ストリーム２０００を識別するプログラム識別
子であり、セグメント識別子の数字部分は、メディア・ストリーム２０００内の特定のセ
グメントを識別する識別子である。
【００４１】
　ステップ２１０でセグメントに割り当てられる識別子が、完成した（潜在的に編集され
た）メディア・ストリームと共に送信される「最終的な」セグメント識別子であるのでは
なく、同一シーンを撮影した複数の異なるイメージ取込デバイスによって生成されたスト
リームが一緒に単一の一体化されたメディア・ストリームに編集されるときなど、割り当
てられる識別子が、最終的なセグメント識別子を生成するのに使用され得ることに留意さ
れたい。言い換えると、下でより詳細に説明するように、後の段階のエンコーディングが
、ステップ２１０で割り当てられた識別子をメタデータまたは類似物に埋め込む場合があ
る。
【００４２】
　一実施形態で、セグメント識別子は、メディア・ストリームに関連するクローズド・キ
ャプション化ストリーム内の標準「テキスト」として埋め込まれるが、このテキストは、
メディア・ストリームおよびクローズド・キャプショニング・ストリームの視聴者に不可
視になるように変更される（例えば、埋め込まれるセグメント識別子のテキストは、背景
と同一の色で提示されるか、透明である）。この手法は、埋め込まれる情報をメディア・
ストリームに追加するのに既存システムを活用するはずである。
【００４３】
　一実施形態で、エンコーダは、メディア・ストリームに埋め込まれるプログラム識別子
（例えば、国際標準視聴覚資料番号すなわちＩＳＡＮ）を入手するために、それがエンコ
ーディングしつつあるメディア・ストリームを「読み取り」、次に、（ａ）各セグメント
のセグメント識別子（おそらくはメディア・ストリーム内の他のセグメントの識別子と比
較して一意）を生成すること、（ｂ）メディア・ストリーム内に埋め込まれる可能性があ
る他の情報からプログラム識別子およびセグメント識別子を区別するためにプログラム識
別子およびセグメント識別子が関連プロセッサ（例えば、セット・トップ・ボックス、ア
クセス・プロバイダのシステム）によって使用されることを識別する一意シグニファイヤ
が潜在的に先行するセグメント識別子とプログラム識別子とを組み合わせること、ならび
に（ｃ）クローズド・キャプショニングの「不可視」テキスト、インターネット・プロト
コル・テレビジョンＩＰＴＶフレームの「メタデータ」セクション、垂直帰線消去期間、
ウォーターマーク、または類似物など、どのような形（１つまたは複数）であれ必要な形
でコード全体を自動的に埋め込むことという動作のうちの１つまたは複数を実行する。
【００４４】
　異なるタイプのメディア・ストリームは、異なるプロパティ（例えば、異なるフレーム
毎秒レート）を有し、第１フォーマットでセグメント識別子をエンコードされた１つのメ
ディア・ストリームが第２フォーマットに変換されるときには、第２フォーマットとの一
貫性を有するために、セグメント識別子コーディングも変化することが必要になる場合が
ある。一実施形態で、エンコーダは、「マスタ」メディア・ストリームに埋め込まれたコ
ーディングを再検討し、適当な調整要因（例えば、異なるフレーム・レートまたは他の特
性を考慮に入れるために必要な調整）を参照し、その後、調整されたコーディングを用い
て「従属」メディア・ストリームをエンコードする。このプロセスは、複数の従属メディ
ア・ストリームと同時に行うことができる。
【００４５】
　戻って図２を参照すると、タグ付けされた物品が読み取られ、メディア・ストリームの
セグメントがセグメント識別子を割り当てられたならば、方法２００は、ステップ２１２
に進み、ステップ２０８および２１０で収集され、かつ／または割り当てられたデータに
従って、セグメント識別子への物品のインデックスを作成する。エンコーダが、メディア
・ストリームのセグメントに識別子を割り当てるのに使用される実施形態では、エンコー
ダを、センサ・システムに通信的にリンクすることができ、その結果、メディア・ストリ
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ームの各セグメントが撮影中に作成されるときに、ＲＦＩＤタグ上のＲＦＩＤコードが、
読み取られ、同時に記録されるようになる。その後、インデックスをデータベース（例え
ば、エンコーダ内またはネットワークを介してリンクされた中央収集点に常駐する）に格
納することができる。
【００４６】
　方法２００は、ステップ２１４で終了する。
【００４７】
　方法２００は、これによって、メディア・ストリーム内に現れる物品の、その物品が現
れるメディア・ストリームのセグメント識別子への自動化されたリアルタイム・インデク
シングを可能にする。これらのインデックスは、その後、ストリーム注釈付けサービス・
プロバイダ１１２に供給されて、下でより詳細に説明するように、メディア・ストリーム
の、その中に現れる物品に関連するメタデータを用いるマークアップを容易にする。その
ようなインデックスを、ビデオに現れる物品のプロパティ・リストを備え、メディア・ス
トリームを観察し、物品が現れるフレームを記録する個人によって実行することもできる
が、方法２００がインデクシング・プロセスを大幅に単純化することに留意されたい。例
えば、方法２００は、インデックスを作るのに必要な人数および時間の長さを実質的に減
らし、これによって、コストを下げ、制作を加速する。一実施形態で、シーン（すなわち
、フレームの範囲）が、メディア・ストリームの最終版からカットされる場合に、生のエ
ンコーディングまたはインデックスを、最終的にストリーム注釈付けサービス・プロバイ
ダ１１２に供給される最終的なインデックスに置換することができる。この最終的なイン
デックスのフレームを、その生の識別子と最終的な識別子との両方に関連付けることがで
きる。
【００４８】
　一実施形態で、メディア・ストリームのセグメント（すなわち、フレームのシーケンス
）が、（おそらくは一意の）セグメント識別子によって識別される（例えば、格納された
インデックス内で）。一実施形態で、セグメント識別子は、セグメントに関連するフレー
ム番号のセット（例えば、フレームａからｃまで）を含む。もう１つの実施形態で、セグ
メント識別子は、生成された番号（例えば、セグメントのフレームをハッシュ化し、その
後、オプションで暗号化することによって生成される）を含む。例えば、一実施形態で、
セグメントは、時間セグメント中に発生するメディア・ストリームの１つまたは複数のフ
レームに関連するタイムコードまたはタイムコードのセット（例えば、ｔからｔ＋３まで
）によって識別される時間セグメントである。いくつかの実施形態で、Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐ
ｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＭＰＥＧ）タイムコードまたは米国映画テ
レビ技術者協会ＳＭＰＴＥタイムコードをセグメント識別子として使用することができる
。一実施形態で、セグメント識別子は、セグメントを含むメディア・ストリームが編集さ
れるか他の形で変換されるときに、セグメント識別子がプログラム・コンテンツの同一部
分に関連付けられ続ける（例えば、セグメント識別子が個々のフレームに直接に関連付け
られるようにメディア・ストリーム内にセグメント識別子を埋め込むことによって）形で
、セグメントに関連付けられる。
【００４９】
　代替実施形態では、セグメントは、メディア・ストリーム内の観察された時刻（例えば
、ストップウォッチがメディア・ストリームと同一時刻にスタートされる場合のストップ
ウォッチの読みに似た）に対応し、これによって、既知の位置（例えば、メディア・スト
リームの始めまたはメディア・ストリーム内のシーンの始め）に対する相対的なタイミン
グ情報を含む。代替案では、既知の位置からのメディア・ストリーム内のフレーム数が使
用される。好ましくは、オフセットは、正のオフセットである（すなわち、既知の位置の
後に発生するメディア・ストリーム内の点に関係する）が、相対位置を負にすることもで
きることが企図されている。
【００５０】
　さらなる実施形態では、メディア・ストリームを、比較的少数の第１レベル・セグメン



(17) JP 5649303 B2 2015.1.7

10

20

30

40

50

トに分割することができ（例えば、テレビジョン番組をシーン全体またはコマーシャル・
ブレークの間に発生する部分あるいはＤＶＤの１チャプタに対応するセグメントに分割す
る）、この第１レベル・セグメントのそれぞれは、さらに、第１レベル・セグメントの始
めに対する相対的な時間識別（例えば、ストップウォッチ読み）を含む一連の第２レベル
・サブセグメントに関連付けられる。例えば、メディア・ストリームをｎ個の第１レベル
・セグメントＳ１，Ｓ２，．．．，Ｓｎに分割することができる。次に、これらの第１レ
ベル・セグメントのそれぞれは、さらに、相対タイミング情報に関連付けられ、この相対
タイミング情報は、本明細書で前に説明した実施形態によれば、第１レベル・セグメント
が完全なメディア・ストリームであるかのように、第１レベル・セグメントの特定のサブ
セグメントに対応する。これは、各セグメントに関連する時刻が（おそらくは）途切れな
いストリーム内の固定点から始まるならば、インデックスによって暗示される関連付けの
正確さを改善するはずである。
【００５１】
　方法２００のさらなる実施形態では、インデックス内のエントリ（すなわち、物品およ
び対応するフレームのエントリ）は、さらに、シーン情報（例えば、シーンに現れる俳優
、シーンの位置など）によって増補される。この追加の注釈付けは、販売者および広告購
入者が、物品が提示されるコンテキストを理解するのを助ける。代替案では、この増補を
、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２によって実行することができる。
【００５２】
　さらなる実施形態では、インデックス・エントリは、インデクシングされた物品を最も
有利に描くフレームまたは一連のフレームを識別する。例えば、物品全体が長い時間期間
にわたって可視であるセグメントなど、１つまたは複数のフレームが、販売者（または購
入者）の観点から物品の「最良の」ビューを描く場合がある。この実施形態では、物品を
、有利なコンテキストで（例えば、特定の物品が、２人の人気俳優を含む大衆を喜ばせる
シーンで特別扱いされる）物品を描く「フル」シーンまたは劇的シーン、および物品が現
れる前、現れている間、および現れた後の２～３秒を描く「広告」シーンなど、複数の異
なる「シーン」に関連付けることができる。一実施形態で、ユーザは、指定されたパラメ
ータ（例えば、「バンドＸＹＺが特別出演するすべての音楽ビデオでリード・シンガーが
履いているすべての靴」）に基づいて、インデックス・エントリからシーンを選択するこ
とを可能にされ得る。
【００５３】
　一実施形態では、タグおよび物品のデータベースが、異なるタグにマッピングされるが
同一の物品である可能性が高い物品を識別するために維持される。例えば、あるコンテン
ツ作成者が、特定のサングラスを「ブランドＸモデルＹ、男性サングラス」として識別す
るが、別のコンテンツ作成者が、「ブランドＸ製のモデルＹサングラス」という句を使用
する場合がある。そのような潜在的一致を識別することにより、ユーザは、そのような可
能な関係を簡単に再検討し、説明がより均一になるようにするために説明を変更し、かつ
／または関連する広告出力の更新などのタスクをより簡単かつ正確に行えるようにするた
めにこの２つの物品の間のリンクを定式化することができる。この検索／識別プロセスは
、潜在的に、異なるコンテンツ作成者によっておよび／またはアクセス・プロバイダまた
は注釈付けサービス・プロバイダによって維持されるデータベースに連絡しようとするは
ずである。
【００５４】
　一実施形態で、ユーザは、外部データベース（例えば、第三者が提供する、物品のカタ
ログ）からのデータを変更することを許可されない。ユーザは、読み取りアクセスだけを
許可されるが、２つの物品の間の潜在的リンクを関連する当事者に簡単に通知し、並列変
更を管理する機構を与えられる。例えば、両方の当事者がダウンロードできる改訂された
説明を、アクセス・プロバイダまたはストリーム注釈付けサービス・プロバイダなどの第
三者によって提供することができる。代替案では、新しい説明を最終化する前に両方の当
事者（およびおそらくは広告ブローカまたは販売者などの第三者）が提案を申し出ること
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ができる協調ツールを、設けることができる。
【００５５】
　一実施形態で、１つまたは複数のＲＦＩＤタグが、特定の撮影状況に関する情報を含め
るためにコンテンツ作成者によって記録される。例えば、セグメント全体が、マーシャル
・アートを含むアクション・シーケンスを含む場合があり、撮影隊が（例えば、マーケテ
ィング部門の指示で）、その情報を記録させることを望む場合がある。例えば、シーンが
マーシャル・アートを含むことを知ることは、下でさらに詳細に述べるように、視聴者が
最終的にセグメントの提示中に補足コンテンツを入手することへの関心をシグナリングす
るときに、ある種のマーケティング情報／メトリックスを生成することを可能にする場合
がある（例えば、特定の視聴者または視聴者のクラスが、アクション・シーケンスに続く
ビデオ・ゲーム広告に良好に反応することを知ることができる）。他の例は、「音楽シー
ケンス」として、ベニスの浜辺（例えば、特定の位置）を含む何かとして、あるタイプの
撮影技法（例えば、白黒のみ）を用いるものとして、または類似物としてセグメントを記
録することとすることができる。これらのタイプの情報のすべてが、セグメント内の任意
の所与の物品と独立であるが、それでも、補足コンテンツをターゲティングするために非
常に重要である可能性がある。
【００５６】
　そのような情況では、物品独立であるがそれでも「セットで生で」提供されるＲＦＩＤ
インデクシングを用いて、前に述べたＲＦＩＤタグ付けプロセスを補足することが有用に
なる。したがって、「セグメントＲＦＩＤタグ」を、イメージ取込デバイス上に配置され
た各ＲＦＩＤセンサの非常に近くに配置し、その結果、セグメントＲＦＩＤタグがイメー
ジ取込デバイスの視野内にない場合であっても、セグメントＲＦＩＤタグが必ず撮影中に
インデクシングされるようにすることができる。例えば、セグメントＲＦＩＤタグを、イ
メージ取込デバイスのレンズの上にあるがＲＦＩＤセンサ・ビームの範囲内にある保持用
ブラケット内に挿入することができる。一実施形態では、ＲＦＩＤタグを使用するのでは
なく、キーボードなどの入力デバイスを使用して、ＲＦＩＤ感知される物品と一緒にフィ
ルム内でインデクシングされる、セグメント固有のアイテム独立情報を入力することがで
きる。
【００５７】
　一実施形態で、ある種の物品が、ＲＦＩＤタグを収めるには寸法が物理的に小さすぎる
（または、実際に、物品がまったくなく、単に「概念」がある可能性がある）場合に、フ
ィルムが正しくインデクシングされるようにするために、ＲＦＩＤタグを、実際の物品の
近くに配置することができる。例えば、腕時計は、ＲＦＩＤタグを収めるには小さすぎる
可能性があるが、その時計のすぐそばに現れるシャツの袖が、正確なインデクシングを保
証するのに十分な近接を実現する。
【００５８】
　図３は、本発明による、メディア・ストリームに現れる物品上のタグを検出し、読み取
る方法３００の一実施形態を示す流れ図である。具体的に言うと、方法３００は、上で述
べたセンサ・アレイの使用を介して３次元空間（例えば、撮影セット）内のタグ付けされ
た物品を検出し、突き止める手段を提供する。方法３００は、例えば、方法２００のステ
ップ２０８に従って実施することができる。
【００５９】
　方法３００は、ステップ３０２で初期化され、ステップ３０４に進み、ここで、方法３
００は、３次元空間（例えば、天井および／または床あるいはマイクロホン・ブームなど
の他の位置に配置されたセンサによって定義される）内の１つまたは複数の位置から１つ
または複数の物品タグを読み取る。
【００６０】
　ステップ３０６で、方法３００は、読みに従って、物品のうちの１つまたは複数の３次
元（すなわち、ｘ，ｙ，ｚ）位置を判定する。一実施形態で、物品の３次元位置の判定は
、物品のタグの相対信号強度を反映する読みによって援助される。例えば、天井内のセン
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サが、床から１０フィート（３．０４８ｍ）に位置決めされ、ｓの信号強度がセンサから
４フィート（１．２１９２ｍ）の距離を示すことがわかっている（例えば、超音波、レー
ザ、または他の手段によって）場合に、そのタグが３次元空間内で強度ｓの信号を発する
物品の「高さ」を、床から約６フィート（１．８２８８ｍ）として計算することができる
。
【００６１】
　ステップ３０８で、方法３００は、センサ・アレイによって検出される３次元空間のう
ちで、イメージ取込デバイスの視界によって定義されるサブセットを識別する。一実施形
態で、このサブセット空間は、まず３次元空間内でイメージ取込デバイスを突き止めるフ
レーミング・プロセスによって（例えば、イメージ取込デバイスの位置を物理的に測定す
ることによって、またはセンサ・アレイによって読み取り可能なタグを用いてイメージ取
込デバイス自体にタグ付けすることによって）判定される。これは、イメージ取込デバイ
スを、メディア・ストリーム用に撮影されるシーンに対して相対的に配置する。イメージ
取込デバイスの相対位置がわかったならば、イメージ取込デバイスから読みを入手して、
イメージ取込デバイスのズーム／視野（例えば、パノラマ・ショット対「タイト」ショッ
ト）と共に、イメージ取込デバイスのレンズが向けられている３次元方向を判定する。次
に、これらの読みを組み合わせて、３次元サブセット空間を作る。このサブセット空間は
、イメージ取込デバイスがパンされ、チルトされ、ズームされるときに変化するので、撮
影が行われる際に連続的に再計算される。
【００６２】
　ステップ３１０で、方法３００は、センサ・アレイによって定義される３次元空間内の
タグ付けされた物品を選択する。次に、方法３００は、ステップ３１２に進み、選択され
た物品がフレーミング・プロセス（すなわち、ステップ３０８）によって判定されたサブ
セット空間内に現れるかどうかを判定する。これは、ステップ３０６の出力をステップ３
０８の出力と比較することによって行うことができる。
【００６３】
　方法３００が、ステップ３１０で、選択された物品がサブセット空間内に現れると結論
する場合に、方法３００は、ステップ３１４に進み、選択された物品をタグ・ログ内で「
アクティブ」としてマークする。例えば、図２５に、メディア・ストリーム・セグメント
を識別する各セグメント識別子に関連するアクティブ・タグを識別する例示的タグ・ログ
２５００を示す。
【００６４】
　その代わりに、方法３００が、ステップ３１０で、選択された物品がサブセット空間内
に現れないと結論する場合に、方法３００は、ステップ３１６に進み、選択された物品を
「インアクティブ」としてマークする。一実施形態で、第２の物品に関連する第１の物品
（例えば、俳優が身に着けている眼鏡）を、第１の物品がサブセット空間内でインアクテ
ィブとしてマークされるかまったくマークされない場合であっても、第２の物品がアクテ
ィブとしてマークされるときに必ず、そのサブセット空間内でアクティブとしてマークす
ることができる。
【００６５】
　ステップ３１８で、方法３００は、センサ・アレイによって定義される３次元空間内で
別のタグ付けされた物品を選択すべきかどうかを判定する。一実施形態で、方法３００は
、まだ突き止められておらず、アクティブまたはインアクティブとしてマークされていな
い少なくとも１つのタグ付けされた物品がある場合に、別のタグ付けされた物品を選択す
る。方法３００が、ステップ３１８で、別のタグ付けされた物品を選択しなければならな
いと結論する場合に、方法３００は、ステップ３１０に戻り、上で説明したように進行し
て、別のタグ付けされた（しかしまだマークされていない）物品を選択する。その代わり
に、方法３００が、ステップ３１８で、別のタグ付けされた物品を選択してはならないと
結論する場合に、方法３００は、ステップ３２０で終了する。したがって、方法３００は
、マークされる（アクティブまたはインアクティブとして）ことを意図されたすべてのタ



(20) JP 5649303 B2 2015.1.7

10

20

30

40

50

グ付けされた物品がマークされるまで、繰り返すか反復する。
【００６６】
　上で図２に関して説明したように、撮影中の実質的に同時のプロセスが、メディア・ス
トリームのフレームを（おそらくは一意の）セグメント識別子と共にエンコードすること
ができる。ログ・ファイルは、これらのセグメント識別子を、フレームが作成された時間
的瞬間に「アクティブ」である物品のリストと照合することができる。一実施形態で、こ
のログ・ファイルは、各物品が１回だけリストされるが、メディア・ストリームの関連す
るセグメント識別子のすべてに関連付けられるように、物品ごとに編成される。
【００６７】
　一実施形態で、方法３００を、生のコンテンツ供給をエンコードするように適合させる
ことができる。その場合に、生のセグメント識別子は、メディア・ストリームのセグメン
トに関連付けられる唯一の識別子になる。その場合に、ライブ・オペレータは、セグメン
ト識別子に関連付けられなければならないが、「アクティブ」としてはマークされない追
加物品（例えば、タグ付けされなかった物品または有形の可視の商品ではなく、浜辺の休
暇など、メディア・ストリームによって提案される「概念」に関連する物品）によってイ
ンデックスを補足することができる。さらに、そのようなマークされない物品を、編集さ
れたインデクス（すなわち、生のコンテンツ供給について作成された生のインデックスで
はなく）に関連付けることができる。さらに、オペレータは、方法３００によってマーク
された物品のアクティブ／インアクティブ指定を編集することを可能にされるものとする
ことができる（例えば、不正確さを訂正するために）。例えば、オペレータは、自動化さ
れた方法３００によってシーンから外れたと知覚されたが実際には現れていた物品をイン
デックスに追加するために「インアクティブ」物品のセットにアクセスすることができる
。
【００６８】
　図４は、コーディングされたメディア・ストリームを作る方法４００のもう１つの実施
形態を示す流れ図である。方法２００と同様に、方法４００は、ストリーム注釈付けサー
ビス・プロバイダ１１２によるストリーム注釈付けを容易にするために、コンテンツ作成
者１０２によって実施することができる。その代わりに、方法４００を、完全にストリー
ム注釈付けサービス・プロバイダ１１２で実施することができる。
【００６９】
　方法４００は、ステップ４０２で初期化され、ステップ４０４に進み、ここで、方法４
００は、潜在的にメディア・ストリーム内に現れる１つまたは複数の物品および／または
個人（例えば、俳優）のイメージの「エンサイクロペディア」（すなわち、データベース
）を作成するか入手する。一実施形態で、このデータベース内のイメージは、ビデオ認識
用に最適化される。これには、例えば、後の認識を容易にするために物品または個人を複
数のアングルからまたは異なる照明を用いて撮影する（昼間のシーン対夜間のシーンなど
、物品が実際にどのように撮影されたかに関わりなく物品を認識できるようにするために
）ことを含めることができる。一実施形態で、物品または個人のデータベース・エントリ
は、１つまたは複数のイメージに加えて、物品または個人に関するテキストの識別する情
報、物品または個人を一意に識別する識別番号、物品または個人がメディア・ストリーム
内で移動する可能性が高い（例えば、自動車）のか静的なのかの表示、およびビデオ認識
システムの正確さを高めることができるある種の属性の特徴を表す他のデータ（例えば、
輝度、色相、または反射率）のうちの１つまたは複数を含む。もう１つの実施形態では、
撮影位置が、エントリとしてデータベースに含まれ（例えば、雪および氷を特色とする戸
外シーン対テントの内部を特色とする室内シーン）、前景オブジェクトを背景シーンから
区別することを可能にする。もう１つの実施形態では、物品または個人のデータベース・
エントリを、別のエンサイクロペディア内のエントリから選択することができる。
【００７０】
　ステップ４０６で、方法４００は、セグメント識別子をエンコードされたメディア・ス
トリーム（すなわち、そのセグメントが既に識別情報と共にエンコードされているメディ
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ア・ストリーム）を入手する。次に、方法４００は、ステップ４０８に進み、認識を容易
にするための入力としてステップ４０４で作成されたイメージのエンサイクロペディアを
使用して、ビデオ認識システムに従ってメディア・ストリームを処理する。比較的小さい
サイズのエンサイクロペディアが、メディア・ストリーム内に現れる物品のより正確な認
識を可能にするに違いない。
【００７１】
　ステップ４１０で、この方法は、認識結果を使用して、メディア・ストリームの１つま
たは複数のセグメント識別子を、対応するセグメント（１つまたは複数）に現れる物品（
または個人）の１つまたは複数の物品（または個人）ＩＤに関連付ける。一実施形態で、
セグメント識別子と物品（または個人）ＩＤとの関連付けは、認識結果の人間の検証次第
である。したがって、セグメントへの物品（および個人）のインデックスが作成される。
その後、このインデックスを、例えば、下でより詳細に説明するように、将来の使用およ
び処理のためにストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２に供給することができる
。その後、方法４００は、ステップ４１２で終了する。
【００７２】
　方法４００のさらなる実施形態では、メディア・ストリームに対して実行されるビデオ
認識処理（すなわち、ステップ４０８での）は、メディア・ストリームの撮影と同時に実
行される（以前に撮影されたメディア・ストリームに対して実行されるのではなく）。セ
グメント識別子が一意である場合には、結果のインデックスの正確さは、すべての後続の
編集に関わりなく維持されなければならない。
【００７３】
　さらなる実施形態では、質を高められた認識結果のために、方法２００のタグ付け技法
を方法４００と組み合わせることができる。例えば、タグＩＤ読みを使用して、ビデオ認
識処理結果を交差検証することができる。
【００７４】
　一実施形態で、ビデオ認識システムを、物品のある組合せが一緒に移動する傾向がある
ことを「学習する」ようにプログラムすることができる（例えば、眼鏡およびイヤリング
は、同一の視野内にあり、互いの近くに位置決めされる可能性が高い）。
【００７５】
　もう１つの実施形態で、メディア・ストリームの「ズーム」を表す数が、その中にエン
コードされる（例えば、メディア・ストリームを撮影したイメージ取込デバイス（１つま
たは複数）を使用して）。これは、メディア・ストリームのセグメント内に描かれた形状
の真のサイズを判定するのを助けることに関して有用である可能性がある。例えば、メデ
ィア・ストリームの所与のセグメントが「タイト」ショットを描き、イヤリングとネック
レスとの両方がそのセグメント内で描かれることを知ることによって、自動化された認識
システムがネックレスからイヤリングを正確に区別することを可能にすることができる。
【００７６】
　一実施形態で、メディア・ストリームを撮影するイメージ取込デバイス（１つまたは複
数）は、セグメント識別子エンコーダおよびビデオ認識システム（メディア・ストリーム
内に現れる物品のエンサイクロペディアにリンクされる）にリンクされる。この場合に、
セグメント識別子エンコーディングと補足コンテンツへのマッピングとの両方が、メディ
ア・ストリームの撮影と同時に実行される。すべてのセグメント識別子が一意になるよう
に選択される場合には、メディア・ストリームが最終的にどのように編集されるかにかか
わりなく、セグメント識別子は、それでも、補足コンテンツの同一のアイテムを参照する
。
【００７７】
　一実施形態で、各メディア・ストリームの、その中で描かれる物品のエンサイクロペデ
ィアは、アクセス・プロバイダ、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ、または他の
中央ホスティング・サービスにアップロードされる。次に、エンサイクロペディアを投入
するために別のメディア・ストリームに対する「入力」カメラ作業を行う個人は、各物品
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のイメージを取り込み、非常に基本的な情報を入力することができる。このイメージおよ
び基本的情報を、アクセス・プロバイダに送信することができ、このアクセス・プロバイ
ダで、このイメージおよび基本的情報が、既にファイル上にある情報と比較される。次に
、アクセス・プロバイダは、ユーザが単純に採用するか拒絶することのできる「可能性の
ある」一致を送り返す。これは、初期情報をエンサイクロペディアに入力するプロセスを
単純化するはずである。
【００７８】
　一実施形態で、メディア・ストリーム内に現れる物品のエンサイクロペディアは、プロ
ダクト・プレースメント・プロセスの様々な態様を容易にするために（例えば、「あなた
の物品がメディア・ストリームに現れます。あなたがターゲティングされた広告および即
時購入の機会をどのようにして提供できるかに関する追加情報については、アクセス・プ
ロバイダに連絡してください」と述べる電子メールを広告主に送信することによって）、
メディア・ストリームの撮影の前にアクセス・プロバイダにアップロードされる。
【００７９】
　ビデオ認識を使用して、パーソナライズされたプロダクト・プレースメントをデジタル
的に追加できるメディア・ストリームのセグメントを識別することもできる。例えば、ビ
デオ認識システムは、メディア・ストリーム内に現れるソフト・ドリンク缶が、そのソフ
ト・ドリンクの販売者によって使用された「古い」缶デザインを表すことを認識すること
ができる。この知識は、販売者が、その缶のより最新のデザインを描く新しいイメージを
挿入できるメディア・ストリームのセグメントを判定することを可能にすることができる
。その代わりに、所与の視聴者に関して描くべき最適の物品（例えば、ソフト・ドリンク
対ビールの缶対一杯のミルク）を判定するために、データ・マイニング技法を実施するこ
とができる。
【００８０】
　図５は、コーディングされたメディア・ストリームを作る方法５００のもう１つの実施
形態を示す流れ図である。具体的に言うと、方法５００は、オリジナルのメディア・スト
リーム内のオーディオ・キュー（すなわち、ビデオ・キューではなく）に基づいて、コー
ディングされたメディア・ストリームを作る。すなわち、方法５００は、メディア・スト
リーム内で、言葉で言及されるが、必ずしも視覚的には描かれない可能性がある、物品に
関連するメタデータのマッピングを可能にする。方法２００および４００と同様に、方法
５００は、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２によるストリーム注釈付けを
容易にするために、コンテンツ作成者１０２によって実施することができる。その代わり
に、方法５００を、完全にストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２で実施するこ
とができる。
【００８１】
　方法５００は、ステップ５０２で初期化され、ステップ５０４に進み、ここで、方法５
００は、潜在的にメディア・ストリーム内に現れる１つまたは複数の物品および／または
個人（例えば、俳優）の「エンサイクロペディア」（すなわち、データベース）を作成す
るか入手する。一実施形態で、物品または個人のデータベース・エントリは、物品または
個人の識別する名前、物品または個人の１つまたは複数のイメージ、物品または個人に関
するテキストの識別する情報、物品または個人を一意に識別する識別番号、物品または個
人がメディア・ストリーム内で移動する可能性が高い（例えば、自動車）のか静的なのか
の表示、およびビデオ認識システムの正確さを高めることができるある種の属性の特徴を
表す他のデータ（例えば、輝度、色相、または反射率）のうちの１つまたは複数を含む。
もう１つの実施形態では、物品または個人のデータベース・エントリを、別のエンサイク
ロペディア内のエントリと比較することによって入手し、この初期ステップを単純化する
ことができる。もう１つの実施形態では、新しいエントリが作成されるときに必ず、ある
範囲の潜在的に関連する補足データベース・エントリを自動的に生成することによって、
このデータベースにさらに投入することができる（例えば、エッフェル塔の新しいエント
リが、ノートル・ダムのエントリなど、パリに関連するエントリの生成を自動的にトリガ
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する）。
【００８２】
　ステップ５０６で、方法５００は、セグメント識別子をエンコードされたメディア・ス
トリーム（すなわち、そのセグメントが既に識別する情報と共にエンコードされているメ
ディア・ストリーム）を入手する。次に、方法５００はステップ５０８に進み、認識を容
易にするための入力としてステップ５０４で作成されたエンサイクロペディアを使用して
、音声認識システムに従ってメディア・ストリームを処理する。比較的小さいサイズのエ
ンサイクロペディアが、メディア・ストリーム内で言及される物品のより正確な認識を可
能にするに違いない。
【００８３】
　ステップ５１０で、この方法は、認識結果を使用して、メディア・ストリームの１つま
たは複数のセグメント識別子を、対応するセグメント（１つまたは複数）に現れる物品（
または個人）の１つまたは複数の物品（または個人）ＩＤに関連付ける。一実施形態で、
セグメント識別子と物品（または個人）ＩＤとの関連付けは、認識結果の人間の検証次第
である。したがって、セグメントへの物品（および個人）のインデックスが作成される。
その後、このインデックスを、例えば、下でより詳細に説明するように、将来の使用およ
び処理のためにストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２に供給することができる
。その後、方法５００は、ステップ５１２で終了する。
【００８４】
　方法５００のさらなる実施形態では、メディア・ストリームに対して実行される認識処
理（すなわち、ステップ５０８での）は、オーディオ情報ではなくクローズド・キャプシ
ョニング情報（すなわち、テキスト検索）に従って実行される。
【００８５】
　さらなる実施形態では、質を高められた認識結果のために、方法２００のタグ付け技法
を方法５００と組み合わせることができる。例えば、タグＩＤを使用して、オーディオ認
識処理結果またはテキスト認識処理結果を検証することができる。
【００８６】
　図６は、本発明による、メディア・ストリームに注釈を付ける方法６００の一実施形態
を示す流れ図である。方法６００は、例えば、公開（伝統的なテレビジョン配信手段によ
る公開およびインターネットを含むネットワーク上での配信による公開を含む）のために
メディア・ストリームを作るか編集する実体によって実施することができる。例えば、方
法６００全体を、図１のストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２によって実施す
ることができる。その代わりに、方法６００を、コンテンツ作成者１０２と共にストリー
ム注釈付けサービス・プロバイダ１１２によって実施することができる。
【００８７】
　方法６００は、ステップ６０２で初期化され、ステップ６０４に進み、ここで、方法６
００は、例えばコンテンツ作成者１０２によって作成された、コーディングされた（すな
わち、インデクシングされた）メディア・ストリームを入手する。上で述べたように、コ
ーディングされたメディア・ストリームの少なくとも一部が、そのメディア・ストリーム
の１つまたは複数のフレームを含む複数の識別されたセグメントに論理的に分割される。
これらのセグメントは、さらに、そこに現れる１つまたは複数の物品に関連付けられる。
【００８８】
　ステップ６０６で、方法６００は、セグメント識別子のうちの少なくとも１つを補足コ
ンテンツの少なくとも１つのアイテムまたはメタデータ（例えば、ビデオ信号の基礎にな
っているメディア・ストリームに関するデータ）にマッピングする。一実施形態で、補足
コンテンツは、メディア・ストリーム内に現れる１つまたは複数の物品に関連する情報（
商業的情報またはドキュメンタリ・ソースなど）を含む。上で述べたように、物品は、メ
ディア・ストリーム内に現れる商業的製品（例えば、女優が着ているセーターまたは女優
が消費する飲み物）、メディア・ストリーム内に現れるかメディア・ストリームに関連す
る個人（例えば、俳優または監督）、メディア・ストリームの一部であるオーディオ信号
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（例えば、サウンドトラック曲）、またはメディア・ストリームの少なくとも一部によっ
て示唆される「概念」（例えば、浜辺のシーンが休暇を示唆する場合があり、レストラン
のシーンがレストラン予約を示唆する場合があり、映画を含むメディア・ストリームが続
編の上映に関するチケット入手を示唆する場合がある）とすることができる。さらなる実
施形態で、補足コンテンツが、商業的製品のクーポンを含むことができる。そのようなク
ーポンの引換えは、例えば、サービス・プロバイダの視聴者アカウントの下でのトークン
の格納をトリガする、メディア・ストリームからの所与のセグメント識別子を視聴者が格
納することを可能にすることによって、可能にすることができる。一実施形態で、トーク
ンを印刷し、販売者に提示することができる。同一のトークンが複数の異なる購入者に使
用されることを防ぐために、トークンに関連して完了した取引に関するデータを記録する
ことができる。
【００８９】
　したがって、例えば、補足コンテンツのアイテムを、メディア・ストリーム内に現れる
（またはクレジットにリストされる）俳優のフィルモグラフィ、メディア・ストリーム内
で聞かれるバンドによって公表されたアルバムのリスト、メディア・ストリーム内に現れ
る市販製品に関する情報（リアルタイム・ワールド・ワイド・ウェブ・ハイパーリンクな
ど）またはある位置（例えば、浜辺、山など）のイメージが描かれる場合に旅行サービス
に関する情報、メディア・ストリーム内に現れる物品（例えば、降水）を表す香り、ある
いは、メディア・ストリームに関連する物理的応答（例えば、振動式ビデオ・ゲーム・コ
ントローラによって与えられるフィードバックに似た）とすらすることができる。一実施
形態で、メディア・ストリームのセグメントを識別する任意の所与のセグメント識別子を
、そのメディア・ストリーム内に現れる１つまたは複数の物品に関連する補足コンテンツ
にマッピングすることができる。
【００９０】
　一実施形態で、マッピングは、補足コンテンツのアイテムを、補足コンテンツのそのア
イテムに関連する情報を伝えるセグメントを識別するセグメント識別子に関連付ける（例
えば、ソフト・ドリンクの特定のブランドに関連する補足コンテンツを、そのソフト・ド
リンクが描かれるか俳優がそのソフト・ドリンクの名前に言及するセグメントを識別する
セグメント識別子にマッピングすることができる）。もう１つの実施形態では、マッピン
グは、補足コンテンツのアイテムを、様々な他のセグメント内で描かれるか言及される物
品のメニューまたは要約（例えば、「次のメディア・ストリームに現れる、追加情報が入
手可能な物品は、ｘ、ｙ、およびｚを含む」）に関連するセグメントを識別するセグメン
ト識別子に関連付ける。もう１つの実施形態では、補足コンテンツは、メディア・ストリ
ーム全体（例えば、映画サウンドトラックの場合あるいはメディア・ストリームのＤＶＤ
またはメディア・ストリームの劇場上映のチケットなど、メディア・ストリームの代替版
を購入することに関連する補足コンテンツの場合など、すべてのセグメント）に関連付け
られる。
【００９１】
　例えば、図２１に、図２０のメディア・ストリーム２０００のセグメントを識別するセ
グメント識別子（「ＸＹＺ－１００」から「ＸＹＺ－２１１」まで）が補足コンテンツの
アイテム２１０２１～２１０２ｎ（以下では集合的に「アイテム２１０２」と称する）に
マッピングされる、例示的マッピング２１００を示す。アイテム２１０２は、メディア・
ストリーム２０００のセグメント内に現れる物品（例えば、衣類、家具）に関連する。例
えば、男物シャツのアイテム２１０２１は、このシャツが、セグメント識別子「ＸＹＺ－
１００」から「ＸＹＺ－１０２」によって識別される、メディア・ストリーム２０００の
セグメントに関連することを示す。
【００９２】
　一実施形態で、セグメント識別子への補足コンテンツのアイテムのマッピングは、関連
する物品が現れるセグメントの後に（すなわち、時間的に）発生する複数のフレームを識
別するセグメント識別子への補足コンテンツのアイテムのマッピングを含む。これは、下
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でより詳細に説明するように、視聴者が関心を持つ可能性があるメディア・ストリーム内
の物品の描写に反応するためのある時間を視聴者に与える、時間遅れをもたらす。一実施
形態で、この時間遅れは、描かれる物品に関する補足情報にアクセスすることへの関心を
特定の視聴者が指定することに固有の反応時間を補償するのに、またはメディア・ストリ
ーム内のすばやいカットの発生（すなわち、メディア・ストリーム内に現れる物品がすば
やく変化する可能性がある場合）を補償するのに有用である可能性がある１つまたは複数
のパラメータに従って調整される。
【００９３】
　さらなる実施形態では、補足コンテンツは、データ・マイニングを実行する際に有用な
情報を含む。例えば、図２２に、図２０に示されたメディア・ストリーム２０００のセグ
メントが、セグメントのジャンル、セグメントによって描かれるシーン、セグメント内で
発生するアクションのレベル、セグメント内で目玉になる俳優、セグメント内で目玉にな
る音楽、およびセグメントによって表される「ショット」のタイプなどの補足コンテンツ
に関連付けられる、例示的マッピング２２００を示す。例えば、図示されているように、
セグメント識別子ＸＹＺ－１００は、他の情報の中でも、メディア・ストリーム２０００
の関連するセグメントが「コメディ」ジャンルを表し、「ひやかし」のシーンを含み、「
女優Ａ」を目玉にすることを示す補足コンテンツにマッピングされる。
【００９４】
　ステップ６０８で、方法６００は、補足コンテンツのアイテムへのセグメント識別子の
マッピングを格納する。一実施形態で、このマッピングは、メディア・ストリームの一意
のプログラム識別子に従ってインデクシングされるストア（例えば、図２１のデータベー
ス２１０４）に格納される。このプログラム識別子は、メディア・ストリームの個々のセ
グメントを識別するセグメント識別子とは異なって、メディア・ストリーム全体を識別す
る。
【００９５】
　方法６００は、ステップ６１２で終了される。
【００９６】
　メディア・ストリームのセグメントを識別するセグメント識別子の、補足コンテンツへ
のマッピングは、計算的には、実施に最小限の特殊なコーディングを必要とするので、メ
ディア・ストリーム自体に補足コンテンツを埋め込むものなどの従来のプロダクト・プレ
ースメント・マークアップ技法より単純である。したがって、方法６００で実施される技
法は、補足コンテンツをメディア・ストリームに関連付ける既知の技法より費用効率がよ
いと期待される。さらに、本手法の単純さは、いつ補足コンテンツをメディア・ストリー
ムに関連付けることができるか、およびどの種類の補足コンテンツを関連付けることがで
きるかに関して、より高い柔軟性を与える。例えば、補足コンテンツの関連付けを提供す
る会社は、適当な報酬と引き換えに限られた時間期間の間だけそのような関連付けを提供
し、その後、メディア・ストリーム自体を再コーディングする必要なしにその関連付けを
除去することができる。
【００９７】
　一実施形態で、方法６００は、コンテンツ作成者および／またはマッパーが、補足コン
テンツのアイテムが正しいセグメント識別子にマッピングされることを確認するために、
メディア・ストリームに関連付けられた補足コンテンツ・マッピングを視覚的に再検討す
ることを可能にする。一実施形態で、これは、ディスプレイの第１部分がメディア・スト
リームを描き、ディスプレイの第２部分が、メディア・ストリームの現在描かれているセ
グメントに関連付けられた補足コンテンツのアイテムのすべてを自動的に描く、スプリッ
ト・スクリーン・ディスプレイによって可能にされる。一実施形態で、メディア・ストリ
ームの所与のセグメントに関連付けられた補足コンテンツの関連付けられたアイテムのす
べてが、視聴者タイプにかかわりなく、同時に表示される（例えば、男性に示される補足
コンテンツのアイテムおよび女性に示される補足コンテンツのアイテム、「ヒップホップ
」バージョンなど）。一実施形態で、補足コンテンツのアイテムは、書かれた記述子（す
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なわち、補足コンテンツのイメージなし）、「サムネイル」イメージ、および他の類似す
る手段など、様々な要約フォーマットで提示される。一実施形態で、視聴者に見られる補
足コンテンツのアイテムのすべてが、マッピングを再検討するユーザに示され、その結果
、ユーザは、全体的な視聴者経験を簡単に再検討する（例えば、補足コンテンツのアイテ
ムが視聴者ディスプレイに現れる順序を検証する）ことができるようになる。一実施形態
で、ユーザは、情報の特定の要素（例えば、特定の物品）を含む補足コンテンツのすべて
のアイテムを再検討することを可能にされ、その結果、補足コンテンツの様々なアイテム
にまたがる均一性を保存でき、かつ／または補足コンテンツのアイテムの間の相違を、意
図された通りであるものとして確認できるようになる。
【００９８】
　一実施形態で、トレーニングまたは他の目的のために、マッピングを作成する個人また
は個人のグループ（例えば、コンテンツ作成者、共同制作者、第三者のストリーム注釈付
けサービス・プロバイダ、または類似物）は、メディア・ストリームおよび専門家によっ
て作られたコーディングを含むディスプレイを提示され、その結果、マッピングを作成す
る個人（１人または複数）は、実際のコーディング（すなわち、視聴者に表示されるべき
補足コンテンツと、視聴者に表示されることを意図されていない情報との両方を含む）を
見られるようになる。一実施形態で、コーディングは、マッピングを作成する個人（１人
または複数）がマッピングに関する補足コンテンツの選択を終えるまで、提示されない。
一実施形態で、マッピングを作成する個人（１人または複数）によって犯された誤り（例
えば、専門家によって作られたコーディングからの逸脱）は、マッピングを作成する個人
（１人または複数）にその人の問題のあるコーディングの例を示すために追跡され、その
結果、その人は、その人にとってよりむずかしいコーディング技法を実践する追加の機会
を有するようになる。一実施形態では、上で説明した手法を、これによって専門家がマッ
ピングを作成する個人（１人または複数）によって作られたマッピングを再検討し、確認
するか断るか変更する、品質管理のために利用することができる。
【００９９】
　アクセス・プロバイダまたはストリーム注釈付けサービス・プロバイダは、すべてのマ
ッピングが、「何を」マッピングすべきか（例えば、イメージがログ記録される前にイメ
ージに何個のセグメントが現れなければならないか）、それを「どのように」マッピング
すべきか（例えば、「アクション」対「ロマンス」）、およびマッピングの実際の表記（
例えば、「ロマンス」対「ロマンチック」）という本質的な諸態様に関して共通の手法を
利用することを保証することが有用であることに気付く場合がある。手法の共通性を容易
にするために、マッピングを作成する個人（１人または複数）は、特定の標準についてト
レーニングを受ける必要がある場合がある。一実施形態で、１人または複数の個人（例え
ば、アクセス・プロバイダまたはストリーム注釈付けサービス・プロバイダの従業員）が
、メディア・ストリームを同時に見、適当な補足コンテンツを作成し、マッピングし、か
つ／または主題に関する適当な情報もしくはメディア・ストリームに関する他の情報を追
加する（例えば、「ロマンス」ではなく「アクション」としてメディア・ストリームの特
定のセグメントをログ記録する）。一実施形態で、複数の個人が、同一のメディア・スト
リームのマッピングを作成するが、最終的なマッピングは、個人の過半数による選択によ
って決定される（例えば、２人の個人が、メディア・ストリームのあるセグメントを「ア
クション」として指定し、８人の個人が、同一セグメントを「アドベンチャ」として指定
した）。代替案では、任意の人数の個人によって実行されるマッピング（潜在的に、複数
の個人が同一プロジェクトに関して共同作業することを簡単に可能にするためにインター
ネットの能力を利用する）が、別の個人にまとめて提示され、この別の個人は、提案され
るマッピングの中から「選別」して、最終的な正式のマッピングを選択する。一実施形態
で、このマッピングは、その後、全体としてまたは部分的に、再検討およびコメントのた
めに１つまたは複数の第三者に（例えば、メディア・ストリームを作成したコンテンツ作
成者、その補足コンテンツがマッピングに含まれる広告主などに）提供される。
【０１００】
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　一実施形態で、各メディア・ストリームは、マッピングの作成に関して共同作業する個
人の誰もが、マッピングが関連付けられる同一メディア・ストリームからの複数のセグメ
ントを見ないことを保証するために、ログイン・システムを用いて複数のセグメントに分
割される。これは、例えば、マッピングを作成する個人の「極度の疲労」を避けるため、
またはプロット・ポイントの暴露を避けるために有用である可能性がある。
【０１０１】
　一実施形態で、オンライン・システムは、個人のチームがマッピングの作成において共
同作業することを可能にする。一実施形態で、ログイン／ログアウト・システムは、すべ
てのマッピング作業が維持されるが、以前のマッピング・セッションからの変更が示され
ることを保証する。一実施形態で、マッピングを作成する個人は、彼らがマッピングに関
して行う判断に関してお互いのためにメモを残す能力を与えられる。
【０１０２】
　図７は、本発明による、メディア・ストリームに注釈を付ける方法７００のもう１つの
実施形態を示す流れ図である。具体的に言うと、方法７００は、コンテンツ作成者、販売
者、または広告購入者が、補足コンテンツへのセグメント識別子のマッピングを作成する
ことによってメディア・ストリームに注釈を付けることを可能にする（例えば、中間当事
者によるマッピングが不要である）。一実施形態で、方法７００に従ってメディア・スト
リームに注釈を付けるコンテンツ作成者は、個人（例えば、スタジオまたは放送会社では
なく）であり、あるいは視聴者ですらある。したがって、一実施形態で、方法７００は、
ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２またはアクセス・プロバイダ１０６で実
施される。ユーザが彼ら自身のメディア・ストリームを作成し、注釈を付けることを可能
にする実施形態のさらなる議論を、アクセス・プロバイダによって提供されるサービスの
文脈で述べるが、当業者は、そのようなアプリケーションを、その代わりに例えばストリ
ーム注釈付けサービス・プロバイダまたは他のタイプのサービス・プロバイダによって提
供できることを了解するであろう。
【０１０３】
　方法７００は、ステップ７０２で初期化され、ステップ７０４に進み、ここで、方法７
００は、メディア・ストリームを受け取る。このメディア・ストリームは、例えば、コン
テンツ作成者１０２が提供することができる。一実施形態で、このメディア・ストリーム
は、最終的なメディア・ストリームである（すなわち、生のビデオが、編集ステップおよ
び他の制作ステップを受け終えている）。一実施形態で、このメディア・ストリームは、
ＭＰＥＧなどのデジタル・フォーマットで受け取られる。一実施形態で、メディア・スト
リームの受け取りは、第１ファイル・フォーマットから第２ファイル・フォーマットへの
トランスコーディングを含む（例えば、ＭＰＥＧからＦｌａｓｈすなわち米国カリフォル
ニア州サン・ノゼのＡｄｏｂｅ，Ｉｎｃ．社によって供給されるビデオ・フォーマットへ
）。一実施形態で、メディア・ストリームの受け取りは、そのメディア・ストリームのセ
グメント識別子に関連付けられたメタデータの受け取りをも含む（例えば、シーン変化、
「ムード」変化、ショット変化、または類似物を示す）。この情報は、後に、識別された
セグメントに関連付けるべき補足コンテンツを選択する際に有用である可能性がある。
【０１０４】
　一実施形態で、方法７００は、実質的にリアル・タイムで（すなわち、メディア・スト
リームが撮影されつつあるときに）メディア・ストリームを受け取る。これは、方法７０
０が、販売者に、彼らの物品がある種の認識可能なタグ付け方式（例えば、上で述べたＲ
ＦＩＤタグ）に従ってタグ付けされる場合に、その物品が撮影されつつあるときに知らせ
る（例えば、事前に登録されたアカウントに自動化電子メール通知を送信することによっ
て）ことを可能にする。これは、シーンの「ラフ・カット」を販売者に表示することをも
可能にし、その結果、販売者は、物品がどのように使用されているのかを見ることができ
、より実質的な広告（すなわち、マッピングされた補足コンテンツの形の）のために支払
いたいかどうかを判定できるようになる。
【０１０５】
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　ステップ７０６で、方法７００は、メディア・ストリームに関連付けられる補足コンテ
ンツ（例えば、コンテンツ作成者によって指図されまたは要求された）を受け取る。一実
施形態で、そのような関連付けは、メディア・ストリームの時間セグメントに関して行わ
れる（例えば、メディア・ストリームの最初のｘ分を識別するセグメント識別子Ｘが、補
足コンテンツＹに関連付けられる）。もう１つの実施形態では、関連付けは、メディア・
ストリームに含まれる（またはメディア・ストリームと共に供給される）メタデータに関
して行われる（例えば、セグメント識別子、キュー・ポイント、または類似物によって定
義されるセグメントを識別するセグメント識別子）。一実施形態では、メディア・ストリ
ームの共通のセグメントに関連する補足コンテンツの複数のアイテムが、個別に関連付け
られるのではなく、セットとして関連付けられる。したがって、メディア・ストリームの
所与のセグメントに関連付けられる補足コンテンツは、補足コンテンツの１つのアイテム
ほどに少数を、または補足コンテンツの複数の個々のアイテムほどに多数を含むことがで
きる。
【０１０６】
　一実施形態で、補足コンテンツは、テキスト、オーディオ、ビデオ、マルチメディア・
プレゼンテーション、写真または他のイメージ、ｕｎｉｆｏｒｍ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｌ
ｏｃａｔｏｒ（ＵＲＬ）、コンピュータ・アプリケーション、データ、コメント、および
広告コピーを含むがこれらに限定はされない任意の形のコンテンツを含む。
【０１０７】
　さらなる実施形態で、補足コンテンツは、視聴者による対話的参加を可能にし、１つま
たは複数のモダリティ（コンピュータ・マウス、キーボード、もしくは他の入力デバイス
上のキーまたはボタンを押すこと、音声認識テクノロジによって処理される言葉による要
求、動き認識システムによって処理される表す動き、または類似物）を使用して視聴者が
開始できる要素を含む。そのような視聴者対話性を可能にする補足コンテンツの一例が、
主補足コンテンツに関連する副情報またはサービスを受け取ることへの関心を視聴者が示
すことを可能にする補足コンテンツである（例えば、「このＤＶＤについてさらに知り、
割引クーポンを受け取るには、ここをクリックしてください」）。他の例は、視聴者が、
特定の問題に関する投票を登録し、ディスプレイ・デバイス上で「ショート・カット」コ
ントロール（例えば「カー・チェイスまで早送りするにはここをクリックしてください」
または「「もう一度見る」にはここをクリックしてください」など、特定のシーンへのメ
ディア・ストリームの前進を可能にするコントロールなど）をアクティブ化し、あるいは
主表示画面または副表示画面のいずれかで置換メディア・ストリームまたは相補的メディ
ア・ストリームを見る（例えば、メディア・ストリームを代替メディア・ストリームに置
換するか、補足表示画面で代替メディア・ストリームを提示する）ことを可能にすること
を含む。
【０１０８】
　さらなる実施形態では、補足コンテンツは、特定のイベントの発生時に自動的に処理さ
れるかアクティブ化されることを意図された命令、コマンド、または他の情報を含む。例
えば、そのような命令は、セットされた時間期間の間にメディア・ストリームを「一時停
止し」（例えば、メディア・ストリームによって気を散らされずに視聴者が補足コンテン
ツを見ることを可能にするために）、あるいは、補足コンテンツの特定のアイテムが、あ
る処理（例えば、アニメーション全体の提示）を完了するまで、または視聴者が特定の選
択を行う（例えば、質問に応答して「ｙｅｓ」または「ｎｏ」を答える）までディスプレ
イ・デバイスの早送り機能を「ロックする」ことができる。他の例は、ディスプレイ・デ
バイスまたはメディア・プレイヤの特定の「スキン」（すなわち、特定のグラフィカル「
ルック・アンド・フィール」）を利用する命令、または補足コンテンツと独立のある種の
情報またはアプリケーションの提示をアクティブ化するか指示する命令（視聴者の電子メ
ール・システムを開くなど）を含む。
【０１０９】
　いくつかの実施形態で、補足コンテンツは、メディア・ストリームに関連付けることが
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できるが、第三者のウェブ・サイトに常駐する場合があるものなどの独立のプロセスまた
はシステムを識別するかアクティブ化することを意図された、キーワード、タグ、命令、
他の識別する情報、または他のインデクシング情報を含む。例えば、スノーボード製造業
者のあるブランドを指定する一意識別子（おそらくは、納税者番号、ＵＲＬ、またはアク
セス・プロバイダによって割り当てられる別の番号）が、補足コンテンツ内に埋め込まれ
ている場合に、メディア・ストリームがウェブ・サイト上で見られるときに、そのウェブ
・サイトの適当な処理システムが、その特定のスノーボード製造業者に関連するバナー広
告を選択し、表示するために、その識別子を処理することができる。
【０１１０】
　いくつかの実施形態で、補足コンテンツは、関心を持たれている主題の識別および取り
出しで援助することを意図された、キーワード、タグ、命令、他の識別する情報、または
他のインデクシング情報を含む。このタイプの主題タグ付けに現在利用されている多くの
方法は、タグが、一般に、メディア・ストリームの関連するセグメントだけにより特定に
適用されるのではなく、メディア・ストリーム全体に全体的に適用されるという事実に起
因して、最適未満である。例えば、アフリカ旅行の３０分のホーム・ビデオをビデオ・ア
クセス・プロバイダにアップロードし、そのビデオ全体の主題を説明するのに一般化され
た単語を利用するユーザは、「アフリカ」および「旅行」としてそのようなビデオにタグ
を付ける可能性が高いが、視聴コミュニティにとってのそのようなタグ付けの価値の多く
は、そのビデオが、３分の日没のキリマンジャロのビデオ、６分のンゴロンゴロ・クレー
ターのビデオ、１３分のセレンゲティのビデオ（そのうちの１０分はライオンに焦点を合
わせ、３分はキリンに焦点を合わせている）などを含むという事実にある可能性がある。
本発明は、タグを、メディア・ストリームによって伝えられる情報を識別するためにフレ
ーム単位ほどに特定に適用できるので、タグ付けに対する優れた手法を提供する。
【０１１１】
　本発明のさらなる実施形態は、特定のタイプの情報の識別において助けるために、ユー
ザがコンテンツ・タグの特定のカテゴリを識別することを可能にする。そのような分類さ
れたタグ付けは、メディア・ストリームのオーディオ部分（例えば、ビデオ内で述べられ
る主題）から導出されるかそれに関連するタグを「オーディオ導出」タグとして区別する
こと、メディア・ストリーム内に現れるイメージから導出されるかそれに関連するタグを
「イメージ導出」タグとして区別すること、メディア・ストリームの全般的なムードから
導出されるかそれに関連するタグを「ムード導出」タグとして区別すること、および類似
物によって特定のタイプのコンテンツを検索する能力を可能にすることによって、検索機
能性を改善する。これは、視聴者が、例えば、キリマンジャロに関するイメージ導出タグ
と共に「地球温暖化」のトピックに関するオーディオ導出タグを検索することを可能にす
る。一特定の実施形態では、イントラストリーム・コンテンツ・タグが適用される特定の
メディア・ストリーム・セグメントの「サムネイル」表現を生成でき（例えば、キリマン
ジャロを表すビデオのフレームの小さいイメージ）、このサムネイルを、他のユーザが得
る検索結果内でそれらのユーザに提示することができる。
【０１１２】
　補足コンテンツのさらなる実施形態は、コンテンツ作成者、視聴者、アクセス・プロバ
イダ、ある種の補足コンテンツの投稿者、および／または注釈付きメディア・ストリーム
がホスティングされるウェブ・サイトまたはサービスの所有者の間または中などの商取引
を容易にするのに有用なデータを含む。例えば、コンテンツ作成者は、そのコンテンツ作
成者によって提供されたものとして特定のメディア・ストリームまたは補足コンテンツの
特定のアイテムを識別する一意識別子を含め（例えば、おそらくはそのコンテンツ作成者
に関連するアカウント番号を利用して）、その結果、そのコンテンツ作成者が、そのよう
な投稿を行ったことについてアクセス・プロバイダによって正しく「評価され」得るよう
になることを望む場合がある。他の例は、支払い機構（例えば、コンテンツ作成者の銀行
口座支店コード）、手数料情報（例えば、視聴者がコンテンツ作成者によって投稿された
補足コンテンツを介して取引を完了する場合にコンテンツ作成者に支払われる特定のパー
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センテージ料金）、料金情報（例えば、補足コンテンツのある種のアイテムが見られるた
びにコンテンツ作成者に支払われる料金）、および類似物に関連する情報を含む。
【０１１３】
　補足コンテンツの他の実施形態は、補足コンテンツの所与のアイテムが提示された回数
を記録するデータ・テーブルなど、変数データを含む。例えば、メディア・ストリームが
、補足コンテンツの特定のアイテムの提示をアクティブ化するのに必要な長さの時間にわ
たって表示されるたびに、変数データ・フィールドを更新して、その「視聴」を登録する
ことができる。その後、このデータを、アクセス・プロバイダ内の他のシステムから使用
可能にし、詳細な追跡する分析および報告（補足コンテンツの特定のアイテムが指定され
た時間期間中に特定の視聴者によって見られた回数の追跡など）を容易にすることができ
る。
【０１１４】
　いくつかの実施形態で、補足コンテンツは、「家庭向け」メディア・コンテンツ、「武
器関連」広告コンテンツ、「成人向け」コンテンツ、および類似物を識別する記述子など
、注釈付きメディア・ストリームの性質の記述子を含む。この情報は、そのようなタイプ
の情報の視聴または他のアクセスを制限するために、個々の視聴者または他者によって、
あるいは自動化フィルタリング・システムおよび類似物によって、使用することができる
。
【０１１５】
　一実施形態で、補足コンテンツは、注釈付きメディア・ストリームの視聴者に可視にな
ることを意図される（ほとんどの広告コピーに関してそうであるように）。もう１つの実
施形態で、補足コンテンツは、視聴者には間接的にのみ明白になることを意図される（メ
ディア・ストリームに対する補足コンテンツの影響だけが視聴者に明白になる、上で説明
した「ディスプレイ・デバイス・コントロールまたはメディア・プレイヤ・コントロール
」タイプの補足コンテンツのうちのいくつかについてそうであるように）。もう１つの実
施形態で、補足コンテンツは、視聴者に不可視になることを意図される（主題識別子、取
引容易化データ、および類似物からなる補足コンテンツに関してそうであるように）。
【０１１６】
　上で説明した補足コンテンツのタイプのすべてを、様々な組合せで一緒にすることがで
きる。例えば、補足コンテンツの混成アイテムを、（１）メディア・ストリームの一時停
止および（２）メディア・ストリームの視聴者が特定の問題に関する投票を登録すること
の可能化のために、補足コンテンツの個々のアイテムのサブセットを組み合わせることに
よって作成することができる。
【０１１７】
　一実施形態で、補足コンテンツの第１のアイテムを、補足コンテンツの第２のアイテム
に依存するようにすることができる。例えば、補足コンテンツの第１のアイテムが、メデ
ィア・ストリームが成人聴衆向けであることを伝える場合に、補足コンテンツの第２のア
イテムを、特定のタイプの広告を提示するようにプログラムすることができる。さらなる
実施形態では、補足コンテンツのアイテムを、補足コンテンツの第１のアイテムとの視聴
者対話に依存するようにすることもできる。例えば、補足コンテンツの第１のアイテムが
、メディア・ストリームを一時停止する補足コンテンツの個々のアイテムと、視聴者が特
定の問題に関する投票を登録することを可能にする補足コンテンツの個々のアイテムとを
組み合わせることによって作成された混成アイテムである場合に、補足コンテンツの第２
のアイテムが、メディア・ストリームを、そのメディア・ストリームのうちで登録される
投票に最も関連する部分に早送りする命令を提供することができる。
【０１１８】
　さらなる実施形態で、補足コンテンツを、特にアクセス・プロバイダのために作成する
ことができる（例えば、特定の製品またはカスタムｅ－ｃｏｍｍｅｒｃｅ店舗へのｕｎｉ
ｆｏｒｍ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｌｏｃａｔｏｒ（ＵＲＬ）ハイパーリンクに関する、アク
セス・プロバイダと共に配置される情報）。その代わりに、補足コンテンツを、コンテン
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ツ作成者自身によって販売のために作成され、かつ／または提供される物品（例えば、ガ
レージ・バンド自身のＤＶＤ）など、物品の特定のセットをショーケースに展示するため
に作成することができる。もう１つの実施形態では、補足コンテンツは、アクセス・プロ
バイダとは独立の先在する情報またはサービス（例えば、公衆ウェブ・エンサイクロペデ
ィアのエントリまたはｅ－ｃｏｍｍｅｒｃｅウェブ・サイト）を含む。
【０１１９】
　一実施形態では、主補足コンテンツが、主補足コンテンツと同一範囲の情報および／ま
たは機能性からなる副補足コンテンツにリンクされる。そのような副補足コンテンツは、
例えば、主補足コンテンツを置換することによって（すなわち、視聴者が表示画面の特定
の区域の上にカーソルを置き、追加情報が提示されるときなどの「ロール・オーバー」）
、別々の表示区域内に副補足コンテンツを提示することによって、または関連するウェブ
・ページへの別々のウェブ・ブラウザを開くことによってなど、様々な手段によって提示
されることを意図されたものとすることができる。
【０１２０】
　一実施形態で、補足コンテンツは、メディア・ストリームの作成者によって作成される
。もう１つの実施形態で、補足コンテンツは、メディア・ストリームの作成者によって、
補足コンテンツのライブラリ（例えば、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２
またはメディア・ストリーム・アクセス・プロバイダによって提供される）から選択され
る。一実施形態で、補足コンテンツのライブラリは、事前に承認された広告情報を含む。
補足コンテンツのライブラリは、任意の個数のエントリ（すなわち、特定の物品、人、概
念などに関する）からなるものとすることができ、各エントリは、関連する補足コンテン
ツの任意の個数のアイテムからなるものとすることができる。各エントリおよび／または
補足コンテンツの各アイテムは、上で説明した補足コンテンツを構成するものと同一範囲
の情報および／または機能性からなるものとすることができる。例えば、所与の物品のラ
イブラリ・エントリには、物品の商業的イメージおよび／または非商業的イメージ、物品
に関するテキスト情報またはオーディオ情報、物品に関する短い「コマーシャル」、リア
ル・タイムで物品を買うためのハイパーリンク、物品の小売価格、または他の第三者のア
プリケーションもしくは他の広告を含めることができる。このコンテンツは、販売者１１
０および／または広告購入者１０８との提携を介して入手することができる。
【０１２１】
　さらなる実施形態では、物品のライブラリ・エントリは、物品をメディア・ストリーム
内で描かせ、かつ／またはマッピングを介して物品を補足コンテンツに関連付けさせる（
例えば、おそらくはメディア・ストリームのコンテンツもしくはジャンルまたは類似物な
どの指定された要因を条件として）ために物品の提供者（例えば、販売者）が支払うつも
りのある金額を含む。これは、コンテンツ作成者が、最大の商業的価値をもたらす物品を
識別するために、あるパラメータに従って「店を見てまわる」ことを可能にする。例えば
、コンテンツ作成者が、ある俳優がメディア・ストリームの特定のセグメントでサングラ
スを身に付けて描かれることを知っている場合に、そのコンテンツ作成者は、ライブラリ
内にリストされたすべてのタイプのサングラスを検索し、特定のサングラスを身に付けた
その俳優を撮影することの相対価値（例えば、ブランドＸは、そのサングラスを配置させ
るためにブランドＹより多くを支払うつもりでいる）またはその代わりに任意の個数のサ
ングラスのブランドに関する補足情報とのメディア・ストリームの関連付けを潜在的に容
易にする「包括的」サングラスを身に付けたその俳優を撮影することの相対価値を調べる
ことができる。一実施形態で、方法７００は、販売者がメディア・ストリーム内の物品の
プレースメントに入札できる、オークションタイプの環境を提供することができる。例え
ば、図４４に、メディア・ストリーム４４０４に現れる所与の物品４４０２（例えば、ス
キー帽）に関連する補足コンテンツのアイテムを提供する能力が様々な販売者に競売で売
られる例示的シナリオ４４００を示す。図示されているように、その物品を配置させるた
めに最も多く支払うつもりの販売者（例えば、販売者Ｂ）によって投稿された補足コンテ
ンツのアイテムが、最終的なマッピング４４０６のために選択される。
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【０１２２】
　さらなる実施形態では、物品のライブラリ・エントリは、注釈付きメディア・ストリー
ムの視聴者に関する物品の人気に関する追跡されるデータ（例えば、物品ごとまたはメデ
ィア・ストリームごとに受け取られるクリック・スルーの回数）を含む。これは、コンテ
ンツ作成者が、メディア・ストリームと補足コンテンツとの間の関連付けをより有効に作
成することを可能にする。さらなる実施形態では、物品のライブラリ・エントリが、他の
類似する物品または代替物品を推薦する。これは、コンテンツ作成者が、例えば、メディ
ア・ストリーム内で描くのに最も有効な物品を識別し（例えば、物品Ｘの補足コンテンツ
が、物品Ｙの補足コンテンツの２倍の視聴者を引き付ける）、あるいは、検討されなかっ
た可能性がある他の有効な関連付けを識別する（例えば、物品Ａの補足コンテンツを見る
視聴者が、物品Ｂの補足コンテンツをも見る傾向がある）のを助ける可能性がある。もう
１つの実施形態では、物品のライブラリ・エントリは、人口統計識別子（例えば、「若く
流行に敏感」、「懐かしのメロディ」、「１０代の反逆者」など）を含む。これらの人口
統計識別子は、自動的に提供することができ、あるいは、ライブラリのユーザがカスタマ
イズすることができる。
【０１２３】
　一実施形態で、ライブラリは、複数の方法による簡単な検索／ブラウジングのために編
成される。例えば、ライブラリ内のコンテンツを、階層構造（例えば、男性の衣類、スポ
ーツウェア、スキーウェア、ジャケット、ダウン・ジャケット）、キーワード（例えば、
ブランド名または物品名）、最も最近の追加／アップロード、最も人気のある物品（オプ
ションで、年齢、性別、アフィニティ・グループなどの人口統計によって編成される）、
関連する販売者が支払うつもりのあるパーセンテージ手数料（例えば、コンテンツを最初
にリストさせるためにｘドル）、またはメディア・ストリームの説明によって暗示される
通りに（例えば、キーワード）に従って編成することができる。一実施形態で、ライブラ
リは、ユーザが、ドラッグ・アンド・ドロップ、チェック・ボックス、物品番号入力、ま
たは物品番号選択という方法のうちの少なくとも１つによってメディア・ストリームとの
実際のまたは潜在的な関連付けのために補足コンテンツを選択することを可能にする。
【０１２４】
　一実施形態で、補足コンテンツのライブラリは、そこから補足コンテンツが導出された
第三者ソース（例えば、図１の販売者１１０などの販売者）に「ライブ・リンク」され、
これによって、ライブラリをできる限り最新状態のままにすることが可能になる。例えば
、第三者ソースによって投稿された補足コンテンツのアイテムを含むライブラリ・エント
リを、投稿者の製品在庫、価格設定、またはマーケティングの変更に応答して自動的に更
新することができる。そのような「プレースホルダ」には、例えば、第三者ウェブ・サイ
トから情報を入手するのに自動化された「ボット」を使用することによって（例えば、オ
ンライン分類広告サイト上で売りに出されているすべてのギターをプルすることによって
）、あるいは、データ所有者によって提供されるＡＰＩを介してリモートでホスティング
されるデータベースを参照することによって（例えば、ウェブ・サービスＡＰＩを介して
オンライン・オークション・サイトの「現在のオークション」データベースにアクセスす
ることによって）投入することができる。
【０１２５】
　一実施形態で、補足コンテンツの第三者ソースは、「値引き」指向コンテンツ、「贅沢
」指向コンテンツ、「ローカルに入手可能」指向コンテンツ、または外国語指向コンテン
ツなど、特定のタイプの補足コンテンツの提供に特化することができる。
【０１２６】
　一実施形態では、ライブラリのうちで所与の販売者（例えば、商人、供給業者、または
製造業者）の物品に関連する部分は、その販売者がライブラリのめいめいの部分を安全に
更新することを可能にするパスワード保護されたシステムを介してその販売者からアクセ
ス可能にされる。さらなる実施形態では、ライブラリ内のエントリを有する物品を、撮影
済みであり、方法７００が実行されるアクセス・プロバイダによって視聴者に現在提示さ
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れている物品にリンクすることができ（下でより詳細に説明するように）、その結果、ア
クティブ・マッピングを更新して、新しい情報を反映できるようになる。一実施形態で、
販売者が特定の物品に関連するエントリをライブラリから除去するときに、通知（例えば
、自動的にまたは販売者によって許可された個人によって作成される）が、除去される物
品に関連付けられたメディア・ストリームを提供したコンテンツ作成者に送信される。一
実施形態で、除去されるエントリに関連付けられたメディア・ストリーム内のすべての注
釈が、自動的にメディア・ストリームの視聴者から「不可視」またはアクセス不能にされ
る（しかし、関連付けは、メディア・ストリームを提供した当事者によって承認されるま
で、除去されず、変更されない）。
【０１２７】
　一実施形態で、所与の物品のライブラリ・エントリに含まれる補足コンテンツの個々の
アイテムには、生情報（例えば、所与の物品の特定の価格、「ブランドＸのＭＰ３プレイ
ヤ－３ＧＢ」などのその物品の特定の名前、購入達成のための特定のＵＲＬ、または類似
物）、様式化された情報（例えば、複数の異なるフォントを使用して提示される所与の物
品の名前、または同一の物品の複数の異なるイメージ）、混成コンテンツ（例えば、視聴
者が購入の機会にアクセスすることを可能にするための埋め込まれたＵＲＬを含む様式化
された「今すぐ購入」イメージなど、補足コンテンツの単一のアイテムを形成するために
組み合わされる、生情報および様式化された情報などの補足コンテンツの個々のアイテム
の組合せ）、あるいはコンパイルされた情報（例えば、包括的エントリを形成する、生情
報、様式化された情報、および混成情報の様々な組合せ）など、様々なカテゴリの情報を
含めることができる。
【０１２８】
　ライブラリ内のエントリに、補足コンテンツの特定のアイテムの選択または作成に直接
には関連しない機能性を含めることができる。例えば、所与のライブラリ・エントリ内で
、ライブラリ・ユーザが、補足コンテンツのある種のアイテムが展開されているすべての
メディア・ストリームの要約（おそらくは、メディア・ストリームの「サムネイル」表現
またはある他の形の要約データを介する）を見ることを可能にすることができる（すなわ
ち、特定のライブラリ・エントリへの訪問者が、そのライブラリ・エントリに含まれる補
足コンテンツのアイテムのうちの一部またはすべてを展開したすべてのメディア・ストリ
ームを見ることができるようになる）。
【０１２９】
　一実施形態で、ライブラリ・エントリは、複数の異なる特性またはデータのいずれかの
、補足コンテンツの個々のアイテムへの割当を容易にする「プレースホルダ」を含む。例
えば、複数の異なる販売者が、同一ブランドの靴を提供する場合があり、類似するエント
リを「グループ化」することによってユーザのためにライブラリを単純化するために、ラ
イブラリをホスティングするサービスが、特定の靴を単一のライブラリ・エントリの下に
リストすることを選択することができる。しかし、その靴を提供できる販売者の数のゆえ
に、このエントリは、その靴を提供するものとしてライブラリ・ホストにそれ自体を識別
した多数の販売者に対処できる必要がある。この機能を容易にするために、ライブラリ・
エントリに、補足コンテンツの任意の個数の同等のアイテムからなるか、なんらかの形で
それにリンクされる「プレースホルダ」を含めることができる。補足コンテンツの同等の
アイテムを、優先順位付け階層内に配置することができ、その結果、補足コンテンツの同
等のアイテムのうちのある種のアイテムが、おそらくは特定のルールまたは命令を参照す
ることによって決定されて、優先順位を有するようになる。例えば、上で説明した靴の例
では、「販売者の名前」に関連するプレースホルダが、補足コンテンツの３つの同等のア
イテムすなわち、販売者１の名前、販売者２の名前、および販売者３の名前を参照する場
合がある。３つの販売者名を、優先順位付け階層内に配置し、ある種の他の条件が満足さ
れない限り（この場合には他の販売者のうちの１つの名前が表示される）、ユーザがその
ライブラリ・エントリにアクセスするときに（かつ／またはそのライブラリ・エントリが
補足コンテンツの特定のアイテム内で実施されるときに）、販売者１が、デフォルトとし
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て「販売者の名前」として表示されるようにすることができる。そのライブラリ・エント
リにアクセスするユーザは、マッピングの作成において、補足コンテンツの単一のアイテ
ムにアクセスし、これを選択し、利用することができる（おそらくは、補足コンテンツの
複数の異なる同等のアイテムが関連するプレースホルダにリンクされることを知りさえせ
ずに）。補足コンテンツの同等のアイテムは、異なるカメラ・アングルから撮影された同
一製品の複数の写真など、補足コンテンツの同一の基本アイテムの複数の変形形態からな
るものとすることもできる。その場合に、ユーザは、補足コンテンツの同等のアイテムの
うちの特定の１つまたは複数を選択することを可能にされるものとすることができる。
【０１３０】
　もう１つの実施形態で、複数の異なる販売者によって異なる価格で提供される単一の製
品に関するものなど、複数のライブラリ・エントリを、特定の製品に関してライブラリ内
で使用可能にすることができる。このライブラリ・エントリを、様々な判断基準に従って
編成し、グループ化することができる（例えば、「低価格」広告または「在庫あり」広告
を含む補足コンテンツ、広告コンテンツではなく補足ブランディング・コンテンツ、音楽
ありまたは音楽なしの補足コンテンツ、グラフィックスが重い補足コンテンツ、特定の人
口統計、地理、または言語をターゲットとする補足コンテンツ、および類似物）。本明細
書で前に述べたように、ライブラリ・エントリおよびそれに含まれる補足コンテンツのア
イテムは、広告またはコマーシャル材料を含む必要はない（例えば、芸術的表現、ソフト
ウェア「ミニアプリ」などのアイテムからなるものとすることができる）が、それでも、
例えば「字幕」、「アニメーション」、または「写真」などのより抽象的なまたは一般的
な見出しの下での、ライブラリの階層編成内に含めることができる。
【０１３１】
　所与のライブラリ・エントリに含まれる補足コンテンツのアイテムは、ライブラリをホ
スティングするサービス、ライブラリのユーザ、特定の広告主、またはオンライン・マー
チャンダイザおよびオンライン・アグリゲータの「アフィリエイト」プログラムを含む任
意の個数のソースから来るものとすることができる。ライブラリ・エントリまたはそれに
含まれる補足コンテンツのアイテムをライブラリに含めること、および／またはライブラ
リ・エントリの「プレースメント」優先順位付けは、アクセス・プロバイダと補足コンテ
ンツの所与のアイテムまたはアイテムのグループの投稿者（例えば、あるクラスのライブ
ラリ・ユーザに対して製品のライブラリ・エントリが顕著に特別扱いされることを望む、
特別扱いされる製品の製造業者）との間で折衝される料金に基づく階層など、様々な優先
順位付け階層の参照に依存するものにすることができる。そのような料金は、直接に（例
えば、ライブラリ・エントリが特定のカテゴリ内のすべての検索結果の先頭に現れること
に関するフラット料金）または間接に（例えば、販売者が、アクセス・プロバイダによっ
て販売者のサイトに向けられた顧客に売られた各製品に関してアクセス・プロバイダに比
較的より高いフラットレートおよび／またはパーセンテージの手数料を支払うことに合意
した場合に、アクセス・プロバイダのライブラリ・エントリの提示に関する優先順位付け
階層は、その情報を考慮に入れることができる）請求することができる。
【０１３２】
　ライブラリまたはその諸部分を、広告主、「アーティスト」、アクセス・プロバイダ内
で形成されるユーザ・グループ、および類似物を潜在的に含む任意の個数の組織または個
人によって作成し、または集めることができる。例えば、特定の製造業者が、その製造業
者の製品オファリングに関連するライブラリ・エントリだけを投入されたライブラリを作
成することができる。販売者は、その販売者の特定の店舗で入手可能な物品に関連するラ
イブラリ・エントリだけからなるライブラリを作成することができる。「有名人」または
他者が、彼らが関心を持つライブラリ・エントリからなるライブラリを作成することがで
きる（例えば、ロック・スターが、「お気に入り」ライブラリを作成することができる）
。一部のライブラリは、慈善団体によって生成することができ、そのライブラリの使用か
らアクセス・プロバイダまたは他者によって引き出される収入の一部を、その慈善団体と
わかち合うことができる。個人ユーザが、他の先在するライブラリまたは彼ら自身の投稿
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からのライブラリ・エントリからなる彼ら自身のライブラリを作ることもできる。
【０１３３】
　これらの様々なタイプのライブラリのいずれをも、すべてのユーザによる使用に公開し
、ある種の使用に関してのみ公開し（例えば、見るために公開するが、変更のためには公
開しない）、あるいは、許可されたユーザのグループ内でプライベートに保つことができ
る。ライブラリまたはそのサブセットを作成するために費やされた分析および労力を認め
て、特定のライブラリ・エントリへのアクセスおよび／またはその使用を、プレミアム・
サービスとして提供し、ユーザが、料金の支払の後またはある種の条件（あるレベルの視
聴者人気を生成したメディア・ストリームの作成または配信など）を満足した後に限って
所与のライブラリからのライブラリ・エントリにアクセスできるようにすることができる
。さらに、ライブラリの作成者は、彼ら自身のライブラリに含めるためにライブラリ・エ
ントリをコピーすることを望む他者に料金を請求することができ（例えば、ロック・スタ
ーＡが、彼のブランド付きライブラリに含まれるライブラリ・エントリから引き出される
すべての取引に対して１％の手数料を請求することができる）、あるいは、ライブラリの
作成者は、ある成功パラメータを満足できないすべてのライブラリ・エントリ（例えば、
ユーザの指定されたパーセンテージまたは人数より少ないユーザによってアクセスされる
か使用されるライブラリ・エントリ）（または、それに含まれる補足コンテンツの個々の
アイテム）を除去するなど、ある他の制約を課すことができる。
【０１３４】
　アクセス・プロバイダは、例えばユーザのシステム上で使用されるダウンロード可能な
ソフトウェア・プログラムの形でまたはネットワークを介してアクセスされるホスティン
グされるサービス（アクセス・プロバイダまたは第三者によって提供される）として提供
することによって、ライブラリ（例えば、アクセス・プロバイダのより包括的なライブラ
リのサブライブラリ）を作成する際にユーザを援助するツールを提供することができる。
例えば、アクセス・プロバイダは、ユーザが特定の背景色、写真、およびそのユーザが望
む他の情報を選択することによって「彼の」ライブラリをカスタマイズすることを可能に
することによって、ユーザがより大きいライブラリ内の「ホーム・ページ」を作成するこ
とを可能にするツールを提供することができる。
【０１３５】
　アクセス・プロバイダは、例えばユーザのシステム上で使用される１つまたは複数のソ
フトウェア・プログラムの形でまたはネットワークを介してアクセスされるホスティング
されるサービス（アクセス・プロバイダまたは第三者によって提供される）として提供す
ることによって、ライブラリ・エントリを作成する際にユーザを援助するツールを提供す
ることができる。そのようなツールには、様々なユーザによってセルフサービスの基礎で
投稿されるデータの中での一貫性を保証する様々な手段を含めることができる。例えば、
そのようなツールは、ユーザによって完成される様々な特定のカテゴリの補足コンテンツ
・アイテムのフィールド（例えば、ユーザが特定の名前およびドル額を供給しなければな
らない、販売者名のフィールドおよび価格のフィールド）を含む「テンプレート」ライブ
ラリ・エントリのメニューまたは他の均一な提示を提供することができる。さらに、その
ようなテンプレートを、「ｐｒｏｄｕｃｔ＿ｐｉｃｔｕｒｅ（製品写真）」、「ｒｅｔａ
ｉｌ＿ｐｒｉｃｅ（小売価格）」、および類似物の均一なアイテムなど、補足コンテンツ
の特定のアイテムに関して利用することができる。この種の一貫性を保つことによって、
アクセス・プロバイダは、サービスの全ユーザによって使用でき、それらのユーザの間で
共有できるが、それでも個人の創造性を許容する方法およびプロセスを提供することを可
能にされる。さらに、そのようなツールは、補足コンテンツの複数のアイテムおよび／ま
たはアクセス・プロバイダと独立のソースによって提供されるデータの間の「ライブ・リ
ンク」をユーザが作成することを可能にすることができる。アプリケーション・プログラ
ミング・インターフェースＡＰＩの共通のセットを使用可能にすることによって、アクセ
ス・プロバイダは、ユーザがライブラリ・エントリ内に補足コンテンツのある種のアイテ
ム（例えば、製品広告アイテム内の小売価格アイテム）を埋め込むことを可能にすること
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ができ、補足コンテンツのそのようなアイテムは、そのようなＡＰＩおよび／または他の
入力パラメータを介して対話することを可能にされたユーザのシステムまたは第三者のシ
ステム内のそのようなデータのソースにアクセスできるはずである。また、これらのツー
ルは、全体としてのライブラリのオントロジ内の特定のエントリのカテゴリ（例えば、運
動靴）を識別するなど、ライブラリ・エントリを検索することを可能にするための「分類
」デターミナのメニューまたは他の均一なプレゼンテーションを提供することができる。
【０１３６】
　当業者に明白であるとおり、本明細書で説明するライブラリ機能性のすべての態様（例
えば、ホスティング、作成、アクセスの提供、更新など）は、そのような情報を１つまた
は複数のメディア・ストリーム・アクセス・プロバイダ、ストリーム注釈付けサービス・
プロバイダ、個々のユーザ、関心を持つ第三者（例えば、特定のライブラリ・エントリが
どのように使用されているかを調査することに関心を持つ広告会社）、および類似物から
使用可能にする第三者によって提供することができる。
【０１３７】
　ライブラリ・エントリおよび／またはライブラリ・エントリを含む補足コンテンツのア
イテムを、おそらくは補足コンテンツの投稿者（１人または複数）、他のユーザ、または
アクセス・プロバイダによって「ロック」することができ、その結果、ライブラリ・エン
トリまたはライブラリ・エントリを構成する補足コンテンツのアイテムを、ユーザまたは
ユーザの特定のクラスによって直接に見られ、編集され、再定式化され、かつ／または再
フォーマットされ得ないものにすることができる（例えば、「新規」ユーザをライブラリ
・エントリの編集から除外することができる）。その代わりに、ライブラリ・エントリま
たは補足コンテンツのアイテムを、制約を一切伴わずにユーザの望み通りに利用する（例
えば、製品のイメージを使用するが価格は使用しない）ためにユーザまたはユーザのサブ
セットに「開かれた」ままに保つことができる。
【０１３８】
　各ライブラリ・エントリ（またはその中の補足コンテンツの個々のアイテム）を、オン
トロジ内に配置し、その結果、情報をより簡単に突き止め、再検討できるようにすること
ができる。例えば、特定のライブラリ・エントリ内の補足コンテンツのアイテムのうちの
１つが、特定の製品の「小売価格」であるときに、補足コンテンツのこのアイテムに、小
売価格情報であるものとしてライブラリによってタグを付けるか、他の形で識別すること
ができる。補足コンテンツのアイテムのタグ付けは、オンラインまたはオフラインのタグ
付け情報の特定のセット（例えば、タグ「Ｒｅｔ＿Ｐｒｉｃｅ＿Ｃｕｒｒｅｎｔ（現在の
小売価格）」に対してコーディングされるものとして小売価格情報を識別する「オントロ
ジ・リスト」）への参照を介して個々の投稿者によって、すべてのライブラリ投稿者が特
定のフォームまたはテンプレートを使用して入力することを要求することによって（補足
コンテンツの個々のアイテムがシステムによって自動的にタグ付けされ、例えば、フォー
ムの「小売価格」フィールドに入力されるデータが小売価格としてタグ付けされるように
するために）、あるいは、補足コンテンツの様々なアイテムの特性を判定するために生デ
ータの分析を利用する自動化されたテクノロジを使用することによって（例えば、システ
ムに、通貨記号「＄」または「£」に続くすべての数字が「小売価格」になるようにラベ
ルを付けるように指示することができる）など、任意の個数の形で行うことができる。
【０１３９】
　ライブラリ・エントリは、補足コンテンツの他のアイテムのある種の特性またはプロパ
ティを記述するために、ライブラリ・エントリ内の補足コンテンツの他のアイテムのすべ
てに関連付けられるように指定される補足コンテンツのアイテムからなるものとすること
ができる。この機能性は、補足コンテンツの１つまたは複数のアイテム内のある種の記述
的特性をライブラリ・エントリ内に埋め込むことによって、ライブラリ・エントリ内の補
足コンテンツのすべての他のアイテムと対にされるかそれに埋め込まれる補足コンテンツ
の１つのアイテムをライブラリ・エントリに追加することによって、あるいは、特定のラ
イブラリ・エントリについて別々であるが、ライブラリ全体の中のある種のタイプの補足
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コンテンツのすべてのアイテムに埋め込まれるかそれと対にされる補足コンテンツのアイ
テムを追加することによってさえ、使用可能にすることができる。この相補タイプの補足
コンテンツは、ユーザによって見られ、かつ／または編集されることを意図されたもので
あってもなくてもよい。例えば、商業的な製品オファリングに関連するライブラリ・エン
トリに関して、補足コンテンツの相補アイテムの追加は、ライブラリ・エントリ内の補足
コンテンツのすべての個々のアイテムが「商業的」補足コンテンツ（例えば、芸術指向ま
たはコメント指向の補足コンテンツではなく）として識別されるように組み込まれる、補
足コンテンツのすべての混成アイテムをもたらすことができる。補足コンテンツの他のそ
のようなアイテムは、「家庭向け」コンテンツ、「武器関連」コンテンツ、「成人向け」
コンテンツ、または類似物を識別することができる。例えば、アクセス・プロバイダは、
そのような識別するデータを参照して、補足コンテンツを「ロック」しなければならない
（例えば、「成人向けコンテンツ」エントリ内の補足コンテンツのアイテムのすべてが、
補足コンテンツのアイテムを成人向けコンテンツに関連するものとして識別するシグニフ
ァイヤを埋め込まれ、その結果、ある年齢より若いユーザがそのような補足コンテンツに
アクセスできず、見ることができなくなることを保証するために）かどうかを判定するこ
とができる。
【０１４０】
　ライブラリ・エントリが、なんらかの理由で（または理由の特定のカテゴリのみについ
て）ライブラリから除去された場合、またはその代わりに、ライブラリ・エントリが、ア
クセス・プロバイダまたはライブラリ・エントリ投稿者によって「保留」にされた場合に
、そのライブラリ・エントリに含まれる補足コンテンツのアイテムが、潜在的に視聴者に
提示されるメディア・ストリームに関連付けられた後に、補足コンテンツの関連するアイ
テムに関連付けられたメディア・ストリームを提供したか配信したすべてのユーザに通知
を送信することができる。そのような通知は、人が実行するか、自動的に作成する（例え
ば、自動化された電子メール通知またはウェブ・アナウンスメントを介して）ことができ
る。そのようなリンクされた実施形態では、「死んだ」ライブラリ・エントリ（すなわち
、もはや最新ではないかもはや特定の情報ソースによって提供されない情報を含むライブ
ラリ・エントリ）を、自動的にデフォルト情報（例えば、物品の包括的クラスに関する情
報またはライブラリ・エントリがもはや使用可能ではないことを述べるアクセス・プロバ
イダからのメッセージ）に置換することができ、あるいは、ライブラリから完全に除外す
ることができる。これらのケースのそれぞれで、ユーザまたはユーザの様々なサブカテゴ
リに、そのような変更または、そのユーザが以前に関心を持っていることを示した（例え
ば、「このエントリに対して変更が行われたときに通知を受けたい場合には「Ｙｅｓ」を
クリックしてください」）特定のライブラリ・エントリに対する更新などの他の変更につ
いて、自動的に通知することができる。一実施形態で、ライブラリ・エントリまたはそれ
に含まれる補足コンテンツのアイテムが除去されるか、他の形で疑わしい物にされたなら
ば、そのライブラリ・エントリまたは補足コンテンツのアイテム（一実施形態で、補足コ
ンテンツの所与のアイテムを組み込んだ補足コンテンツの混成アイテムを含む）のすべて
の使用は、自動的にライブラリの視聴者から「不可視」にされ（例えば、アイテム２が除
去される場合に、アイテム３がアイテム１に続く）、あるいは、「デフォルト」画面に置
換されるが、マッピングのうちで補足コンテンツのアイテムをメディア・ストリームに関
連付ける部分は、メディア・ストリームの作成者によって承認されるか変更されるまでは
、実際には除去されない。コンテンツ作成者が見るディスプレイは、補足コンテンツの関
連付けられたアイテムを表示し続けるものとすることができるが、このディスプレイは、
補足コンテンツのアイテムがもはや視聴者に不可視であることをグラフィカルに示すよう
にマークすることができる（例えば、赤い×をオーバーレイする）。その代わりに、コン
テンツ作成者に、ある種の条件の下で提示される補足コンテンツの「代替」アイテムを含
めるオプションを与えることができる（例えば、日付Ｘまでは補足コンテンツのアイテム
Ａを提示し、その後、アイテムＢを提示する命令）。
【０１４１】
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　ライブラリに投稿される補足コンテンツのアイテムを、すべてのイメージが同一のデー
タ・フォーマット（例えば、．ｇｉｆまたは．ｊｐｆ）であることを保証する、ある種の
パラメータ（例えば、イメージのサイズまたは最大サイズ・フォント）が満足されること
を保証する、または著作権保護のためにウォーターマークもしくは他の要素をすべての写
真に埋め込むなど、様々な目的で様々なプロセスによって、自動的にまたは投稿者の要求
時のいずれかに、再定式化し、再フォーマットし、または他の形で変更することができる
。
【０１４２】
　一実施形態で、ライブラリ・エントリの投稿者は、ライブラリ・エントリ、カテゴリ、
またはライブラリ内の補足コンテンツのある種のアイテムを「公開する」か「ロックする
」ことを許可されるものとすることができる（例えば、他の投稿者は、ライブラリ・エン
トリ内の補足コンテンツの様式的アイテムを変更することだけを許可され、補足コンテン
ツの製品関連アイテムを変更することを許可されないものとすることができる）。例えば
、あるライブラリ・エントリの最初の投稿者は、他の投稿者が補足コンテンツの代替の「
スタイル」アイテムを提供することを許可する（例えば、補足コンテンツのある種のアイ
テムの背景色およびフォントを変更することを許可する）ことによって、ライブラリ・エ
ントリ内の「スタイル」アイテムを「公開する」が、他の投稿者が製品イメージ、小売価
格、および実際の広告コピー内の代替アイテムを提供するのを防ぐことによって、これら
のカテゴリ内のアイテムを「ロックする」ことができる。この「ロック」、「アンロック
」、または他のタイプの制御されたアクセス機能性は、補足コンテンツの各アイテムまた
はそれに関連するテンプレート・フィールドに関するボックスに単純にチェック・マーク
を付けることによって使用可能にすることができる。
【０１４３】
　一実施形態で、アクセス・プロバイダまたはライブラリ作成者（１人または複数）は、
投稿者の「カテゴリ」を確立することを可能にされ、上で説明したアクセス機能性は、こ
れらの投稿者カテゴリに固有にすることができる。例えば、投稿者の「デフォルト」カテ
ゴリは、補足コンテンツの所与のアイテムに関するコメント（例えば、「緑の背景がより
有効であるはずである」）を提供するか、代替案を投稿することを許可されるものとする
ことができるが、ライブラリ・エントリ内の補足コンテンツのどのアイテムをも実際に変
更することは許可されないものとすることができる。アクセス・プロバイダによって特定
の許可を与えられた投稿者、またはセットされた個数のライブラリ・エントリの投稿など
の様々なアクションを介して、ライブラリ・エントリ内の補足コンテンツのアイテムを直
接に編集し、かつ／または削除するか、ライブラリ・エントリ全体を編集し、かつ／また
は削除することさえ可能にする「管理者」アクセスの資格を与えられ得る投稿者など、投
稿者のもう１つのカテゴリ。例えば、「公式」ライブラリを確立する特定の広告主は、コ
メント投稿だけを許可し、他のすべてのアクセスを、その広告主の従業員またはコンサル
タントに指定することができる（例えば、従業員だけが、ライブラリ・エントリの投稿ま
たは変更を許可される）。そのようなアクセスは、初期ログイン機能を介して許可するこ
とができ、あるいは、アクセスを、パスワードまたは類似物などの様々な他の手段を介し
て許可することができる。この機能性は、潜在的に特定のライブラリ・エントリ、所与の
カテゴリ、またはライブラリ全体に関して、罵倒するユーザを「締め出す」のに使用する
ことができる。
【０１４４】
　一実施形態で、所与のライブラリ・エントリのすべての以前のインスタンス化のレコー
ド（すなわち、「文書ヒストリ」）を格納し、アクセス可能にすることができる。これら
の以前のバージョンは、例えば行われた変更、変更が行われたとき、変更を行った人、そ
のような変更の状況（例えば、変更が、関連する管理者によって永久的変更として承認さ
れたかどうか）などを追跡する改訂ヒストリに割り当てることができる。一実施形態で、
改訂ヒストリは、ライブラリ・エントリを以前の状態に戻すことを可能にする。これは、
例えば、特定のライブラリ・エントリが蛮行で破損される場合に有用である可能性がある
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。この特徴は、あるスケジュールに従ってライブラリ・エントリ「リフレッシュメント」
をスケジューリングする能力の容易化（例えば、「最近９０日間に変更されていないすべ
てのライブラリ・エントリを表示する」）、または複数の当事者の間での協調投稿の容易
化（例えば、「最近１０日間にユーザＸによって行われたすべての変更を表示する」）を
含む他の理由からライブラリ投稿者に有用である可能性もある。
【０１４５】
　アクセス・プロバイダは、個々のユーザが、あるタイプの変更またはあるカテゴリの変
更が行われるときに通知を提供する（例えば、電子メールを介して）「ウォッチ・リスト
」をセットすることを可能にすることができる。例えば、所与のライブラリ・エントリの
最初の投稿者が、そのライブラリ・エントリ内のすべての変更について通知を受けること
を望む場合があるが、補足コンテンツの所与のアイテムの投稿者（例えば、小売価格の投
稿者）が、補足コンテンツのその特定のアイテムが変更されるときに限って通知を受ける
ことを望む場合がある。
【０１４６】
　ライブラリ・エントリのうちで特定の投稿者（例えば、製品情報を投稿した特定の商人
、供給業者、または製造業者、あるいは特定の写真の写真家）に関連する部分を、パスワ
ード保護されたシステムを介してその投稿者だけにアクセス可能にすることができ、その
結果、その投稿者は、ライブラリ・エントリの関連部分に含まれる補足コンテンツを保守
でき、制御できるようになる。
【０１４７】
　ライブラリおよびライブラリ・エントリの多くの態様を、ある種の優先順位付け特性に
基づいてアクセス・プロバイダによって第三者に割り当てることができる。これらの特性
は、とりわけ、ライブラリに投稿する権利、ライブラリ・エントリの分類（例えば、補足
コンテンツの特定のアイテムが何個のカテゴリの下にリストされるか）、ライブラリのユ
ーザへのライブラリ・エントリのディスプレイの優先順位付け（例えば、ＭＰ３プレイヤ
に関するどのライブラリ・エントリが、検索単語「ＭＰ３プレイヤ」に関するライブラリ
検索結果の最上部に現れるか）、またはどのライブラリ・エントリが特殊な強調を伴って
リストされるか（例えば、他のライブラリ・エントリからより区別できるものにするため
にライブラリ・エントリの周囲に色付きの境界を伴う）のうちの少なくとも１つを含む。
これらの判定は、料金を請求することによって（投稿ごとの基礎または例えば「パートナ
ー」料金など、投稿者ごとの基礎のいずれかで）、ティアード・コミッションを請求する
ことによって（例えば、より高い手数料がアクセス・プロバイダに支払われることと引き
換えにより高いエントリ優先順位付けを与える）、または以前のライブラリ・エントリの
大きさおよび／または成功に報酬を与えることによって（例えば、特定の投稿者のライブ
ラリ・エントリが、高額取引を促進することにおけるその投稿者の以前の投稿の集約成功
に基づいて「好ましい」状況を与えられる）を含む様々な手段によって行うことができる
。
【０１４８】
　関心を持たれている特定のライブラリ・エントリの有効な位置付けを可能にするためな
ど、ライブラリ・エントリを、そのライブラリ・エントリに含まれる補足コンテンツのア
イテムの本質的コンテンツに直接に関連してもしなくてもよい任意の個数の形で特徴を表
すことができる。一例は、本質的コンテンツに関連しないが、その「目玉となる製品」ま
たは「小売価格」補足コンテンツ・アイテムによってライブラリ・エントリの特徴を表し
、その結果、例えば、特定の製品の複数のライブラリ・エントリを最低の小売価格から最
高の小売価格へリストできるようにする、特徴表現とすることができる。補足コンテンツ
のアイテムの本質的コンテンツに間接的にのみ関連する特性の一例が、特定のマッピング
の作成において関連するライブラリ・エントリのすべてもしくは一部を利用することを選
択したユーザの人数または有効な広告であることがわかった補足コンテンツを提供するこ
とにおけるライブラリ・エントリの「有効性」（例えば、より高いレートの視聴者関心を
誘導する補足コンテンツのアイテムを含むライブラリ・エントリを識別すること）である
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。
【０１４９】
　ライブラリの少なくとも一部を、様々な第三者の特定のユーザ・コミュニティに提示す
るために、アクセス・プロバイダによってこれらの第三者から使用可能にすることができ
る。例えば、複数のライブラリ・エントリを投稿した販売者が、その販売者自身のウェブ
・サイトでこれらのライブラリ・エントリを提示し、その結果、その販売者のウェブ・サ
イトへの訪問者が、アクセス・プロバイダを使用してマッピングを作成するときにこれら
のライブラリ・エントリを利用する機会について知らされるようにすることを望む場合が
ある。アクセス・プロバイダは、これらのライブラリ・エントリを、第三者がこれらのラ
イブラリ・エントリへのＡＰＩを与えられる「ライブ・リンク」システムを介して使用可
能にすることができ、あるいは、ライブラリ・エントリを、更新を必要とする「ダウンロ
ード」として提供することができる。アクセス・プロバイダは、エントリの様々な組合せ
を、ユーザが関心を持つブランド付きライブラリを作成しようとする第三者（例えば、「
１０代指向」広告または「優良」広告を集めるサイト）から使用可能にすることもできる
。
【０１５０】
　ライブラリを、任意の個数の形でアクセスされまたは「検索される」ことを可能にする
ことができる。例えば、関心を持たれているライブラリ・エントリを、キーワードをタイ
プすることによって、補足コンテンツのアイテムのカテゴリのいずれかの特性のいずれか
による検索によって（例えば、写真を含むすべてのライブラリ・エントリ、１０．００ド
ルを超える小売価格を含むすべてのライブラリ・エントリ、匹敵するライブラリ・エント
リの上位２０％内の視聴者反応を生成したすべてのライブラリ・エントリをリストする）
、ライブラリ・エントリ投稿者の特性によって（例えば、オンライン・ショッピング・サ
イトによって投稿されたものであるが、サイトＸによるすべてのライブラリ・エントリを
除外したすべてのライブラリ・エントリ）、または最新の投稿によって、突き止めること
ができる。検索特性のいずれをも、任意の組合せで利用することができる（例えば、最近
１０日以内に店舗Ａによって投稿されたライブラリ・エントリを示す）。
【０１５１】
　ある種の第三者が、アクセス・プロバイダ・ライブラリに正式に接続はされないが、ア
クセス・プロバイダを介して検索でき、かつ／またはアクセスできるライブラリを作成す
ることを望む場合がある。このタイプの配置を容易にするために、アクセス・プロバイダ
は、これらの第三者が彼らのウェブ・サイトに含め、彼らのライブラリをアクセス・プロ
バイダによって検索できるようにする、ある種の情報を提供することができる。例えば、
オンライン分類広告サイトなどのサイトは、そのポスティングのすべてが、メディア・ス
トリームに注釈を付けるために使用可能になることを望む可能性があるが、そのサイトは
、アクセス・プロバイダに彼らのリスティング情報をコピーすることをそのサイトを使用
する人々に強制することを望まない場合がある。そうではなく、このサイトは、アクセス
・プロバイダによる検索を可能にするのに必要なコードをそのユーザに提供するか、かつ
／またはそのポスティング・テンプレートに埋め込むことができる。
【０１５２】
　一実施形態で、メディア・ストリームのセグメントを識別する所与のセグメント識別子
にマッピングされた補足コンテンツ（補足コンテンツは、補足コンテンツの１個とｎ個と
の間のいずれかの個々のアイテムを含む）が、潜在的にアクセス・プロバイダまたはコン
テンツ作成者によって行われるアクションと組み合わされた、自動化されたプロセスによ
って少なくとも部分的に選択される。例えば、音声認識テクノロジを使用して、メディア
・ストリームの言葉要素のトランスクリプトを生成することができ、コンテンツ作成者は
、そのトランスクリプトを論理セグメントに分割することができ、その結果、所与の論理
セグメントが、適当な句または文（例えば、字幕）を表す補足コンテンツに割り当てられ
るようになる。その代わりに、イメージ認識テクノロジを使用して、メディア・ストリー
ム内に現れるすべての商品のスチール・イメージを生成することができ、コンテンツ作成
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者は、これらのスチール・イメージを利用して、メディア・ストリームをプロダクト・プ
レースメント補足コンテンツに関連付けることができる（すなわち、自動化されたプロセ
スが、ビデオ内に現れるブランドｘの財布のイメージを生成し、コンテンツ作成者が、そ
のビデオのセグメントを識別するセグメント識別子に、そのコンテンツ作成者によって作
成されるまたは補足コンテンツ・ライブラリから抜粋される追加広告コピーをマッピング
する）。
【０１５３】
　一実施形態で、自動化されたツールが、任意の個数のソースからの補足コンテンツの１
つまたは複数の個々のアイテムを組み立てることによって補足コンテンツ・アイテムの予
め作られた「テンプレート」混成アイテムを投入するために、アクセス・プロバイダまた
は他者（例えば、ユーザのグループ）によって使用される。これらのテンプレートには、
情報カテゴリの特定のレイアウト（例えば、左側にイメージ、中央にＵＲＬハイパーリン
ク、右側にもう１つのイメージ）、個々の補足コンテンツ・タイプの特定のレイアウト（
例えば、「Ｐｒｏｄｕｃｔ＿Ｎａｍｅ（製品名）」とその後の「Ｒｅｔａｉｌ＿Ｐｒｉｃ
ｅ（小売価格）」）、特定のグラフィカル・フォーマット（すなわち、青および赤の画像
の様々な陰影）、および類似物など、補足コンテンツの混成アイテムの１つまたは複数の
態様または特性の「プレースホルダ」のある種の組合せを含めることができる。
【０１５４】
　いくつかの実施形態で、コンテンツ作成者は、アイテムのカテゴリ（例えば、「男性、
皮、ベルト、青」）を指定し、方法７００に、マッピング（例えば、方法７００による参
照によってまたはコンテンツ作成者によって決定される。ここで、最適の選択は、アクセ
ス・プロバイダまたはコンテンツ作成者によって指図される特定の判断基準を参照するこ
とによって行われる）の作成のために選択すべき最適のライブラリ・エントリまたはライ
ブラリ・エントリのコレクションを提案させることができる。最適のライブラリ・エント
リ（１つまたは複数）の選択の判断基準には、類似するまたは他のメディア・ストリーム
・コンテンツに関連付けられたときにビューあたりの視聴者クリック・スルーの最高レー
トを有する補足コンテンツを含むライブラリ・エントリ、総クリック・スルーの最高回数
を有する補足コンテンツを含むライブラリ・エントリ、このメディア・ストリームおよび
／または特定の視聴者人口統計の特定のコンテキストで最高の照会手数料を支払うつもり
があるライブラリ・エントリの投稿者、または当該の他の要因のうちの１つまたは複数な
どの要因を含めることができる。
【０１５５】
　補足コンテンツのアイテムは、補足コンテンツのアイテムの全体的な「レイアウト」（
例えば、左側の製品イメージ、右側の広告コピー）、異なるフォント、グラフィックス、
および類似物を介して暗示される補足コンテンツのアイテムの全体的な「スタイル」（例
えば、ヒップホップ対カントリーウェスタン・スタイル）、補足コンテンツのアイテム内
で目玉にされる特定の製品または製品カテゴリ、「カラー・スキーム」（例えば、テキス
トおよび背景の赤および黄などの「ホット」カラー対青および緑などの「クール」カラー
）、および類似物など、任意の個数の属性によって特徴を表すことができる。一実施形態
で、アクセス・プロバイダは、ユーザが補足コンテンツの同一の基本的な混成アイテムの
複数の変形形態を見る（例えば、例えば補足コンテンツ属性のうちの１つまたは複数に対
する変更に起因して補足コンテンツの各混成アイテムが異なる、混成補足コンテンツ・ア
イテムのセットを見ることによって）ことを可能にすることによって補足コンテンツ・ラ
イブラリのユーザがマッピング・プロセスを合理化することを可能にするツールを提供す
る。例えば、ブランドＸのＭＰ３プレイヤに関連するライブラリ・エントリに見られる補
足コンテンツのアイテムを使用してマッピングを作成しているユーザは、同一の製品イメ
ージを含むが、複数の異なる解像度、サイズ、または背景色を伴う補足コンテンツの混成
アイテムを見ることを、あるいは複数の異なるフォントで提示される製品に関するテキス
ト情報を伴う補足コンテンツの混成アイテムを見ることを望む場合がある。各変形形態は
、潜在的に、他の潜在的な変形形態のすべてと同時に見ることができ（例えば、スクロー
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ルするビュー・スクリーンを介して）、あるいは、個別に見ることができる（例えば、「
次の変形形態を見るためには「次」を押してください」のようにシーケンシャルに）。
【０１５６】
　一実施形態で、本発明は、コンテンツ作成者に質問のプロンプトを出し、その後、コン
テンツ作成者の反応を質問と突き合わせる代替案を提供することによって、所望の補足コ
ンテンツ変形形態（例えば、ライブラリ・エントリまたはそれに含まれる補足コンテンツ
の特定のアイテム）の選択を助ける指導付き選択プロセスへのアクセスをコンテンツ作成
者に与える。例えば、コンテンツ作成者に、そのコンテンツ作成者が背景の「よりホット
な」背景色対「よりクールな」背景色および製品の「写真」イメージ対「グラフィカル」
イメージのどちらを好むかを指定するためにプロンプトを出すことができ、その後、この
情報を使用して、コンテンツ作成者の検討、さらなる変更、および／または選択のために
関連する変形形態を提供する。代替案では、コンテンツ作成者に、「ＡまたはＢを選択し
てください」オプションを介して選択を高速化する機能性を与えることができ、その結果
、選択の個数は、最も望まれる選択にすばやく効率的に切り詰められるようになる。例え
ば、最初の選択は、背景色に焦点を合わせることができ、最適の色が決定されたならば、
Ａ／Ｂ選択プロセスが、最も好まれるイメージの選択の管理に進む。このツールは、コン
テンツ作成者が、選択が行われる順序（例えば、背景色選択肢を提示する前に、イメージ
・オプションの範囲を通る）を選択することを可能にすることができる。そのような選択
ツールは、コンテンツ作成者との以前の対話または匹敵する状況の下の他のユーザとの以
前の対話の分析に基づいてコンテンツ作成者のオプションを作成する機械学習技法を利用
することができる。例えば、機械学習は、所与の特性を有する補足コンテンツ（例えば、
ピーナッツ・バターを目玉にする広告）が、しばしば、ある他の特性を有する補足コンテ
ンツ（例えば、ゼリーを目玉にする広告）に関連して展開されることを識別することがで
きる。
【０１５７】
　一実施形態で、コンテンツ作成者は、「ドラッグ・アンド・ドロップ」ツール、ボック
スにチェック・マークを付けることによって、アイテム番号をタイプすることによって、
および類似物の任意の組合せを使用して、関心を持たれている特定のライブラリ・エント
リまたは補足コンテンツの特定のアイテムを単純に選択することによって、補足コンテン
ツをマッピングすることができる。
【０１５８】
　アクセス・プロバイダは、事前に作られた補足コンテンツ（個々のまたは混成の）をユ
ーザからアクセス・プロバイダに簡単かつ有効に配送し、またはアップロードすることを
可能にするためにツールを提供することができる。そのようなツールは、様々な形の情報
をユーザによってアクセス・プロバイダに提供することを可能にすることができ、アクセ
ス・プロバイダは、様々なプロセスを使用して、この情報を変換し、その結果、この情報
を、追加のカスタマイゼーション（例えば、ユーザによって実行されるか、アクセス・プ
ロバイダによって視聴者に提示できる補足コンテンツのフォーマットおよび属性と一貫す
る）に利用できるようになる。例えば、アップロードされた補足コンテンツの混成アイテ
ムの．ｊｐｇフォーマット・イメージ・コンポーネントを、．ｇｉｆフォーマットに変換
することができ、補足コンテンツの同一の混成アイテム内のテキスト情報に使用される特
定のフォントをも、．ｇｉｆフォーマットに変換することができ、両方の．ｇｉｆファイ
ルが、アクセス・プロバイダによって使用されるメディア・ストリーム・プレイヤによっ
て処理できる補足コンテンツの単一の混成アイテムに変換される。この変換プロセスは、
ユーザがアップロードされる補足コンテンツの異なるアイテムをすばやく識別できるよう
にするメニュー・システムによって、またはアップロードされる補足コンテンツのアイテ
ムを分析し、そのアイテムの属性を判定する自動化された検出プロセスによって、援助す
ることができる。識別が完了したならば、補足コンテンツのアイテムは、最終的な形態（
下で詳細に述べるように、同期化プロセスまたはマッピング・プロセス中に利用でき、最
終的に視聴者に提示される）について補足コンテンツのアイテムを準備する必要に応じて
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様々なプロセスを受けることができる。
【０１５９】
　一実施形態で、アクセス・プロバイダは、ユーザ（例えば、コンテンツ作成者および他
のユーザ）が、補足コンテンツの彼ら自身のアイテムを作成することを可能にする。その
ような機能は、ユーザがそのユーザ自身で作った補足コンテンツのアイテムを投稿するこ
とまたは第三者から入手した補足コンテンツのアイテムを投稿することを可能にすること
を含む、任意の個数の形で使用可能にすることができる。さらなる実施形態では、ユーザ
は、全体として単一の統一されたライブラリ・エントリ（例えば、補足コンテンツの十分
に完全なアイテムを含むライブラリ・エントリまたはそのコンポーネント）を選択するこ
と、または補足コンテンツの他のアイテムをライブラリから追加することによってアクセ
ス・プロバイダによって提供される補足コンテンツのアイテムをカスタマイズすること（
例えば、補足コンテンツの新しい混成アイテムを作成するため）を可能にされる。
【０１６０】
　一実施形態で、ユーザは、マッピングのために補足コンテンツのカスタマイズされたア
イテムを作成するために、潜在的にユーザ自身の投稿と一緒に、様々な形で補足コンテン
ツ・ライブラリから入手した補足コンテンツのアイテムを組み合わせることを可能にされ
る。ユーザは、全体としてライブラリ・エントリに含まれる補足コンテンツの混成アイテ
ムを使用することを選ぶ（すなわち、補足コンテンツの「事前に作られた」混成アイテム
全体を選択する）ことができ、あるいは、補足コンテンツのカスタマイズされた混成アイ
テムを組み立てるために、潜在的にそのユーザによって作成された追加材料と共に、ライ
ブラリ・エントリからまたは補足コンテンツの混成アイテムから補足コンテンツの様々な
個々のアイテムを選択することができる。例えば、所与のライブラリ・エントリを、ブラ
ンドＸのＭＰ３プレイヤに関するものとすることができる。ブランドＸによって供給され
る「公式」ライブラリ・エントリは、そのＭＰ３プレイヤの特定のモデルの複数のイメー
ジ、そのＭＰ３プレイヤの物理的特性および性能特性に関する情報、そのＭＰ３プレイヤ
の価格、店頭ウェブ・サイトへのリンク、および潜在的購入者に関係がある可能性がある
他の類似する情報を含む可能性がある。ユーザは、このライブラリ・エントリから補足コ
ンテンツの１つまたは複数の個々のアイテムを選択し、それらの個々のアイテムをそのユ
ーザが作成した追加コンテンツ（すなわち、グラフィカル・イメージ、賢い発言、補足コ
ンテンツが関連付けられるメディア・ストリームへの参照など）と組み合わせて、マッピ
ング用の補足コンテンツの最終的な混成アイテムを作成することができる。補足コンテン
ツの個々のアイテムを、組み合わせて利用することができる。例えば、ユーザは、第三者
から入手した補足コンテンツの相対的に包括的なアイテム（例えば、ガレージ・バンドに
よって提供されるＣＤに関する補足コンテンツのアイテム）をアップロードし、次に、ア
クセス・プロバイダによって提供されるツールを利用して、そのユーザ自身のコンテンツ
（例えば、バンドのロゴのグラフィカル・イメージ）および複数のライブラリ・エントリ
から選択された補足コンテンツのアイテム（例えば、「コマーシャル」として補足コンテ
ンツの完成した混成アイテムの特徴を表す補足コンテンツのアイテム、および視聴者がＣ
Ｄの購入の機会にアクセスすることを可能にする「ボタン」イメージおよびＵＲＬハイパ
ーリンクからなる補足コンテンツのアイテム）によって補足コンテンツの包括的アイテム
を補足することができる。
【０１６１】
　一実施形態で、補足コンテンツの自動的に選択されるアイテムの関連性は、メディア・
ストリームが適当な広告の機会に関連するときのそのメディア・ストリームの全般的主題
（例えば、地球温暖化ビデオは、「自動車の買い方」材料としてよりも「環境」材料とし
てよりよく識別することができる）、メディア・ストリーム内に現れる１つまたは複数の
物品のアイデンティティ（例えば、特定のハイブリッド自動車）、および／またはメディ
ア・ストリームを見る可能性が高い徴集の人口統計特性（例えば、成人、２５歳以上など
）など、最小限の量の情報を提供するようにユーザに求めることによって改善される。こ
の最小限の量の情報を入手するために、ユーザに、様々な形の入力のいずれかを求めるこ
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とができる。例えば、ユーザに、アクセス・プロバイダによって提供される選択肢のリス
トから１つまたは複数のボックスに単純にチェック・マークを付けるように求めることが
できる（ここで、カテゴリ選択を、特定のライブラリ・エントリ・カテゴリにリンクする
ことができる）。これらの追加入力は、既存の方法より優れた自動化された広告割当をサ
ポートするはずである。というのは、上で説明した最小限の量の人間の入力さえ、完全に
自動化されたシステムよりはるかに正確な自動化されたシステムに焦点を合わせるからで
ある。したがって、ユーザの側での最小限の追加の労力を要求することによって、マッピ
ングのために最終的に選択される補足コンテンツの関連性（したがって、ユーザ経験の質
および生成される収入）を高めることができる。
【０１６２】
　この選択プロセスは、例えば、ユーザが、メディア・ストリーム・コンテンツ（例えば
、ジャンル）、ターゲット聴衆人口統計、そのユーザ自身の人口統計、またはそのユーザ
によって定義されるキーワード／コンテンツ・タグについて問い合わされるように、「メ
ニュー駆動」システムまたは「ウィザード」システムに編成することができる。「専門家
」ユーザは、より複雑であるがより柔軟またはより効率的な追加機能にアクセスすること
を可能にされるものとすることができる。一実施形態で、ユーザに、入力プロセス内の任
意の点で停止するオプションを与えることができ、その停止する点までに提供された入力
だけが、補足コンテンツ・ターゲティング目的に利用される（自動化されたまたは他のタ
イプの選択システムによって）。例えば、ユーザに、「季節に関する補足コンテンツ」と
いう全般的カテゴリを含む初期メニューを提示することができる。ユーザは、そのカテゴ
リに関連するボックスに単純にチェック・マークを付け、そのユーザが追加情報を提供す
ることを望まないことを示すことができる。その代わりに、このユーザに、その後に、「
クリスマス関連補足コンテンツ」を含むサブメニューを提示し、次に、「コメディ補足コ
ンテンツ」（例えば、「センチメンタル補足コンテンツ」ではなく）を含む別のサブメニ
ュー、次に「子供用補足コンテンツ」を含む別のサブメニュー、次に「トナカイを伴う補
足コンテンツ」を含む別のサブメニュー、次に特定のトナカイのイメージを含む別のサブ
メニュー、次に特定の背景色を含む別のサブメニューなどを提示することができる。この
プロセスのどの点でも、ユーザは、追加入力を提供しないことを選択でき、システムは、
使用可能な情報に基づいて補足コンテンツを選択する。
【０１６３】
　代替案では、ユーザが、メディア・ストリームを見る可能性が高い人口統計分類（例え
ば、「子供」対「成人」）またはメディア・ストリームの全般的な主題カテゴリ（例えば
、「コメディ」対「スポーツ・クリップ－サッカー」）など、分類選択のメニューに入力
するか、分類選択のメニューから選択することができ、方法７００は、ユーザに、その聴
衆向けの最もよく売れている商品を目玉にした補足コンテンツのアイテムを与えることが
できる。
【０１６４】
　この方法は、ユーザによって選択された補足コンテンツの初期アイテム（１つまたは複
数）に基づいて、補足コンテンツの追加アイテムを提案することもできる。一実施形態で
、この提案は、ユーザの集約にまたがって選択される補足コンテンツのアイテム（例えば
、「補足コンテンツのこのアイテムを選択したユーザが、補足コンテンツのこれらの他の
アイテムをも選択した」）との比較に基づく。
【０１６５】
　上で説明した異なる識別オプションまたは分類オプションのそれぞれを、単独でまたは
他のオプションとの任意の組合せで使用することができ、上で説明したそのような選択プ
ロセスの出力は、マッピングに使用可能な補足コンテンツの最終的なアイテム（個々のま
たは混成の）またはさらなるカスタマイゼーションをサポートすることを意図された補足
コンテンツの単なる「出発点」アイテムのいずれかの識別をもたらすことができる。例え
ば、そのプロセスが特定の製品に関連する補足コンテンツの初期アイテムを識別すること
ができるが、特定の背景色またはフォントを選択するためなど、ある範囲の可能なイメー
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ジから製品の特定のイメージを選択することによって、補足コンテンツのアイテムをさら
にカスタマイズするようにユーザに促すことができる。
【０１６６】
　ユーザが補足コンテンツの所与のアイテム内に埋め込むことを望む可能性がある情報の
１タイプ（または、潜在的に、補足コンテンツの特定のアイテムからのそのような情報は
、全体としてマッピング対応メディア・ストリーム用のデータ・ファイル内に埋め込まれ
る）は、補足コンテンツに関連するある種の条件に関するデータなど、マッピングによっ
てアクセスされるデータに基づいて補足コンテンツのある種の態様を変更する命令である
。一実施形態で、ユーザは、この特定の目的のためにアクセス・プロバイダによって提供
される特定の入力によってトリガされるある種の命令を補足コンテンツ内に埋め込むこと
ができる。例えば、第三者ウェブ・サイトは、ウェブ・サイトの訪問者には不可視である
が、そのウェブ・サイト上で見られる補足コンテンツ内の適当な応答を「トリガする」デ
ータのセットを表示することができる（例えば、そのようなデータに、補足コンテンツの
属性がそのウェブ・サイトのスタイルと一致するようにするためのそのウェブ・サイトの
「支配的な色」、１０代を主にターゲットにするウェブ・サイトなど、そのウェブ・サイ
トにアクセスする「全般的な世代グループ」、または主メディア・ストリームからではな
く補足コンテンツから発するサウンド・エフェクトを可聴にする特定の音量を含めること
ができる）。
【０１６７】
　もう１つの実施形態で、埋め込まれる命令は、第三者ウェブ・サイトまたはユーザとの
直接の対話またはデータの交換なしで、アクセス・プロバイダによって入手される情報に
よってトリガされる。この情報は、マッピングを作成するためにコンテンツ作成者によっ
て利用されたテンプレート内に埋め込むことができ、ユーザが直接にまたは承知の上でマ
ッピングに含めた情報である必要はない。例えば、マッピングされる補足コンテンツの所
与のアイテム内に埋め込まれる命令は、補足コンテンツのアイテムに供給される情報（例
えば、おそらくはメディア・ストリーム・プレイヤによって生成される、またはおそらく
は方法７００のトランスコーディング・ステージ中に生成される）の自動的アクセスを要
求することができ、補足コンテンツの背景色が、その補足コンテンツがマッピングされた
セグメント識別子によって識別されるメディア・ストリームの時間セグメントの全般的な
カラー・スキームとより一貫するように変更されるようになる（例えば、メディア・スト
リームが夜のシーンを表す場合に、アクセス・プロバイダによって展開されたビデオ処理
システムは、原色が抑えられていることを検出でき、この情報は、補足コンテンツの背景
色が「淡黄色」のデフォルト色ではなく「暗い青」にセットされることをトリガするはず
である）。もう１つの例として、アクセス・プロバイダによって展開されたメディア・ス
トリーム・プレイヤは、そのメディア・ストリーム・プレイヤおよび注釈付きメディア・
ストリームが展開されたウェブ・サイトの全般的なカラー・スキーム、主題、または聴衆
を判定し、それ相応に補足コンテンツを調整するために、そのウェブ・サイトによって提
示されるＨＴＭＬデータを「読み取る」ことができる。
【０１６８】
　コンテンツ作成者がマッピング内または補足コンテンツの所与のアイテム内に含めるこ
とができる情報の１つのアイテムが、補足コンテンツのその所与のアイテムが提示されな
ければならない視聴者の特定のタイプに関する情報である。この特徴は、例えば、メディ
ア・ストリームの所与の時間セグメントに関連して、ユーザが、あるタイプの視聴者に補
足コンテンツの第１アイテムを示し、異なるタイプの視聴者に補足コンテンツの第２アイ
テムを示すことを好む（例えば、「視聴者が男性の場合にはアイテムＡを示し、視聴者が
女性の場合にはアイテムＢを示す」）情況で使用することができる。この機能を容易にす
るために、コンテンツ作成者は、補足コンテンツのアイテム（潜在的にメディア・ストリ
ームの同一の時間セグメントに関連して提示される補足コンテンツの他のアイテムではな
く）をアクティブ化することが意図される視聴者人口統計を識別する「デターミナ情報」
（例えば、視聴者に関する人口統計情報に基づいて行われる判定）を補足コンテンツのア
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イテム内または補足コンテンツのそのアイテムを含むマッピング内に含めることができる
。１つまたは複数のデターミナを、アクセス・プロバイダによって提供される潜在的特性
のリストからのある組合せをコンテンツ作成者に選択させることによって、補足コンテン
ツの所与のアイテム内または所与のマッピング内にコンテンツ作成者によって含めること
ができる（例えば、ユーザは、年齢範囲を挿入し、性別タイプに関するボックスにチェッ
ク・マークを付け、最低視聴者収入レベルを確立することなどを可能にされる）。
【０１６９】
　デターミナのこの「包括的」リストを、特定のウェブ・サイトなどの特定のコンテキス
ト内の視聴者について既知の（すなわち、生成され、収集され、または推量された）特定
の情報に、アクセス・プロバイダによって（ユーザに可視であってもなくてもよい形で）
リンクすることができる。包括的デターミナと特定のウェブ・サイトのコンテキスト内の
そのようなデターミナの対応物との間のこのリンケージは、多数のウェブ・サイトが特定
の視聴者に関するデータを収集するが、通常はそのような分類を分類する均一の形がない
ので、有用である。したがって、アクセス・プロバイダが、データのそのような分類およ
び関連する包括的デターミナへのリンクの単一の更新されたインベントリを保つことを可
能にすることによって、正しいプロセスが、各ウェブ・サイトで使用可能にされる。これ
は、また、ユーザが、異なるサイトで同一の基本的プロセスをアクティブ化するために複
数の異なるコードを提供する必要をなくすか減らす。例えば、ウェブ・サイトＡが、その
訪問者（ウェブ・サイトＡで提示されるメディア・ストリームの視聴者を含む）の収入レ
ベル、年齢、および性別へのアクセスを有するが、ウェブ・サイトＢが、訪問者の年齢情
報へのアクセスだけを有する場合がある。もう１つの例として、ウェブ・サイトＡが、年
齢の範囲（例えば、２５歳から３０歳まで）として訪問者年齢データを収集するが、ウェ
ブ・サイトＢが、特定の年齢（例えば、２８歳）を収集する場合がある。そのようなコン
テキストで、アクセス・プロバイダは、補足コンテンツの特定のアイテムが、各ウェブ・
サイトで視聴者に関して使用可能なできる限り多くの情報を引き出すように、人口統計デ
ターミナ（ユーザによって提供される）をリンクするはずである。例えば、デターミナは
、ウェブ・サイトＡによって提供される広い年齢範囲情報ならびに、ウェブ・サイトＢに
よって提供される特定の年齢情報を処理すると同時に、ウェブ・サイトＢに関する他のデ
ターミナのすべてを、これらの他のデターミナがウェブ・サイトＡによって使用可能にさ
れていないという事実に起因して破棄することができる。このタイプの機能性を使用可能
にすることは、コンテンツ作成者にとって有利である。というのは、コンテンツ作成者が
、彼らの注釈付きメディア・ストリームが示される可能性がある各特定のウェブ・サイト
の情報を探すことを要求されないからである（アクセス・プロバイダが正しい人口統計デ
ターミナを既にリンクしている限り）。このタイプの機能性を使用可能にすることは、視
聴者にとっても有利である。というのは、視聴者が、より関連する補足コンテンツを与え
られるからである。最後に、このタイプの機能性を使用可能にすることは、アクセス・プ
ロバイダおよび注釈付きメディア・ストリームが現れるウェブ・サイトにとって有利であ
る。というのは、このタイプの機能性が、優れた視聴経験およびより高いレベルの視聴者
対話をもたらし、これが、コンテンツの貨幣化の増加につながると期待されるからである
。
【０１７０】
　上で説明したように、補足コンテンツの所与のアイテムまたはマッピングの所与の部分
の特定の属性を、視聴位置、デバイス・タイプ、視聴者人口統計などに関して条件付きに
することができる手法に加えて、属性を、過去の視聴者挙動（例えば、「視聴者が、前に
補足コンテンツ・アイテムＡをＸ回を超えて提示されたか？」）、集約視聴者統計、また
はランダム選択などの要因を条件とするものにすることもできる。
【０１７１】
　一実施形態では、上で述べたように、補足コンテンツの単一のアイテムに、異なる属性
またはコンポーネント（例えば、補足コンテンツの混成アイテム内で組み合わされる補足
コンテンツの複数の個々のアイテム）を含めることができ、特定の視聴者への特定の属性
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またはコンポーネントの表示が、コンテンツ作成者によって確立されるある種のルールに
依存するようにされる（例えば、「価格」属性が、３０歳を超える年齢の視聴者だけに表
示されるが、他のすべての視聴者には、「広告コピーの３行」属性が提示される）。その
ような「イントラコンテンツ」カスタマイゼーションに加えて、ある種の実施形態では、
メディア・ストリームと補足コンテンツの（潜在的に異なる）アイテムとの間の複数のマ
ッピングを作成することができる。そのような複数のマッピングは、メディア・ストリー
ムＳを、例えばソーシャル・ネットワーキング・ウェブ・サイトに埋め込まれる場合の補
足コンテンツの第２セットではなく、ブログに埋め込まれる場合に補足コンテンツの第１
セットと共に表示することを可能にする。その後、下で説明するように、適当なマッピン
グＭ１またはＭ２が、注釈付きメディア・ストリームのポスティング位置に従って、視聴
者への提供のために選択される。さらに、異なるマッピングを、異なる視聴デバイスでの
表示のために提供することができる（例えば、マッピングＭ１は、フルサイズのコンピュ
ータ・モニタ上で見るユーザに表示され、マッピングＭ２は、電話機または携帯情報端末
などのポータブル・デバイス上で見るユーザに表示され、マッピングＭ３は、テレビジョ
ン・セット上で見るユーザに表示される）。さらに、異なるマッピングを、特定の視聴者
人口統計に関する表示のために提供することができる（例えば、マッピングＭ１は、１０
代女性視聴者に表示され、マッピングＭ２は、１０代男性視聴者に表示され、マッピング
Ｍ３は、「デフォルト」マッピングとしてすべての他の人口統計特性を有する視聴者に表
示される）。
【０１７２】
　例えば、ダイヤモンド・ネックレスを目玉にする補足コンテンツの広告アイテムをマッ
ピングしているコンテンツ作成者は、女性に「自分にご褒美！」をテーマにした補足コン
テンツのアイテム、男性に「彼女に愛情を示すには」をテーマにした補足コンテンツのア
イテムを提示することを望む場合がある。補足コンテンツの関連アイテムの提示を容易に
するために、コンテンツ作成者は、マッピングされたメディア・ストリームの特定の時間
セグメントに関連して提示されることを意図された補足コンテンツのアイテムの「セット
」を指定することができる。補足コンテンツのアイテムのこのセットは、補足コンテンツ
の複数のアイテムが同一のセグメント識別子（メディア・ストリームの同一のセグメント
を識別する）にマッピング済みであるかそれにマッピングされる可能性があることを示す
「プレースホルダ」として働く補足コンテンツのもう１つのアイテムに割り当てることが
できる。そのようなプレースホルダ指定は、直接命令（例えば、補足コンテンツの関連ア
イテムのそれぞれの１つの「バスケット」への「ドラッグ・アンド・ドロップ」）または
間接命令（例えば、補足コンテンツの複数のアイテムを共通のセグメント識別子にマッピ
ングすることによって）によるものとすることができる。コンテンツ作成者は、次に、補
足コンテンツのアイテムのどれが特定のコンテキストで提示されるかを規定するルール、
命令、および／または判断基準を示すことができる。上で述べたように、これらのルール
は、視聴者の特定の特性（例えば、年齢、性別）、主メディア・ストリームが表示されて
いるデバイスの技術的特性／性能特性（例えば、テレビジョン対セル電話機）、または注
釈付きメディア・ストリームが表示されているウェブ・サイトの性質（例えば、「子供指
向」ウェブ・サイト対「スポーツ指向」ウェブ・サイト）に頼ることができる。
【０１７３】
　さらに、やはり上で述べたように、補足コンテンツのアイテムの指定を、任意の個数の
要因を条件とするものにすることができる。例えば、複数の属性（または、メディア・ス
トリームの特定のセグメント用の補足コンテンツの複数のアイテム）を、（１）ある視聴
者がメディア・ストリームを見た回数、（２）すべての視聴者または視聴者のサブセット
によってメディア・ストリームが見られた合計の回数、（３）視聴者がマッピング内の補
足コンテンツの前に関連付けられたアイテムをクリックするか他の形で関心を示したか否
か、（４）視聴者の平均視聴時間（例えば、視聴者が通常はポストされたメディア・スト
リームの最初の３０秒だけを見る場合など）、（５）視聴者が関心を持つ物品のタイプま
たは視聴者が最もよく反応する補足コンテンツの「スタイル」（例えば、広告コンテンツ
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）などの要因に関する視聴者の明示されたまたは学習されたプリファレンス、（６）補足
コンテンツのアイテムが最初に提示されたとき以降に経過した時間の実際の長さ（ある日
数の間に限って「売り出される」関連付けられた製品に関してなど）、および（７）ラン
ダム選択という補足コンテンツのアイテムの特定の属性のどれを提示すべきかに関する選
択と共に提供することができる。
【０１７４】
　補足コンテンツのアイテムの選択を決定するすべての条件要因は、特定の強調を達成す
るために（例えば、他の要因が考慮され、処理される前に、ある視聴者に補足コンテンツ
の同一アイテムを少なくともＸ回提示するなど）、重要性の階層内に配置するか、他の形
で「重みを付ける」ことができる。これらの要因およびめいめいの重要な重み付けは、セ
ットされたプラン（潜在的に、コンテンツ作成者によって決定され、あるいはアクセス・
プロバイダによって確立される標準によって決定される）に従って、またはランダムに（
結果は、補足コンテンツの特定のアイテムに対する視聴者クリック・スルーのレートなど
、特定の判断基準に関する視聴者の反応を最適化するのに必要な調整を容易にするために
収集され、分析される）のいずれかで変更することができる。重み付けの複数の異なる組
合せを、視聴者反応（視聴者がメディア・ストリームに与えるレーティングまたは補足コ
ンテンツの特定のアイテムのクリック・スルー・レートによって測定されるものなど）に
対する影響を観察するため、およびその影響情報を使用して最適重み付けおよび／または
将来の視聴者に提示される補足コンテンツの最適アイテムを選択するために利用すること
ができる（潜在的に、ユーザによってまたはアクセス・プロバイダによって確立され、あ
るいは異なる重み付けを適用するようにプログラムされたシステムによって自動的に確立
されることさえある）。
【０１７５】
　一実施形態で、補足コンテンツのアイテムを、補足コンテンツのアイテムが、補足コン
テンツの他のアイテムを優先して置換される前に表示されなければならない時間期間によ
って分類することができる。例えば、補足コンテンツの所与のアイテムを、２月６日米国
東部標準時午後６時３０分に放送されるフットボール・ゲームなどのテレビジョン放送さ
れるイベント用の広告とすることができる。「満了」日付を、広告に関して２月６日米国
東部標準時午後５時にセットすることができ、その時刻の後には、補足コンテンツの選択
された置換アイテムが、視聴者に表示されるようになる（あるいは、潜在的に、広告が完
全に除去される）。
【０１７６】
　アクセス・プロバイダにとってのさらなる利益、コンテンツ作成者にとってのさらなる
利益、ならびに広告主および販売者にとってのさらなる利益を、補足コンテンツの特定の
アイテムではなく、それに関して補足コンテンツのある範囲の潜在的アイテムから選択さ
れた補足コンテンツの特定のアイテムが特定のコンテキストで選択され、視聴者に表示さ
れる、補足コンテンツの包括的製品「タイプ」アイテム（例えば、プレースホルダ）の選
択を可能にすることによって提供することができる。例えば、包括的プレースホルダには
、特定の製品のＵＰＣ（統一商品コード）、ＧＴＩＮ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｔｒａｄｅ　Ｉｔ
ｅｍ　Ｎｕｍｂｅｒ）、または製品用の同等の一意識別子だけを含めることができる。次
に、広告主および販売者は、補足コンテンツの特定のアイテムをその特定のＵＰＣ、ＧＴ
ＩＮ、または他の一意識別子を含むプレースホルダにマッピングされた（セグメント識別
子を介して）メディア・ストリームに関連付けさせるために支払うことができる（直接に
またはオークション法を介して）。例えば、ユーザは、識別子Ｎを有するそのユーザのメ
ディア・ストリームに関連してブランドＸのＭＰ３プレイヤを目玉にすることを選択する
ことができる。特定の時間期間の間の識別子Ｎに関する関連付けを購入するオークション
で、販売者は、取引あたり１ドルから４ドルまでの範囲を申し出る（取引は、視聴、クリ
ック、または購入とすることができる）。４ドルを申し出た販売者が、オークションによ
って選択され、その特定の時間期間の間に、その販売者の補足コンテンツの選択されたア
イテム（例えば広告）が、マッピングに含められる。
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【０１７７】
　より複雑な方式では、販売者は、製品のサブセット（例えば、特定の人口統計によって
見られたメディア・ストリームの識別子Ｎ）だけについて支払うことができる。この形で
、複数の販売者を、特定のメディア・ストリームに潜在的に関連付けることができるが、
任意の１つの販売者の広告の表示は、広告主がそのような配置に置く相対価値に合うよう
に最適化される。この最適化プロセスを他の最適化プロセスと組み合わせることができ、
その結果、視聴者に表示される補足コンテンツの実際のアイテムは、補足コンテンツのア
イテムの以前の視聴者によって生成される相対クリック・スルー・レシオを効果に入れた
後に限って、そのような表示に最高の価格を支払うことを申し出た販売者によって決定さ
れる。例えば、販売者Ａが、視聴者クリック・スルーあたり１ドルを支払うつもりがあり
、販売者Ｂが、視聴者クリック・スルーあたり０．２０ドルだけを支払うつもりがある場
合がある。しかし、ビデオの最初の１００００件の視聴の後に、販売者Ｂの補足コンテン
ツのアイテムによって生成されるクリック・スルー・レートは、販売者Ａの補足コンテン
ツのアイテムによって生成されるクリック・スルー・レートの５倍を超えて多い。そのよ
うな情況では、本発明を、後続視聴者（最初の１００００件の後）だけに販売者Ｂの補足
コンテンツのアイテムを提示することによって最適化することができる。というのは、ク
リックあたりの収入がより低い（しかし、生成される総計収入は、類似する傾向が続く場
合により多くなる可能性が高い）からである。もう１つの実施形態では、補足コンテンツ
の所与のアイテム内の属性を、視聴者に表示される補足コンテンツのアイテムがおおむね
またはまったく変更されないままになるように販売者に割り当てるが、補足コンテンツの
アイテムの他の属性を、最高の入札価格に従って変更することができる。例えば、一般に
、任意の所与の物品が、複数の異なる販売者またはソースから購入のために使用可能であ
り（例えば、所与のＤＶＤが、映画制作者のウェブ・サイトから、映画会社から、様々な
店から、オンライン販売者から、またはオンライン・オークション・ウェブ・サイトを利
用して中古商品をオークションで売る個人からさえ入手可能である場合がある）、物品に
関連する補足コンテンツの１つのアイテムだけがある場合があるが、任意の個数の異なる
販売者が、物品に関連する特定のクリック・スルー・レーティングに関する実現ソースと
して潜在的選択の候補になることに関心を持つ場合がある。
【０１７８】
　補足コンテンツの所与のアイテムの使用が、ある形の代償（例えば、広告収入またはｅ
－ｃｏｍｍｅｒｃｅロイヤルティ）を伴う実施形態では、本発明を、アクセス・プロバイ
ダが代償のより大きい部分を占取することの返礼に、アクセス・プロバイダにマッピング
に含まれる補足コンテンツを自動的に選択させるオプションを提供するように構成するこ
とができる。これは、メディア・ストリームを貨幣化するのに必要な追加の労力の量を最
小にすることを望むコンテンツ作成者にとって、または例えば自動化された選択が彼らが
選択するものより優れていると考えるコンテンツ作成者にとって、特に重要である可能性
がある。補足コンテンツのこの自動化された割り当ては、完全にランダム化することがで
きる（例えば、補足コンテンツ・ライブラリからランダムに選択された補足コンテンツの
アイテムを突き合わせ、補足コンテンツのそのアイテムをｘ秒とｙ秒との間からなるラン
ダムな時間期間の間にメディア・ストリームの視聴者に提示するなど）。
【０１７９】
　自動化された補足コンテンツ選択で考慮されるすべての要因を、最適化スキーマ内で自
動的に利用することができ、その結果、補足コンテンツのアイテムの様々な組合せまたは
代替アイテムが、最適の組合せが判定される（例えば、特定の判断基準を参照することに
よって）まで、提案されるようになる。例えば、測定判断基準には、メディア・ストリー
ムの視聴者によって「クリックされる」補足コンテンツのアイテムの個数、所与のメディ
ア・ストリームが見られる時間の平均長（例えば、少数のメディア・ストリームが最後ま
で見られ、ある種の色の組合せまたは補足コンテンツ表示頻度が、より長い平均視聴時間
を生じる場合がある）、メディア・ストリームの視聴者によって与えられる平均品質「レ
ーティング」、または注釈付きメディア・ストリームによって生成される反応の量（単語
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またはサブミッションの個数のいずれか）を含めることができる。この情報のすべてを、
自動化された最適化システムによって処理することができ、その結果、補足コンテンツの
アイテムの様々な組合せが、関連する測定判断基準が最適化されるまで提案されるように
なる。
【０１８０】
　上で説明した最適化プロセスのそれぞれを、所与のメディア・ストリームにリンクする
ことができ、その結果、新しい補足コンテンツ・マッピングが、メディア・ストリームが
アクセスされるたびに生成されるようになる（すなわち、マッピングが、実質的にリアル
・タイムで生成される）。代替案では、最適化プロセスを、様々なインターバルで実行さ
れるようにセットすることができ、その結果、例えば、マッピングのｘ個の異なる版が生
成されるようになり（ここで、各版は、最適化のために分析される補足コンテンツ変形形
態を含む）、メディア・ストリームを見る視聴者要求が、これらのマッピングのうちの１
つを生成するようになる。所定の個数の視聴が完了したときに、最適化プロセスは、マッ
ピングのｙ個の異なる版を生成し、このプロセスを繰り返す。この後者の手法は、近リア
ル・タイム処理を提供する必要をなくすが、同一メディア・ストリームの複数のマッピン
グを格納することのストレージ・コストを増やす可能性がある。
【０１８１】
　一実施形態で、ユーザは、補足コンテンツを「広告」（例えば、おそらくは購入の機会
を含む）、「コンテンツ相補的」（例えば、メディア・ストリームを補足するグラフィッ
ク・イメージ）、「ナビゲーション」（例えば、視聴者がメディア・ストリームの別の部
分または別のメディア・ストリームに簡単にナビゲートすることを可能にする、ビデオの
形の補足コンテンツ）、または類似物として分類することによるなど、１つまたは複数の
特性に従って補足コンテンツを個人的に分類するオプションを与えられる。この分類は、
自動的に、補足コンテンツに含まれる情報またはコンポーネントのタイプによるなどのあ
る種の判断基準を参照することによって（例えば、ライブラリ・エントリの「Ｒｅｔａｉ
ｌ＿Ｐｒｉｃｅ」カテゴリに補足コンテンツのアイテムを含めることが、その補足コンテ
ンツが「広告」であることを示す場合がある）、またはアクセス・プロバイダの従業員ま
たはユーザによるなど、手動でのいずれかで実行することができる。
【０１８２】
　そのような分類は、ユーザ（例えば、コンテンツ作成者）にメディア・ストリームおよ
びメディア・ストリームへの視聴者のアクセスに対する追加の制御を提供する任意の個数
の追加プロセスをも使用可能にすることができる。例えば、ユーザは、視聴者が補足コン
テンツの所与のカテゴリの代替補足コンテンツを提供することの許可を提供することがで
きる（例えば、視聴者が、コンテンツ作成者によって作成された広告だけを含み、視聴者
反応のＸレベルをまだ作っていない代替案を提案することができる）と同時に、他のすべ
ての分類の補足コンテンツを「ロックする」ことができる（例えば、視聴者は、全体的な
マルチメディア経験の一部としてコンテンツ作成者によって作成された「芸術的メッセー
ジ」の代替案を提案することができない）。これは、例えば、芸術的に注釈を付けられた
メディア・ストリームの人気が高まるときに、それに関連付けられた補足コンテンツの広
告指向アイテムの数が増える潜在的傾向があるにもかかわらず、そのメディア・ストリー
ムのプレゼンテーションを保存することを容易にする。また、例えば、ユーザが、所与の
メディア・ストリームに関して、主メディア・ストリームのプレゼンテーションの開始の
前に提示される補足コンテンツを共同制作者が提供する能力を阻止すると同時に、視聴者
がオリジナルのコンテンツ作成者によって選択された関連するメディア・ストリームに簡
単にアクセスすることを可能にする補足コンテンツの作成を明示的に奨励するなど、特定
のタイプの補足コンテンツの関連付けを「オープンし」または「ロックする」ことが可能
である場合がある。
【０１８３】
　もう１つの例として、ユーザ（例えば、コンテンツ作成者）は、マッピングされた補足
コンテンツの第１アイテムが、時刻ｔ＝０秒から時刻ｔ＝１０秒まで表示される補足コン
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テンツのアーティスティック（すなわち、非商業的）アイテムであり、補足コンテンツの
第２アイテムが、時刻ｔ＝１０秒から時刻ｔ＝２０秒まで表示される広告であり、補足コ
ンテンツの第３アイテムが、時刻ｔ＝２０秒から時刻ｔ＝３０秒まで表示されるナビゲー
ション・アシスタントである、注釈付きメディア・ストリームを提供することができる。
ユーザＡは、許可システムを使用して、補足コンテンツの関連付けられたアイテムから引
き出される潜在的収入を最大にするために広告（すなわち、補足コンテンツの第２アイテ
ム）だけをシンジケーションに「オープン」すると同時に、ユーザＡが補足コンテンツの
第１アイテムおよび第３アイテムを用いて作成しようとするコア視聴者経験の保存を保証
するために他のすべての補足コンテンツ・カテゴリを「ロックする」ことができる。この
機能性は、例えば、ユーザが、そのユーザにとって意味のある広告（例えば、メディア・
ストリーム内でそのユーザが乗っている特定のスノーボードの広告）を「ロック」するこ
とを可能にすると同時に、他者が、メディア・ストリームの他のより一般化された態様に
適当な広告（例えば、メディア・ストリーム内で描かれるジャケットに似ていてもそうで
なくてもよいスキー・ジャケットの広告）を提供することを可能にするはずである。
【０１８４】
　ユーザが、補足コンテンツの新しいアイテムを作成した場合に、補足コンテンツのその
アイテムを、アップロードすることができ、あるいは、他者がそのライブラリを見るとき
に、彼らが特定のライブラリ・エントリから導出されたその中の補足コンテンツの個々の
アイテムのすべてまたは一部をも提示され得るようにするためにライブラリ内に含めるこ
とを「許可する」ことができる。このユーザは、関連するライブラリ・エントリを訪問す
る他者が補足コンテンツのアイテムを「そのままで」（すなわち、「ロックされて」）使
用することを許可するか、その代わりに、補足コンテンツのアイテムを任意の目的に使用
する（別のユーザが補足コンテンツの追加アイテムを変更し、かつ／またはそれと組み合
わせるためのテンプレートとしてを含む）ことを許可するなど、様々な条件に従属する補
足コンテンツのアイテムを提供することができる。代替案では、ある種の判断基準を満足
する補足コンテンツのアイテムを、ライブラリ内に自動的に含めることができる（例えば
、ｘ％を超えるクリック・スルー・レートを生成した補足コンテンツのすべてのアイテム
がライブラリ内に置かれる）。補足コンテンツのアイテムを自動的に含めるこのプロセス
は、補足コンテンツのアイテムがライブラリの「保留」区域に置かれることをもたらし、
この「保留」区域では、補足コンテンツのアイテムは、特定のライブラリ・エントリにま
だ関連付けられてはいない補足コンテンツのアイテムとして識別される。補足コンテンツ
のこれらのアイテムは、潜在的には他のユーザまたは管理者による確認を必要とする暫定
的基礎で、特定のライブラリ・エントリと共にライブラリ内に格納することができる。補
足コンテンツのアイテムが、これに関して識別されるときに、補足コンテンツのそのアイ
テムの作成者に通知を提供することができる。ユーザが、特定の時間期間内に補足コンテ
ンツのそのアイテムを「自分のものだと言う」ことができない場合には、アクセス・プロ
バイダは、補足コンテンツのそのアイテムに、補足コンテンツの「アクセス・プロバイダ
」アイテム（アクセス・プロバイダが、それに関するすべての生成された収入の「作成者
」部分を受け取る）として、補足コンテンツの「コミュニティ」アイテム（収入が要求さ
れないか、その代わりに、収入の作成者部分が、おそらくは、全体としてまたは案分ベー
スでコミュニティに分配され、チャリティに寄付され、またはある他の目的で、特定のア
カウントに置かれる）として、または類似物としてラベルを付けることができる。
【０１８５】
　一実施形態で、ある種の補足コンテンツ・カテゴリ（例えば、広告を変更することだけ
を許可されるシンジケート）を「オープン」または「ロック」するのに利用できるこの同
一タイプの手法を、補足コンテンツの所与のアイテム内の特定のコンポーネントに適用す
ることができる。例えば、あるユーザが、他者が補足コンテンツのアイテムの代替「スタ
イル」を提供する能力を「オープンする」（例えば、背景色およびフォントを変更するこ
とを許可する）が、他の属性（例えば、製品イメージ、小売価格、および実際の広告コピ
ー）を「ロックする」ことができる。この同一の機能性を、特定のライブラリ・エントリ
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に適用することができる。
【０１８６】
　一実施形態で、補足コンテンツのアイテムを、アクセス・プロバイダによって提供され
るかホスティングされるツールを使用して、個人によって作成し、管理することができる
。１つのそのようなツールに、ユーザが、補足コンテンツのアイテムのいくつかの個々の
コンポーネント（例えば、フォント、イメージなど）をアップロードし、補足コンテンツ
・ライブラリから補足コンテンツのいくつかの個々のコンポーネントを選択し、アップロ
ードされたおよび／または選択された個々のコンポーネントのうちの１つまたは複数を変
換し（例えば、色を変更すること、サウンド・エフェクトを追加することなどによって）
、カスタマイズされた個々のコンポーネントをメディア・ストリームとのおよびアクセス
・プロバイダの技術的必要との互換性のためにフォーマットされる補足コンテンツの混成
アイテムにコンパイルすることを可能にするプロシージャのセットを含めることができる
。このプロセスは、ユーザまたはユーザの組織の個人的使用のためにユーザから使用可能
にされる、アクセス・プロバイダの一部（例えば、プライベート「ワークスペース」）内
で行うことができる。代替案では、アクセス・プロバイダは、補足コンテンツの「進行中
」アイテムのパブリック・ポスティングを提供することができ、これによって、このツー
ルは、ある種の承認されたグループまたは個人（または一般市民さえ）が、コメントの提
供、追加の個々のコンポーネント、補足コンテンツの進行中アイテムの変更、補足コンテ
ンツの代替アイテムの提供などによって補足コンテンツのアイテムの作成に寄与すること
を可能にする。ユーザが、補足コンテンツの代替アイテムを作成するためにプライベート
・ワークスペースを利用し、コミュニティによるコメントおよび変更のために補足コンテ
ンツのその代替アイテムをパブリック・ワークスペースに提供し、その後、最終的な変更
のために補足コンテンツのその代替アイテムをそのユーザのプライベート・ワークスペー
スに戻すかもしれない。一実施形態で、このワークスペース・ツールは、「改訂ヒストリ
」機能を使用可能にし、その結果、ユーザおよび／または他者が、補足コンテンツのアイ
テムの開発の進行状況を追跡し、以前のインスタンス化にアクセスし、いつ誰が特定の変
更を行ったかを判定することなどが可能になる。
【０１８７】
　もう１つのツールは、ユーザ（例えば、コンテンツ作成者）が、補足コンテンツのアイ
テムのセットを、そこからユーザが注釈付きメディア・ストリームを作成する補足コンテ
ンツのアイテムの「作業ライブラリ」（すなわち、メディア・ストリーム、メディア・ス
トリーム・プレイヤ・アプリケーション、およびマッピング用の補足コンテンツのアイテ
ムのコレクションの組合せ）として指定することを可能にすることができる。一実施形態
で、作業ライブラリは、ワークスペースに似た形で、いつでも変更でき、後日のアクセス
のために保存でき、他者と共有することなどができる。
【０１８８】
　一実施形態で、作業ライブラリは、ユーザが補足コンテンツの複数のアイテムをメディ
ア・ストリームの特定の時間セグメントに関するマッピングに使用可能にしたい（例えば
、補足コンテンツの第１アイテムが、女性視聴者に示され、補足コンテンツの第２アイテ
ムが、男性視聴者および性別不明の視聴者に示される）場合に、そのユーザが、補足コン
テンツの複数のアイテムを割り当てることのできる「プロキシ」または「プレースホルダ
」を利用できるようになる機能性を含む。このツールは、ユーザが、補足コンテンツのア
イテムが視聴者に表示される（すなわち、補足コンテンツのアイテムが最終的にメディア
・ストリームに関連付けられたセグメント識別子にマッピングされるとき）とそのユーザ
が予想する順序で補足コンテンツのアイテムを配置し、潜在的に「ドラッグ・アンド・ド
ロップ」、番号付けシステム、または補足コンテンツのアイテムをシーケンスに割り当て
る他の方法を介して、最も適切な順序を判定するために補足コンテンツのアイテムの様々
な組合せを簡単に「うまく組み合わせる」ことを可能にすることができる。
【０１８９】
　一実施形態で、ユーザ（例えば、コンテンツ作成者）は、補足コンテンツのアイテムを
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提供する際の彼らの関心レベルを判定するために、単純なメニュー選択肢を提示される。
例えば、ユーザへの提示のための例示的初期ディスプレイ４０００を示す図４０に示され
ているように、ユーザに、「あなたのビデオに補足コンテンツを追加したいですか」およ
び／または「他者があなたのビデオに補足コンテンツを追加することを許可したいですか
」などの「はい」か「いいえ」で答える質問を提示することができる。「デフォルト」の
答えをこれらの質問について提供することができ、その結果、彼らのメディア・ストリー
ムに注釈を付けることに関心を持たないユーザは、最小限の追加ステップだけを行う必要
があるようになる。迂回しやすいシステムを提供することは、非常に重要である。という
のは、複雑なシステムは、最も熱心なユーザ以外の全員にメディア・ストリームの投稿を
思いとどまらせる可能性があるからである。
【０１９０】
　補足コンテンツのアイテムを作成し、マッピングする過程で、ユーザは、作成された補
足コンテンツのアイテムおよびまだ必要である可能性がある補足コンテンツのアイテムを
記憶できることから利益を得る可能性がある。これを容易にするために、このシステムは
、ユーザに、補足コンテンツの特定のアイテムに関するリストおよび／またはメモを作成
する能力を与え、ここで、個々のリスティングおよびメモは、様々なワークスペースまた
はワークスペースの諸部分に分離可能である。例えば、あるユーザが、特定のメディア・
ストリーム・マッピングのために心に描かれる補足コンテンツの全アイテムのリストを作
成し、その後、そのリスト全体を潜在的投稿者のグループに送信する（潜在的に、そのリ
ストに含まれる補足コンテンツの各アイテムの責任をグループの特定のメンバ（１人また
は複数）に割り当てる）ことを望む場合がある。代替案では、このシステムは、ユーザに
、そのユーザが作成するつもりの補足コンテンツのアイテムの「プレースホルダ」を作成
する能力を与える。例えば、釣りをテーマにしたビデオに関連付けられるマッピング用の
補足コンテンツのアイテムを作成しつつあるユーザは、「タイトル画面」、「ボートの絵
」、「池の地図」、「釣り竿の広告」、「ボートを引っ張る魚のアニメーション」、「餌
の広告」、「その夜の魚の夕食の写真」、および「終りの画面」などのプレースホルダま
たはプロキシを作成することを望む可能性がある。本発明は、その後、ユーザが、補足コ
ンテンツのアイテムを作成し、それらを（例えば、「ドラッグ・アンド・ドロップ」によ
って、番号付けによってなど）プレースホルダのそれぞれと関係付けることを可能にする
。本発明は、ユーザが、コンテンツ作成者の、補足コンテンツの同一アイテムの異なる版
を簡単に比較する能力を容易にするために、補足コンテンツの複数のアイテムを同一のプ
レースホルダに関係付けることをも可能にすることができる。したがって、プレースホル
ダと補足コンテンツのアイテムとのコレクションは、視聴のための注釈付きメディア・ス
トリームの最初の「公開」の前または後のいずれかの、補足コンテンツのアイテムとのユ
ーザの対話を容易にする「作業ライブラリ」を形成する。このシステムは、ユーザが、プ
レースホルダの出現の特定の順序を指定する（例えば、「ドラッグ・アンド・ドロップ」
、番号付けシステム、または他の形でプレースホルダをシーケンスに割り当てることを介
して）ことをも許容することができる。一実施形態で、このシステムは、コンテンツ作成
者が、プレースホルダの追加、削除、変更、名前変更、または並べ変えなど、補足コンテ
ンツの選択されたアイテムおよび／またはプレースホルダに関する様々なアクションを行
うことを可能にする。
【０１９１】
　方法７００は、これによって、ユーザ（例えば、コンテンツ作成者）が、メディア・ス
トリームに関連付けられたセグメント識別子から補足コンテンツの１つまたは複数のアイ
テムへのマッピングを作成することを可能にする。一実施形態で、マッピングは、メディ
ア・ストリームの時間セグメントを識別するセグメント識別子と、補足コンテンツの１つ
または複数のアイテムとの間で行われる（例えば、メディア・ストリームの最初の１分を
、補足コンテンツの第１アイテムに関連付けることができ、メディア・ストリームの第２
の１分を、補足コンテンツの第２アイテムに関連付けることができ、以下同様である）。
もう１つの実施形態で、セグメント識別子と補足コンテンツのアイテムとの間のマッピン
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グは、視聴者がメディア・ストリームの「一時停止」、「早送り」、または「停止」を行
ったとき、メディア・ストリーム・プレイヤ上の「再生」ボタンが押されて以降に経過し
た時間の長さ、または視聴者のディスプレイ・デバイスへのメディア・ストリーム・アッ
プロードの完了時などのイベントまたはアクションに関して行われる。例えば、ユーザは
、メディア・ストリームが一時停止されたときに、メディア・ストリームが一時停止され
たメディア・ストリームの特定のシーンに現れる主題にかかわりなく、視聴者に補足コン
テンツの特定のアイテムが提示されるようにするために、マッピングを構成することがで
きる。もう１つの実施形態で、補足コンテンツのアイテムのマッピングは、主メディア・
ストリーム内のエンコーディングに含まれるかユーザまたはアクセス・プロバイダによっ
てエンコーディングに追加されるメタデータ（例えば、セグメント識別子、キュー・ポイ
ント、および類似物）に関して行うことができる。
【０１９２】
　代替案では、本発明は、あるユーザによって作成された作業ライブラリ内の補足コンテ
ンツの全アイテムを参照し、デフォルト配分に従って補足コンテンツのアイテムをセグメ
ント識別子に自動的に配分することができる（例えば、補足コンテンツの各アイテムが、
メディア・ストリームの総時間をマッピングされる補足コンテンツのアイテムの個数によ
って割ったものと等しい時間セグメントに関連付けられる）。一実施形態で、本発明は、
ユーザが、デフォルト・マッピングを調整し、その結果、補足コンテンツの各アイテムが
、ユーザの望み通りにメディア・ストリームのこれらの時間セグメントまたは他のセグメ
ントに正確に関連付けられる（例えば、「シーン」によってまたはメディア・ストリーム
と補足コンテンツの所与のアイテムとの間の意味のある関係を作成する同期化において）
ようにすることを可能にする。このマッピング調整プロセスは、セグメント識別子の入力
によって（例えば、補足コンテンツ・アイテム番号１が、時刻ｔ＝１秒から時刻ｔ＝１７
秒までにまたがるセグメントを識別するセグメント識別子にマッピングされる）、または
メディア・ストリームの全長を表すタイム・ラインに沿って「バー」または他のグラフィ
カル・ユーザ・インターフェース要素を調整することによって（第１バーが、補足コンテ
ンツの第１のアイテム（１つまたは複数）の提示を示し、第１バーと第２バーとの間の空
間が、補足コンテンツの第１のアイテム（１つまたは複数）が視聴者に提示される時間を
表し、第２バーが、補足コンテンツの第１のアイテム（１つまたは複数）が補足コンテン
ツの第２のアイテム（１つまたは複数）によって置換されるときを表すように）など、様
々な手段によって実行することができる。
【０１９３】
　代替案では、補足コンテンツのアイテムを、特定のメディア・ストリームと独立のセグ
メント識別子にマッピングすることができる。例えば、補足コンテンツのアイテムの選択
物を、１５秒おきに現れるようにマッピングすることができ、視聴者に提示される補足コ
ンテンツのアイテムの総数は、補足コンテンツのそれらのアイテムが関連付けられるメデ
ィア・ストリームの長さだけによって決定される（例えば、マッピングが、補足コンテン
ツの合計１０個のアイテムからなるが、そのマッピングに関連付けられるメディア・スト
リームが、１７秒のみの長さである場合に、補足コンテンツのアイテムのうちの最初の２
つだけが視聴者に提示される）。代替案では、メディア・ストリームの長さを超えてマッ
ピングされた補足コンテンツの全アイテムが、メディア・ストリームが終わった後に表示
され続けるものとすることができる（すなわち、補足コンテンツのアイテムは、おそらく
はメディア・ストリーム表示後についてユーザによってセットされる、より速いペースで
、提示され続ける）。
【０１９４】
　いくつかの実施形態で、方法７００は、マッピング内の補足コンテンツの各アイテムに
１からｎまでの番号を付けるツールを提供する。ユーザは、単純にメディア・ストリーム
を見、その点を識別するセグメント識別子にマッピングされなければならない補足コンテ
ンツのアイテム（１つまたは複数）に関連付けられた番号（１つまたは複数）を押すこと
によって、補足コンテンツのアイテムをメディア・ストリームに関連付けることができる
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。メディア・ストリームとの補足コンテンツの選択されたアイテム（１つまたは複数）の
関連付けは、補足コンテンツの次のアイテムが選択されたときに終了し、これによって、
選択された補足コンテンツとの開始点から終了点までの時間的関連付けが作成される（す
なわち、補足コンテンツのより後のアイテムの開始点は、必ず、補足コンテンツの直前の
アイテムの終了点を定義する）。
【０１９５】
　戻って図７を参照すると、ステップ７０８で、方法７００は、注釈付きメディア・スト
リームを作るために、補足コンテンツをメディア・ストリームに同期化する。具体的に言
うと、上で述べたように、方法７００は、ユーザによって示される通りに、補足コンテン
ツを適当なセグメント識別子にマッピングする。一実施形態で、方法７００は、メディア
・ストリーム内の少なくとも１つのセグメント識別子を補足コンテンツの複数のアイテム
にマッピングする。
【０１９６】
　オプションのステップ７１０（幻影で図示）では、方法７００は、システムによって選
択された補足コンテンツをメディア・ストリームに同期化する。例えば、補足コンテンツ
が、ある形の代償（例えば、広告収入またはｅ－ｃｏｍｍｅｒｃｅロイヤルティ）を伴う
場合に、方法７００を、例えば代償のより大きい部分を占取することの返礼に、メディア
・ストリーム内のセグメント識別子にマッピングするために特定の物品を自動的に選択す
るように構成することができる。代替案では、広告スペースをユーザ（すなわち、メディ
ア・ストリームのプロバイダ）から購入し、第三者（例えば、広告主）に転売することが
できる。この実施形態では、広告スペースを、価格リストまたはオークション・システム
を使用して販売することができる。
【０１９７】
　方法７００は、ステップ７１２で注釈付きメディア・ストリームを保存し（例えば、注
釈付けが完了したことのユーザからの表示の際に）、その後、ステップ７１４で終了する
。一実施形態で、メディア・ストリームの保存は、メディア・ストリームに関連付けられ
た、ユーザによって提供されたタグを保存することを含む（例えば、メディア・ストリー
ムを記述するタグ、メディア・ストリームをジャンルに割り当てるタグ、あるいは、長さ
、コンテンツ作成者、監督、または類似物などのメディア・ストリームのある種の特性を
指定するタグ）。一実施形態で、メディア・ストリームの保存は、メディア・ストリーム
をエンコードすることを含む。一実施形態で、エンコーディングは、プログラム識別子（
すなわち、特定のメディア・ストリームを識別する）とメディア・ストリームの各セグメ
ントに関連付けられるセグメント識別子との両方を入手することを可能にする形で実行さ
れる。さらなる実施形態で、保存される注釈付きメディア・ストリームは、「クリック・
スルー」の上限など、１つまたは複数の保存されるパラメータに関連付けられる。これは
、例えば、販売者が、特殊化された製品の注釈付きメディア・ストリームを作成する場合
に有用である可能性がある。例えば、ある販売者が、１０００単位を超える所与の物品を
利益を上げて売ることができない場合に、その販売者は、ある回数のクリック・スルーに
達したならばフル広告について支払わないことを望む可能性がある。一実施形態で、上限
回数のクリック・スルーに達したならば、注釈付けされたコンテンツは、より「必要最小
限の」構造に戻る（例えば、製造業者およびアイテム名だけで、購入情報または購入可能
化はない）。
【０１９８】
　注釈付きメディア・ストリームが保存されたならば、その注釈付きメディア・ストリー
ムを、視聴者に使用可能にすることができる（例えば、その注釈付きメディア・ストリー
ムをウェブ・サイト上でパブリッシュすることによって、またはその注釈付きメディア・
ストリームをアクセス・プロバイダに供給することによって）。したがって、方法７００
は、コンテンツ作成者、広告購入者、または販売者などのユーザが、メディア・ストリー
ムの注釈付けを制御することを可能にする。したがって、方法７００は、ユーザに、注釈
付きメディア・ストリームを作成する手段（例えば、コンテンツ作成者の場合に）および
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メディア・ストリーム内で使用される物品を提供する手段（例えば、販売者および／また
は広告購入者の場合に）を提供するポータルとして機能することができる。一実施形態で
、方法７００は、ユーザのコンピュータ上のローカル・アプリケーションに従って実行す
る。もう１つの実施形態で、方法７００は、ウェブベースのアプリケーションに従って実
行する。もう１つの実施形態で、方法７００の一部をローカルに実行することができ、方
法７００の他の部分は、ネットワーク化されたコンピュータを介してリモートに実行され
る。
【０１９９】
　方法７００のさらなる実施形態は、マッピング・タスクのアウトソーシングを可能にす
る。すなわち、受け取られたメディア・ストリームをアップロードするか提供する当事者
を、マッピング・タスク（例えば、補足コンテンツの選択など）を実行するものと同一の
当事者ではないものとすることができる。一実施形態で、メディア・ストリームを、保護
された（例えば、エンコードされた）形で受け取ることができ、あるいは、受取りの際に
保護することができ、その結果、方法７００のさらなるステップ（例えば、補足コンテン
ツのマッピングなど）を、保護された形でアウトソーシングできるようになる。一実施形
態で、この保護は、メディア・ストリームのリモート・ダウンロードを防ぐ（すなわち、
メディア・ストリームを見ることだけができる）。もう１つの実施形態で、メディア・ス
トリームは、後続のマッピング・タスクを実行する個人の誰もが、メディア・ストリーム
の複数のシーンを見ることができないことを保証するために、別個の「シーン」またはセ
クションで受け取られる。この実施形態では、所与のシーンに関するマッピング・タスク
を実行する個人は、同一メディア・ストリームの他のシーンに関するマッピング・タスク
を実行する他の個人に、行われたマッピング判断について知らせるために、他の個人のた
めの「メモ」を残すことができる。
【０２００】
　さらなる実施形態では、ログイン／ログアウト・システムが、個人が所与のメディア・
ストリームに関するマッピング・タスクを実行することを可能にする。一実施形態で、こ
のログイン／ログアウト・システムは、以前のログイン・セッション中に行われた変更を
示す。
【０２０１】
　一実施形態で、マッピングのための補足コンテンツの選択は、既存デジタル・ビデオ・
レコーダ、ビデオ・オンデマンド・サービス、または他のタイプの「キャッシュ」に格納
されたまたは既に視聴者によって見られたメディア・ストリームに既に関連付けられてい
る補足コンテンツを変更するために、アクセス・プロバイダがそれらの既存デジタル・ビ
デオ・レコーダ、ビデオ・オンデマンド・サービス、または他のタイプの「キャッシュ」
のレコードにアクセスすることを可能にすることによって最適化される。セグメント識別
子を使用することによって、補足コンテンツのどのアイテムが視聴者反応を作らなかった
かを判定でき、これらのセグメント識別子に関するマッピングに対して編集を行うことが
できる。この形で、メディア・ストリームに関連して表示される補足コンテンツが、実際
に視聴ごとに変化することができる。
【０２０２】
　一実施形態で、視聴者に、補足コンテンツに関する彼らのプリファレンスに関する追加
情報を提供するように促すことができる。この視聴者情報を、例えば、セット・トップ・
ボックスが初めて据え付けられるときに、またはその後のいつにでも視聴者がオンライン
・サービス・アカウントにアクセスすることによって、要求することができる。視聴者プ
リファレンスが補足コンテンツを選択するために十分に正確なデータを提供するかどうか
を判定するために、示された視聴者プリファレンスを、その視聴者の実際の挙動と突き合
わせることができる。プリファレンスが実質的に挙動と一致する場合に、示された視聴者
プリファレンスは、非常に高い価値を有すると考えられる（データ・マイニング予測が、
本質的に、ユーザ自身のアクションおよび意識的プリファレンスによって証明されたこと
になるという点で）。この情報は、特定の物品の実際のメディア・ストリームへのデジタ
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ル配置の質を高めるのに（例えば、ブランドＹのビールではなくブランドＸのビール）、
特定のタイプの音楽または他のオーディオ・コンポーネントの使用の質を高めるのに（例
えば、ヒップホップ）、特定のタイプの広告の使用の質を高めるのに（例えば、「あなた
の友人／あなたに似た視聴者」が買っている「もの」ではなくより「情報に富んだ」）、
および類似物に使用することができる。
【０２０３】
　一実施形態で、視聴者挙動を、異なるアクションを介して入手された様々なトークンを
「リンクする」ように視聴者に要求することによって案内することができる。例えば、様
々な形のビデオ・トークンを利用する「ゲーム」を実施することができる（例えば、所与
の物品の値引きを得るために、視聴者は、所与の映画館で３つの特定の映画のそれぞれを
見ることと、特定のブランドの自動車を目玉にするテレビジョン番組を見ることと、特定
の販売者で特定の物品を購入することとによってトークンを集めなければならない）。一
実施形態では、トークンを特定の順序で集めなければならない（例えば上の例では、視聴
者は、まずテレビジョン番組を見、その後に映画を見ることを要求される）。一実施形態
で、トークン機能性は、個々のメディア・ストリームおよび／またはそれに関連付けられ
た補足コンテンツが直接に参加はしないが、それでも検索を容易にすることができる、「
ごみ拾い競技」として利用される。例えば、補足コンテンツの各アイテムを、オントロジ
を用いて配置することができる。したがって、ごみ拾い競技は、視聴者が、オントロジの
カテゴリＸの物品を目玉にする任意のテレビジョン番組から１つのトークンを入手し、カ
テゴリＹ物品を含む劇場公開から１つのトークンを入手することを要求することができる
。
【０２０４】
　時々、視聴者の特定のグループが、所与のメディア・ストリームに関するカスタマイズ
された補足コンテンツを受け取ることに関心を持つ場合がある。したがって、グループに
、そのグループだけがアクセス可能な「プライベート」補足コンテンツを確立する機構を
提供することができる。例えば、学校がその学生の全員に特定の作者に関するビデオを送
信できる多数の通信教育アプリケーションがある。一実施形態で、この機能を、視聴者反
応を追跡する機構（例えば、各学生がビデオ全体を見たことを検証するためにその学生が
すべての補足コンテンツをクリック・スルーしたことを検証する機構）と組み合わせるこ
とができる。もう１つの例として、個人が、セグメントをランキングする（例えば、５ス
ター中４．５）またはセグメントに関するメモを作る（例えば、「サラ、そのドレスは君
によく似合うはずだ」）など、メディア・ストリーム・セグメントに関するカスタマイズ
された注釈を作成することができる。
【０２０５】
　ますます、広告がライブ・メディア・ストリームに挿入されるようになるかもしれない
。例えば、野球放送のバッターの背後の区域は、しばしば、２～３分おきに異なる広告を
示すためにデジタル編集される。そのようなメディア・ストリームと共に適当な補足コン
テンツを提示するのを容易にするために、時間マッピングを作成することができ、その結
果、所与のセグメントが、「生」セグメントに固有であるが特定の視聴者に提示されたも
のに固有でもある情報を参照するようになる。
【０２０６】
　図１４は、本発明による、メディア・ストリームに注釈を付ける方法１４００のもう１
つの実施形態を示す流れ図である。方法１４００は、例えば、図１のストリーム注釈付け
サービス・プロバイダ１１２によってその全体を実施することができる。代替案では、方
法１４００を、コンテンツ作成者１０２と共にストリーム注釈付けサービス・プロバイダ
１１２によって実施することができる。
【０２０７】
　方法１４００は、ステップ１４０２で初期化され、ステップ１４０４に進み、ここで、
方法１４００は、メディア・ストリームを入手する。上で説明したように、このメディア
・ストリームは、ユーザ・デバイス上の配信のための、ビデオ信号、オーディオ信号、ま
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たはテキスト信号のうちの少なくとも１つを含む。
【０２０８】
　ステップ１４０６で、方法１４００は、メディア・ストリームを複数のセグメントに分
割し、ここで、セグメントは、セグメント識別子（例えば、一意セグメント識別子）によ
って識別される。上で説明したように、これらのセグメント識別子は、例えば、セグメン
ト番号またはセグメント番号のセット、生成された番号、タイムコード、または他の識別
子を含むことができる。一実施形態で、セグメント識別子は、メディア・ストリーム内に
埋め込まれる。
【０２０９】
　ステップ１４０８で、方法１４００は、セグメント識別子のうちの少なくとも１つを、
物品、概念、または概念のクラスを表す少なくとも１つの中間ノードにマッピングする。
これが、第１マッピングを作成する。したがって、例えば、第１マッピング（中間ノード
への）は、セグメント識別子によって識別されるメディア・ストリームのセグメントが、
中間ノードによって表される物品、概念、または概念のクラスを含み、提案し、暗示し、
あるいはある他の形で伝えることを表すことができる。中間ノードは、補足コンテンツの
特定のアイテムへの第２マッピングを介して独立にマッピングされる。したがって、中間
ノードにマッピングされるセグメント識別子も、補足コンテンツに間接的にマッピングさ
れる（中間ノードを介して）。
【０２１０】
　マッピングは、ステップ１４１０で格納される。一実施形態で、マッピングは、メディ
ア・ストリームの一意識別子に従ってインデクシングされるストア内に格納される。その
後、方法１４００は、ステップ１４１２で終了する。
【０２１１】
　方法１４００による中間ノードの使用は、多数の利益をもたらす。例えば、中間ノード
の使用は、補足コンテンツの再マッピングを非常に効率的にする。補足コンテンツのアイ
テムを変更するために（例えば、補足コンテンツのアイテムが入手不能になる場合に）、
１つのマッピング（すなわち、中間ノードから補足コンテンツのアイテムへの）だけを変
更する必要があり、この変更は、補足コンテンツの新しいアイテムを、中間ノードにマッ
ピングされているすべてのセグメント識別子にマッピングする。補足コンテンツが、例え
ば数百個のメディア・ストリームに数千回現れる情況では、１つのマッピングの変更が、
数百個のメディア・ストリームのそれぞれに含まれる数千個のマッピングの変更よりはる
かに簡単にスケーリングされる。
【０２１２】
　さらに、補足コンテンツの特定のアイテムが、メディア・ストリーム内にまたはメディ
ア・ストリームと共に埋め込まれるのではないので、補足コンテンツのアイテムは、メデ
ィア・ストリームの撮影またはエンコーディングの開始などのどの特定のイベントの前に
識別される必要がない。これは、作成プロセス全体をはるかにより柔軟にすることを可能
にする。例えば、補足コンテンツのあるアイテムが、エンコーディングのときに未知であ
る場合であっても、セグメント識別子を中間ノードにマッピングすることができる。補足
コンテンツのあるアイテムが、後に識別される場合に、補足コンテンツのそのアイテムを
中間ノードにマッピングすることができ、したがって、中間ノードにマッピングされたす
べてのセグメント識別子に自動的に（間接的に）マッピングすることができる。
【０２１３】
　さらに、（間接的に）マッピングされた補足コンテンツを有しないセグメント識別子か
らのマッピングを簡単に識別することができる。方法１４００で実施される手法は、「ハ
ーフ」マッピング（すなわち、補足コンテンツのアイテムへの中間ノードの第２マッピン
グなしの、中間ノードへのセグメント識別子の第１マッピング）を可能にするので、補足
コンテンツのアイテムにマッピングされていない中間ノードを簡単に検索することができ
る。これは、「未使用の」または「未販売の」中間ノードの検索を可能にし、補足コンテ
ンツのアイテムの単純な後続の追加を可能にする。
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【０２１４】
　一貫性は、複数のメディア・ストリームに関連付けられた複数のセグメント識別子にま
たがって中間ノードを最も効率的に利用するために重要である。例えば、第１メディア・
ストリームが、ロマンチックなセグメントを識別するセグメント識別子を中間ノード「ロ
マンス」にマッピングするためにエンコードされるが、第２メディア・ストリームが、そ
のようなセグメント識別子を中間ノード「愛」にマッピングするためにエンコードされる
場合に、方法１４００の利益の一部が、完全には実現されない可能性がある。したがって
、注意深く制御された用語集が、中間ノードへのセグメント識別子の第１マッピングを制
約するために優先的に使用される。
【０２１５】
　制約付きの用語集は、同音異義語に関する問題を生じさせる。例えば、中間ノード「ｇ
ｌａｓｓｅｓ」は、複数の水飲み用コップ（ｄｒｉｎｋｉｎｇ　ｇｌａｓｓｅｓ）に関連
するのか、それとも眼鏡（ｅｙｅ　ｇｌａｓｓｅｓ）に関連するのか？この問題を克服す
るために、中間ノードは、一実施形態で、あるオントロジのインスタンスおよびクラスで
あると考えられる。オントロジは、クラス（オブジェクトの抽象グループ、セット、また
はコレクション）およびインスタンス（特定の自動車などの具象オブジェクトと数、単語
、およびテーマなどの抽象オブジェクトとの両方）である可能な中間ノードのユニバース
を提供する。インスタンスは、あるクラスのメンバである（例えば、「ブランドＸの４輪
駆動トラック」は、クラス「トラック」のインスタンスである）。一実施形態で、クラス
は、グラフに配置され、少なくとも「ｉｓ－ａ」を提供する（すなわち、インスタンスは
、クラスのメンバであり（ｉｓ－ａ）、クラスは、スーパークラスのメンバである（ｉｓ
－ａ））。そのような「ｉｓ－ａ」関係は、これによって、階層分類法を作成する。オン
トロジ内の各オブジェクト（クラスまたはインスタンス）は、それに関連付けられた複数
の属性を有することができる。例えば、クラス「ｂｕｓｉｎｅｓｓ（会社）」は、すべて
の会社が位置を有するので、「ｌｏｃａｔｉｏｎ（位置）」という属性を有することがで
きる。
【０２１６】
　いくつかの実施形態で、時々部分・全体関係とも称する「ｐａｒｔ－ｏｆ」関係が、ク
ラスの間（またはインスタンスとクラスとの間）に設けられ、オブジェクト（またはオブ
ジェクトのクラス）が混成オブジェクトを形成するために一緒にどのように組み合わされ
るかを表す。例えば、インスタンス「Ｊｅｌｌｙ（ゼリー）」および「Ｐｅａｎｕｔ　Ｂ
ｕｔｔｅｒ（ピーナッツ・バター）」は、両方とも、インスタンス「Ｐｅａｎｕｔ　Ｂｕ
ｔｔｅｒ　ａｎｄ　Ｊｅｌｌｙ　Ｓａｎｄｗｉｃｈ（ピーナッツ・バターとゼリーのサン
ドイッチ）」の一部（ｐａｒｔ－ｏｆ）である。オントロジ構造は、「ｉｓ－ａ」関係と
「ｐａｒｔ－ｏｆ」関係との両方の下での複数の親ノードを許容し、インスタンスおよび
クラスの有向非循環グラフを作成する。
【０２１７】
　図８は、本発明による、注釈付きメディア・ストリームを視聴者に提供する方法８００
の一実施形態を示す流れ図である。方法８００は、例えば、図１のアクセス・プロバイダ
１０６によってその全体を実施することができる（例えば、テレビジョン、ＤＶＤプレイ
ヤ、ＤＶＲ、セット・トップ・ボックス、ポータブル・メディア・プレイヤ、携帯情報端
末、パーソナル・コンピュータ、携帯電話機、飛行機内または自動車内のエンターテイメ
ント・システム、ビデオ・ゲーム・コンソール、専用デバイス、または類似物などのユー
ザ・デバイスを介して）。代替案では、方法８００を、ストリーム注釈付けサービス・プ
ロバイダ１１２と共にアクセス・プロバイダ１０６によって実施することができる。
【０２１８】
　方法８００は、ステップ８０２で初期化され、ステップ８０４に進み、ここで、方法８
００は、補足コンテンツのアイテムへの、メディア・ストリームに関連付けられたセグメ
ント識別子のマッピングを受け取る。一実施形態で、補足コンテンツは、上で説明したよ
うに、メディア・ストリーム内に現れる１つまたは複数の物品に関連する商業的情報を含
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む。一実施形態で、マッピングは、リモート・サーバ（例えば、ストリーム注釈付けサー
ビス・プロバイダ１１２）から、例えばインターネットを介して、ケーブル・ネットワー
クを介して、（例えば、リモート・サーバをケーブル・ヘッドエンドとすることができる
場合、または、ヘッドエンドが、リモート・サーバとの通信を仲介することができる場合
）、または衛星を介して受け取ることができる。特定の実施形態は、ＯｐｅｎＣａｂｌｅ
　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｐｌａｔｆｏｒｍ（ＯＣＡＰ）またはｄｉｇｉｔａｌ　ｖｉ
ｄｅｏ　ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ（ＤＶＢ）アプリケーションとして、あるいはＭＰＥ
Ｇトランスポート・ストリームを伴うプライベート・セクションとしてマッピングを受け
取ることができる。さらなる実施形態では、マッピングは、「ディレクタ」（例えば、コ
ンテンツ作成者１０２またはストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２）から「オ
ン・ザ・フライで」受け取られ、このディレクタは、メディア・ストリームに関連する可
能性がある物品を関係付ける補足コンテンツのリストを作成し、メディア・ストリームが
配信されるか表示されるときに、メディア・ストリームが関連する物品に関する情報を伝
えるときに実質的にリアル・タイムでリストから補足コンテンツの特定のアイテムを「ア
クティブ化する」。一実施形態で、マッピングは、メディア・ストリーム内に現れる１つ
または複数の物品に関連する１つまたは複数のワールド・ワイド・ウェブ・サイトのＵＲ
Ｌをさらに含む。
【０２１９】
　ステップ８０６で、方法８００は、ディスプレイ・デバイスを介してメディア・ストリ
ームを表示する。一実施形態で、メディア・ストリームの表示は、メディア・ストリーム
の現在表示されている部分（例えば、現在表示されているセグメント）を識別するセグメ
ント識別子が補足コンテンツにマッピングされているときに、インジケータを提示するこ
とを含む。したがって、メディア・ストリームの視聴者は、表示されている１つまたは複
数の物品に関する追加情報が使用可能であるときを自動的に知る（例えば、推測するか照
会することを必要とするのではなく）。一実施形態で、このインジケータは、メディア・
ストリームの現在表示されている部分を識別するセグメント識別子が、視聴者が関心を持
つと期待される（例えば、人口統計情報、述べられた視聴者プリファレンス、または以前
の視聴者アクティビティに基づいて）情報に関連する補足コンテンツにマッピングされて
いるときに提示される。一実施形態で、このインジケータは、メディア・ストリームの表
示にオーバーレイされるアイコンまたはメディア・ストリーム・プレイヤ（例えば、セッ
ト・トップ・ボックス、ＤＶＲ、または類似物）上、ディスプレイ・デバイス上、もしく
はリモート・コントロール上の（おそらくは点滅する）ライトなど、ビジュアル・インジ
ケータである。さらなる実施形態で、このインジケータは、可聴インジケータまたは他の
知覚インジケータ（例えば、振動するリモート・コントロール）とすることができる。さ
らなる実施形態では、ディスプレイの第１部分にメディア・ストリームを表示し、ディス
プレイの第２部分に現在アクセス可能な補足コンテンツに関するデータを表示する「スプ
リット・スクリーン」ディスプレイを使用することができる。
【０２２０】
　次に、方法８００は、ステップ８０８に進み、メディア・ストリームの視聴者から第１
信号を受け取る。第１信号は、視聴者が、補足コンテンツ内で実施される情報の少なくと
もサブセットを見ることを望むことを示す。一実施形態で、第１信号は、ボタン（例えば
、リモート・コントロール上、キーボード上、マウス上、ライト・ペン上、またはレーザ
・ポインタ上の）を押すことを介してまたは話された（例えば、マイクロホンに、携帯電
話機に、またはｖｏｉｃｅ－ｏｖｅｒ－ＩＰ送受話器に）コマンドを介して伝えられる。
例えば、図２６に、リモート・コントロール２６０２を介して提供されるユーザ信号と相
互作用する例示的セット・トップ・ボックス２６００を示す。一実施形態で、方法８００
は、マルチモーダル視聴者対話をサポートし、これは、複数の入力モダリティを、視聴者
信号を受け取るのに使用できることを意味する。マルチモーダル対話は、例えば、視聴者
信号を処理する際にエラーを訂正するのに有用である可能性がある。例えば、視聴者信号
を処理する際のエラーは、参照によってその全体が本明細書に組み込まれている米国特許
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第６７４２０２１号に記載の方法に従って訂正することができる。
【０２２１】
　一実施形態で、第１信号は、視聴者が補足コンテンツを即座に見ることを望むことを示
す。もう１つの実施形態で、第１信号は、視聴者が補足コンテンツを後の時刻に（例えば
、メディア・ストリームの終りに）見ることを望むことを示す。さらなる実施形態で、第
１信号は、視聴者が、関心のある物品を具体的には識別せずに、補足コンテンツを後の時
刻に見るために、メディア・ストリーム内の現在位置を保存することを望むことを示す（
例えば、「後々のためにマークする」）。例えば、図３１に、視聴者が後の視聴のために
現在のセグメントのセグメント識別子にマッピングされた補足コンテンツを「ブックマー
クする」ことを望むことを視聴者信号（例えば、リモート・コントロール３１００を介し
てセット・トップ・ボックス３１０２に受け取られた）が示す、例示的システムを示す。
図示されているように、セット・トップ・ボックスは、関連するセグメント識別子および
視聴者の視聴者識別子を取り出す。次に、セグメント識別子にマッピングされた補足コン
テンツが、データベース３１０４から取り出され、後の視聴のために視聴者識別子に関連
付けられたアカウント３１０６に送信される。
【０２２２】
　したがって、一実施形態で、マッピングまたはその中の補足コンテンツのアイテムを、
メディア・ストリームが示されるものと同一のディスプレイ・デバイス上（例えば、メデ
ィア・ストリームが再生された後に、補足コンテンツのアイテムが提示される）または異
なるディスプレイ・デバイス上（例えば、アクセス・プロバイダまたは第三者に関する視
聴者のアカウントに送信される）のいずれかでの後の視聴のために、「保存する」（自動
的にまたは視聴者が主導してのいずれかで）ことができる。これは、メディア・ストリー
ムがセル電話機で見られるときなど、メディア・ストリームが、補足コンテンツのアイテ
ムを有効にまたはその最適サイズで表示するには小さすぎる（例えば、広告テキストが平
均的視聴者に判読しがたくなる）ディスプレイで見られる場合に、特に有用である可能性
がある。テレビジョンなどの別のタイプのディスプレイ・デバイスに送信される場合に、
アクセス・プロバイダは、補足コンテンツのアイテムがメディア・ストリームから分離さ
れ、後の視聴のために視聴者の電子メール・アカウントに送信されるか、「スプリット・
スクリーン」もしくは「ピクチャインピクチャ」として提示されるか、ディスプレイ・デ
バイスに適切な他の形でなど、別の形で向けられるようにする機能性を提供することがで
きる。
【０２２３】
　一実施形態で、上で説明した機能性を、補足コンテンツの特定のアイテムだけに適用す
ることができる。例えば、視聴者が、「成人」コンテンツを目玉にする補足コンテンツの
すべてのアイテムまたはメディア・ストリームの長さの指定されたパーセンテージより多
くを識別する広告をマッピングされたセグメント識別子を含む補足コンテンツのすべての
アイテムの提示をブロックすることを許可されるものとすることができる。この機能性は
、視聴者が、その視聴者のプリファレンスに合わせてその視聴者の視聴経験を調整するこ
とを可能にするはずである。アクセス・プロバイダは、そのような「ブロックする」機能
のすべてを、ある種の要件（ある料金を支払済みであるなど）を満足する視聴者だけに使
用可能にすることを選択することができる。アクセス・プロバイダは、アクセス特権が、
アカウントを利用するすべての他の視聴者について１人の視聴者によって定義される特定
の視聴アカウントの確立を許可することができる（例えば、子供の代わりにアカウントを
確立する親、従業員が会社の供給するメディア・ストリームだけを見られるようにするた
めに従業員の代わりにアカウントを確立する会社）。
【０２２４】
　ステップ８１０で、方法８００は、マッピング（例えば、図２６のマッピング２６０４
）に従って、どのセグメント識別子が、第１信号が受け取られた時点に対応するか（すな
わち、視聴者が第１信号を送ったときにメディア・ストリームのどのセグメントが表示さ
れつつあったか）を判定する。一実施形態（例えば、セグメント識別子がハッシュ生成さ
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れた識別子を含む場合）では、この判定は、メディア・ストリームの現在のフレームのハ
ッシュを計算し、計算されたハッシュに関連する時刻を識別し、その時刻の補足コンテン
ツを取り出すことによって行われる。もう１つの実施形態では、現在のセグメントからの
タイムコード・データが使用される。もう１つの実施形態では、この判定は、上で述べた
ように、組込み時間遅れを考慮に入れる。例えば、第１信号が時刻ｔ０に受け取られるが
、視聴者が、時刻ｔ０－ｎにメディア・ストリームに現れる物品に反応している場合があ
る（すなわち、視聴者の反応時間が、メディア・ストリームの進行より遅い）。
【０２２５】
　もう１つの実施形態で、実際のセグメントを記述するデータ（例えば、視聴者信号が受
け取られたときに表示されつつあった特定のセグメントのスクリーン・キャプチャ・イメ
ージ）が、潜在的に、見られているメディア・ストリームに関する追加情報（埋め込まれ
たプログラム識別子からまたはアクセス・プロバイダからのいずれか）および／または任
意の入手可能なタイミング情報（例えば、このセグメントはメディア・ストリームＹのｘ
秒目から導出された）と一緒に、方法８００によって受け取られる。次に、スクリーン・
キャプチャ・イメージを処理して（例えば、「ハッシュ化」）、セグメントの一意デジタ
ル・シグネチャ（例えば、平均輝度および色）を判定することができる。次に、この情報
を、以前に（ａ）各セグメント識別子内にエンコードされ、（ｂ）各セグメント内でハッ
シュ化されたメディア・ストリーム情報のデータベースと突き合わせて、一意シグネチャ
を判定することができる。次に、視聴者からのハッシュを、デジタル・メディア・ストリ
ームから入手可能な（近似タイミング情報によって案内されて）ハッシュと比較する。こ
れは、比較すべきハッシュのセットが、タイムコード情報を与えられれば比較的小さいは
ずであるという事実に起因して、非常にすばやく発生し得る。この手法の利益は、（ａ）
メディア・ストリーム自体には何も含める必要がなく、（ｂ）コンテンツ作成者は何もエ
ンコードする必要がなく（コンテンツ作成者はエンコードのためにメディア・ストリーム
を提供するだけでよい）、（ｃ）メディア・ストリーム自体は他者によって濫用され得る
（例えば、許可されない目的にデータを使用する）データをまったく含まないことである
。
【０２２６】
　クローズド・キャプショニングを提供するのに使用されるクローズド・キャプショニン
グ関連Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｄａｔａ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＸＤＳ、例えば、米国電子工業会
（ＥＩＡ）－７０８）データ・チャネルは、メディア・ストリーム・セグメントのシーケ
ンス内の特定の点で始まる単語の特定のセットを表示することによって動作する。この情
報を含む初期セグメント（例えば、単語の特定の組合せが関連付けられる最初のセグメン
ト）を、メディア・ストリーム内の相対的に固定された基準点として利用することができ
、これは、編集された可能性があるセグメントに関わりなく真である。一実施形態で、こ
のクローズド・キャプショニング情報は、どの補足コンテンツを提供すべきかを判定する
ために、下でより詳細に説明する「慣性」位置方法と共に使用される。「「慣性」位置」
とは、メディア・ストリーム内の固定点が識別されたならば、「ストップウォッチ」機能
を使用して、視聴者がより後の時刻に関心を示す特定のセグメントを判定できるという事
実を指す。例えば、句「助けて、スーパーヒーロー」が現れる最初のセグメントからｘ秒
後に発生する時点を、補足コンテンツの特定のアイテムにマッピングされた特定のセグメ
ント識別子（または比較的少数のセグメント識別子）と同等と考えることができる。一実
施形態では、クローズド・キャプション化されたトランスクリプトを「読み取る」のでは
なく、音声認識ソフトウェアを使用して、音声を認識することができる。次に、認識され
た音声をトランスクリプトと突き合わせて、メディア・ストリーム内のどこで慣性位置決
めを開始すべきかを判定する。この手法の１つの重要な利益は、視聴者に表示されるメデ
ィア・ストリームが、特殊なコーディングを必要としないことである。そうではなく、メ
ディア・ストリーム自体の諸態様が、配置の判定に利用される。一実施形態で、この情報
は、より簡単なマッピングを可能にするために、メディア・ストリームの、エンコードさ
れた版と突き合わされる。
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【０２２７】
　一実施形態で、関連するデバイス（例えば、セット・トップ・ボックス）が正確な瞬間
にまたは条件もしくは視聴者判断基準の正確なセットの下で発生するセグメント識別子（
１つまたは複数）を「読み取る」ために、パラメータがセットされる。一実施形態で、こ
れは、セグメント識別子を送る命令と共に、「プル」命令または信号を関連デバイスに送
ることによって実施される。プル命令は、全国の視聴習慣を判定するために全国の「統計
的に有意な」サンプルからセグメント識別子をプルすること、特定の人口統計部分集合か
らセグメント識別子をプルすること（例えば、人口１００００人未満の都市の全視聴者が
何を見ているかを判定する）、視聴者の特定の部分集合の視聴習慣を追跡するために、あ
る時間期間にわたってこれらの視聴者からセグメント識別子をプルすること（よりよい部
分カテゴリをデータ・マイニングのために生成できるようにするために、潜在的に視聴者
の新しい部分集合を作成するのに視聴習慣を使用する）、以前のＹ週間にメディア・スト
リームの所与のソースを見た視聴者からセグメント識別子をプルすること、補足コンテン
ツの特定のアイテムをクリック・スルーした視聴者からセグメント識別子をプルすること
、メディア・ストリームの所与のソースがアクセス・プロバイダを介して実際に使用可能
であることを示すプロファイルを有する視聴者からセグメント識別子をプルすること、現
在ペイパービューまたはビデオ・オンデマンドを見ている視聴者からセグメント識別子を
プルすること、現在インターネットにログ・オンしている視聴者からセグメント識別子を
プルすること、または視聴者がメディア・ストリームを見るのをやめたときを判定するた
めに特定のメディア・ストリームを見ているすべての視聴者についてｘ秒おきにセグメン
ト識別子をプルすることのうちのいずれか１つまたは複数を含めて、様々なパラメータに
従って送り出すことができる。
【０２２８】
　一実施形態で、所与のコンテキストでプル（または「ポーリング」）されるセグメント
識別子は、セグメント識別子が、一括してではあるが実質的にリアル・タイムではなくア
クセス可能になるようにするために格納される。例えば、視聴者が、見ているメディア・
ストリームを変更するたびに、チャネル変更の直前に現れたメディア・ストリーム・セグ
メント（すなわち、視聴者が、メディア・ストリームＺに切り替える前にメディア・スト
リームＹのセグメントＸを見ていたこと）を知ることが役に立つ可能性がある。というの
は、これが、視聴者に所与のメディア・ストリームを見るのをやめさせた要因を判定する
のを助ける可能性があるからである。
【０２２９】
　次に、方法８００は、ステップ８１２に進み、適当な時刻に（例えば、ユーザが補足コ
ンテンツを即座にまたは後の時刻にのどちらに見ることを望むかに基づいて）、対応する
セグメント識別子にマッピングされた補足コンテンツを表示する。一実施形態で（例えば
、セグメント識別子が複数のアイテムに関連する補足コンテンツにマッピングされる場合
に）、情報は、選択可能な物品のメニューの形で表示される。例えば、図２７に、セグメ
ント識別子にマッピングされた補足コンテンツ２７００が取り出され、ディスプレイ・デ
バイス２７０２を介して視聴者に表示された後の図２６のシステムを示す。図示されてい
るように、補足コンテンツ２７００は、財布、セーター、およびサングラスの情報を含む
メニューとして表示される。
【０２３０】
　したがって、例えば、第１信号が、セグメント識別子によって識別される１つまたは複
数のセグメントが女優を描くときに受け取られた場合に、そのセグメント識別子にマッピ
ングされた補足コンテンツには、その女優のフィルモグラフィおよびその女優が着ていた
セーターに関する情報を含めることができる。したがって、その第１信号に応答して表示
される補足コンテンツには、その女優のイメージおよびそのセーターのイメージを含める
ことができ、ここで、これらのイメージのそれぞれは、追加情報を含むワールド・ワイド
・ウェブ・ページへのハイパーリンクを含む。一実施形態で、メディア・ストリームの表
示は、補足コンテンツが表示されている間に一時停止される。一実施形態で、補足コンテ



(64) JP 5649303 B2 2015.1.7

10

20

30

40

50

ンツは、メディア・ストリームと同一のディスプレイ・デバイスを介して表示される。も
う１つの実施形態で、補足コンテンツは、異なるディスプレイ・デバイスを介して表示さ
れる（例えば、メディア・ストリームは、テレビジョンまたは携帯電話機を介して表示さ
れつつあり、補足コンテンツは、視聴者のラップトップ・コンピュータ上に表示されるか
、視聴者の電子メール・アカウントに送信される）。
【０２３１】
　もう１つの実施形態で、補足コンテンツが、それに関して補足コンテンツが使用可能で
あるメディア・ストリーム内に現れる物品のメニューまたはリストとして表示される場合
に、表示のモードは、視聴者が、関連付けられたメディア・ストリームを見る必要なしに
、マッピングされた補足コンテンツを通って「サーフィンする」ことを可能にすることが
できる。視聴者が補足コンテンツがマッピングされる単一の物品への関心を示した後の図
２６のシステムを示す、図２８に示されているように、視聴者は、さらに調べるためにメ
ニュー内に表示された物品のうちの任意の１つまたは複数を選択することができる。例え
ば、このケースでは、視聴者は、図２７に示されたセーターに関するさらなる情報を要求
することを選択している。
【０２３２】
　ステップ８１４で、方法８００は、視聴者から後続信号を受け取る。一実施形態で、後
続信号は、第１信号が受け取られた形のいずれかで受け取ることができる。次に、方法８
００はステップ８１６に進み、後続信号が、視聴者がメディア・ストリームに戻る（すな
わち、さらなるアクションなしで、現在表示されている補足コンテンツを終了する）こと
を望むことを示すかどうかを判定する。方法８００が、ステップ８１６で、視聴者がメデ
ィア・ストリームに戻ることを望むことを後続信号が示すと結論する場合には、方法８０
０は、ステップ８０６に戻り、メディア・ストリームの表示（例えば、補足コンテンツに
よって遮られない）を再開する。したがって、方法８００は、補足コンテンツを表示する
別の信号が受け取られるまで、かつ、それが受け取られない限り、補足コンテンツの表示
を停止する。
【０２３３】
　その代わりに、方法８００が、ステップ８１６で、視聴者がメディア・ストリームに戻
ることを望むことを後続信号が示さないと結論する場合には、方法８００は、ステップ８
１８に進み、視聴者が補足コンテンツによって表される１つまたは複数の物品を購入する
ことを望むことを後続信号が示すかどうかを判定する。したがって、方法８００は、即時
購入の機会をオンデマンドで提供することができる。一実施形態で、方法８００をホステ
ィングするサービス（例えば、ストリーム注釈付けプロバイダ、アクセス・プロバイダ、
またはオンライン・アクセス・プロバイダ）は、表示された補足コンテンツ内に描かれた
１つまたは複数のアイテムへの関心を示す信号を視聴者が送信するたびに、ある収入を受
け取る。さらなる実施形態では、アクセス・プロバイダは、上で説明したように、収入の
一部をメディア・ストリームの作成者（例えば、コンテンツ作成者）および／または共同
制作者とわかち合う。
【０２３４】
　方法８００が、ステップ８１８で、視聴者が表示された補足コンテンツ内に描かれた１
つまたは複数のアイテムを購入することを望むことを後続信号が示さないと結論する場合
に、方法８００は、ステップ８１２に戻り、補足コンテンツの表示を継続する。その代わ
りに、方法８００が、ステップ８１８で、視聴者が表示された補足コンテンツ内に描かれ
た１つまたは複数のアイテムを購入することを望むことを後続信号が示すと結論する場合
に、方法８００は、ステップ８２０に進み、所望の取引を完了する。一実施形態で、方法
８００をホスティングするサービスは、補足コンテンツを用いて提示された結果として視
聴者が１つまたは複数のアイテムを購入するたびに、ある収入を受け取る。さらなる実施
形態では、アクセス・プロバイダは、収入の一部をメディア・ストリームの作成者とわか
ち合う。
【０２３５】
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　取引が完了したならば、方法８００は、ステップ８１４に戻り、どのように進行すべき
か（例えば、メディア・ストリームに戻るのか、別の取引を完了するのか）を示す視聴者
からの信号を待つ。さらなる実施形態では、追加のオプションまたはアクションを後続信
号に関連付けることができる。例えば、後続信号が、追加の補足コンテンツのプッシュを
トリガすることができる（任意選択で、人口統計および／または類似するプリファレンス
を有する他のユーザによるレビュー、消費者レポートなどの学習されたユーザ・プリファ
レンスによって駆動されて）。一実施形態で、追加の補足コンテンツは、視聴者がその視
聴者の購入ヒストリを見るか方法８００に関するプリファレンスを編集する機会を提供す
る。
【０２３６】
　補足コンテンツをセグメント識別子にマッピングし、視聴者によって促されたときに限
って補足コンテンツを表示することによって、プロダクト・プレースメントを、視聴者経
験を実質的に邪魔しない形で達成することができる。すなわち、プロダクト・プレースメ
ントは、視聴者がある種の積極的行動を行わない限り、実質的に不可視である。したがっ
て、商業的情報の提示の十分な機会を提供しながら、芸術的関心および視聴者の期待に対
処することができる。さらに、このユーザ・インターフェースは、従来の技法に関連する
インターフェースよりはるかにユーザ・フレンドリである。例えば、補足コンテンツがセ
グメント識別子にマッピングされ、視聴者が単に適当なときに信号を送ることによって補
足コンテンツにアクセスできるので、移動するオブジェクトをクリックすることまたは「
高速カット」編集技法に反応することを試みる必要はない。
【０２３７】
　一実施形態で、マッピングならびに視聴者が関心を示したすべてのセグメントの識別子
を、ユーザ・ディスプレイ・デバイスでローカルにキャッシングすることができる。これ
は、例えば、読み取り専用である可能性があるか、時々ネットワーク・アクセスを欠く可
能性がある、ポータブル・ディスプレイ・デバイスおよび／または小フォーム・ファクタ
・ディスプレイ・デバイスの使用を可能にする。この実施形態では、マッピングは、ネッ
トワーク接続性が確立されるまで、キャッシュ内に格納される。これは、例えば、ネット
ワークの「範囲内に戻る」ことによって（この場合には、あるセグメント識別子のうちで
以前に送信されなかったすべての部分が送信される）、またはネットワークに接続された
別のデバイスにアクセスすることによって（例えば、ホットシンクを介して。この場合に
、マッピングが、ユーザ・デバイスからシンク・デバイスに転送され、その後、例えばス
トリーム注釈付けサービス・プロバイダに送信される）行うことができる。
【０２３８】
　一実施形態で、セグメント識別子情報は、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダに
送信される前に、ユーザ・デバイスによって暗号化される（例えば、第三者が伝送を傍受
できないようにするために）。したがって、セグメント識別子を暗号化できない可能性が
ある場合であっても、セグメント識別子の実際の伝送を暗号化することができる。この実
施形態では、ストリーム注釈付けプロバイダ、アクセス・プロバイダ、または注釈付けサ
ービスを提供する他の当事者は、これらの伝送を暗号化解除し、要求された補足コンテン
ツを提供するように構成される。　
【０２３９】
　さらなる実施形態では、「ホットスポッティング」機能性が使用可能にされ、これによ
って、視聴者は、イメージに関する補足情報にアクセスするために、ディスプレイ・デバ
イス上に現れる特定のイメージを選択する（例えば、クリックする）ことを可能にされる
（例えば、女優が着ているセーターをクリックする）。このタイプの機能性を実施する現
在の手法は、計算的に重荷であり、時間集中型であり、費用が高い。そのような情況では
、メディア・ストリームの所与のセグメント内の所与の物品のイメージの「境界」を効率
的に識別できることが、非常に貴重である可能性がある。
【０２４０】
　本発明に従って、特にメディア・ストリームのセグメントの分類または説明に関して収
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集されるデータは、視聴者が関心を持つ可能性がある物品およびこれらの物品をどのよう
にして最もよく「提示する」かの予測だけではなく、視聴者が関心を持つ可能性がある主
題（すなわち、テレビジョン、映画、および類似物のタイプまたはジャンル）の予測をも
可能にする。これは、複数の異なるプラットフォームがメディア・ストリームの再検討に
利用されるときおよびメディア・ストリームがオンデマンドで使用可能であるときに特に
重要である。というのは、収集されたデータを、重要である可能性が高いメディア・スト
リーム主題を提供する（または特定の視聴者に強調する）のに利用できるからである。例
えば、所与の視聴者が、ローカル野球チームの試合の切符に関する広告への関心をシグナ
リングした場合に、野球情報を、例えば番組ガイドでこれからの野球の試合を強調するこ
とによって、「これがお気に召すと思われます」機能性の一部として野球の試合を記録す
ることによって、および類似物によって、視聴者に注目させることができる。
【０２４１】
　一実施形態で、所与のメディア・ストリームの様々な「置換」が、生成されたデータま
たは収集されたデータに基づいて、メディア・ストリームが始まる前またはメディア・ス
トリームが視聴者に示されるときのいずれかに、一緒に「混合される」。例えば、視聴者
が、「ロマンス関連」として分類される物品に関連する広告に反応する傾向がある場合に
、メディア・ストリームの「ロマンチック」版を視聴者に表示することができる。もう１
つの例として、メディア・ストリームのビデオ・コンポーネントは変更しないが、特定の
シーン（またはクレジットさえ）に再生される音楽を含むオーディオ・コンポーネントを
、観察された視聴者プリファレンスに基づいて選択することができる（例えば、オールド
・スクール・ラップ、最新のラップ・ヒット、ヒップホップなど）。類似するデータは、
オリジナル・メディア・ストリーム内の包括的物品情報を特定の物品情報に置換するのに
コンピュータ・グラフィックスを利用する、以前に撮影されたメディア・ストリーム内の
プロダクト・プレースメントをターゲティングするのに使用することができる。例えば、
収集されたデータは、特定の視聴者について、ブランドＸの腕時計（例えば、ブランドＹ
の腕時計ではなく）をはめている俳優を表示することが、補足コンテンツに反応するよう
にその視聴者を誘導する可能性がより高いことを示す場合がある。
【０２４２】
　言い換えると、上で説明した機能性は、単一のメディア・ストリーム見出しの下で作成
される複数の潜在的にオーバーラップするメディア・ストリーム・セグメントの作成をも
たらすことができ、特定の視聴者に最適のメディア・ストリーム（例えば、「ベース」メ
ディア・ストリームの特定の版）が、補足コンテンツに対する視聴者の以前の反応を参照
することによって判定されるようになる。一実施形態で、視聴者データは、メディア・ス
トリームが作成される前に一緒に混合されるサブストリームの最適セットを規定する。一
実施形態で、サブストリームの混合は、オン・ザ・フライで、潜在的には同一メディア・
ストリーム内でより早期に目玉にされた補足コンテンツとの視聴者対話（または対話の欠
如）によってトリガされて、発生する。
【０２４３】
　一実施形態で、データベースには、特定のシーンとして一緒のグループ化されるセグメ
ントの「セット」を識別する情報を含めることができる。次に、視聴者が、特定のシーン
中の補足コンテンツへの関心を示す信号を送信するときに、その視聴者に表示されるオプ
ションの１つは、「後の視聴のためにこのシーンを購入する」である。請求される価格は
、その視聴者に固有とすることができる。示されている特定のシーンが、検出され、その
視聴者のオンライン・アカウント、その視聴者のデジタル・ビデオ・レコーダなどに送ら
れる。
【０２４４】
　コンテンツ作成者は、視聴者が彼らのクリエイティブ・ビジョン（すなわち、彼らのメ
ディア・ストリーム内で実施される）の連続性を中断することを可能にすることを望まな
い場合がある。同様に、コンテンツ作成者は、例えばあるテレビジョン番組からｅｃｏｍ
ｍｅｒｃｅウェブ・サイトへの視聴者のジャンプが、視聴率の損失を引き起こす可能性が
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あると心配する可能性がある。特定のメディア・ストリームに関連付けられたマッピング
には、この特定のメディア・ストリームに関して、マッピングされた補足コンテンツに、
ある種のコンテキスト内でのみアクセスできることを示すコードを含めることができる。
これは、視聴者ディスプレイ・デバイスに信号を送ってメディア・ストリームの表示中に
「ロックする」（例えば、補足コンテンツをブックマークすることだけを許可する）こと
によって、補足コンテンツを視聴者のオンライン・アカウントだけに送信することによっ
て、またはある日付の後になるまで補足コンテンツの提供を許可しないことによって（例
えば、公開の早期の週の批判的な「口コミ」聴衆が気を散らされないことを保証するため
に）実施することができる。
【０２４５】
　一実施形態で、そこを通って流れるメディア・ストリーム内に埋め込まれたセグメント
識別子を読み取ることができる仲介デバイスが、メディア・アクセス・リンク（すなわち
、アクセス・プロバイダ）と視聴者ディスプレイ・デバイスとの間に配置される。ユーザ
が、補足コンテンツを受け取ることへの関心をシグナリングするときに、セグメント識別
子が、仲介デバイスによってアクセス・プロバイダに送り返される。仲介デバイスは、視
聴者に関する特定の情報（仲介デバイスを設置する際に視聴者が提供する入力から入手す
ることができる）をも送信することができる。次に、アクセス・プロバイダは、関連情報
を識別し、仲介デバイスおよび／または視聴者のオンライン・ポータルにフィードバック
する。
【０２４６】
　一実施形態で、仲介デバイスは、セグメント識別子を含む信号を送信する（Ｗｉ－Ｆｉ
、ｂｌｕｅｔｏｏｔｈなどを介して）。この信号は、リモート・コントロール・デバイス
（例えば、ＴＶリモート、対応セル電話機、または他のデバイス）によって受信される。
次に、リモート・コントロール・デバイスは、この信号をアクセス・プロバイダに直接に
送信し（Ｗｉ－Ｆｉ、無線などを介して）、上で説明したプロセスをトリガする。
【０２４７】
　一実施形態で、仲介デバイスは、複数のリモート・コントロール・デバイスのうちの任
意の１つまたは複数を使用して操作され、仲介デバイスは、そのリモート・コントロール
・デバイスと一致する視聴者ＩＤコードをもアクセス・プロバイダに送信し、その結果、
関心をシグナリングする特定の視聴者が識別されるようになる（例えば、母親、父親、お
よび子供のそれぞれが、彼ら自身のリモート・コントロール・デバイスを有する場合があ
る）。
【０２４８】
　一実施形態では、単一のリモート・コントロール・デバイスが、複数の視聴者のために
使用されるが、そのリモート・コントロール・デバイスが、その瞬間にそのリモート・コ
ントロール・デバイスを使用する特定の視聴者を識別するようにセットされる（例えば、
タッチ・スクリーン・メニュー、ボタンなどを介して）。
【０２４９】
　一実施形態では、各世帯または他の位置が、メディア・ストリームが配送される位置に
配置された単一の仲介デバイスを有し（「マスタ」仲介デバイス）、補助レシーバが、そ
の世帯または他の位置内で各ディスプレイ・デバイスと共に配置されて、視聴者の信号を
受信し、アクセス・プロバイダに送り返すためにマスタ仲介デバイスにその信号を送り返
す（インターネット・プロトコル・テレビジョンＩＰＴＶなどの同一の配送システムを介
してまたはセル電話機信号を介するなど、別の配送システムを介してのいずれかで）。
【０２５０】
　一実施形態で、アクセス・プロバイダは、所与の仲介デバイスに関連付けられた「どの
」リモート・コントロール・デバイスが信号を供給したのかだけに頼るのではない。とい
うのは、視聴者が、様々な理由から別の視聴者のリモート・コントロール・デバイスを使
用することを選択する場合があるからである。したがって、リモート・コントロール・デ
バイス識別は、視聴者アイデンティティを判定するための最も支配的要因ではあるが、こ
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の情報を、統計的モデルおよび／またはデフォルト・アイデンティティをオーバーライド
する視聴者の能力と組み合わせることができる。
【０２５１】
　一実施形態で、視聴者の要求時に、すべてのクレジット・カード承認および同様に「機
密の」入力には、許可されない取引の完了を防ぐために、パスワード入力が先行する。
【０２５２】
　一実施形態で、音声認識テクノロジ（例えば、音声「指紋」を入手するための音声認識
／話者識別の使用）が、仲介デバイスをアクティブ化するために、視聴者の音声と組み合
わせて使用される。したがって、リモート・コントロール・デバイスは、当初に、そのリ
モート・コントロール・デバイスを使用する様々な視聴者の間で区別するようにプログラ
ムされる。
【０２５３】
　一実施形態で、アクセス・プロバイダは、どの視聴者がメディア・ストリームを一緒に
見るように見えるか（例えば、一緒にテレビジョンを見る、世帯の複数の構成員）を判定
するために分析を実行することができ、その結果、補足コンテンツ（カスタマイズされる
）は、可能性の高い視聴者の「混合」についてターゲティングされるようになる。
【０２５４】
　一実施形態で、個々の視聴者ではなく、視聴者のありそうなグループが判定され、この
グループは、それ自体のターゲティングされた情報を有する。例えば、視聴者のグループ
が、ヒップホップ音楽を愛する息子とクラシック音楽を愛する父親であると予測される場
合に、ユーザのこのグループによって見られるメディア・ストリームに関連付けられる補
足コンテンツを、よりニュートラルな人口統計（ヒップホップ人口統計またはクラシック
人口統計のどちらでもなく）向けにターゲティングすることができる。
【０２５５】
　一実施形態で、音声認識テクノロジを使用して、ワンクリック機能を改善することがで
きる。所与のリモート・コントロール・デバイスに関連付けられる視聴者音声の限られた
セットを与えられれば、ある音声を、非常に信頼できる形で他の音声から区別することが
できる。これは、購入を容易にするのに使用することができ、パスワードをタイプするか
またはある他の検証を提供することを必要とするのではなく、各視聴者のプロファイルを
、あるタイプのメディア・ストリームを見るためのアクセスなど、ある種のトランザクシ
ョンだけを許可するようにセットすることができる。
【０２５６】
　一実施形態で、許可する当事者（例えば、その子供による視聴に関してメディア・スト
リームを許可する親）が他の当事者による特定のメディア・ストリームの視聴を許可した
という事実が、ある形で記録され、許可する当事者が他の当事者と共にプログラムを見て
いることの検証として第三者に提供される。そのような判定は、例えば、学校にサービス
として販売することができる。メディア・ストリームは、許可する当事者が単純にメディ
ア・ストリームを開始し、いなくなることを防ぐために、異なるときに、許可する当事者
に音声応答を促すことができる。　
【０２５７】
　一部の視聴者は、広告（またはある種の広告主）に対する嫌悪を有するが、本発明が使
用可能にすることのできる他の特徴の多くを高く評価する可能性がある。このために、あ
る視聴者が、見たくない特定のタイプの補足コンテンツをブロックすることを可能にされ
るものとすることができる（例えば、動物愛護運動家は、ファスト・フード・チェーンの
広告をブロックすることを望む可能性がある）。
【０２５８】
　一実施形態で、信号に応答して視聴者に補足コンテンツのマッピングされたアイテムを
送り返す前に、本発明は、フィルタ（おそらくはその視聴者またはアクセス・プロバイダ
によって作成された）を介してその補足コンテンツを送り、望まれない情報をすべて除去
する。例えば、このフィルタは、特定の物品の広告、特定のタイプの音楽を目玉にする広
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告、または特定のジャンルの補足コンテンツ（例えば、暴力または成人向けのテーマのコ
ンテンツ）を除去することができる。一実施形態で、この機能性は、ペアレンタル・コン
トロールの方法として使用することができる。
【０２５９】
　ビデオ・オンデマンド・サービスを用いる一実施形態では、フィルタリングされるコン
テンツのデータベースを使用して、不快なセグメントを「オン・ザ・フライで」メディア
・ストリームから実際に除去することができる（例えば、セグメント固有情報の使用およ
び／またはコンテンツ作成者からの入力）。これは、メディア・ストリームの異なる版（
例えば、ＰＧ、ＰＧ－１３など）を異なる視聴者に表示することを可能にするはずである
。
【０２６０】
　図９は、本発明による、注釈付きメディア・ストリームを視聴者に提供する方法９００
の第２の実施形態を示す流れ図である。方法９００は、例えば、メディア・ストリームの
表示に関連するユーザ・デバイスによって実施することができる。具体的に言うと、方法
９００は、方法８００とは異なって、「オン・ザ・フライ」注釈付けを可能にする（例え
ば、事前に決定されたマッピングの援助なしで）。
【０２６１】
　方法９００は、ステップ９０２で初期化され、ステップ９０４に進み、ここで、方法９
００は、ディスプレイ・デバイスを介してメディア・ストリームを表示する。その後、方
法９００はステップ９０６に進み、メディア・ストリームの視聴者から第１信号を受け取
る。この第１信号は、視聴者が、メディア・ストリーム内に現れる少なくとも１つの物品
に関連する補足コンテンツを見ることを望むことを示す。一実施形態で、第１信号は、ボ
タンを押すことまたは話されたコマンドを介して伝えられる。一実施形態で、方法９００
は、方法８００と同様に、マルチモーダル視聴者対話をサポートする。一実施形態で、第
１信号は、視聴者が補足コンテンツを即座に見ることを望むことを示す。もう１つの実施
形態で、第１信号は、視聴者が補足コンテンツを後の時刻に見ることを望むことを示す。
【０２６２】
　ステップ９０８で、方法９００は、実質的にリアル・タイムで、第１信号が受け取られ
た時点またはその前後にメディア・ストリームに現れた１つまたは複数の物品（すなわち
、メディア・ストリームのどの部分が、視聴者が第１信号を送ったときに表示されていた
か）を識別する。一実施形態で、方法９００は、メディア・ストリームの示された部分に
関連するイメージに１つまたは複数の光学文字認識ＯＣＲ技法（例えば、ビデオＯＣＲ、
テキスト認識、物体認識、ロゴ認識など）を適用することによって、これらの物品を識別
する。この形で、メディア・ストリーム内に現れる（および、視聴者が関心を持つ可能性
がある）テキスト、ロゴ、物体、および個人を識別することができる。
【０２６３】
　次に、方法９００は、ステップ９１０に進み、識別された物品のうちの１つまたは複数
に関連する補足コンテンツを取り出す。一実施形態で、この補足コンテンツは、例えばイ
ンターネットまたはケーブル・ネットワークを介する接続を介して、ショッピング・ポー
タルまたは情報ポータル（例えば、インターネット検索エンジンまたはｅ－ｃｏｍｍｅｒ
ｃｅワールド・ワイド・ウェブ・サイト）などのリモート・サーバまたはリモート・デー
タベースから取り出すことができる。例えば、方法９００は、インターネット検索エンジ
ンを使用して、認識されたテキストに関する検索を実行することができる。もう１つの実
施形態では、リモート・サーバまたはリモート・データベースは、補足コンテンツをメデ
ィア・ストリームのセグメントを識別するセグメント識別子にマッピングする（上で説明
したように）マッピングを格納するか、そのマッピングへのアクセスを有する。この場合
に、リモート・サーバは、視聴者信号に対応するセグメントを識別する１つまたは複数の
セグメント識別子を適当な補足コンテンツと突き合わせる。
【０２６４】
　ステップ９１２で、方法９００は、適当なときに（例えば、ユーザが補足コンテンツを
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即座にまたは後にのどちらに見ることを望むかに基づいて）、取り出された補足コンテン
ツの少なくとも一部を表示する。したがって、例えば、第１信号が、クレジット（例えば
、映画の）を描く媒体信号の１つまたは複数のセグメントが表示されたときに受け取られ
た場合に、方法９００は、そのクレジットに現れる名前の認識に基づいて補足コンテンツ
を要求し、それに応じて、クレジットのうちの１つまたは複数を、名前を示された個人（
１人または複数）に関する追加情報（例えば、映画データベース・エントリ）にリンクさ
れたハイパーリンクに変換することができる。
【０２６５】
　例えば、図１０は、メディア・ストリームの一部に現れる物品に関する取り出された補
足コンテンツを提示する例示的ディスプレイ１０００を示す概略図である。ディスプレイ
１０００は、上で説明したようにディスプレイ・デバイスを介して伝えることができる。
ディスプレイ１０００は、メニュー・フォーマットで配置され、メディア・ストリームの
関連する部分に現れる物品（例えば、衣類、飲み物、コンパクト・ディスク）を描く１つ
または複数のイメージ１００２１～１００２ｎ（以下では集合的に「イメージ１００２」
と称する）を含む。一実施形態で、イメージ１００２は、視聴者が、物品の関連するイメ
ージ１００２を選択することによって、描かれた物品に関する補足コンテンツ（例えば、
コンテンツ、価格、購入の機会）を取り出せるように、ハイパーリンクを含む。イメージ
１００２の選択は、補足コンテンツを取り出すデバイスに信号を送ることによって行うこ
とができる。
【０２６６】
　一実施形態で、ディスプレイ１０００は、ある判断基準（例えば、類似する視聴者に関
する人気、販売者が支払う料金など）に従って優先順位を付けられる。例えば、視聴者が
関心を持つ可能性が最も高い物品であると統計的に判定される物品（例えば、「フレーム
Ｘ～Ｚ中に信号を送る視聴者の７８％がＹブランドのスニーカーにクリック・スルーした
」）を描くイメージ１００２を、最も目立つように表示することができる。その代わりに
、物品イメージを、その物品を広告するために販売者がどれほど支払うつもりがあるかに
従って表示することができる（例えば、販売者が広告のために多く支払うほど、物品イメ
ージがより目立って表示される）。一実施形態で、優先順位上位ｎ個の物品は、イメージ
として表示されるが、メニュー内で描かれる残りの物品は、テキスト・ハイパーリンクと
して表示されるか、１つまたは複数のサブカテゴリにグループ化される。
【０２６７】
　一実施形態で、メニュー・ディスプレイ内に描かれる物品は、複数の物品のスコアを比
較して物品の相対優先順位を判定できるように、各物品にスコアを与えることによって優
先順位を付けられる。一実施形態で、このスコアは、視聴者に関する物品の人気のレベル
、所与の視聴者が物品に関心を持つ尤度、およびクリック・スルーごとに物品の販売者に
よって支払われる料金のうちの少なくとも１つを含む要因の重み付き組合せである。一実
施形態で、物品のメニュー内で優先順位を判定するための物品のスコアＳは、
　　Ｓ＝Ｃｗ１＋Ｖｗ２＋Ｐｗ３

に従って計算され、ここで、Ｃは、物品が視聴者によってメニューから選択されるときに
販売者によって支払われるクリック・スルーあたりのコストであり、Ｖは、所与の視聴者
の物品へのありそうな関心の統計的尺度（例えば、視聴者の他の観察された関心に基づく
）であり、Ｐは、視聴者全般に関する物品の人気の尺度である。ｗ１、ｗ２、およびｗ３
は、例えば注釈付きメディア・ストリームおよび関連するサービスのプロバイダ（例えば
、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダまたはアクセス・プロバイダ）が選択できる
、重み付け係数である。
【０２６８】
　戻って図９を参照すると、ステップ９１４で、方法９００は、視聴者から後続信号を受
け取る。一実施形態で、後続信号は、第１信号が受け取られた形のいずれかで受け取るこ
とができる。次に、方法９００はステップ９１６に進み、後続信号が、視聴者がメディア
・ストリームに戻る（すなわち、さらなるアクションなしで、現在表示されている補足コ
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ンテンツを終了する）ことを望むことを示すかどうかを判定する。方法９００が、ステッ
プ９１６で、視聴者がメディア・ストリームに戻ることを望むことを後続信号が示すと結
論する場合には、方法９００は、ステップ９０４に戻り、メディア・ストリームの表示（
例えば、補足コンテンツによって遮られない）を再開する。したがって、方法９００は、
取り出された情報補足コンテンツを表示する別の信号が受け取られるまで、かつ、それが
受け取られない限り、取り出された情報補足コンテンツの表示を停止する。
【０２６９】
　その代わりに、方法９００が、ステップ９１６で、視聴者がメディア・ストリームに戻
ることを望むことを後続信号が示さないと結論する場合には、方法９００は、ステップ９
１８に進み、視聴者が補足コンテンツ内に描かれる１つまたは複数の物品を購入すること
を望むことを後続信号が示すかどうかを判定する。したがって、方法９００は、即時購入
の機会をオンデマンドで提供することができる。
【０２７０】
　方法９００が、ステップ９１８で、視聴者が補足コンテンツ内に描かれる１つまたは複
数の物品を購入することを望むことを後続信号が示さないと結論する場合に、方法９００
は、ステップ９１２に戻り、補足コンテンツの表示を継続する。その代わりに、方法９０
０が、ステップ９１８で、視聴者が補足コンテンツ内に描かれた１つまたは複数の物品を
購入することを望むことを後続信号が示すと結論する場合に、方法９００は、ステップ９
２０に進み、所望の取引を完了する（例えば、インターネットｅ－ｃｏｍｍｅｒｃｅサイ
トを介して）。取引が完了したならば、方法９００は、ステップ９１４に戻り、どのよう
に進行すべきか（例えば、メディア・ストリームに戻るのか、別の取引を完了するのか）
を示す視聴者からの信号を待つ。
【０２７１】
　さらなる実施形態では、追加のオプションまたはアクションを後続信号に関連付けるこ
とができる。例えば、後続信号が、追加の補足コンテンツのプッシュをトリガすることが
できる（任意選択で、人口統計および／または類似するプリファレンスを有する他のユー
ザによるレビュー、消費者レポートなどの学習されたユーザ・プリファレンスによって駆
動されて）。一実施形態で、追加の補足コンテンツは、視聴者がその視聴者の購入ヒスト
リを見るか方法９００に関するプリファレンスを編集する機会を提供する。
【０２７２】
　図１１は、本発明による、注釈付きメディア・ストリームを視聴者に提供する方法１１
００の第３の実施形態を示す流れ図である。具体的に言うと、方法１１００は、上で説明
した方法８００および９００とは異なって、話された視聴者信号の処理をサポートするよ
うに構成される。方法８００および９００と同様に、方法１１００は、注釈付きメディア
・ストリームへのアクセスを有するユーザ・デバイス（例えば、テレビジョン、ＤＶＤプ
レイヤ、ＤＶＲ、セット・トップ・ボックス、ポータブル・メディア・プレイヤ、携帯情
報端末、パーソナル・コンピュータ、携帯電話機、飛行機内または自動車内のエンターテ
イメント・システム、ビデオ・ゲーム・コンソール、または類似物）によって実施するこ
とができる。
【０２７３】
　方法１１００は、ステップ１１０２で初期化され、ステップ１１０４に進み、ここで、
方法１１００は、補足コンテンツの１つまたは複数のアイテムへの１つまたは複数のキー
ワードのマッピングを受け取る。一実施形態で、補足コンテンツは、上で説明したように
、メディア・ストリーム内に現れる１つまたは複数の物品に関連する商業的情報に関連付
けられる。一実施形態で、マッピングは、例えばインターネットを介して、ケーブル・ネ
ットワークを介して（例えば、リモート・サーバをケーブル・ヘッドエンドとすることが
できる場合、または、ヘッドエンドが、リモート・サーバとの通信を仲介することができ
る場合）、または衛星を介してリモート・サーバから受け取ることができる。特定の実施
形態は、ＯｐｅｎＣａｂｌｅ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｐｌａｔｆｏｒｍ（ＯＣＡＰ）
またはｄｉｇｉｔａｌ　ｖｉｄｅｏ　ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ（ＤＶＢ）アプリケーシ
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ョンとして、あるいはＭｏｔｉｏｎ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（Ｍ
ＰＥＧ）トランスポート・ストリーム内のプライベート・セクションとしてマッピングを
受け取ることができる。さらなる実施形態では、マッピングは、「ディレクタ」から「オ
ン・ザ・フライで」受け取られ、このディレクタは、メディア・ストリームを実質的にリ
アル・タイムで見、事前にセットされたリストからの補足コンテンツをキーワードにマッ
ピングする。一実施形態で、マッピングは、メディア・ストリーム内に現れる１つまたは
複数の物品に関連する１つまたは複数のワールド・ワイド・ウェブ・サイトのＵＲＬをさ
らに含む（例えば、後続のルックアップ時間を減らすために）。
【０２７４】
　ステップ１１０６で、方法１１００は、ディスプレイ・デバイスを介してメディア・ス
トリームを表示する。一実施形態で、メディア・ストリームの表示は、メディア・ストリ
ームの現在表示されている部分（例えば、現在表示されているセグメント）を識別するセ
グメント識別子が補足コンテンツの少なくとも１つのアイテムに関連付けられているとき
に、インジケータを提示することを含む。したがって、メディア・ストリームの視聴者は
、表示されている１つまたは複数の物品に関する追加情報が使用可能であるときを自動的
に知る（例えば、推測するか照会することを必要とするのではなく）。一実施形態で、こ
のインジケータは、メディア・ストリームの現在表示されている部分が、視聴者が関心を
持つと期待される（例えば、人口統計情報、述べられた視聴者プリファレンス、または以
前の視聴者アクティビティに基づいて）情報に関連する補足コンテンツの１つまたは複数
のアイテムに関連付けられているときに提示される。一実施形態で、このインジケータは
、メディア・ストリーム内に表示されるアイコンまたはメディア・ストリーム・プレイヤ
（例えば、セット・トップ・ボックス、ＤＶＲ、または類似物）上、ディスプレイ・デバ
イス上、もしくはリモート・コントロール上の（おそらくは点滅する）ライトなど、ビジ
ュアル・インジケータである。さらなる実施形態で、このインジケータは、可聴インジケ
ータまたは他の知覚インジケータ（例えば、振動するリモート・コントロール）とするこ
とができる。さらなる実施形態では、ディスプレイの第１部分にメディア・ストリームを
表示し、ディスプレイの第２部分に現在アクセス可能な補足コンテンツに関するデータを
表示する「スプリット・スクリーン」ディスプレイを使用することができる。
【０２７５】
　次に、方法１１００は、ステップ１１０８に進み、メディア・ストリームの視聴者から
第１音声信号を受け取る。第１音声信号は、視聴者が、メディア・ストリーム内に現れる
１つまたは複数の物品に関連する補足コンテンツを見ることを望むことを示す。一実施形
態で、第１音声信号は、視聴者が補足コンテンツを即座に見ることを望むことを示す（例
えば、「自動車を今すぐ表示する」）。もう１つの実施形態では、第１信号は、視聴者が
、メディア・ストリームの終りなど、後の時刻に補足コンテンツを見ることを望むことを
示す（例えば、「後々のために自動車を保存する」）。さらなる実施形態では、第１音声
信号は、視聴者が、関心のあるアイテムを具体的には識別せずに、補足コンテンツを後の
時刻に見るために、メディア・ストリーム内の現在位置を保存することを望むことを示す
（例えば、「後々のためにマークする」）。
【０２７６】
　ステップ１１１０で、方法１１００は、第１音声信号を処理して、その中で実施された
視聴者コマンドを認識する。一実施形態で、第１音声信号は、１つまたは複数の自動音声
認識技法および／または自然言語理解技法に従って処理される。例えば、一実施形態で、
第１音声信号は、定義された用語集と共に動作する自動音声認識技法に従って処理される
。この実施形態の改善において、定義された用語集は、ステップ１１０４で受け取られる
マッピングに含まれるキーワードを含む。特定の実施形態で、定義された用語集は、メデ
ィア・ストリームが表示されるときに動的に変更可能であり、用語集が現在「有効」であ
るキーワードのサブセットを含むようになっている。もう１つの実施形態で、第１音声信
号は、メディア・ストリーム自体に関連するものなどの環境雑音を相殺する自動音声認識
技法（例えば、参照によってその全体が本明細書に組み込まれている、２００６年９月２
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８日に出願した米国特許出願第１１／５４１，２８２号に記載の方法など）に従って処理
される。もう１つの実施形態で、第１音声信号は、トピック・スポッティングなどの「軽
量」自然言語処理技法に従って処理される。
【０２７７】
　一実施形態で、方法１１００は、マルチモーダル視聴者対話をサポートし、これは、１
つまたは複数の追加入力モダリティ（音声に加えて）を、視聴者信号を受け取るのに使用
できることを意味する。マルチモーダル対話は、例えば、音声信号を処理する際にエラー
を訂正するのに有用である可能性がある。例えば、音声信号を処理する際のエラーは、参
照によってその全体が本明細書に組み込まれている米国特許第６７４２０２１号に記載の
方法に従って訂正することができる。
【０２７８】
　ステップ１１１２で、方法１１００は、視聴者コマンドをマッピング内で使用される１
つまたは複数のキーワードと突き合わせる。この形で、方法１１００は、補足コンテンツ
のどのアイテム（１つまたは複数）が視聴者の発するキーワードに対応するかを識別する
ことができる。一実施形態で、視聴者コマンドを既知のキーワードと突き合わせることが
できない場合に、方法１１００は、その視聴者コマンドを使用して、ショッピング・ポー
タルまたは情報ポータル（例えば、インターネット検索エンジンまたはｅ－ｃｏｍｍｅｒ
ｃｅワールド・ワイド・ウェブ・サイト）などのデータベースに照会する。この形で、視
聴者コマンドを、それでも、関連する補足コンテンツと潜在的に突き合わせることができ
る。さらなる実施形態では、視聴者コマンドが、照会すべき適当なポータルを選択する自
然言語理解技法によって解析される。ある種の実施形態では、データベースを検索するス
テップは、その両方が参照によってその全体を本明細書に組み込まれている、２００４年
８月５日に出願した米国特許出願第１０／９１２，５１７号および２００５年２月２３日
に出願した米国特許出願第１１／０６３，３５７号に記載の方法に従って実行される。
【０２７９】
　次に、方法１１００は、ステップ１１１４に進み、適当な時刻に（例えば、ユーザが補
足コンテンツを即座にまたは後の時刻にのどちらに見ることを望むかに基づいて）、対応
するキーワードにマッピングされた補足コンテンツを表示する。例えば、発話されたキー
ワードが、「くるま」または「自動車」である場合に、表示される情報（補足コンテンツ
内で実施される）に、メディア・ストリーム内に現れる自動車に関連付けられたメーカー
および／またはディーラーを含めることができる。一実施形態で、メディア・ストリーム
の表示は、補足コンテンツが表示されている間に一時停止される。一実施形態で、補足コ
ンテンツは、メディア・ストリームと同一のディスプレイ・デバイスを介して表示される
。もう１つの実施形態で、情報は、異なるディスプレイ・デバイスを介して表示される（
例えば、メディア・ストリームは、テレビジョンまたは携帯電話機を介して表示されつつ
あり、補足コンテンツは、視聴者のラップトップ・コンピュータ上に表示されるか、視聴
者の電子メール・アカウントに送信される）。
【０２８０】
　さらなる実施形態で（例えば、キーワードが、曖昧であるか、複数の物品のうちの任意
の１つに潜在的に対応する場合）、情報は、ステップ１１１４で、複数の選択可能な物品
のメニューの形で表示される。したがって、例えば、キーワード「自動車」が、４つの異
なる自動車がメディア・ストリーム内に現れるときに発話される場合に、そのキーワード
にマッピングされる補足コンテンツには、４つすべての自動車のイメージを含めることが
でき、各イメージは、さらに、めいめいの曖昧なキーワード（例えば、「自動車Ａ」、「
自動車Ｂ」、「自動車Ｃ」、および「自動車Ｄ」）に関連付けられる。各曖昧なキーワー
ドにマッピングされるメタデータには、めいめいの自動車の製造業者および／またはディ
ーラーのワールド・ワイド・ウェブ・サイトへのリンクを含めることができる。この形で
、方法１１００は、曖昧さの除去をサポートする。
【０２８１】
　もう１つの実施形態で、情報は、それに関して情報が入手可能であるメディア・ストリ
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ーム内に現れる物品のメニューまたはリストとして表示される（および、例えば「メニュ
ー」などのキーワードに関連付けることができる）。これは、視聴者が、関連付けられた
メディア・ストリームを見る必要なしに、マッピングされた補足コンテンツを通って「サ
ーフィンする」ことを可能にすることができる。
【０２８２】
　ステップ１１１６で、方法１１００は、視聴者から後続信号を受け取る。一実施形態で
、後続信号は、音声信号の形で受け取ることができる。もう１つの実施形態で、後続信号
は、キーストロークまたはリモート・コントロールのボタンを押すことを介するなど、異
なる形で受け取ることができる。次に、方法１１００はステップ１１１８に進み、後続信
号が、視聴者がメディア・ストリームに戻る（すなわち、さらなるアクションなしで、現
在表示されている補足コンテンツを終了する）ことを望むことを示すかどうかを判定する
。方法１１００が、ステップ１１１８で、視聴者がメディア・ストリームに戻ることを望
むことを後続信号が示すと結論する場合には、方法１１００は、ステップ１１０６に戻り
、メディア・ストリームの表示（例えば、補足コンテンツによって遮られない）を再開す
る。したがって、方法１１００は、補足コンテンツを表示する別の信号が受け取られるま
で、かつ、それが受け取られない限り、補足コンテンツの表示を停止する。
【０２８３】
　その代わりに、方法１１００が、ステップ１１１８で、視聴者がメディア・ストリーム
に戻ることを望むことを後続信号が示さないと結論する場合には、方法１１００は、ステ
ップ１１２０に進み、視聴者が表示された補足コンテンツ内に描かれた１つまたは複数の
物品を購入することを望むことを後続信号が示すかどうかを判定する。したがって、方法
１１００は、即時購入の機会をオンデマンドで提供することができる。
【０２８４】
　方法１１００が、ステップ１１２０で、視聴者が表示された補足コンテンツ内に描かれ
た１つまたは複数の物品を購入することを望むことを後続信号が示さないと結論する場合
に、方法１１００は、ステップ１１１４に戻り、補足コンテンツの表示を継続する。その
代わりに、方法１１００が、ステップ１１２０で、視聴者が表示された補足コンテンツ内
に描かれた１つまたは複数の物品を購入することを望むことを後続信号が示すと結論する
場合に、方法１１００は、ステップ１１２２に進み、所望の取引を完了する。取引が完了
したならば、方法１１００は、ステップ１１１６に戻り、どのように進行すべきか（例え
ば、メディア・ストリームに戻るのか、別の取引を完了するのか）を示す視聴者からの信
号を待つ。さらなる実施形態では、追加のオプションまたはアクションを後続信号に関連
付けることができる。例えば、後続信号が、追加の補足コンテンツのプッシュをトリガす
ることができる（任意選択で、人口統計および／または類似するプリファレンスを有する
他のユーザによるレビュー、消費者レポートなどの学習されたユーザ・プリファレンスに
よって駆動されて）。一実施形態で、追加の補足コンテンツは、視聴者がその視聴者の購
入ヒストリを見るか方法１１００に関するプリファレンスを編集する機会を提供する。
【０２８５】
　図１２は、本発明による、注釈付きメディア・ストリームを視聴者に提供する方法１２
００の第４の実施形態を示す流れ図である。方法１２００は、例えば、メディア・ストリ
ームの表示に関連するユーザ・デバイスによって実施することができる。具体的に言うと
、方法１２００は、方法１１００とは異なって、音声サポート付き「オン・ザ・フライ」
注釈付け（例えば、事前に決定されたマッピングの援助なしの）を可能にする。
【０２８６】
　方法１２００は、ステップ１２０２で初期化され、ステップ１２０４に進み、ここで、
方法１２００は、ディスプレイ・デバイスを介してメディア・ストリームを表示する。そ
の後、方法１２００はステップ１２０６に進み、メディア・ストリームの視聴者から第１
音声信号を受け取る。この第１音声信号は、視聴者が、メディア・ストリーム内に現れる
少なくとも１つの物品に関する補足コンテンツを見ることを望むことを示す。一実施形態
で、第１音声信号は、視聴者が補足コンテンツを即座に見ることを望むことを示す。もう
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１つの実施形態で、第１音声信号は、視聴者が補足コンテンツを後の時刻に見ることを望
むことを示す。
【０２８７】
　ステップ１２０８で、方法１２００は、第１音声信号の中で実施された視聴者コマンド
を認識するために、第１音声信号を実質的にリアル・タイムで処理する。一実施形態で、
第１音声信号は、１つまたは複数の自動音声認識技法および／または自然言語理解技法に
従って処理される。例えば、一実施形態で、第１音声信号は、定義された用語集と共に動
作する自動音声認識技法に従って処理される。もう１つの実施形態で、第１音声信号は、
メディア・ストリーム自体に関連するものなどの環境雑音を相殺する自動音声認識技法（
例えば、参照によってその全体が本明細書に組み込まれている、２００６年９月２８日に
出願した米国特許出願第１１／５４１，２８２号に記載の方法など）に従って処理される
。もう１つの実施形態で、第１音声信号は、トピック・スポッティングなどの「軽量」自
然言語処理技法に従って処理される。
【０２８８】
　一実施形態で、方法１２００は、方法１１００に似て、マルチモーダル視聴者対話をサ
ポートし、これは、１つまたは複数の追加入力モダリティ（音声に加えて）を、視聴者信
号を受け取るのに使用できることを意味する。マルチモーダル対話は、例えば、音声信号
を処理する際にエラーを訂正するのに有用である可能性がある。例えば、音声信号を処理
する際のエラーは、参照によってその全体が本明細書に組み込まれている米国特許第６７
４２０２１号に記載の方法に従って訂正することができる。
【０２８９】
　次に、方法１２００は、ステップ１２１０に進み、例えばインターネットまたはケーブ
ル・ネットワークを介する接続を介して、認識された視聴者コマンドに従ってリモート・
サーバに照会する。例えば、方法１２００は、ショッピング・ポータルまたは情報ポータ
ル（例えば、インターネット検索エンジンまたはｅ－ｃｏｍｍｅｒｃｅワールド・ワイド
・ウェブ・サイト）などのデータベースを使用して、視聴者コマンド内の認識された単語
に関する検索を実行することができる。一実施形態で、ステップ１２１０に従う照会は、
認識された単語に基づいて適当な照会ポータル（例えば、検索エンジンまたはｅ－ｃｏｍ
ｍｅｒｃｅワールド・ワイド・ウェブ・サイト）を選択することを含む。もう１つの実施
形態では、リモート・データベースは、補足コンテンツをキーワードにマッピングする（
上で説明したように）マッピングを格納するか、そのマッピングへのアクセスを有する。
この場合に、リモート・サーバは、認識された視聴者コマンド内の１つまたは複数の単語
を補足コンテンツと突き合わせる。ある種の実施形態では、検索のステップは、その両方
が参照によってその全体を本明細書に組み込まれている、２００４年８月５日に出願した
米国特許出願第１０／９１２，５１７号および２００５年２月２３日に出願した米国特許
出願第１１／０６３，３５７号に記載の方法に従って実行される。
【０２９０】
　ステップ１２１２で、方法１２００は、適当なときに（例えば、ユーザが補足コンテン
ツを即座にまたは後にのどちらに見ることを望むかに基づいて）、照会結果の少なくとも
一部を表示する。したがって、例えば、第１音声信号が、クレジット（例えば、映画の）
を描く媒体信号の１つまたは複数のセグメントが表示されたときに受け取られ、俳優の名
前が、音声認識処理ステップ（すなわち、ステップ１２０８）で認識された場合に、方法
１２００は、その俳優に関する補足コンテンツ（例えば、映画データベース・エントリ）
を表示することができる。
【０２９１】
　ステップ１２１４で、方法１２００は、視聴者から後続信号を受け取る。一実施形態で
、後続信号は、音声信号である。もう１つの実施形態で、後続信号は、キーストロークま
たはボタン押下げなどの非音声信号である。次に、方法１２００はステップ１２１６に進
み、後続信号が、視聴者がメディア・ストリームに戻る（すなわち、さらなるアクション
なしで、現在表示されている補足コンテンツを終了する）ことを望むことを示すかどうか
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を判定する。方法１２００が、ステップ１２１６で、視聴者がメディア・ストリームに戻
ることを望むことを後続信号が示すと結論する場合には、方法１２００は、ステップ１２
０４に戻り、メディア・ストリームの表示（例えば、補足コンテンツによって遮られない
）を再開する。したがって、方法１２００は、補足コンテンツを表示する別の信号が受け
取られるまで、かつ、それが受け取られない限り、補足コンテンツの表示を停止する。
【０２９２】
　その代わりに、方法１２００が、ステップ１２１６で、視聴者がメディア・ストリーム
に戻ることを望むことを後続信号が示さないと結論する場合には、方法１２００は、ステ
ップ１２１８に進み、視聴者が表示された補足コンテンツ内に描かれる１つまたは複数の
物品を購入することを望むことを後続信号が示すかどうかを判定する。したがって、方法
１２００は、即時購入の機会をオンデマンドで提供することができる。
【０２９３】
　方法１２００が、ステップ１２１８で、視聴者が表示された補足コンテンツ内に描かれ
る１つまたは複数の物品を購入することを望むことを後続信号が示さないと結論する場合
に、方法１２００は、ステップ１２１２に戻り、照会結果の表示を継続する。その代わり
に、方法１２００が、ステップ１２１８で、視聴者が表示された補足コンテンツ内に描か
れた１つまたは複数の物品を購入することを望むことを後続信号が示すと結論する場合に
、方法１２００は、ステップ１２２０に進み、所望の取引を完了する（例えば、取り出さ
れたインターネットｅ－ｃｏｍｍｅｒｃｅサイトを介して）。取引が完了したならば、方
法１２００は、ステップ１２１４に戻り、どのように進行すべきか（例えば、メディア・
ストリームに戻るのか、別の取引を完了するのか）を示す視聴者からの信号を待つ。さら
なる実施形態では、追加のオプションまたはアクションを後続信号に関連付けることがで
きる。例えば、後続信号が、追加の補足コンテンツのプッシュをトリガすることができる
（任意選択で、人口統計および／または類似するプリファレンスを有する他のユーザによ
るレビュー、消費者レポートなどの学習されたユーザ・プリファレンスによって駆動され
て）。一実施形態で、追加情報は、視聴者がその視聴者の購入ヒストリを見るか方法１２
００に関するプリファレンスを編集する機会を提供する。
【０２９４】
　当業者は、本発明の方法が、広告の分野に限定されないことを了解するであろう。例え
ば、メディア・ストリーム・セグメント識別子を、本発明に従ってプルして、ある正確な
瞬間にまたは正確な条件もしくは視聴者判断基準の下で発生するある種のパラメータを追
跡することができる。例えば、本発明の方法を、所与の母集団の視聴習慣を判定するため
に「統計的に有意な」サンプル（例えば、全国の、人口統計固有の、または部分集団固有
の）を識別するように適合させることができる。その代わりに、本発明の方法を、視聴者
があるテレビジョン番組から「他に切り替える」ときを判定する（例えば、ｘ秒おきにセ
グメント識別子をプルすることによって）ように適合させることができる。一実施形態で
は、所与の時間期間にわたって発生するセグメント識別子が、ユーザ・デバイス（例えば
、セット・トップ・ボックス）内に格納される。もう１つの実施形態では、ユーザ・デバ
イスが、所与の時刻にまたは所与のレートでセグメント識別子をポーリングするようにプ
ログラムされる。ユーザ・デバイスは、その後、これらのセグメント識別子をさらなる分
析のために第三者（例えば、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダまたはアクセス・
プロバイダ）に送信することができる。
【０２９５】
　さらなる実施形態で、補足コンテンツのうちでセグメント識別子にマッピングされる（
かつ、例えばストリーム注釈付けサービス・プロバイダまたはアクセス・プロバイダによ
って格納される）部分は、ミニ・アプリケーションまたは命令セットをトリガするソフト
ウェアを含む。例えば、あるセグメント識別子に応答して送信されるトリガは、視聴者が
ゲーム番組の好みの競争者に投票するよう求められる投票ミニ・アプリケーションをアク
ティブ化するように視聴者セット・トップ・ボックスに指示することができる。このソフ
トウェアは、自動的に（例えば、フレームｘが表示されるときに）または視聴者信号の際
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に（例えば、視聴者がフレームｘ～ｚの間に信号を送るときに）アクティブ化されるもの
とすることができる。
【０２９６】
　上で述べたように、本発明の実施形態は、視聴者アクティビティをログ記録する（例え
ば、データ・マイニングのために）ように拡張することができる。例えば、メディア・ス
トリーム内で描かれる物品に関する情報の視聴者要求を、要求された補足コンテンツを提
示した結果として行われる視聴者購入と同様に追跡することができる。このデータは、所
与のメディア・ストリームに関して使用可能にされる補足コンテンツをカスタマイズする
のを援助することができる。例えば、使用可能にされる補足コンテンツを、視聴者の年齢
、位置、以前の購入習慣、視聴習慣、および類似物に従ってカスタマイズすることができ
る。さらに、このデータは、所与の製品またはサービスに関連する補足コンテンツをいつ
、どこに、どのように配置すべきかに関する料金構造を決定するのを援助することができ
る。
【０２９７】
　図１５は、本発明による、注釈付きメディア・ストリームを視聴者に提供する方法１５
００の第５の実施形態を示す流れ図である。方法１５００は、例えば、図１のアクセス・
プロバイダ１０６によってその全体を実施することができる（例えば、テレビジョン、Ｄ
ＶＤプレイヤ、ＤＶＲ、セット・トップ・ボックス、ポータブル・メディア・プレイヤ、
携帯情報端末、パーソナル・コンピュータ、携帯電話機、飛行機内または自動車内のエン
ターテイメント・システム、ビデオ・ゲーム・コンソール、専用デバイス、または注釈付
きメディア・ストリームへのアクセスを有する類似物などのユーザ・デバイスを介して）
。代替案では、方法１５００を、ストリーム注釈付けサービス・プロバイダ１１２と共に
アクセス・プロバイダ１０６によって実施することができる。具体的に言うと、方法１５
００は、メディア・ストリームのセグメントを識別するセグメント識別子が中間ノードに
マッピングされ、中間ノードが補足コンテンツのアイテムにマッピングされる（例えば、
上で説明したように）注釈付きメディア・ストリームを提供することを意図されたもので
ある。
【０２９８】
　方法１５００は、ステップ１５０２で初期化され、ステップ１５０４に進み、ここで、
方法１５００は、メディア・ストリームを受け取る。メディア・ストリームのセグメント
を識別するセグメント識別子が中間ノードにマッピングされる実施形態では、メディア・
ストリームは、そのメディア・ストリームの個々のフレームが属するセグメントを記述す
るメタデータをも含む。一実施形態で、このメタデータは、メディア・ストリーム内に含
まれるのではなく、例えばインターネットを介して、ケーブル・ネットワークを介して（
例えば、リモート・サーバをケーブル・ヘッドエンドとすることができる場合、または、
ヘッドエンドが、リモート・サーバとの通信を仲介することができる場合）、または衛星
を介してリモート・サーバから受け取ることができる。特定の実施形態は、ＯｐｅｎＣａ
ｂｌｅ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｐｌａｔｆｏｒｍ（ＯＣＡＰ）またはｄｉｇｉｔａｌ
　ｖｉｄｅｏ　ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ（ＤＶＢ）アプリケーションとして、あるいは
ＭＰＥＧトランスポート・ストリーム内のプライベート・セクションとしてマッピングを
受け取ることができる。
【０２９９】
　ステップ１５０６で、方法１５００は、ディスプレイ・デバイスを介してメディア・ス
トリームを表示する。次に、方法１５００は、ステップ１５０８に進み、メディア・スト
リームの視聴者から第１信号を受け取る。第１信号は、視聴者が、メディア・ストリーム
内の現在位置に関連付けることができる（すなわち、対応するセグメント識別子にマッピ
ングされた）すべての補足コンテンツを見ることを望むことを示す。第１信号は、ボタン
（例えば、リモート・コントロール上、キーボード上、マウス上、ライト・ペン上、また
はレーザ・ポインタ上の）を押すことを介してまたは話された（例えば、マイクロホンに
、携帯電話機に、またはｖｏｉｃｅ－ｏｖｅｒ－ＩＰ送受話器に）コマンドを介して伝え
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ることができる。一実施形態で、方法１５００は、マルチモーダル視聴者対話をサポート
し、これは、複数の入力モダリティを、視聴者信号を受け取るのに使用できることを意味
する。マルチモーダル対話は、例えば、視聴者信号を処理する際にエラーを訂正するのに
有用である可能性がある。例えば、視聴者信号を処理する際のエラーは、参照によってそ
の全体が本明細書に組み込まれている米国特許第６７４２０２１号に記載の方法に従って
訂正することができる。一実施形態で、第１信号は、視聴者が補足コンテンツを即座に見
ることを望むことを示す。もう１つの実施形態で、第１信号は、視聴者が補足コンテンツ
を後の時刻に（例えば、メディア・ストリームの終りに）見ることを望むことを示す。さ
らなる実施形態で、第１信号は、視聴者が、関心のある物品を具体的には識別せずに、補
足コンテンツを後の時刻に見るために、メディア・ストリーム内の現在位置を保存するこ
とを望むことを示す（例えば、「後々のためにマークする」）。
【０３００】
　ステップ１５１０で、方法１５００は、メタデータに従って、どのセグメント識別子が
、第１信号が受け取られた時点に対応するか（すなわち、メディア・ストリームのどの部
分が、視聴者が第１信号を送ったときに表示されていたか）を判定する。一実施形態（例
えば、セグメント識別子がハッシュ生成された識別子を含む場合）では、この判定は、現
在のフレームのハッシュを計算し、計算されたハッシュに関連するセグメントを識別する
ことによって行われる。時間オフセット（メディア・ストリームの始めからまたはある内
部境界からのいずれか）が、セグメントのインデックスとして使用される実施形態では、
メタデータを供給する必要はなく、ディスプレイ・デバイスまたは関連するハードウェア
の内部クロックを利用して、メディア・ストリームの上映時間を計算することができる。
もう１つの実施形態では、タイムコード・データまたは現在のフレーム内に既に存在する
他の内部情報を使用して、現在のセグメントおよび対応するセグメント識別子を判定する
。
【０３０１】
　ステップ１５１１で、方法１５００は、マッピングに従って、どの補足コンテンツが現
在のセグメント識別子からマッピングされているかを判定する。ステップ１５１１は、ユ
ーザのデバイスによって直接に実行することができ、あるいは、ユーザのデバイスによる
要求時にリモート・コンピュータによって実行することができる。まず、現在のセグメン
ト識別子からマッピングされている中間ノードを入手する（例えば、第１マッピングを介
して）。次に、一実施形態で、入手された中間ノードからマッピングされている（例えば
、第２マッピングを介して）補足コンテンツのアイテムを、ステップ１５１２での表示の
ために取り出す。
【０３０２】
　方法１５００は、次に、ステップ１５１２に進み、適当なときに（例えば、ユーザが補
足コンテンツを即座にまたは後にのどちらに見ることを望むかに基づいて）、取り出され
た補足コンテンツを表示する。一実施形態で（例えば、補足コンテンツの複数の取り出さ
れたアイテムがある場合）、補足コンテンツは、選択可能な物品のメニューの形で表示さ
れる。したがって、例えば、第１信号が、ある女優を描くメディア・ストリームの１つま
たは複数のフレームが表示されているときに受け取られた場合に、これらのフレームから
（間接的に）マッピングされた補足コンテンツには、その女優のフィルモグラフィおよび
その女優が着ているセーターに関する情報を含めることができる。したがって、その第１
信号に応答して表示される補足コンテンツには、その女優のイメージおよびそのセーター
のイメージを含めることができ、ここで、これらのイメージのそれぞれには、追加情報を
含むワールド・ワイド・ウェブ・ページおよび商品またはサービスを購入する機会へのハ
イパーリンクを関連付けることができる。一実施形態で、メディア・ストリームの表示は
、取り出された補足コンテンツが表示されている間に一時停止される。一実施形態で、取
り出された補足コンテンツは、メディア・ストリームと同一のディスプレイ・デバイスを
介して表示される。もう１つの実施形態で、取り出された補足コンテンツは、異なるディ
スプレイ・デバイスを介して表示される（例えば、メディア・ストリームは、テレビジョ
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ンまたは携帯電話機を介して表示されつつあり、取り出された補足コンテンツは、視聴者
のラップトップ・コンピュータ上に表示されるか、視聴者の電子メール・アカウントに送
信される）。
【０３０３】
　ステップ１５１４で、方法１５００は、視聴者から後続信号を受け取る。一実施形態で
、後続信号は、第１信号が受け取られた形のいずれかで受け取ることができる。次に、方
法１５００はステップ１５１６に進み、後続信号が、視聴者がメディア・ストリームに戻
る（すなわち、さらなるアクションなしで、現在表示されている補足コンテンツを終了す
る）ことを望むことを示すかどうかを判定する。方法１５００が、ステップ１５１６で、
視聴者がメディア・ストリームに戻ることを望むことを後続信号が示すと結論する場合に
は、方法１５００は、ステップ１５０６に戻り、メディア・ストリームの表示（例えば、
補足コンテンツによって遮られない）を再開する。したがって、方法１５００は、補足コ
ンテンツを表示する別の信号が受け取られるまで、かつ、それが受け取られない限り、補
足コンテンツの表示を停止する。
【０３０４】
　その代わりに、方法１５００が、ステップ１５１６で、視聴者がメディア・ストリーム
に戻ることを望むことを後続信号が示さないと結論する場合には、方法１５００は、ステ
ップ１５１８に進み、視聴者が表示された補足コンテンツ内に描かれた１つまたは複数の
物品を購入することを望むことを後続信号が示すかどうかを判定する。したがって、方法
１５００は、即時購入の機会をオンデマンドで提供することができる。
【０３０５】
　方法１５００が、ステップ１５１８で、視聴者が表示された補足コンテンツ内に描かれ
た１つまたは複数の物品を購入することを望むことを後続信号が示さないと結論する場合
に、方法１５００は、ステップ１５１２に戻り、補足コンテンツの表示を継続する。その
代わりに、方法１５００が、ステップ１５１８で、視聴者が表示された補足コンテンツ内
に描かれた１つまたは複数の物品を購入することを望むことを後続信号が示すと結論する
場合に、方法１５００は、ステップ１５２０に進み、所望の取引を完了する。取引が完了
したならば、方法１５００は、ステップ１５１４に戻り、どのように進行すべきか（例え
ば、メディア・ストリームに戻るのか、別の取引を完了するのか）を示す視聴者からの信
号を待つ。さらなる実施形態では、追加のオプションまたはアクションを後続信号に関連
付けることができる。例えば、後続信号が、追加の補足コンテンツのプッシュをトリガす
ることができる（任意選択で、人口統計および／または類似するプリファレンスを有する
他のユーザによるレビュー、消費者レポートなどの学習されたユーザ・プリファレンスに
よって駆動されて）。一実施形態で、追加の補足コンテンツは、視聴者がその視聴者の購
入ヒストリを見るか方法１５００に関するプリファレンスを編集する機会を提供する。
【０３０６】
　方法１５００は、メディア・ストリームの表示が完了するまで、処理を継続し、ユーザ
からの信号を待つ。
【０３０７】
　前に注記したように、従来技術の手法の主要な不利益は、メディア・ストリーム内のプ
ロダクト・プレースメントに関連する情報（例えば、補足コンテンツ）が固定される傾向
があることである。人口統計、性別、および類似物などの判断基準に基づいて、メディア
・ストリーム内で描かれる物品に関する差別化された情報をそのメディア・ストリームの
視聴者に提供する単純な形はない。さらに、特定の情報が特定のビデオ・セグメントに関
連付けられていない場合に、情報のどのアイテムが最も関連し、説得力がある可能性があ
るかを計算する形はない。これらの重要な不利益は、中間ノードのオントロジにまたがっ
て計算することによって、本手法で克服される。
【０３０８】
　例えば、特定のセグメント識別子が、オントロジ・インスタンス「ブランドＸの苺ゼリ
ー」を表す中間ノードへ第１マッピングを介してマッピングされ、この中間ノードから第
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２マッピングを介してマッピングされた補足コンテンツのアイテムがない状況を検討され
たい。しかし、オントロジ概念「ゼリー」を表す中間ノードにマッピングされた補足コン
テンツのアイテム「食料雑貨店Ａのクーポン」はある。この例のオントロジが、「ｉｓ－
ａ」関係を含み、インスタンス「ブランドＸの苺ゼリー」がクラス「ゼリー」のメンバで
あると理解されるようになっている場合に、方法１５００は、このオントロジに関して、
中間ノード「ブランドＸの苺ゼリー」へのマッピングが提示されるときに、補足コンテン
ツ「食料雑貨店Ａのクーポン」を返すことが適当であると計算することができる。
【０３０９】
　したがって、一般に、ある種の実施形態で、方法１５００が、セグメント識別子が第１
マッピングを介して中間ノードＮにマッピングされ、その中間ノードＮがいかなる物品へ
の第２マッピングも有しない（または、おそらく、後で述べるように、制約の下で望まし
くない第２マッピングを有する）と判定するときに、補足コンテンツのアイテムを、実際
に、アイテムを突き止めるためにオントロジを「ウォークする」ことによって検索するこ
とができる。インスタンスからクラスへ、およびクラスからスーパークラスへとオントロ
ジを「上に」ウォークすることによって、「ゼリー」の以前の例と同様に、より一般的な
概念にマッピングされた補足コンテンツのアイテムを突き止めることができる。ここで、
特定のインスタンス・ノードからそれを含むクラスに進むことによって、クーポンが突き
止められ、そのクーポンをユーザに返すことができる。したがって、オントロジ内で維持
されるインスタンスとクラスとの間の関係は、ユーザに返すべきアイテムの計算を可能に
する。
【０３１０】
　上の例とは逆に、方法１５００は、クラスからサブクラスへ、およびクラスからインス
タンスへとオントロジを「下に」ウォークして、オントロジのより特定の部分を表す中間
ノードからマッピングされた補足コンテンツのアイテムを提供することもできる。例えば
、あるセグメント識別子が、第１マッピングを介してオントロジ・クラス「ペンキ」を表
す、色属性に「緑」をセットされた中間ノードにマッピングされ、このクラスの、補足コ
ンテンツの関連付けられたアイテムを有する「ブランドＸの黄緑色のペンキ」を表すイン
スタンスが存在すると仮定する。オントロジをより特定のアイテムへウォークすることに
よって、この方法は、補足コンテンツのこのアイテムを突き止め、取り出すことができる
。さらに、類似する形でインスタンスまたはクラスの姉妹（すなわち、共通の直接のスー
パークラスを共有するインスタンスおよびクラス）に「ウォーク」し、上、下、および姉
妹のウォークを様々な組合せで組み合わせることもできる。マッピングされたノードから
姉妹ノードへどれほど遠くまでこの方法がウォークすることを許可されるかを制御するた
めに、制約が、優先的に提供される。例えば、特定のオントロジ内でサブクラスを２つ上
にウォークすることは、この方法が補足コンテンツの特定のアイテムを取り出した理由を
ユーザが理解することがむずかしすぎることを意味するので、離れすぎている場合がある
。正確な制約は、特定の実施形態で使用される特定のオントロジに関する判断の実行に従
って確立される。
【０３１１】
　「ｉｓ－ａ」関係に加えて「ｐａｒｔ－ｏｆ」関係が提供されるオントロジでは、返す
べき補足コンテンツのアイテムの検索に、部分から全体を突き合わせることを含めること
もできる。例えば、それぞれオントロジ概念「さくさくピーナッツ・バター」および「苺
ゼリー」を表す２つの中間ノードにマッピングされたセグメント識別子Ｓを検討されたい
。この例のオントロジは、「ｉｓ－ａ」関係を提供し、「さくさくピーナッツ・バター」
がクラス「ピーナッツ・バター」の一部であることと、「苺ゼリー」がクラス「ゼリー」
の一部であることとがわかるようになっている。さらに、この例のオントロジは、クラス
「ピーナッツ・バター」および「ゼリー」が、クラス「ピーナッツ・バターとゼリーのサ
ンドイッチ」の２つの部分になるように、「ｐａｒｔ－ｏｆ」関係を提供する。補足コン
テンツのアイテムの検索において、前に説明したようにオントロジをスーパークラスへウ
ォークするときに、クラス関係が「ｐａｒｔ－ｏｆ」関係である場合に、スーパークラス
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を訪問する選択を、複数の形で行うことができる。まず、各部分サブクラスからの少なく
とも１つのアイテムが存在する場合に限って、スーパークラスをウォークすることができ
る（例えば、「ゼリー」および「ピーナッツ・バター」のそれぞれの少なくとも１つのメ
ンバが、現在のセグメント識別子からマッピングされている場合に限って、「ピーナッツ
・バターとゼリーのサンドイッチ」にリンクされたアイテムを返す）。代替案では、部分
のいずれかが現在のセグメント識別子からマッピングされている場合に、スーパークラス
にウォークすることができる。
【０３１２】
　これまでに述べた実施形態では、中間ノードから補足コンテンツのアイテムへのマッピ
ングが、すべての情況で適用可能であることを暗黙のうちに仮定してきた。しかし、いく
つかの実施形態で、アイテムの間の選択物からの特定のアイテムを提示する能力が望まし
い（例えば、１０代にアイテムＡを提供し、より若い子供に代替アイテムＢを提供するた
めに）。そのような選択は、１つの中間ノードを補足コンテンツの多数のアイテムにマッ
ピングし、マッピングに対する制約を設けることによって達成することができる。例えば
、補足情報の３つのアイテムＰ１、Ｐ２、およびＰ３にマッピングされる中間ノードＮを
検討されたい。各そのようなマッピングは、関連付けられた制約Ｃ１、Ｃ２、およびＣ３
を有する。第１の手法では、制約は、ブール条件として解釈され、制約されたマッピング
の意味が、「ＩＦ　Ｃ１　ＴＨＥＮ　Ｐ１」などになる。この制約は、相互に排他的であ
る必要はなく、補足コンテンツの複数のアイテムを、条件の任意の特定のセットについて
返すことが可能になっている。さらに、制約が、網羅的である必要はなく、条件の特定の
セットの下で、真に評価される制約がなく、補足コンテンツのアイテムが返されない場合
がある。「デフォルト」制約を供給することもでき、補足コンテンツの他のアイテムが条
件の下で返されない場合には、デフォルト・アイテムが返される。制約は、ブール演算子
、数値比較子、および文字列比較子を含むことができ、複数の部分項を有することができ
る。
【０３１３】
　制約は、人口統計、デバイス・タイプ、および類似物を含む、メディア・ストリームを
見る視聴者に関する知識を記述する変数を含むことが企図されている。例えば、制約には
、「ｖｉｅｗｅｒ’ｓ　ａｇｅ（視聴者の年齢）＞３０」、「ｖｉｅｗｅｒ’ｓ　ｉｎｃ
ｏｍｅ（視聴者の収入）＞＄１００，０００」、「ｖｉｅｗｅｒ’ｓ　ｚｉｐ　ｃｏｄｅ
（視聴者の郵便番号）＝９４０２５」、「ｖｉｅｗｅｒ’ｓ　ｌａｎｇｕａｇｅ（視聴者
の言語）＝Ｅｓｐａｎｏｌ（スペイン語）」、「ｖｉｅｗｅｒ’ｓ　ｄｅｖｉｃｅ（視聴
者のデバイス）＝ＤＶＲ　ｏｒ　ｃｅｌｌｕｌａｒ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ（セル電話機）
」を含めることができる。制約には、オントロジ内の特定のインスタンスまたはクラスに
関連する属性を含めることもできる。
【０３１４】
　さらなる実施形態では、制約を確率的とすることができる。これは、視聴者に関する情
報が、既知ではないが、学習手法によって視聴者挙動から推論済みである状況を可能にす
る。学習は、視聴者の視聴習慣、クリック・スルーおよび購入習慣、ならびに類似物に適
用することができる。例えば、確率的制約を、「（Ｐｒｏｂａｂｉｌｉｔｙ　ｔｈａｔ　
ｔｈｅ　ｖｉｅｗｅｒ＞３０　ｙｅａｒｓ　ｏｌｄ）＞７５％」（（視聴者＞３０歳であ
る確率）＞７５％”）とすることができる。
【０３１５】
　ＩＦ　Ｘ　ＴＨＥＮ　Ｙフォーマットの「ハード」制約に加えてまたはその代わりに、
条件が重みを提供する「ソフト」制約を使用することができる。返されるアイテム（１つ
または複数）は、最低の（または最高の）総重み（１つまたは複数）を有するアイテムで
ある。例えば、補足コンテンツの２つのアイテムＩ１およびＩ２にマッピングされた中間
ノードＮを検討されたい。ノードＮからアイテムＩ１へのマッピングは、３つのソフト制
約「ｖｉｅｗｅｒ’ｓ　ａｇｅ＞３０、ｗｅｉｇｈｔ（重み）＝１；」、「ｖｉｅｗｅｒ
’ｓ　ｉｎｃｏｍｅ＜＄６０，０００、ｗｅｉｇｈｔ＝４；」、および「ｖｉｅｗｅｒ’
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ｓ　ｓｔａｔｅ（視聴者の州）＝Ａｒｉｚｏｎａ、ｗｅｉｇｈｔ＝－３」を有する。ノー
ドＮからアイテムＩ２へのマッピングも、３つのソフト制約「ｖｉｅｗｅｒ’ｓ　ａｇｅ
＞５０、ｗｅｉｇｈｔ＝１；」、「ｖｉｅｗｅｒ’ｓ　ｉｎｃｏｍｅ＞＄１００，０００
、ｗｅｉｇｈｔ＝－２；」、「ｔｉｍｅ　ｏｆ　ｄａｙ（時刻）＞１２：０１　ａｍ　Ａ
ＮＤ　ｔｉｍｅ　ｏｆ　ｄａｙ＜５：００ａｍ、ｗｅｉｇｈｔ＝－３」を有する。この２
つのアイテムの間で選択するために、方法１５００は、各制約の重みの合計を計算する。
視聴者が、４０歳であり、アリゾナ州におり、毎年７５０００ドルを稼ぐことの知識の下
で、アイテムＩ１へのマッピングの重みは、－２になるはずである。アイテムＩ２へのマ
ッピングの重みは、１１ａｍには０になるはずである。３：００ａｍには、アイテムＩ２
へのマッピングの重みは、－９になるはずである。したがって、１１：００ａｍには、ア
イテムＩ１が、最低の重みを有し、取り出される。３：００ａｍには、アイテムＩ２が最
低の重みを有し、アイテムＩ１の代わりに取り出される。
【０３１６】
　図２９に、補足コンテンツのディスプレイでの視聴者駆動制約の使用を示す。例えば、
メディア・ストリームの視聴者が、その視聴者のディスプレイ・デバイス２９０４上に現
在描かれているメディア・ストリームのセグメント識別子に関連する補足コンテンツを見
ることに関心を持っていることを示す信号を送信する（例えば、リモート・コントロール
２９００を介してセット・トップ・ボックス２９０２に）ことができる。この信号に従っ
て、セット・トップ・ボックス２９０２は、メディア・ストリームの現在表示されている
セグメントを識別するセグメント識別子と視聴者を識別する視聴者識別子との両方を読み
取ることができる。図示されているように、視聴者識別子は、データベース２９０８内で
、この視聴者が「高い」レベルの収入を有することを示す情報にマッピングされている。
【０３１７】
　図３０に、補足コンテンツを選択するための視聴者駆動制約の使用の結果を示す。図２
９の例を継続し、セグメント識別子が、財布、セーター、およびサングラスに関連する補
足コンテンツにマッピングされたと仮定する。さらに、セーターが、補足コンテンツの複
数の異なるアイテム３０００１～３０００ｎ（以下では集合的に「アイテム３０００」と
称する）に関連付けられ（例えば、オントロジ内の包括的な「セーター」ノードを介して
）、第１アイテム３０００１は、低収入視聴者に表示すべきセーターに関連し、第２アイ
テム３０００２は、中収入視聴者に表示すべきセーターに関連し、第３アイテム３０００

ｎは、高収入視聴者に表示すべきセーターに関連すると仮定する。視聴者の視聴者識別子
は、その視聴者を高収入視聴者として識別したので、視聴者がセーターに関するさらなる
情報を要求するときには、補足コンテンツの第３アイテム３０００ｎ（高収入視聴者に表
示すべきセーターに関連する）が、取り出され、表示される。
【０３１８】
　マッピングされた中間ノードの間の相互関係を記述するオントロジを維持する、図１４
および１５を参照して本明細書で説明した手法は、高度なデータ・マイニングを実行する
際に有利に使用することができる。素朴なデータ・マイニング手法では、補足コンテンツ
の特定のアイテムへの関心を表した（例えば、「クリック・スルー」することまたは商取
引を完了することによって）視聴者の人数を計算することができる。しかし、そのような
手法は、本フレームワーク内で入手できる大量の情報を欠いている。例えば、特定のタイ
プの物品を表すオントロジ・クラスに含まれるすべてのサブクラスおよびインスタンス内
で示された関心を集計することによって、そのタイプの物品において示された関心を判定
することができる。
【０３１９】
　さらに、相関を計算することができる。オントロジが、可視物品の意味でメディア・ス
トリームのセグメントによって伝えられる情報を記述するだけではなく、セグメントに関
連する概念にも関する中間ノードへのマッピングを可能にするクラスおよびインスタンス
を含むことが望ましい。例えば、概念には、セグメントの「ムード」（例えば、アクショ
ン、カー・チェイス、ロマンス）、バックグラウンド・ミュージック、メディア・ストリ
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ームのジャンル（例えば、ドラマ、ホラー、ユーモア）、および類似物を含めることがで
きる。そのような概念が使用される実施形態では、データ・マイニング・プロセスが、物
品、物品のタイプ、および概念と視聴者の人口統計とを相関させることができる。例えば
、「カー・チェイス」および「アクション」というムード概念の間でクラス「スポーツ・
カー」において示された関心を別々に集計することによって、視聴者が、包括的アクショ
ン・シーン内よりもチェイス・シーン中にしばしばスポーツ・カーへの関心を明示したか
どうかを判定することができる。この情報を提供することによって、補足コンテンツのマ
ッピングされたアイテムが広告を含む場合に、広告主は、彼らの製品がどのタイプのシー
ンで最も注目を集めるかを判定し、彼らの広告予算を適当に、特定の視聴者と人口統計的
に類似する視聴者との両方にターゲティングすることができる。さらに、映画制作者およ
び広告主は、このマイニングされた情報を使用して、特定のプロダクト・プレースメント
の機会について請求しなければならない価格をよりよく判定することができる。
【０３２０】
　本発明のさらなる実施形態では、補足コンテンツのマッピングまたは提供を、メディア
・ストリームを作成するか提供するものと同一の個人または実体によって実行することが
できる。そのような実施形態は、インターネットなどのネットワークを介するメディア・
ストリームの配信（例えば、ユーザによってアップロードされたメディア・ストリームを
ホスティングするサービスを介する）に特によく適する。そのようなサービスに関連する
本発明の諸態様の実施は、サービスが確固とした収入源を生成することを可能にし、この
収入源は、サービスが、大量のマルチメディア・コンテンツに対処するのに必要な帯域幅
およびストレージを提供することを可能にする。さらに、本発明は、コンテンツ作成者が
、アクセス・プロバイダによって実現される収入を共有することによって、彼らが作成し
たコンテンツを貨幣化することを可能にする。
【０３２１】
　図１６は、例えば、本発明による、補足コンテンツをメディア・ストリームに関連付け
る方法１６００の一実施形態を示す流れ図である。方法１６００は、例えば、アクセス・
プロバイダのユーザ（例えば、コンテンツ作成者またはアップローダ）によって実施する
ことができる。方法１６００は、ステップ１６０２で初期化され、ステップ１６０４に進
み、ここで、メディア・ストリーム（例えば、ビデオ）が作成され（任意選択で、編集ス
テップおよび他の制作ステップを含む）、ＭＰＥＧなどのデジタル・フォーマットでコン
ピューティング・デバイス（例えば、パーソナル・コンピュータ、携帯電話機、携帯情報
端末、または類似物）にロードされる。例えば、図３２に、コンピューティング・デバイ
スにロードされた例示的メディア・ストリーム３２００を示す。例示的メディア・ストリ
ーム３２００は、スノーボーディング・ビデオを含む。
【０３２２】
　ステップ１６０６で、補足コンテンツをメディア・ストリームにマッピングする。補足
コンテンツは、テキスト、ビデオ材料、マルチメディア・プレゼンテーション、写真、ウ
ェブ・リンク（ＵＲＬ）、および広告コピーを含む任意の形の追加コンテンツとすること
ができる。一実施形態で、補足コンテンツは、上で説明したように、例えばアクセス・プ
ロバイダによって提供されるコンテンツのライブラリから選択される。もう１つの実施形
態では、ユーザが、そのユーザ自身の補足コンテンツを提供する。例えば、図３３に、図
３２に示されたメディア・ストリーム３２００にマッピングできる補足コンテンツの例示
的アイテム３３００を示す。具体的に言うと、補足コンテンツのアイテム３３００は、ス
ノーボード・パンツの特定のブランドに関する広告／購入の機会である。
【０３２３】
　一実施形態で、補足コンテンツは、メディア・ストリームの時間セグメントに関してマ
ッピングされる（例えば、メディア・ストリームの最初の１分を識別するセグメント識別
子を、補足コンテンツの最初のアイテムにマッピングすることができ、メディア・ストリ
ームの第２の１分を識別するセグメント識別子を、補足コンテンツの第２の異なるアイテ
ムにマッピングすることができる）。例えば、図３４に、メディア・ストリーム３２００
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が、補足コンテンツのマッピングを容易にするために時間セグメント３４００１～３４０
０ｎ（以下では集合的に「セグメント３４００」と称する）に論理的に分割されている、
図３２の例示的メディア・ストリーム３２００を示す。もう１つの実施形態で、補足コン
テンツのマッピングは、メディア・ストリーム・コーディング内に含まれるメタデータ（
例えば、セグメント識別子、キュー・ポイント、および類似物）に関して行うことができ
る。
【０３２４】
　下でさらに詳細に説明するように、セグメント識別子にマッピングされる補足コンテン
ツは、メディア・ストリームと同時に表示され（例えば、同一ディスプレイの別々のフレ
ーム内で）、または「保存され」、いくつかの実施形態ではメディア・ストリームを見る
のに使用されるプラットフォームに加えてまたはその代わりに異なるプラットフォーム上
で、後に表示されるいずれかになる。補足コンテンツがメディア・ストリームと同時に表
示される場合に、補足コンテンツのアイテムは、メディア・ストリームの視聴者がアイテ
ムを見る機会を有するようにするために、十分な時間期間の間、スクリーン上に現れる必
要がある。補足コンテンツのアイテムは、それをクリックし、おそらくは関連するウェブ
・ページへのブラウザを開くことによってそのアイテムに関連するさらなる情報を受け取
る機能を提供することができる。そのような追加情報は、商業的機会をも含めることがで
きる（例えば、補足コンテンツのクリックされたアイテム内で広告された製品の購入を可
能にするために）。追加情報は、ｅ－ｃｏｍｍｅｒｃｅウェブ・サイトもしくはウェブ・
エンサイクロペディアなどの先在する情報、または特にこの目的で作成された情報（例え
ば、おそらくは物品の特定のセット、例えばユーザ自身によって作られた物品をショーケ
ースに展示するために作成されたカスタムｅ－ｃｏｍｍｅｒｃｅ店舗）のいずれかとする
ことができる。図３５に、補足コンテンツのアイテム３５００がメディア・ストリーム３
２００の少なくとも１つのセグメントと同時に表示されるように、補足コンテンツのアイ
テム３５００がマッピングされる、図３２の例示的メディア・ストリーム３２００を示す
。
【０３２５】
　ステップ１６０６は、これによって、ユーザが、メディア・ストリームのセグメントを
識別するセグメント識別子から補足コンテンツの１つまたは複数のアイテムへのマッピン
グを作製することを可能にする。ある種の実施形態で、ユーザは、セグメント識別子と補
足コンテンツの（潜在的に異なる）アイテムとの間の複数のマッピングを作成することが
できる。例えば、ユーザは、特定のメディア・ストリームＳが、ウェブ・サイトＷ１での
表示用のマッピングＭ１およびウェブ・サイトＷ２での表示用のマッピングＭ２を有する
ように、メディア・ストリームがホスティングされるウェブ・サイトに従って異なるマッ
ピングを作成することができる。そのような複数のマッピングは、メディア・ストリーム
Ｓを、例えばウェブ・サイト上ではなくブログ内に埋め込まれる場合に代替補足コンテン
ツと共に表示することを可能にする。その後、方法１７００のステップ１７０８に関して
、適当なマッピングＭ１またはＭ２が、メディア・ストリームのポスティング位置に従っ
て視聴者への提供のために選択される。さらに、異なるマッピングを、異なるディスプレ
イ・デバイスでの表示のために提供することができる（例えば、マッピングＭ１は、コン
ピュータ上で見るユーザに表示され、マッピングＭ２は、電話機または携帯情報端末など
のポータブル・デバイス上で見るユーザに表示され、マッピングＭ３は、テレビジョン・
セット上で見るユーザに表示される）。
【０３２６】
　上で説明したように、人口統計およびデバイス・タイプを条件とするマッピングに加え
て、マッピングは、ユーザ挙動、集約視聴者統計、またはランダム選択を条件とするもの
にすることもできる。例えば、複数のマッピング（または、特定のセグメント識別子にマ
ッピングされる補足コンテンツの複数のアイテム）を設けることができ、ここで、どれを
提示すべきかに関する選択は、（１）視聴者がメディア・ストリームを見た回数、（２）
メディア・ストリームが見られた合計の回数、（３）視聴者がマッピング内の補足コンテ
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ンツの以前に関連付けられたアイテムをクリックするか他の形でそのアイテムへの関心を
示した否か、（４）視聴者の平均視聴時間（一般的に、視聴者がクリップの最初の３０秒
だけを見るか？）、（５）視聴者の明示されたまたは学習されたプリファレンス、および
（６）ランダム選択のうちの少なくとも１つに依存する。
【０３２７】
　さらなる実施形態で、ユーザは、補足コンテンツの複数のアイテムがメディア・ストリ
ームと同時に表示されることを望む場合がある。ステップ１６０６は、（１）セグメント
識別子と補足コンテンツのアイテムとの間の複数のマッピングの作成（後続マッピングを
、最初のマッピングを作成したユーザ／コンテンツ作成者とは異なるユーザによって作成
できる場合）、および／または（２）補足コンテンツの複数のアイテム（例えば、補足コ
ンテンツの１つの主アイテムおよび補足コンテンツの１つまたは複数の副アイテムを含む
）への単一のセグメント識別子のマッピングを可能にすることによって、この機能性を使
用可能にする。補足コンテンツの副アイテムは、例えば第２のユーザがオリジナル・ユー
ザ（例えば、コンテンツ作成者）による最初のマッピング内で行われた関連付けに対する
コメントへの追加マッピングを作成できる場合に、補足コンテンツの主アイテムに対する
コメントを可能にすることができる。補足コンテンツの副アイテムは、異なるユーザが異
なるマッピングまたは関連付けの異なるセットを作成し、同一のメディア・ストリーム主
題に対する異なる観点を提供することをも可能にすることができる。　
【０３２８】
　そのような実施形態では、ステップ１６０６による補足コンテンツのマッピングは、マ
ッピングされた補足コンテンツ内にルールを埋め込むことを含む。これらのルールは、補
足コンテンツの後続表示（すなわち、メディア・ストリームの視聴中の）を、指定された
判断基準（例えば、視聴者人口統計、時刻、または類似物）に従って最適化することを可
能にする。一実施形態で、ルールは、補足コンテンツのアイテムに関してどの特定の情報
を表示すべきかを規定する（例えば、「Ｉｆ　Ｘ＝ＴＲＵＥ，ｄｉｓｐｌａｙ　ｔｈｅ　
ｐｒｉｃｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｄｅｐｉｃｔｅｄ　ｐｒｏｄｕｃｔ　ｒａｔｈｅｒ　ｔｈａ
ｎ　ｔｈｅ　ｎａｍｅ（Ｘ＝真の場合に、名前ではなく描かれた製品の価格を表示する）
」）。もう１つの実施形態では、ルールは、補足コンテンツの複数の潜在的なアイテムの
うちで表示すべきものを規定する（例えば、「Ｉｆ　Ｘ＝ＴＲＵＥ，ｄｉｓｐｌａｙ　ｉ
ｔｅｍ　Ａ；ｏｔｈｅｒｗｉｓｅ，ｄｉｓｐｌａｙ　ｉｔｅｍ　Ｂ（Ｘ＝真の場合に、ア
イテムＡを表示し；そうでない場合に、アイテムＢを表示する）」）。
【０３２９】
　方法１６００のある種の実施形態は、さらに、ユーザが補足コンテンツの個々のアイテ
ム（例えば、広告）を、一緒に表示されるアイテムのより大きいセットに配置することを
可能にする。次に、ユーザは、補足コンテンツの各個々のアイテムをマッピングするので
はなく、このセットを適当なセグメント識別子に有利にマッピングすることができる（例
えば、眼鏡および１セットのイヤリングは、それらが身に着けられたときのお互いへの物
理的近接を考えると、メディア・ストリームの同一セグメントの多くで描かれる可能性が
高い）。
【０３３０】
　一実施形態で、補足コンテンツは、上で説明したように、補足コンテンツのアイテムの
ライブラリ（例えば、アクセス・プロバイダおよび／または他のユーザによって提供され
る）から選択される。ライブラリからのアイテムの選択は、「ドラッグ・アンド・ドロッ
プ」ツール、ボックスにチェック・マークを付けることによって、物品番号をタイプする
ことによって、および類似物の任意の組合せを使用して実行することができる。いくつか
の実施形態で、ユーザは、物品のカテゴリ（例えば、「男物、皮ベルト、青」）を指定し
、方法１６００に、例えば指定されたカテゴリの最も人気のある物品、広告主が最高の照
会手数料を支払う物品、または関心を持たれている他の判断基準に従って補足コンテンツ
の特定のアイテムを提案させることができる。
【０３３１】
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　補足コンテンツ（例えば、事前に承認された広告情報）の特定のライブラリには、物品
のイメージ、物品に関する情報、物品に関する短い「コマーシャル」、物品を即座に購入
するためのリンクのうちの１つまたは複数など、所与の物品に関する様々な情報を含める
ことができる。この情報は、既存のオンライン・マーチャンダイザおよびオンライン・ア
グリゲータとの「アフィリエイト」プログラムから入手でき、このライブラリには、さら
に、カスタム広告を含めることができる。このライブラリ内に補足コンテンツのアイテム
を含めることは、アクセス・プロバイダによって各広告主と折衝される「仲立手数料」の
対象とすることができる。例えば、ある販売者のアフィリエイトは、顧客がその販売者の
アフィリエイトのサイトによってその販売者のサイトに向けられたときに、顧客に売られ
たすべての物品の購入価格のｘ％もの額を受け取ることができる。
【０３３２】
　本発明の実施形態は、第三者（全ユーザまたはユーザの許可されたグループ）が、所与
のメディア・ストリームのセグメントを識別するセグメント識別子に補足コンテンツをマ
ッピングし、シンジケーション様システムを提供することを可能にする。シンジケートの
下に置かれたメディア・ストリームからの収入は、メディア・ストリームのオリジネータ
（すなわち、コンテンツ作成者）と補足コンテンツをマッピングしたシンジケートとの間
で分割することができる。この形で、メディア・ストリームの価値が高められる。という
のは、価値を実現する仕事が、複数の異なる人の間で分配されるからである（例えば、コ
ンテンツ作成者は、マッピングの作成に関心を持たない可能性があるが、他者は、それに
非常に関心を持ちながら適切なメディア・ストリーム・コンテンツを欠いている）。
【０３３３】
　一実施形態で、第三者シンジケートは、例えばメディア・ストリーム・コンテンツの貨
幣化における彼らの成功に従って、または他の要因に従って、レーティングを与えられる
。視聴者反応を監視することによって、統計を生成して、特定のシンジケートがこの「タ
イプ」のメディア・ストリームに関する彼らの関連付けマッピングへの高い視聴者関心を
生成することを示すことができる。この文脈でのメディア・ストリーム「タイプ」は、例
えば、コンテンツ・タグ（例えば、エルビス）、または初めて発行されるときのメディア
・ストリームを見る人の人口統計（例えば、主に１０代女性によって見られるビデオ・ク
リップ）に基づくものとすることができる。したがって、市場は、メディア・ストリーム
作成者／アップローダをシンジケートと結び付けることを可能にされる。本発明の実施形
態は、さらに、メディア・ストリーム作成者が、例えばシンジケートによって提供される
マッピングが十分な結果を生成しない場合にそのマッピングが公の利用可能性から除去さ
れるようになる、ある最小パフォーマンス・メトリックスをセットすることによって、そ
の作成者のメディア・ストリームのシンジケーションを制御することを可能にする。一実
施形態で、パフォーマンス・メトリックスは、絶対しきい値（例えば、「最初の１０００
０回の視聴で少なくとも１０００個の視聴者反応を生成しなければならない」）、または
複数のシンジケート・マッピングに関するメディア・ストリームの相対メトリックス（例
えば、「上位３つのシンジケート・マッピングだけが、４８時間後に維持される」）を含
む。新しいシンジケート・マッピングを、ランダムな基礎またはパーセンテージの基礎（
例えば、視聴の９０％が現在最高のパフォーマンスのマッピングを受け取り、１０％が新
しいシンジケート・マッピングを受け取る）のいずれかで相対メトリックスにおいて競争
する試験期間の間に追加することができ、ある時間期間の後に、様々なシンジケート・マ
ッピングのパフォーマンスが比較され、勝者が、新しい最高パフォーマンスのマッピング
になる。
【０３３４】
　一実施形態で、アクセス・プロバイダは、個々のシンジケートがシンジケーション・チ
ームを形成し、そのシンジケーション・チームで一緒に働くことを可能にすることによっ
て、有益な分業を容易にする。そのようなチームの１つの利益は、チーム事前承認プロセ
スの形の「事前スクリーニング」を提供することによって、補足コンテンツの最も説得力
のあるアイテムを判定する標準的な視聴者駆動最適化プロセスにてこ入れするようにチー
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ムを構成できることである。例えば、チームの、補足コンテンツのアイテムを提供するこ
とを望む各メンバに、補足コンテンツのアイテムを再検討のためにチームにサブミットす
るよう要求することができる。この承認プロセスでは、様々なチーム・メンバが、補足コ
ンテンツのサブミットされたアイテムを変更することによって（潜在的に本明細書で前に
説明した共有ワークスペースを介して）、または補足コンテンツの代替アイテムを提案す
ることにさえよって、コメントを提供することができる（例えば、書かれたコメントを介
してまたはｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌすなわちＶｏＩ
Ｐを介するなど、言葉によって）。チームは、補足コンテンツのサブミットされたアイテ
ムをチームの代わりにサブミットできる前に、補足コンテンツのそのアイテムがチーム・
メンバの間での受け入れの、あるしきい値に達することを要求することができる。例えば
、チームは、補足コンテンツのアイテムが、チーム・メンバからあるパーセンテージの「
Ｙｅｓ」票を受けることを要求することができる（潜在的に、投票総数が少なくともチー
ム・メンバの最小パーセンテージであることを要求するなど、追加の判断基準を伴う）。
そのようなルールは、再検討の十分な機会を保証するために、補足コンテンツのアイテム
があるセットされた時間期間にわたってチームに提示された後に限って、投票が締め切ら
れることを要求することができる。このタイプのプロセスは、補足コンテンツのより高品
質のアイテムがサブミットされることを保証するのを助け、また、提供される補足コンテ
ンツのアイテムの個数を制限する傾向があり、これによって、「圧倒的な」自動化された
最適化プロセスを避けるのを助ける。アクセス・プロバイダは、特定のタイプの挙動を奨
励するために様々な種類のアクセス・ポイント「マルチプライヤ」を提供することもでき
る（例えば、補足コンテンツのアイテムを所与のメディア・ストリームにマッピングする
最初のユーザまたは共同制作者になること、補足コンテンツのアイテムに最適化プロセス
に「勝たせる」ことなどについて「２倍のポイント」）。
【０３３５】
　アクセス・プロバイダは、あるいはメディア・ストリームの作成者さえもが、シンジケ
ート・サブミッションに関するある種の要件または制限を課すことを可能にされるものと
することができる。例えば、コンテンツ作成者は、シンジケーション・チームがある種の
ガイドライン（例えば、最小投票要件）に従うか、ある種の特性を有する（例えば、１０
人を超えるメンバからなるチーム、ただし、少なくともＸのアクセス・ポイントを保持す
るチームは、メディア・ストリームがあるレベルの人気に達したならば、補足コンテンツ
のアイテムをキューにサブミットすることを許可される）ことを要求することができる。
一実施形態で、シンジケートは、標準サブミッション・ルールの免除を得ることと引き換
えに料金を支払うことに合意することによって（または例えば、生成された収入からより
少ないパーセンテージ手数料を受け取ることに合意することによって）そのような制限を
「バイ・アラウンド」することを許可されるものとすることができる。
【０３３６】
　チーム形成を容易にするために、アクセス・プロバイダは、チームを形成できる様々な
タイプのチーム構造の選択を提供することができる。例えば、あるチーム構造は、完全な
多数決原理によって支配され、すべての判断（例えば、補足コンテンツの特定のアイテム
を投稿するか否か、手数料をどのように分配するかなど）が、コミュニティ投票に通じる
。チーム構造のもう１つの例は、すべての判断を行う役員会または単一の個人によって率
いられる構造によって制御されるものとすることができ、ほとんどのメンバは、検討のた
めに補足コンテンツのアイテムをサブミットするのみで、投票を許可されないものとする
ことができる。様々な構造を組み合わせることができる（例えば、手数料手順を変更する
判断が多数決原理によって行われなければならないことを除いて、すべての判断を行うよ
うにセットされた役員会）。
【０３３７】
　図３９に、本発明による例示的なシンジケーション・チームの動力学を示す。具体的に
言うと、図３９は、シンジケーション・チーム・データを伝える例示的ディスプレイ３９
００を示す。例えば、ディスプレイ３９００には、分析中のメディア・ストリーム（また
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はそのセグメント）を表示する第１区域３９０２およびメディア・ストリームの現在表示
されている（すなわち、ディスプレイ３９００の第１区域３９０２に現在表示されている
）セグメントに関連付けられた補足コンテンツのアイテムを表示する第２区域３９０４を
含めることができる。さらに、ディスプレイ３９００は、チーム・メンバがメディア・ス
トリームの現在表示されているセグメントとの関連付け用の補足コンテンツの代替アイテ
ムを提案できる提案区域３９０６および提案区域３９０６内の提案にコメントするための
コメント区域３９０８を含む。
【０３３８】
　図示されているように、提案区域３９０６内の各提案は、補足コンテンツの提案される
アイテム（例えば、「Ｉｔ’ｓ　ｔｈｅ　ｐａｎｔｓ（これがそのパンツだ）」対「Ｇｏ
ｔｔａ　ｗｅａｒ　ｓｈａｄｅｓ！（ゴーグルしなきゃ！）」）と、補足コンテンツの提
案されるアイテムの選択について投票したチーム・メンバの数を追跡する投票カウンタと
を含む。上で説明したように、最多数の票を集めた補足コンテンツの提案されるアイテム
が、通常、マッピングのために選択される。
【０３３９】
　さらに、ディスプレイ３９００には、シンジケーション・チームのメンバごとに１つの
、複数のアバタ３９１０または他のアイコンもしくは識別子を含めることができる。
【０３４０】
　アクセス・プロバイダが、チーム形成を奨励することを望む可能性がある。というのは
、様々なチーム・メンバの展望および知識をプールすること（例えば、過半数の票によっ
て補足コンテンツのアイテムを選択することによる）ならびに／あるいはある種のタイプ
のメディア・ストリームおよび／または補足コンテンツのアイテム（例えば、サッカーに
関するビデオまたはファッション性の高い広告に関連する補足コンテンツのアイテム）に
特化することが、最終的に、より説得力のあるマッピングを作る可能性があるからである
。チームを形成するようにシンジケートに奨励するために、アクセス・プロバイダは、チ
ームによってサブミットされた補足コンテンツのアイテムに、より高いパーセンテージの
手数料を支払うことができる。さらに、アクセス・プロバイダは、チームが、最も人気の
あるメディア・ストリームへのより高速のアクセスを得るために、チーム・メンバが稼い
だ「アクセス・ポイント」（上で説明した）を統合することを可能にすることができる。
ポイント統合手法では、アクセス・プロバイダが、メディア・ストリームの各カテゴリに
関してより高いアクセス・ポイントしきい値をチームに課す可能性が高いが、このしきい
値は、個々のシンジケートがチームを形成するのを思いとどまらせるほどには高くならな
いはずである。例えば、アクセス・プロバイダは、サービスによって現在ホスティングさ
れている上位１００個の最も人気のあるメディア・ストリームの補足コンテンツのアイテ
ムをサブミットする権利を得るために、個々のシンジケートが少なくともＸ個のアクセス
「ポイント」を保持することを要求される可能性があり、５人以下のチームが、少なくと
も３Ｘポイントを有しなければならず、６～２０人のチームが１０Ｘポイントを有しなけ
ればならず、２０人を超えるチームが少なくとも２０Ｘポイントを有しなければならない
ことを要求することができる。
【０３４１】
　一実施形態で、アクセス・プロバイダまたは第三者は、様々なユーザおよびチームが「
アクセス・ポイント」を購入し、販売し、オークションにかけ、物々交換し、または他の
形で他者と交換することのできる「市場」を作成する。例えば、比較的少数のメディア・
ストリームを提供したコンテンツ作成者は、追加のメディア・ストリームまたは補足コン
テンツのアイテムを提供する計画がない場合に、使いみちのないアクセス・ポイントを得
る可能性がある。このコンテンツ作成者は、自分のアクセス・ポイントを、次のレベルの
メディア・ストリーム・アクセスに達することを望むシンジケートのチームなどの他のユ
ーザに売るか、オークションにかけることができる。オークションのホストは、そのよう
な取引について料金を請求することができる。アクセス・プロバイダは、個々のユーザが
アクセス・ポイントを保持することを奨励し、うまくいけばこれらのユーザがコミュニテ
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ィに能動的に参加することを奨励するために、交換レートを課すこともできる。例えば、
アクセス・プロバイダは、チームがコミュニティ全体を支配する可能性をより低くするた
めに、あるユーザによって別の個人ユーザに売られたアクセス・ポイントが、取引によっ
て半分に減らされる（すなわち、１０個のアクセス・ポイントが、転送時に５個のアクセ
ス・ポイントになる）ことを要求することができ、潜在的に、チームに転送されるポイン
トに異なる交換レート（例えば、１０個のアクセス・ポイントが２個のアクセス・ポイン
トになる）を課すことができる。
【０３４２】
　メディア・ストリームが、シンジケーションのためにオープンされたならば、コンテン
ツ作成者または他者は、シンジケートによって提供される補足コンテンツのある種のアイ
テムを削除し、または阻止することを許可されるものとすることができる。これは、メデ
ィア・ストリームをシンジケートにオープンすることがコンテンツ作成者のメディア・ス
トリームに対するすべての制御を失わせるならば、より少数のコンテンツ作成者が、メデ
ィア・ストリームをシンジケートにオープンすることを望むと考えると、重要な特徴であ
る。しかし、コンテンツ作成者が、シンジケートによって提案される補足コンテンツのア
イテムに関してより安い手数料を受け取る（すなわち、コンテンツ作成者が主メディア・
ストリームをシンジケートにオープンすることの金銭的誘因ならびにシンジケートが補足
コンテンツのアイテムを提供することの誘因がある可能性が高い）と仮定すると、アクセ
ス・プロバイダは、コンテンツ作成者がメディア・ストリームをシンジケーションにオー
プンしたならば、そのコンテンツ作成者が、その後、補足コンテンツのシンジケートの下
に置かれたアイテムから受け取るものより高い手終了を受け取らなくなることを要求する
ことができる。そうではなく、コンテンツ作成者は、シンジケートによって提案された補
足コンテンツのどのアイテムが成功であったかを観察し、その後、より低い手数料が支払
われる補足コンテンツのアイテムを、共同制作者との手数料の共有を伴わない事実上同一
の補足コンテンツに置換することの誘因を有するはずである。
【０３４３】
　いくつかの実施形態で、ステップ１６０６は、補足コンテンツへの許可されるマッピン
グに関する制約（例えば、補足コンテンツの特定のアイテムを表示できる最短時間および
最長時間、または商用対非商用の補足コンテンツ・マッピングの最小個数および最大個数
）を伴って構成される。いくつかの実施形態で、同期化を制約することができ（おそらく
はユーザの同意の下に）、Ｍ秒のギャップがユーザによって行われる同期化の間に存在し
なければならなくなる。間に入るＭ秒は、アクセス・プロバイダによって自動的に選択さ
れる補足コンテンツによって自動的に埋められるものとすることができ、これらの間に入
るアイテムからの収入は、潜在的に、ユーザと共有される。
【０３４４】
　ステップ１６０８で、ユーザは、メディア・ストリームおよび少なくとも１つのマッピ
ング（そのメディア・ストリームを補足コンテンツに関連付ける）をアクセス・プロバイ
ダにアップロードする。一実施形態で、ステップ１６０８は、ユーザが、そのユーザがコ
ンテンツ作成者であり、アップロードされるメディア・ストリームの著作権の所有者でも
あることを確認する声明に署名することを要求することを含む。一実施形態で、ユーザは
、ある種のキーワードを用いてメディア・ストリームを記述する「タグ」を提供するオプ
ション、メディア・ストリームをジャンル（例えば、コメディ）、長さ、作成者のタイプ
（例えば、プロフェッショナル）による１つまたは複数のカテゴリに割り当てるオプショ
ン、および類似するオプションをも与えられる。
【０３４５】
　ステップ１６０８のいくつかの実施形態は、コンテンツ作成者が、彼らのメディア・ス
トリームを表示するメディア・プレイヤのルック・アンド・フィールを定義することを可
能にする。例えば、自然関連ビデオの作成者は、木目の再生ボタン、一時停止ボタン、お
よび早送りボタンを特徴とする緑色の葉状のメディア・プレイヤ・モチーフを選択する可
能性がある。ヒップホップ指向の作成者は、よりコンテンポラリな「ブリンブリン」プレ
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イヤを選ぶ可能性がある。
【０３４６】
　その後、方法１６００は、ステップ１６１０で終了する。
【０３４７】
　方法１６００のいくつかの実施形態では、ユーザ／コンテンツ作成者のコンピューティ
ング・デバイス上のローカル・アプリケーションが、方法１６００を実施するのに使用さ
れる。他の実施形態では、ウェブベースのアプリケーションが、方法１６００を実施する
のに使用される。そのようなウェブベースの実施形態では、ステップ１６０８を２つの部
分で実行することができ、ここで、メディア・ストリームのアップロードは、関連付けス
テップ１６０６の前に行われ、関連付けのアップロードは、別々のステップとしてステッ
プ１６０８に続く。さらなる実施形態では、方法１６００の一部が、ローカルに実行され
、他の部分が、ネットワーク化されたコンピューティング・デバイス上でリモートに実行
される。
【０３４８】
　方法１６００の実施形態は、海賊行為によって盗まれたコンテンツ（すなわち、著作権
所有者以外の個人によってアップロードされた著作権付きコンテンツ）のアップロードを
減らす機構を組み込まれる。例えば、アクセス・プロバイダが、所与のメディア・ストリ
ームがある種の法律または規制に違反している可能性があることを通知される（例えば、
著作権所有者によって）ときに、アクセス・プロバイダは、この状況から導出されるある
種のプロセスを自動化することが必要または有用であることに気付く可能性がある。一実
施形態で、アクセス・プロバイダが、あるメディア・ストリームをそのオファリングから
除去する必要があることに気付く場合に、その除去を、そのメディア・ストリームを提供
したユーザがそのアクセス・プロバイダによって提供されるサービスを使用することを一
時的に禁止すること、そのメディア・ストリームを提供したユーザをアカウント管理者に
報告すること、ならびに、そのメディア・ストリームを提供したユーザおよびすべての共
同制作者とそれに寄与した者（例えば、補足コンテンツのマッピングの作成を支援するこ
とによって、または補足コンテンツを実際に提供することによって）とに除去について通
知することのうちの１つまたは複数を含む、複数の関連するアクションをトリガすること
ができる。さらに、そのメディア・ストリームによって生成された財務情報（例えば、除
去の点までの貨幣化）の要約を、生成し、様々な利害関係者に配送することができ、アク
セス・プロバイダが現在保持する、そのメディア・ストリームを提供したユーザに支払う
べきすべての資金を、保留にすることができる。
【０３４９】
　一実施形態で、方法１６００に従ってメディア・ストリームに関連付けられる補足コン
テンツは、そのメディア・ストリームをエクスポートできるプラットフォーム（１つまた
は複数）にかかわりなく、そのメディア・ストリームに関連付けられたすべての貨幣化（
例えば、クリック・スルー）がコンテンツ作成者に帰属するように、メディア・ストリー
ムと共に埋め込まれる。例えば、図４６に、ソーシャル・ネットワーキング・ウェブ・サ
イト４６０２、ウェブ・ログ（「ブログ」）４６０４、およびポータブル・メディア・プ
レイヤ４６０８を含む様々なプラットフォームにまたがる最初の注釈付きメディア・スト
リーム４６００の使用を示す。図示されているように、最初のメディア・ストリーム４６
００がエクスポートされるプラットフォーム４６０２、４６０４、または４６０６にかか
わりなく、それに関連付けられたすべての補足コンテンツが、関連付けられたままになる
。
【０３５０】
　図１７は、補足コンテンツへの少なくとも１つのマッピングを伴うメディア・ストリー
ムへのアクセスを提供するサービスを提供する方法１７００の一実施形態を示す流れ図で
ある。方法１７００は、例えば、ユーザ／コンテンツ作成者によってアップロードされた
メディア・コンテンツをホスティングするウェブ・サイトによって実施することができる
。方法１７００は、ステップ１７０２で開始され、ステップ１７０４に進み、ここで、メ
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ディア・ストリームおよびそのメディア・ストリームを補足コンテンツに関連付ける１つ
または複数のマッピングが、サービス・プロバイダによって受け取られる。
【０３５１】
　いくつかの実施形態で、メディア・ストリームがアップロードされるときに、方法１７
００は、プログラム識別子（例えば、その特定のメディア・ストリームを識別する）とそ
のメディア・ストリームの各セグメントに関連付けられたセグメント識別子との両方を入
手することを可能にされる。次に、方法１７００は、シーン変化、「ムード」変化、ショ
ット変化など、セグメント識別子に関連付けられた様々な形のメタデータをユーザ／コン
テンツ作成者からさらに受け取ることができ、これらの入力を、ユーザまたはアクセス・
プロバイダによる後の使用のために格納することを可能にされるものとすることができる
。
【０３５２】
　任意選択のステップ１７０６（幻影で図示）では、必要な場合に、メディア・ストリー
ムをソース・フォーマットからホスティング・サービスの好ましいフォーマットにトラン
スコーディングする。例えば、ホスティング・サービスは、すべてのメディア・ストリー
ムをＦｌａｓｈフォーマット（米国カリフォルニア州サン・ノゼのＡｄｏｂｅ，Ｉｎｃ．
社によって供給されるビデオ・フォーマット）で格納することを好む場合があり、この場
合に、方法１７００は、ステップ１７０４で、アップロードされたＭＰＥＧビデオをＦｌ
ａｓｈフォーマットにトランスコーディングする。
【０３５３】
　ステップ１７０８で、方法１７００は、メディア・ストリームを視聴者に使用可能にし
、メディア・ストリーム、関連付けマッピング（１つまたは複数）、補足コンテンツ、お
よび視聴プログラムを、オンデマンドで視聴者に送信する。一実施形態で、これは、メデ
ィア・ストリームの再生、一時停止、シーク、および停止と、オーディオ・トラックのボ
リュームの調整と、マッピングに従う関連付けられた補足コンテンツの表示とのための単
純なユーザ・インターフェースを提供する単一のアプリケーション（例えば、Ｆｌａｓｈ
アプリケーション）内で実施されるメディア・ストリームおよび他の材料をウェブ・サイ
トにポストすることによって達成される。
【０３５４】
　ある種の実施形態で、アクセス・プロバイダは、他のサイトのオペレータが特定のメデ
ィア・ストリームにリンクすることおよびそのメディア・ストリームを他のサイトに含め
ることを許可することができる。一実施形態で、これは、メディア・ストリームが、マッ
ピングされた補足コンテンツを表示する機構と一緒にリンクされるのみになるように構成
され、第三者ウェブ・サイトでのメディア・ストリームの視聴が、マッピングされた補足
コンテンツの表示を含むことが保証される。一実施形態で、この実施形態の収入モデルは
、視聴者購入または他の収入を生成するクリック・スルー・アクティビティに関する第三
者ホストとオリジナル・アクセス・プロバイダとの間の収入の折衝された共有を含む。
【０３５５】
　補足コンテンツへの複数のマッピングが、特定のメディア・ストリームについて使用可
能である（例えば、メディア・ストリームが、他者がマッピングを作成するためにシンジ
ケートの下に置かれた）場合に、多数のマッピングが作成済みである可能性があるが、通
常は、１つのマッピングだけが、一時にメディア・ストリームと共に表示される。以前に
述べたように、いくつかの実施形態は、視聴者デバイス・タイプ、人口統計などに従って
特定のマッピングにタグ付けすることができる。そのような実施形態で、マッピングまた
は使用可能なマッピングのサブセットは、そのような判断基準に基づいて、視聴者のデバ
イスによって提供されるデータに従って（例えば、ＨＴＴＰ要求ヘッダの一部として、Ｉ
Ｐアドレスから地理的アドレスへのマッピング、および類似物）、または視聴者によって
セットされたマッピングのタイプのプリファレンスによって、選択される。これが単一の
マッピングをもたらさない場合には、方法１７００は、ダウン選択の基礎で提示すべきマ
ッピングを選択することができる。例えば、所与のメディア・ストリームが、シンジケー
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トの下に置かれ、５つの異なるマッピングが作成されると仮定する。これらの５つのマッ
ピングを、最初のＮ人の視聴者に等しく示すことができ、最も人気の低い（より少ないク
リックを集めるまたはより少ない収入を生成する）マッピングは、最も人気のあるマッピ
ングだけが示されるまで、各後続のＮ回の視聴でダウン選択される。視聴者選択を監視す
ることによって、方法１７００は、さらに、マッピング自体が人口統計ターゲティング情
報を含まなかった場合であっても、特定の人口統計に示すためのよりよいマッピングを判
定することができる。例えば、ユーザ反応が、所与のマッピングが１０代に人気があるこ
とを暗示する場合があり、この場合に、方法１７００は、そのマッピングを１０代に提供
するが、異なるマッピングを３０代に示すことができる。
【０３５６】
　ステップ１７１０で、信号を、特定のメディア・ストリームおよびマッピングを見てい
る、関連付けられた補足コンテンツのアイテム（例えば、広告）を選択する（例えば、ク
リックする）視聴者から受け取る。
【０３５７】
　ステップ１７１２で、方法１７００は、その視聴者に補足コンテンツ（例えば、関連付
けられた補足コンテンツ内に描かれた物品の購入の達成を提供するように構成されたウェ
ブ・ページ）を提供する。
【０３５８】
　上で説明したように、ある種の実施形態で、補足コンテンツの提供が、視聴者が購入を
行うかアクセス・プロバイダへの収入を引き出す他のアクティビティ（例えば、クリック
・スルー・アクティビティ）を実行することをもたらすときに、アクセス・プロバイダは
、それが受け取る収入の一部を、そのマッピングが収入を起こしたメディア・ストリーム
をポストしたユーザ／コンテンツ作成者に手数料として渡す。ポストしたユーザに支払わ
れる手数料は、完了された特定の販売から計算されるパーセンテージとすることができる
。
【０３５９】
　ある種の実施形態で、アクセス・プロバイダは、特定のメディア・ストリームから生じ
るクリック・スルーの回数を単純に追跡し、その回数を、所与の時間期間中にそのアクセ
ス・プロバイダによってホスティングされるすべてのメディア・ストリームにまたがって
生成されたクリック・スルーの総数によって割り、その特定のメディア・ストリームに帰
すべきクリック・スルーのパーセンテージを得る。次に、その期間の間にそのアクセス・
プロバイダによる分配に使用可能である手数料のプール全体を、この計算されたパーセン
テージ・シェアに従って、ポストするユーザ／コンテンツ作成者に割り当てることができ
る。アクセス・プロバイダは、特定のアクティビティを奨励するために、階級付きのまた
は階層的な形の手数料を提供することを選択することができる。例えば、アクセス・プロ
バイダは、少なくとも所定のしきい値回数のクリックを引き付けた３つ以上のメディア・
ストリームを所定の期間中に提供したポストするユーザ／コンテンツ作成者に、より高い
手数料を支払うことができる。また、ポストするユーザ／コンテンツ作成者に現金の手数
料を支払うことの代替案として、アクセス・プロバイダは、そのアクセス・プロバイダま
たは第三者によって提供される様々な商品またはサービスと引き換えることができる、あ
る形の「クレジット」または「クーポン」を提供することができる。
【０３６０】
　ある種の実施形態で、アクセス・プロバイダが、単純に視聴者に提示される広告関連補
足コンテンツの量を増やすことによって貨幣化を増やすことができるという素朴な信念に
対抗するために、ユーザが補足コンテンツの非商業的アイテムを含めることの誘因を提供
することを望む場合がある。これは、補足コンテンツの商業的アイテムに対するより高い
比率の非商業的アイテムが、視聴者満足を高め、かつ／またはより多くの全体的貨幣化に
つながるからである可能性がある。例えば、アクセス・プロバイダは、ユーザが、特別な
「ブランド付き」ページ、「ペイパービュー」ビデオを目玉にするページ、および類似物
など、アクセス・プロバイダ・サイトの他の部分に視聴者を潜在的に向ける補足コンテン
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ツのアイテムを展開することを望む場合がある。そのような展開を奨励するために、アク
セス・プロバイダは、補足コンテンツのそのようなナビゲーション指向のアイテムが視聴
者によって見られるか、クリックされるかのいずれかになるたびに、ユーザに料金を支払
うことを選択することができる。同様に、アクセス・プロバイダは、「コストパーアクシ
ョン」すなわちＣＰＡモデルと称することができるものにおいて、そのようなリンクに応
答する視聴者の後続挙動に支払をリンクすることができる（例えば、ペイパービュー・ビ
デオを見ることを選択する各視聴者に関してのみユーザに手数料を支払う）。
【０３６１】
　アクセス・プロバイダは、コンテンツ作成者がイントラメディア・ストリーム・コンテ
ンツ・タグ付け（すなわち、視聴者検索を改善するための所与のメディア・ストリーム内
のコンテンツの様々なカテゴリの識別）を提供するための誘因を提供することを望む場合
もある。この挙動を誘導するために、アクセス・プロバイダは、イントラメディア・スト
リーム・タグ付けまたは他の形のタグ付けが、視聴者が実際にメディア・ストリームを突
き止めることおよび／または見ることをもたらすたびに、料金または手数料を提供するこ
とができる。例えば、コンテンツ作成者が、「エッフェル塔」のイントラメディア・スト
リーム・コンテンツ・タグを含め、検索を行う視聴者が、このコンテンツ・タグに関係す
るサムネイルを提示され、かつ／またはこの視聴者が、関連付けられたメディア・ストリ
ームをクリックし、見る場合に、そのコンテンツ作成者は、そのコンテンツ作成者のタグ
付けが可能にした様々な態様のうちのいずれか１つまたはすべてについて小額の手数料ま
たは他の代償を受け取ることができる。
【０３６２】
　アクセス・プロバイダが収入をわかち合うことを選択できるすべての事例において、支
払を計算し、報告し、支払い、類似物を行うときに関するある種のしきい値レベルをセッ
トすることが有用である場合がある。例えば、大量の非常に少ない金額を扱うことの管理
コストおよび重荷を考えれば、アクセス・プロバイダは、補足コンテンツの所与のアイテ
ムがＸ人を超える視聴者によって見られる、あるいは所与のユーザが少なくとも１０ドル
を受け取る資格を与えられるなど、あるしきい値に達するまで、すべてのそのような情報
を表示するが、支払いを行うのを控えると決断することができる。アクセス・プロバイダ
は、他者が詐欺のクリック・スルーを提供することによって支払いシステムを操作する能
力を制限するために、そのようなしきい値を課すこともできる。例えば、アクセス・プロ
バイダは、補足コンテンツのアイテムとの最初のＹ人の視聴者の対話について、比較的安
いＸ％の手数料を支払い、多数の人がそのような改竄の企てに参加しなければ非常に困難
であるはずの対話のしきい値を表す次のＺ人の視聴者の対話について２０Ｘ％を支払うと
決断することができる。そのようなティアード・コミッション・システムは、ユーザが補
足コンテンツの非常に説得力のあるアイテムを作成するための追加の誘因を提供するはず
である。しかし、上で述べたように、アクセス・プロバイダは、より人気のあるメディア
・ストリームにより低い手数料を提供することが、より人気の低いメディア・ストリーム
用の補足コンテンツのアイテムを提供することに対するより大きいシンジケート強調を奨
励することに関して有益である可能性があると判定する場合がある。
【０３６３】
　一実施形態で、アクセス・プロバイダは、補足コンテンツのアイテムを作成する際に別
のユーザによって利用された、および／または収入を生成した、補足コンテンツ・ライブ
ラリ内のライブラリ・エントリまたはそのコンポーネントをポストしたユーザに手数料を
提供することができる。これは、ライブラリへの投稿を奨励するはずである。あるしきい
値をこの文脈で実施することもでき、その結果、投稿は、非常に高いレベルの収入を生成
する場合に限って報酬を与えられるようになる。アクセス・プロバイダは、ユーザがライ
ブラリにアクセスするのを思いとどまらせることは望まない可能性があるが、それと同時
に、アクセス・プロバイダは、非常に説得力のある投稿を行うようにユーザを誘導するこ
とを望む可能性がある。
【０３６４】
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　特定のコンテキストで「コスト・パー・インプレッション」（ＣＰＭ）モデルを選択す
ることを望む広告主（すなわち、見られたが必ずしもクリックされない広告についてアク
セス・プロバイダに支払う広告主）に、メディア・ストリームのより早期のセグメントに
マッピングされた補足コンテンツのアイテムが、そのメディア・ストリームのより後のセ
グメントにマッピングされた補足コンテンツのアイテムより高い価格を付けられる、ティ
アード・プライシング・モデルを提供することができる。このモデルは、視聴者が、メデ
ィア・ストリームのより早期の秒または分に関連する補足コンテンツのアイテムの反応す
る可能性がより高い可能性があるという事実および／または多くの視聴者がメディア・ス
トリーム全体を見るのではない（したがって、補足コンテンツのより後にマッピングされ
たアイテムを実際には絶対に見ない可能性がある）という事実を考慮したものである。
【０３６５】
　上で述べたように、収入共有モデルのすべてが、補足コンテンツの関連アイテムを提供
する人の「チーム」にまたがって収入をわかち合うことを可能にされるものとすることが
できる。この形で、このプロセスの一態様（例えば、目玉にすべき製品の選択）に特化し
たユーザは、彼らの投稿を、別の態様（例えば、力のあるグラフィックスの作成）に特化
したユーザに結合することができ、その結果、全体的な最終製品は、視聴者にとってより
説得力のあるものになり、したがって、より多くの収入を生成するようになる。例えば、
単一のメディア・ストリームにマッピングされた補足コンテンツの単一のアイテムに関し
て、Ｘというある集計手数料パーセンテージが、アクセス・プロバイダによって収入の機
会への貢献者のすべてに支払われる場合がある。したがって、手数料Ｘの一部を、とりわ
け、メディア・ストリームのアップロード、イントラメディア・ストリーム・コンテンツ
・タグ付け、補足コンテンツのアイテム内に現れたある種のコンテンツ（例えば、補足コ
ンテンツの混成アイテム内の特定のグラフィカル・イメージ）の投稿、補足コンテンツの
特定のアイテムの提供、およびメディア・ストリームを見るように視聴者を向けるリンク
のホスティングという収入生成プロセスの諸態様に寄与した個人またはグループに渡すこ
とができる。そのような文脈で、メディア・ストリームを提供した個人またはグループは
、潜在的に、そのようなメディア・ストリームに関連するほとんどまたはすべてのアクテ
ィビティに関して手数料を受け取るが、補足コンテンツの特定のアイテムを提供した個人
またはグループは、補足コンテンツのそのアイテムから引き出された収入に関してのみ手
数料を受け取る。これらの事例のすべてにおいて、収入は、アクセス・プロバイダ・サー
ビスによって「チーム」アカウントに支払われるものとすることができる。
【０３６６】
　上で説明した収入追跡および支払いシステムを容易にするために、アカウント・プロバ
イダは、所与のアイテム（例えば、注釈付きメディア・ストリーム、補足コンテンツのア
イテム、ライブラリ・エントリ）内に、そのようなアイテムの投稿者を識別する識別子を
埋め込むことができる。したがって、所与の注釈付きメディア・ストリームに、潜在的に
多数の投稿者の識別子を含めることができる。各投稿者識別子を、支払いを容易にするた
めに、投稿者の社会保険番号、支払いの所望の機構、および類似物など、識別される投稿
者に関する情報のファイルにリンクすることができる。
【０３６７】
　上で説明したように、アクセス・プロバイダは、個人の様々なチームまたはグループが
、注釈付きメディア・ストリームの様々な態様のいずれかの作成に参加することを可能に
することができる。チームの形成を奨励するために、アクセス・プロバイダは、各チーム
が、そのチームに生じる収入を様々なチーム・メンバの間でどのようにわかち合うかを穏
当に判定するための機構を提供することができる。例えば、アクセス・プロバイダは、す
べてのメンバがすべての収入を均等にわかち合うかどうか、または収入のある部分をチー
ムの主要メンバ（例えば、補足コンテンツの特定のアイテム、メディア・ストリーム、も
しくは類似物を投稿したメンバ、または年長、パフォーマンス、もしくは類似物のある種
のしきい値に達したメンバ）に割り当て、残りを全体としてチームの中で分割するために
提供するかどうかを判断することを可能にすることができる。
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【０３６８】
　一実施形態で、方法１７００は、ステップ１７１０で受け取られた補足コンテンツのア
イテムへの関心を示す信号およびステップ１７１２で提供されるすべての追加情報に応答
するユーザの挙動（例えば、商取引の完了）を含む、視聴者の反応を追跡する。追跡され
たデータを集約して、各メディア・ストリーム、各マッピング、および補足情報の各アイ
テムに関する統計を提供して、このシステムのユーザが人気のあるメディア・ストリーム
および成功したマッピングを判定することを可能にすることができる。この反応追跡情報
は、１つまたは複数の判断基準（例えば、シンジケートが、成功のヒストリの後に限って
「プロフェッショナル・レベル」統計へのアクセスを得る）に基づいて、１つまたは複数
の利害関係者（例えば、コンテンツ作成者またはその物品がメディア・ストリーム内で描
かれるすべての販売者）に提供することができる。マルチティア報告体制を実施し、追加
データが、支払いまたはあるパフォーマンス・レベル（例えば、クリックまたは取引の量
）の達成のいずれかを必要とするようにすることができる。逆に、ビデオ・プレイヤ自体
での補足コンテンツの所与のマッピングまたは関連する個人に対する視聴者反応の表示を
可能にすることが有用である可能性がある（おそらくは、アップローダのオプションでま
たはプレイヤの「プロフェッショナル」モードとして）。これは、視聴者に、彼らの「対
等者」が関心を持つものに関する情報を与え、これによって、成功のマッピングをどのよ
うにして生成するかに関するフィードバックを提供するはずである。
【０３６９】
　その後、方法１７００は、ステップ１７１４で終了する。
【０３７０】
　本発明の利益の１つは、上で説明したように、以前には無関係の個人を、共通の経験へ
の寄与（すなわち、所与のメディア・ストリームの創造的価値の改善）の期待および／ま
たは金を稼ぐことの期待によって一緒にすることができることである。アクセス・プロバ
イダは、より高品質の経験が、より多くの視聴者を引き付け、より関連する補足コンテン
ツが、特定のメディア・ストリーム（および／またはそれにマッピングされた補足コンテ
ンツ）への視聴者反応を高めるという事実に起因して、より説得力のある視聴者経験を作
成することによって、財政的に利益を得る。そのようなコンテンツの作成者を後援するた
めに、アクセス・プロバイダは、価値を付加するすべての個人に直接の金銭的誘因を提供
することを望む可能性がある。
【０３７１】
　さらに、補足コンテンツは、視聴者からの明示的な関与または指示を一切必要とせずに
、メディア・ストリームの視聴者に提供される。しかし、この補足コンテンツは、補足コ
ンテンツを見ることに関心を持たない視聴者によって簡単に無視され得、したがって、補
足コンテンツのマッピングは、視聴経験への不当な侵入をまったく生じない。しかし、視
聴者対話が、所与の視聴者に提供される補足コンテンツをその視聴者のプリファレンスに
合わせて調整することを可能にすることによって、視聴者経験の質を高めることができる
ことに留意されたい。例えば、視聴者は、その視聴者が最も関心を持つ補足コンテンツの
タイプ（例えば、ファッション、レシピ、音楽、映画の筋、ディレクターズ・カット・ビ
デオ、または類似物）を選択するか示すことができ、あるいは、そのような選択は、学習
され得る。
【０３７２】
　図１８は、マッピングされた補足コンテンツと共にメディア・ストリームを視聴者に表
示する方法１８００の一実施形態を示す流れ図である。方法１８００は、例えば、メディ
ア・ストリームをホスティングし、オンデマンドで表示するサービス（例えば、ウェブ・
サイト）によって実施することができる。
【０３７３】
　方法１８００は、ステップ１８０２で初期化され、ステップ１８０４に進み、ここで、
メディア・ストリームを視聴者に表示する（例えば、視聴者の要求時に）。いくつかの実
施形態で、方法１８００は、視聴者が特定のアイテムを含むメディア・ストリームを検索
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することを可能にする。例えば、視聴者は、キーワード検索を使用して、キーワード「Ｂ
ｒａｄｙ　Ｂｕｎｃｈ」の広告を目玉にしたすべてのメディア・ストリームを見つけるこ
とができる。一実施形態で、方法１８００は、アクセス・プロバイダを提供するリモート
・コンピュータに、視聴者のディスプレイ・デバイスのタイプおよび機能（例えば、スク
リーン解像度、計算能力、ネットワーク帯域幅、または類似物）に関する情報を供給する
。視聴者の人口統計または地理に関するさらなる情報を供給することができる（例えば、
視聴者の位置）。特定のタイプのマッピングに関する視聴者が選択したプリファレンスに
基づいて、さらなる情報を供給することができる（例えば、視聴者が、「ユーモア」補足
コンテンツを好むこと、または値引きクーポンを含む補足コンテンツを好むこと）。
【０３７４】
　ある種の実施形態で、メディア・ストリームが、フルスクリーン・モードまたは小さい
スクリーンで見られるときに、表示は、視聴者が、後に見るためにメディア・ストリーム
にマッピングされた補足コンテンツに関する情報をウェブ・サイトに送ること、または視
聴者がそこからメディア・ストリームを選択した画面に情報を単純に送り返すことを選択
する（例えば、ボタンを押すことによって）ことを可能にする。
【０３７５】
　ステップ１８０６で、メディア・ストリームにマッピングされた補足コンテンツを視聴
者に表示する。一実施形態で、補足情報は、オーバーレイまたは他の侵入的インターフェ
ース・デバイスとしてではなく、再生中のメディア・ストリームに隣接するフレームまた
はディスプレイ位置で視聴者に表示される（視聴者が表示されるメディア・ストリームと
補足コンテンツとの両方を同時に見られるように）。例示的ディスプレイ・デバイス１９
００が、それぞれ補足コンテンツを表示する様々なフォーマットを示す図１９Ａ～１９Ｄ
に描かれている。ディスプレイ・デバイス１９００は、メディア・ストリームを表示する
主表示区域またはペイン１９０２を含み、このメディア・ストリームは、図１９Ａ～１９
Ｄの例示的ケースでは、学校のダンス・パーティのビデオである。少なくとも１つの補足
ペイン１９０４１～１９０４ｎ（以下では集合的に「補足ペイン１９０４」と称する）が
、ビデオに関連付けられた補足コンテンツの同期化された表示のために設けられ、この補
足コンテンツは、図１９Ａ～１９Ｄの例示的ケースでは、現在は、おそらくはビデオの現
在時刻に学校のダンス・パーティで現在再生されている音楽の、音楽ＣＤの広告である。
メディア・ストリーム・コントロール１９０６が、メディア・ストリームの再生、一時停
止、およびシークという標準操作のために設けられ、表示されたメディア・ストリーム内
の現在の時間位置が、メディア・ストリームの全長と一緒にカウンタ１９０８内に示され
る。
【０３７６】
　図１９に示されているように、補足コンテンツの表示は、関連付け情報に従って、メデ
ィア・ストリームの表示と同期化される。例えば、補足コンテンツの第１アイテムが、時
刻ｔ＝１０から時刻ｔ＝４０までにまたがるセグメントを識別するセグメント識別子にマ
ッピングされ、補足コンテンツの第２アイテムが、時刻ｔ＝２０から時刻ｔ＝３０までに
またがるセグメントを識別するセグメント識別子にマッピングされると仮定する。時刻ｔ
＝１０には、補足コンテンツの第１アイテムが、視聴者に表示される。時刻ｔ＝２０には
、補足コンテンツの第１アイテムと第２アイテムとの両方が表示される。時刻ｔ＝３０に
は、補足コンテンツの第１アイテムだけが表示され、時刻ｔ＝４０には、補足コンテンツ
の第１アイテムも第２アイテムも表示されない。補足コンテンツの表示をアクティブ化す
るために、特定の視聴者介入は不要である（すなわち、補足コンテンツは、視聴者による
メディア・ストリームの一時停止、シーク、および停止を考慮に入れて、ポストするユー
ザ／コンテンツ作成者によって確立された同期化に従って自動的に表示される）。ある種
の実施形態で、補足コンテンツの複数のセットを同時に表示することができ（例えば、追
加の補足ペインを追加することによって）、すべての表示される補足コンテンツが、メデ
ィア・ストリームに同様に同期化される。
【０３７７】
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　メディア・ストリーム・プレイヤが、別のコンテンツ・ペイン（例えば、ウェブ・ペー
ジ、ブログ、または類似物）内で実施される場合に、含むペインに表示される他のコンテ
ンツを、メディア・ストリームまたは関連付けられた補足コンテンツに従って選択するこ
とができる。例えば、含むペインに表示されるバナー広告を、メディア・ストリームに関
連付けられたキーワードに基づいて、メディア・ストリームのターゲット人口統計に基づ
いて、メディア・ストリームにマッピングされた補足コンテンツに基づいて、ライブラリ
の階層内の補足コンテンツのアイテムの位置に基づいて、または特定の視聴者についてど
のマッピングを使用すべきかを判定するためにシステムによって収集された視聴者情（例
えば、人口統計、地理情報、デバイス情報、または補足コンテンツとの以前の対話）に基
づいて選択することができる。例えば、図４５に、メディア・ストリーム４５０４に関連
付けられた補足コンテンツ４５０２内のキーワードが、関連するバナー広告４５０６を生
成するのに使用される、例示的ディスプレイ４５００を示す。
【０３７８】
　一実施形態で、あるメディア・ストリームが視聴のためにアクセスされるたびに、方法
１８００は、様々な関連データ（例えば、そのメディア・ストリームのマッピング（１つ
または複数）がプレースホルダを含むかどうか、補足コンテンツの様々な代替アイテム内
に埋め込むことができるデターミナ、視聴者がそこからそのメディア・ストリームにアク
セスしているウェブ・サイトによって提供される人口統計情報など）を収集し、そのメデ
ィア・ストリームを表示する前またはそのメディア・ストリームの表示と共にほぼリアル
・タイムでのいずれかで、表示すべき補足コンテンツの特定のアイテムを判定することが
できる。このデータが収集されたならば、方法１８００は、そのメディア・ストリームを
ストリーミングし、次に、補足コンテンツのマッピングされたアイテムを単一のストリー
ムまたはアプリケーションに同時にストリーミングすることができる。代替案では、方法
１８００は、補足コンテンツの異なる可能な組合せのすべて（例えば、プレースホルダに
リンクされた補足コンテンツのすべての可能な組合せ）を自動的に判定し、組合せごとに
別々のデータ・ストリームを作成することができる。そのように作成された各別々のデー
タ・ストリームを、メディア・ストリームと組み合わせるか、メディア・ストリームとは
別々に維持することができる。この実施形態では、視聴者がメディア・ストリームにアク
セスするときに、方法１８００は、視聴者に提示される補足コンテンツ・マッピングの版
（または、組み合わされたマッピングおよびメディア・ストリームの版）を判定する。
【０３７９】
　一実施形態で、マッピングは、メディア・ストリームからのデータとの直接接続または
そのデータへのアクセスをまったく伴わずに、視聴者に提示されるメディア・ストリーム
から完全に独立である。例えば、メディア・ストリームを、第１アクセス・プロバイダに
よって提供することができ、マッピングを提供する第２アクセス・プロバイダは、そのマ
ッピングを、マッピングを要求するすべての第三者から使用可能にすることができる（例
えば、第２アクセス・プロバイダがマッピングを選択するのに利用するメディア・ストリ
ームの「識別子」を提供することによって）。メディア・ストリームとの同時性を保証す
るために、メディア・ストリームおよびマッピングが２つの別々のプレイヤ・デバイスを
介して視聴者に提示されるかもしれない（例えば、「早送り」および「一時停止」などの
コマンドが視聴者によってメディア・ストリーム・プレイヤに与えられるときに、同一の
コマンドが補足コンテンツを再生するプレイヤに鏡映されるように、メディア・ストリー
ムを再生しているプレイヤにリンクされた、補足コンテンツを再生しているプレイヤを用
いて）この機能性は、補足コンテンツがメディア・ストリームと同期していることを可能
にするが、メディア・ストリームをホスティングするサービスとは別のサービスによって
補足コンテンツをホスティングすることを可能にする。これは、メディア・ストリーミン
グをホスティングするための帯域幅コストまたは他の要件が、マッピングをホスティング
するための要件と異なる可能性があり、したがって、この２つの機能を分離することに利
益がある可能性があるので、有利である可能性がある。
【０３８０】
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　ある種の実施形態で、アクセス・プロバイダは、他のウェブ・サイトのオペレータが、
特定のメディア・ストリームにリンクし、そのメディア・ストリームを彼らの他のウェブ
・サイトに含めることを許可することができる。一実施形態で、これは、メディア・スト
リームが、補足コンテンツの関連付けられたアイテムを表示する機構と一緒にリンクされ
るのみになり、第三者ウェブ・サイトでのメディア・ストリームの視聴が、補足コンテン
ツのアイテムの表示を含むことが保証されるように構成される。そのようなコンテキスト
で、補足コンテンツとのすべての視聴者対話（例えば、視聴者が補足コンテンツの所与の
アイテムをクリックすること）を、アクセス・プロバイダに戻して転送することができる
。代替案では、視聴者対話は、潜在的に対話のレコードがアクセス・プロバイダと共有さ
れるようにするために、第三者ウェブ・サイト上で可能にされる。この実施形態に関連す
る収入モデルは、視聴者購入または他の収入を生成するクリック・スルー・アクティビテ
ィに関する第三者ホストと主アクセス・プロバイダとの間の収入の折衝された共有を含む
ものとすることができる。
【０３８１】
　補足コンテンツのアイテムが、メディア・ストリームにマッピングされたならば、方法
１８００は、そのメディア・ストリーム内で提示される特定のライブラリ・エントリおよ
び／またはそのコンポーネント（ならびに、そのライブラリ・エントリが現れるメディア
・ストリームの時間セグメント）のログ・リスティングを作成することができる。そのメ
ディア・ストリームが視聴者によってアクティブ化されるときに、方法１８００は、これ
によって、その視聴者によって「クリック」された補足コンテンツのアイテムだけではな
く、その視聴者に提示された補足コンテンツのアイテムのすべてを記録することができる
。これは、視聴者が情報の提示に関して特定のアクションを行う（追加情報にアクセスす
るために補足コンテンツのアイテムをクリックするなど）状況を容易にすることに加えて
、情報の提示に関して広告主または他の当事者に請求する際にアクセス・プロバイダを助
ける。
【０３８２】
　戻って図１８を参照すると、ステップ１８０８で、方法１８００は、関連付けられた補
足コンテンツの特定のアイテムへの関心を示す信号を視聴者から受け取る。この信号は、
要求の達成のためにアクセス・プロバイダ（または他の第三者）に渡され、ステップ１８
１０で、シグナリングされた要求に関するさらなる情報が、ユーザに表示される（前に方
法１７００のステップ１７１０および１７１２に関してアクセス・プロバイダの観点から
説明したように）。
【０３８３】
　その後、方法１８００は、ステップ１８１４で終了する。
【０３８４】
　したがって、本明細書で説明される方法は、単純なメディア・ストリーム・アクセス・
プロバイダを、追加のユーザ創造性を可能にし、視聴者側に誘導されるアクティビティに
ついて、ポストするユーザ／コンテンツ作成者に報酬を与えるメディア・ストリーム・ア
クセス・プロバイダに変換するために実施することができる。アクセス・プロバイダおよ
び広告主または補足コンテンツの他のプロバイダは、そのようなシステムから収入を引き
出すこともできる。
【０３８５】
　しばしば、特定のメディア・ストリームが、「寿命」を有するが、「生き返る」ことも
できる場合がある。例えば、かわいい小犬のビデオは、非常に説得力があると同時に非常
に忘れられやすい（かつ／または繰返し視聴をサポートする）。したがって、アクセス・
プロバイダのオペレータは、自動的にまたはポストするユーザの要求時に、セットされた
時間期間の間だけメディア・ストリームを「棚に置き」、事前に決定される（すなわち、
メディア・ストリームは自動的に公開される）かポストするユーザによるアクションのと
きのいずれかの後日に、サイトに再ポストすることができる。アクセス・プロバイダは、
特定のメディア・ストリームの「視聴パターン」を監視し、ポストするユーザに、彼らが
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ある期間の間メディア・ストリームを除去することを望むことを暗示する自動電子メール
を送出することもできる。アクセス・プロバイダは、そのようなメディア・ストリームを
、ある形の検索を利用して視聴者からそれでも使用可能にする（例えば、小犬のクリップ
が、特定のキーワード検索に応答して現れる）が、ある種の他の検索方法論に応答しては
現れない（例えば、「最もよく見られている」リストには現れない）ものになることを可
能にすることができる。これは、アクセス・プロバイダが、同一のメディア・ストリーム
をリストの最上部に現れさせることによって「古く」見えるのを避けるのに役立つ。これ
を行う１つの形は、「最もよく見られた」を「最も最近に見られた」の概念と組み合わせ
たアルゴリズムを使用することである。この手法は、例えば、「より新しい」がより少な
く見られているＮＢＡファイナルのビデオを優先して、６月にワールド・シリーズ関連ビ
デオを最もよく見られたカテゴリから除去することをもたらす（短い期間中に幅広く見ら
れた場合であっても）。
【０３８６】
　いくつかの実施形態で、アクセス・プロバイダは、広告主または補足コンテンツの他の
プロバイダが、特定の関連付けに満足しない場合に、彼らの補足コンテンツのアイテムを
「プルする」（すなわち、そのプレゼンテーションを除去するか阻止する）ことを可能に
することができる。例えば、自動車製造業者は、彼らのＳＵＶ広告が地球温暖化に関する
ビデオに関連付けられることを許可したがらない可能性がある。これを可能にするために
、補足コンテンツの特定のアイテムが関連付けられたすべてのメディア・ストリームを判
定する検索機能を提供することができ、関連付けを除去する能力は、正当な権利を有する
プロバイダだけがこの能力を有するようにするために、セキュリティ対応プロセス（例え
ば、パスワード・システム）に従属する。例えば、図４１に、補足コンテンツの所与のア
イテムに関連付けられたメディア・ストリームの検索を可能にするために広告主に提示で
きる例示的ディスプレイ４１００を示す。図４２に、図４１のディスプレイ４１００によ
って使用可能にされるものなどの検索の結果が提示される例示的ディスプレイ４２００を
示す。図４３に、広告主が、所与のメディア・ストリームとの補足コンテンツのアイテム
の関連付けを阻止することを可能にされる、例示的ディスプレイ４３００を示す。
【０３８７】
　補足コンテンツのライブラリを使用する実施形態では、ライブラリの一部を、特定のタ
イプのメディア・ストリームとの関連付けについてのみ適当としてマークすることができ
る。このマーキングは、性質において助言とすることができ、あるいは、マークされたコ
ンテンツとの関連付けが許可されなくなるようにシステムによって強制することができる
。コンテンツを、特定の視聴者人口統計を用いてマークすることもできる（例えば、特定
の年齢範囲向けのまたは特定の年齢範囲に不適切なコンテンツが、そのような人口統計に
提供されるマッピングのみに使用可能または使用不能になるように）。さらに、メディア
・ストリームおよびそれに関連付けられた補足コンテンツの提示中に、視聴者による最初
のフラグ立てのときまたはある絶対個数もしくはパーセンテージ数の視聴者が関連付けに
フラグを立てるときのいずれかに、人間の再検討のために視聴者が潜在的に不適当なまた
は望ましくない関連付けにフラグを立てる方法を提供することができる。
【０３８８】
　ある種の実施形態で、補足コンテンツへの複数のマッピングが使用可能である場合に、
回転法を使用して、視聴者に提示されるマッピングを選択することができる。例えば、メ
ディア・ストリーム３６０２のセグメントに関連付けられたセグメント識別子への潜在的
マッピングに関する類似する補足コンテンツの３つのアイテム３６００１～３６００３（
以下では集合的に「アイテム３６００」と称する）を示す図３６を参照すると、３つの異
なるマッピングＭ１、Ｍ２、およびＭ３が、特定のメディア・ストリームについて使用可
能である場合に、メディア・ストリームの第１の視聴者がマッピングＭ１を受け取り、メ
ディア・ストリームの第２の視聴者がマッピングＭ２を受け取り、メディア・ストリーム
の第３の視聴者がマッピングＭ３を受け取り、それぞれが、これによって、受け取られる
マッピングＭ１、Ｍ２、またはＭ３に従って、異なる同期化時刻に補足コンテンツの潜在
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的に異なるアイテムを受け取るように、マッピングを回転することができる。このメディ
ア・ストリームの第４の視聴者は、マッピングＭ１を受け取り、以下同様である。提供さ
れるマッピングを狭め、各マッピングのＮ回の視聴の後に、最高の視聴者関心（例えば、
補足コンテンツのアイテムのクリックの回数、結果として完了した商取引の回数または価
値などによって測定される）を生じるマッピングが、このメディア・ストリームに関連す
る後続の提供に関する唯一のマッピングとして選択されるようにすることができる。例え
ば、図３６に示された回転される補足コンテンツの各めいめいのアイテムのクリック・ス
ルー・カウンタ３７００１～３７００３（以下では集合的に「クリック・スルー・カウン
タ３７００」と称する）を示す図３７を参照すると、アイテム３６００２が、３つのアイ
テム３６００の中で、３８３回のクリック・スルーのうちで最多のクリック・スルーを生
成した。したがって、アイテム３６００２が、メディア・ストリーム３６０２の関連セグ
メントと共に表示するために選択される。
【０３８９】
　回転される補足コンテンツの異なるめいめいのアイテム３８０２１～３８０２３（以下
では集合的に「アイテム・カウンタ３８０２」と称する）のクリック・スルー・カウンタ
３８００１～３８００３（以下では集合的に「クリック・スルー・カウンタ３８００」と
称する）を示す図３８に示されているように、共同制作者がメディア・ストリーム３６０
２への潜在的なマッピングのために補足コンテンツの様々なアイテムを提案する、類似す
るプロセスを実施することができる。この例示的な図では、第１の共同制作者は、スキー
・ゴーグルに関連するアイテム３８０２１を提案しており、第２の共同制作者は、スキー
帽に関連するアイテム３８０２２を提案しており、第３の共同制作者は、スキー・パンツ
に関連するアイテム３８０２３を提案している。ある回数の回転の後に最高のクリック・
スルー・レートを受け取る補足コンテンツのアイテム３８０２（このケースでは、第３の
アイテム３８０２３）が、最終的なマッピングのために選択される。
【０３９０】
　代替案では、最低の視聴者関心を有するマッピングを、回転から除去することができ、
残ったマッピングは、回転および除去の後続ラウンドの後に１つのマッピングだけが残る
まで、回転される。回転および除去／選択は、メディア・ストリームの全視聴者について
、または特定の人口統計だけについて実行することができる（例えば、男性視聴者用の１
つのマッピングと、女性視聴者用の複数の使用可能なマッピングの中から選択するための
回転手法）。
【０３９１】
　複数のマッピングが、それぞれが補足コンテンツの異なるセットにマッピングされる特
定のメディア・ストリームについて提供される場合に、ユーザが、メディア・ストリーム
の特定のセグメントに関する特定の関連付けの成功を比較することを望む場合がある。関
連付けが、各マッピングにおいて同一の時刻に正確には同期されない場合に、比較動作は
、正確な同期の欠如を調和させるために、補足コンテンツの特定のアイテムの提示の前後
の、ある時間ウィンドウ内のユーザ関心を追跡することができる。
【０３９２】
　伝統的なメディア・ストリーム・アクセス・プロバイダは、視聴者に、潜在的に興味深
く面白いコンテンツへの鍵を提供するために、「最もよく見られた」、「最高レーティン
グの」、「最も多くコメントされた」、および類似物に関するメディア・ストリームのラ
ンキングを提供する。特定のメディア・ストリームに関連付けられた補足コンテンツへの
視聴者関心に関するデータが入手可能である本発明の実施形態では、そのデータを使用し
て、メディア・ストリームのランキング・システムを提供することができる。「最も多く
クリックされた」、「最も商業的に成功した」、および類似物などのランキングを提供す
ることができ、新しいメディア・ストリーム・プロバイダ／コンテンツ作成者に、関連付
けの成功したセットを構成するものに関するフィードバックおよびヒントが提供される。
いくつかの実施形態で、そのようなランキングは、より微細な粒度を有する形（例えば、
特定の人口統計に関する最も成功した商業的関連付け）で提供される。
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【０３９３】
　本明細書で説明するように、メディア・ストリームの所与の視聴者に表示すべき（おそ
らくは所与のコンテキストで）補足コンテンツの特定のアイテムの選択に関して、この選
択を行うために、任意の個数の要因を参照することができる。例えば、この選択は、潜在
的に「典型的」視聴者のプロファイルまたは視聴者のグループのプロファイルに集約され
た、視聴者のグループ（例えば、所与の地理的区域内の全視聴者）に関する情報に基づく
ものとすることができる。この手法は、各個々の視聴者に示すべき最適の補足コンテンツ
を判定するという計算的に重荷になる手法を必要とせずに、関連する補足コンテンツの提
示を可能にするはずである。他の例には、視聴コンテキスト（例えば、時刻、位置）また
は他の媒体もしくはコンテキストでの視聴者の挙動（例えば、インターネット検索、視聴
者のクレジット・カードレポートで表されるアクティビティを参照することを介して判定
される小売店購入）に関する情報を参照することによって補足コンテンツの選択を決定す
ることが含まれる。他の例には、メディア・ストリームの所与のセグメントの是遺体的な
ムードまたはトーン（例えば、センチメンタル、愛国的、ロマンチック、憂鬱な、希望が
持てる、偏執的な）、セグメント内の特定の俳優または女優（すなわち、視聴者Ｘは、特
に俳優Ｂと共にシーンに現れるときに、女優Ａを見ることを好む）、音楽のタイプ（例え
ば、カントリー、クラシック、ロック、ヒップホップ）、アクションのタイプ（例えば、
暴力、スポーツ、ダンス、キス、食べる）、プロダクト・プレースメントの優勢（例えば
、視聴者Ｘは、「微妙な」プロダクト・プレースメントを一度もクリックしなかった）、
視聴者関心がシグナリングされたセグメントの前のセグメントの特性（例えば、視聴者Ｘ
は、後悔のムードが続く暴力のセグメントによく反応する）、時刻（例えば、視聴者Ｘは
、通常、この時刻にテレビを見ず、したがって、視聴者Ｘは、病気である可能性がある）
、および第三者によって提供されるデータを参照した後に選択される補足コンテンツ（例
えば、特定の視聴者郵便番号に関する気象データ）が含まれる。上にリストした様々な要
因を、視聴者によるインターネットの使用から入手された従来のクリックストリーム・デ
ータ、人口統計データ（すなわち、郵便番号、ＧＰＳ座標）、同一世帯の他の視聴者に関
するデータ、および類似物と対にすることができる。
【０３９４】
　補足コンテンツの選択を助ける自動化されたシステムに関して、そのシステムが、経時
的により正確になるにつれて、そのシステムの統計モデルなどが、所与の視聴者にとって
最も重要である可能性がある補足コンテンツのアイテムを絶対に完全には予測しなくなり
続けるかもしれない。一実施形態で、ある視聴者にとって重要であると「予測される」補
足コンテンツのアイテムのセットされた個数またはパーセンテージ（すなわち、おそらく
は１％）について、このシステムは、ランダムに決定されるかほぼ確実にその視聴者にと
って重要ではないと判定されるかのいずれかである補足コンテンツのアイテムを選択する
。多数の視聴者経験を与えられれば、これらの「偶然の」オファリングのうちの少数が、
視聴者によって選択される（すなわち、セレンディピティ）。一実施形態で、このシステ
ムは、このセレンディピティに注目し、次に、補足コンテンツのその同一のアイテムを、
類似する関心を有するすべての他の視聴者に供給し、この形で、以前には識別されなかっ
た「ニッチ」関心をアンロックすることができる。
【０３９５】
　一実施形態で、メディア・ストリームが表示されているときに必ず、視聴者ディスプレ
イ・デバイス（またはそれに接続された仲介デバイス）は、セグメントおよび／またはコ
ンテンツ作成者もしくはアクセス・プロバイダによって提供される他の情報を参照するこ
とによって、メディア・ストリーム内で（あるいは、一緒に結合されているメディア・ス
トリームのセットにまたがって）周期的に先読みする。次に、視聴者がそのメディア・ス
トリームを通って早送りするときに必ず、それに関連付けられたすべての標準補足コンテ
ンツが、その補足コンテンツの、高速ではるかによりよく読み取られる（例えば、長い時
間期間に画面上にあるより大きいロゴを使用する）異なる版に置換される。これは、広告
主にとって問題になり得る、視聴者が標準コマーシャル・フィードを通って早送りすると
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いう問題と戦う。一実施形態で、補足コンテンツを過ぎて早送りすることの視聴者のヒス
トリが、再検討される。視聴者が、頻繁に補足コンテンツを通って早送りする傾向がある
場合に、その視聴者に送られる補足コンテンツのすべてを、望まれる通りに置換すること
ができる。
【０３９６】
　一実施形態で、広告用の配信される信号（例えば、テレビジョン・コマーシャル）は、
実際には第１ストリームおよび第２ストリームで送信される。広告が、普通に再生される
ことを可能にされる場合には、標準的な第１ストリームが再生される。広告が早送りされ
る場合には、置換の第２ストリームが再生される。言い換えると、早送り命令は、単純に
、第１ストリームと第２ストリームと間での両方向のカット・バックをトリガする。
【０３９７】
　一実施形態で、視聴者は、早送りが自動的に開始されるが、自動的に停止はされなくな
るようにするためにデフォルト・セッティングをセットすることを可能にされる。したが
って、視聴者は、早送りを停止するために注意を払わなければならない。プリセット・デ
フォルトは、置換コンテンツをキャッシングし、使用可能にすることをより簡単にするは
ずである。
【０３９８】
　一実施形態で、早送りが発生する実際の時間期間は、視聴者が、早送りするときによく
見る（平均的な人が早送りされた広告の約２１％の想起レートを有する理由である）こと
を奨励するためにランダムに割り当てられる（パラメータのある範囲内で）。これは、重
複するセグメントを追加することによって達成することができる。
【０３９９】
　本発明のインフラストラクチャおよび手法は、事実上全世界を「ハイパーリンクし」、
その中の物品を検索可能なオントロジ内に配置するのに使用することができる。一実施形
態で、各重要な点（例えば、店または国立公園、動物園、もしくは博物館の特定のスポッ
ト内の特定の製品ディスプレイ）が、一意識別子を割り当てられるために「登録する」。
次に、誰もが彼ら自身のウェブ・サイト、物品フィードを作成することを可能にするウェ
ブ・サイトが作成される。次に、識別子が、継続的に送信され（例えば、超音波、Ｗｉ－
Ｆｉ、または類似物を介して）、視聴者のポータブル・デバイスによって受信される。し
たがって、視聴者は、即座に情報を見ることができ、あるいは、後の再検討のために位置
をブックマークすることができる（例えば、その視聴者のオンライン・アカウントに）。
【０４００】
　一実施形態で、視聴者のデバイスは、所望の情報を取り出すのに必要な信号を送信する
ことができる。例えば、映画館は、聴衆が、上映されている映画に関連付けられた補足コ
ンテンツをブックマークすることができるが、即座に見ることはできなくなるようにする
ために、信号を送信する（例えば、放送する）ことができる。
【０４０１】
　多数の物品がＲＦＩＤ情報を用いてタグ付けされる世界を検討されたい。例えば、ある
店の中のすべての物品を、データベース内でカタログ化することができる。次に、ＲＦＩ
Ｄタグの「リーダー」の位置がわかっている（例えば、リーダーが、一体化されたＧＰＳ
機能を含むセル電話機である）と仮定する。したがって、このデータベースは、特定の物
品のタグが最後に読み取られたときのその物品の位置をログ記録することができる。言い
換えると、リーダーの位置がわかり、この知識を使用して、物品の位置を判定することが
できる。逆に、物品の位置がわかっている場合があり、この知識を使用して、その物品を
読み取っている視聴者の位置を確立することができる。一実施形態で、視聴者の位置（な
らびに、位置の変化およびシーケンス）は、データベースがその位置データを含む特定の
物品との視聴者の対話を追跡することによって追跡される。この位置データを、消費者挙
動または類似物に関するその視聴者のプロファイルの一部として格納し、使用することが
できる。
【０４０２】



(103) JP 5649303 B2 2015.1.7

10

20

30

40

50

　一実施形態で、リーダーが物品に問い合わせるときに、データベースは、そのデータベ
ース内の全物品の位置のマップを更新する。次に、リーダーは、これらの位置に基づいて
様々な照会を行うことができ、かつ／または、様々な形の情報を、そのリーダーに送信す
ることができる。例えば、視聴者が、スーパーマーケット内の物品に問い合わせる場合に
、データベースは、その物品の価格と、同一の物品を見つけるために行くべき視聴者の近
くの店とを視聴者に知らせることができる。代替案では、視聴者は、インターネット上で
物品を見つけ、その物品を突き止めることができる場所を判定するためにデータベースに
照会することができる。
【０４０３】
　視聴者デバイスは、そのＧＰＳ座標を直接に送信し、この情報を、上で説明した位置判
定方法を介してその区域内にあることがわかっている他の物品と比較することができる。
このデータを、視聴者の消費者プリファレンス（例えば、過去のクリック・スルー、購入
、検索アクティビティなどによって判定される）または特性（例えば、物理的測定値）な
ど、視聴者に関する既知の他のデータと組み合わせることができ、この情報を使用して、
視聴者を、物理的に視聴者の近くにある特定の物品に向けることができる。例えば、視聴
者デバイスは、「左側１０フィート（３．０４８ｍ）にあるＸＬの青いドレス・シャツが
気に入るかもしれません」という主張を有する画面を表示することができる。
【０４０４】
　一実施形態で、データベースにアクセスするのに使用される視聴者デバイスは、視聴者
に関する情報を含む信号を送信することもでき、この情報は、店内のパーソナライズされ
たディスプレイをトリガするのに使用することができる。一実施形態で、視聴者デバイス
は、視聴者のＩＤだけを含み、このＩＤは、データベース内に格納された視聴者のプロフ
ァイルとマッチする。例えば、このデータベースには、視聴者の収入レベルを含めること
ができ、販売者は、カスタマイズされた取引を主催することができる（例えば、「左にあ
るシャツを買う場合に、この画面を見せれば１０％値引きします」）。
【０４０５】
　任意の特定の店または混んだ通り（例えば、タイムズ・スクエア）の人の数を考え、多
数の人が同一コンテンツを同時に見ることができることを考えると、各視聴者にその視聴
者自身のコンテンツを与えることは、不可能である。逆に、ある視聴者が受け取るすべて
のコンテンツがあまりに完全にパーソナライズされるならば、その視聴者にとって心を乱
すものになる可能性がある。一実施形態で、ある視聴者の人口統計の要約および特定の区
域内の全視聴者の他の特性の要約が、作成され、この要約は、最も多数の視聴者に最良の
広告を選択するのに利用される。例えば、タイムズ・スクエアの広告掲示板は、朝の時間
中に、その区域内のほとんどの人が、通勤する専門家である（例えば、保険サービスの広
告をトリガする）こと、午後の間に、その区域内のほとんどの人が、旅行者である（例え
ば、安いブロードウェイ・チケットの広告をトリガする）こと、および夕暮れの間に、そ
の区域内のほとんどの人が、ニュー・ジャージーからの１０代である（例えば、彼らの好
みの音楽を目玉にする運動靴の広告をトリガする）ことを検出することができる。
【０４０６】
　視聴者デバイスのＲＦＩＤ検出器を物品のグループ（例えば、店のディスプレイ内の物
品のコレクション）に向けることが、ＲＦＩＤタグの限定性の欠如のゆえに、データベー
ス内で複数の物品をトリガさせ、視聴者は、関心を持っている物品を選択する必要が生じ
る場合がある。一実施形態で、視聴者は、物品のグループを問い合わせ、データベースが
、アクセスされる。次に、データベースは、視聴者デバイスの近くの物品のリスト（例え
ば、単語または写真）を送信する。視聴者は、関心を持っている物品（１つまたは複数）
を選択し、改訂された照会が、データベースに送り返され、この照会によって、より完全
な情報が返される。
【０４０７】
　一実施形態で、データベースは、各物品のグラフィカル表現を含む、特定の位置内のＲ
ＦＩＤによって識別されたすべての物品に関する情報を与えられる。次に、特定の位置（
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例えば、スーパーマーケット）内で、その位置内の物品の相対位置に関して三角測量する
（またはなんらかの他の形で判定する）ことのできるセンサが配置される。このデータは
、その位置およびそこで見られる物品をシミュレートする仮想世界を作成するのに使用す
ることができる。次に、視聴者のアバタが、仮想位置を「訪れる」ことができ、その位置
内の広告は、その視聴者のためにカスタマイズされる。
【０４０８】
　一実施形態で、物品は、特定の位置内で見つかるが、オンライン仮想位置は、実際の位
置と異なるルック／フィールを有する。言い換えると、仮想位置を、視聴者のプリファレ
ンスに適するように再配置することができる。次に、視聴者が実際の位置を訪れるときに
、視聴者デバイスに一体化されたＧＰＳ機能が、視聴者を物品の実際の位置に案内する。
例えば、ある店を、ある物品を新たに仕入れる必要があるかどうかを知りたがっている配
達員のために再配置することができる。
【０４０９】
　一実施形態で、上で説明したデータを使用して、位置レイアウトおよび広告のシミュレ
ーションを実行して、その区域内のありそうな視聴者が、ある種の物品、価格、広告ディ
スプレイ、および類似物にどのように反応するかを判定することができる。
【０４１０】
　さらに、本発明の多数の実施形態を、テレビジョンを介してまたはインターネットを介
して配信されるメディア・ストリームの文脈で説明したが、当業者は、本発明の概念を、
映画上映およびビデオ・ゲームを含む他の形のメディア・ストリーム配信に適用できるこ
とを了解するであろう。例えば、上映される映画の各セグメントが、ある範囲の補足コン
テンツにマッピングされる一意識別子にリンクされる。その映画を上映する映画館は、映
画館全体にセグメント識別子情報を送信することができ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉまたは超音
波を介して）、その結果、そのセグメント識別子を読み取ることのできるデバイスを有す
るすべての視聴者が、関心のあるセグメントを取り込めるようになる。この情報は、即座
の補足コンテンツを提供することができ、あるいは、後の（例えば上映後の）再検討のた
めにブックマークされるものとすることができる。代替案では、セグメントごとの識別子
送信が非実用的であるとわかった場合に、映画を識別する単一の超音波またはコードだけ
を送信することができ、その後、タイムコードを使用することができる。というのは、タ
イミングを「狂わせる」コマーシャル中断の可能性がないからである。
【０４１１】
　一実施形態で、視聴者デバイスは、ドッキングでき（例えば、自動車内で）、送信をリ
モートに受信できるポータブル・デバイスである。例えば、視聴者デバイスを、セグメン
ト識別子を読み取り、かつ／またはセル電話機が向けられているデバイスにセグメント識
別子を送信させるのに必要なリーダーを含むセル電話機とすることができる。リモート・
アクセスの文脈では、各送信器位置（例えば、博物館、国立公園、モール、および類似物
の中）が、様々なパラメータ（例えば、戸外または屋内、景色がよいか否か、都市または
田舎、伝えられる情報のタイプ（例えば、ヨセミテ公園の滝の景色のよい眺めまたはニュ
ー・ジャージー・ターンパイクの脇の広告掲示板）、および関係のある広告コンテンツの
パラメータ（色、サイズ、コンテンツ、手法など））と一緒に記述される。この記述は、
視聴者の挙動、反応、および類似物に関する有用な情報を提供する。
【０４１２】
　一実施形態で、送信器記述入力は、他のソースから入手可能な追加情報と突き合わされ
る。例えば、所与の時刻および位置での全般的な気象条件を知ることが可能である場合が
ある。もう１つの例では、視聴者が、ハイウェイの広告掲示板に反応している場合があり
、視聴者の自動車の速度（または全体的な交通速度）を知ることが有用であるはずである
。というのは、これが、その広告掲示板が、ある速度でのみ有効であることを示唆する場
合があるからである。
【０４１３】
　もう１つの実施形態で、本発明の概念は、コンピュータ・ゲームまたはビデオ・ゲーム
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のコンテキストで適用される。特定のゲーム内の関連する各位置および物品には、通常使
用されるセグメント識別子への一意識別子を割り当てることができる。データベースには
、セグメント分類データ（例えば、環境のタイプ、ゲームのタイプ、使用されるフォント
、使用されるイメージなど）に類似する、位置または物品（または位置および物品の組合
せ）に関する情報が格納される。さらに、ゲーム内の補足コンテンツ・スペースの近くの
アバタ（すなわち、ゲーマーのコンピュータ実施形態）も、報告される。次に、上で説明
したものと同一の手法が、ゲーム環境内で適用される（例えば、その位置に集まっている
視聴者の人口統計混合物およびプリファレンスを与えられて、その位置に供給すべき「最
適の」補足コンテンツを判定する）。補足コンテンツには、広告掲示板、背景に埋め込ま
れるライブ・ビデオ、アバタがクリックできる通りまたは店のウィンドウ内に置かれた物
品（例えば、ビデオ・ゲーム内でアバタが運転する特定の自動車）、および類似物を含め
ることができる。この手法を使用することの利益は、ビデオと同一すなわち、（１）補足
コンテンツをゲーム内に埋め込む必要がなく（中央で「ホスティング」されるのではない
ゲームについて）、（２）補足コンテンツを個々の視聴者／プレイヤ向けにターゲティン
グすることができ、（３）サービスが、補足コンテンツのインフラストラクチャ全体を提
供し、（４）ターゲティングが、他の媒体との視聴者／プレイヤの対話によって生成され
るデータ（例えば、視聴者がビデオ・コンテキスト内の広告に関して「クリックした」も
の）を活用できることである。
【０４１４】
　さらに、上で説明したように、本発明の概念を、データ・マイニングのために有利に適
用することができる。例えば、セグメント識別子、視聴者人口統計、過去の視聴者反応、
および類似物によって取り込まれる独自の統計は、メディア・ストリームとの視聴者の直
接対話には関係しない任意の個数の目的のためのデータ・マイニングをサポートすること
ができる。言い換えると、セグメント識別子にマッピングされたデータベースは、所与の
セグメントの多数の異なる態様を様々な数値情報に変換する潜在能力を有する。同様に、
視聴者対話を数値情報に変換することができる。この基礎から、統計モデリングを利用し
て、所与のメディア・ストリームが所与のグループから生成する可能性が高い反応（また
は、逆に、その所与のグループが肯定的に反応する可能性が最も高いコンテンツのタイプ
）を予測することができる。
【０４１５】
　一実施形態で、プロキシ・メディア・ストリームの複数のテンプレートが作成され、こ
こで、プロキシ・メディア・ストリームは、異なるタイプのメディア・ストリームをシミ
ュレートする。これは、物品またはそれに関係する補足コンテンツを配置しなければなら
ないメディア・ストリームのタイプを判定する際に、広告主を助けることができる。これ
らの統計を入手したならば、実際のメディア・ストリームを、視聴の前に検査することも
できる。この形で、入札システムを配置して、広告スペースおよび類似物をオークション
にかけることができる。
【０４１６】
　図４７および４８に、本発明の諸態様のもう１つの応用例を示す。具体的に言うと、図
４７に示されているように、ホーム・シアター視聴デバイス４７００でメディア・ストリ
ームを見る視聴者は、メディア・ストリームを一時停止することを選択し、そのメディア
・ストリームの現在のセグメントを識別するセグメント識別子を、アクセス・プロバイダ
４７０２のその視聴者のアカウントに送信することができる。図４８に示されているよう
に、この視聴者は、後に、そのメディア・ストリームを受け取り（潜在的に、ポータブル
・メディア・プレイヤなどの新しいディスプレイ・デバイス４８００を介して）、視聴者
がそのメディア・ストリームを一時停止したセグメントで再開することを要求することが
できる。アクセス・プロバイダ４７０２は、その視聴者のアカウントに格納されたセグメ
ント識別子を読み取って、メディア・ストリームの要求されたセグメント（１つまたは複
数）を取り出し、要求されたセグメント（１つまたは複数）をその視聴者に配信する。
【０４１７】
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　図１３は、汎用コンピューティング・デバイス１３００を使用して実施されるメディア
・ストリーム注釈付け方法の高水準ブロック図である。一実施形態で、汎用コンピューテ
ィング・デバイス１３００は、プロセッサ１３０２、メモリ１３０４、注釈付けモジュー
ル１３０５、ならびに、ディスプレイ、キーボード、マウス、モデム、および類似物など
の様々な入出力（Ｉ／Ｏ）デバイス１３０６を含む。一実施形態で、少なくとも１つのＩ
／Ｏデバイスは、ストレージ・デバイスである（例えば、ディスク・ドライブ、光ディス
ク・ドライブ、フロッピ・ディスク・ドライブ）。注釈付けモジュール１３０５を、通信
チャネルを介してプロセッサに結合される物理デバイスまたは物理サブシステムとして実
施できることを理解されたい。
【０４１８】
　代替案では、注釈付け取消モジュール１３０５を、１つまたは複数のソフトウェア・ア
プリケーション（または、例えば特定用途向け集積回路ＡＳＩＣを使用するなど、ソフト
ウェアおよびハードウェアの組合せさえ）によって表すことができ、ここで、ソフトウェ
アは、記憶媒体（例えば、Ｉ／Ｏデバイス１３０６）からロードされ、汎用コンピューテ
ィング・デバイス１３００のメモリ１３０４内でプロセッサ１３０２によって操作される
。したがって、一実施形態で、前の図に関して本明細書で説明した、メタデータをメディ
ア・ストリームにマッピングする注釈付けモジュール１３０５を、コンピュータ可読媒体
またはコンピュータ可読担体（例えば、ＲＡＭ、磁気または光のドライブまたはディスケ
ット、および類似物）に格納することができる。
【０４１９】
　したがって、本発明は、マルチメディア配信および広告の分野での重要な前進を表す。
本発明の実施形態は、コンテンツ作成者、広告主、および他の当事者が、テレビジョン番
組、コマーシャル、インフォマーシャル、予告編、ショッピング・チャネル・セグメント
、音楽ビデオ、ムービー、ＶＨＳまたはＤＶＤのレコーディング、ビデオ・オンデマンド
・コンテンツ、ビデオ・ゲーム（例えば、対話型テレビジョン・ゲーム、パーソナル・コ
ンピュータ・ゲーム、オンライン・ゲーム、ハンドヘルド・ゲーム、およびコンソールベ
ースのゲーム）、オンライン・ホスティングされるビデオ、および類似物などのメディア
・ストリームを、そのメディア・ストリームに現れる物品（例えば、商業的物品、俳優、
歌など）に関連する補足コンテンツを用いてマークアップすることを可能にする。したが
って、情報および広告コンテンツ（プロダクト・プレースメントなど）を、技術的展望か
ら計算的に単純化され、視聴者の展望から実質的に控え目な形で実施することができる。
【０４２０】
　明示的に指定されてはいないが、本明細書で説明した方法の１つまたは複数のステップ
に、特定の応用例に必要な格納ステップ、表示ステップ、および／または出力ステップが
含まれる場合がある。言い換えると、これらの方法で述べたすべてのデータ、レコード、
フィールド、および／または中間結果を、特定の応用例の必要に応じて別のデバイスに格
納し、表示し、かつ／または出力することができる。さらに、判定動作を物語るか判断を
含む、添付図面のステップまたはブロックは、必ずしも、判定動作の両方の分岐が実践さ
れることを必要としない。言い換えると、判定動作の分岐の一方を、任意選択のステップ
とみなすことができる。
【０４２１】
　様々な実施形態を上で説明したが、これらが、限定ではなく例としてのみ提示されたこ
とを理解されたい。したがって、好ましい実施形態の広がりおよび範囲は、上で説明した
例示的実施形態のいずれによっても限定されてはならず、添付の特許請求の範囲およびそ
の同等物に従ってのみ定義されなければならない。
【図面の簡単な説明】
【０４２２】
【図１】本発明によるテレビジョン価値連鎖の一実施形態を示す概略図である。
【図２】コーディングされたメディア・ストリームを作る方法の一実施形態を示す流れ図
である。



(107) JP 5649303 B2 2015.1.7

10

20

30

40

50

【図３】本発明による、メディア・ストリームに現れる物品上のタグを検出し、読み取る
方法の一実施形態を示す流れ図である。
【図４】コーディングされたメディア・ストリームを作る方法のもう１つの実施形態を示
す流れ図である。
【図５】コーディングされたメディア・ストリームを作る方法のもう１つの実施形態を示
す流れ図である。
【図６】本発明による、メディア・ストリームに注釈を付ける方法の一実施形態を示す流
れ図である。
【図７】本発明による、メディア・ストリームに注釈を付ける方法のもう１つの実施形態
を示す流れ図である。
【図８】本発明による、注釈付きメディア・ストリームを視聴者に提供する方法の一実施
形態を示す流れ図である。
【図９】本発明による、注釈付きメディア・ストリームを視聴者に提供する方法の第２の
実施形態を示す流れ図である。
【図１０】メディア・ストリームの一部に現れる物品に関する取り出された情報を提示す
る例示的ディスプレイを示す概略図である。
【図１１】本発明による、注釈付きメディア・ストリームを視聴者に提供する方法の第３
の実施形態を示す流れ図である。
【図１２】本発明による、注釈付きメディア・ストリームを視聴者に提供する方法の第４
の実施形態を示す流れ図である。
【図１３】汎用コンピューティング・デバイスを使用して実施されるメディア・ストリー
ム注釈付け方法を示す高水準ブロック図である。
【図１４】本発明による、メディア・ストリームに注釈を付ける方法のもう１つの実施形
態を示す流れ図である。
【図１５】本発明による、注釈付きメディア・ストリームを視聴者に提供する方法の第５
の実施形態を示す流れ図である。
【図１６】本発明による、補足コンテンツをメディア・ストリームに関連付ける方法の一
実施形態を示す流れ図である。
【図１７】補足コンテンツへの少なくとも１つのマッピングを伴うメディア・ストリーム
をホスティングするサービスを提供する方法の一実施形態を示す流れ図である。
【図１８】マッピングされた補足コンテンツと共にメディア・ストリームを視聴者に表示
する方法の一実施形態を示す流れ図である。
【図１９Ａ】例示的ディスプレイ・デバイスを示す図である。
【図１９Ｂ】例示的ディスプレイ・デバイスを示す図である。
【図１９Ｃ】例示的ディスプレイ・デバイスを示す図である。
【図１９Ｄ】例示的ディスプレイ・デバイスを示す図である。
【図２０】複数のセグメントに論理的に分割された例示的メディア・ストリームを示す図
である。
【図２１】図２０のメディア・ストリームのセグメントを識別するセグメント識別子が補
足コンテンツのアイテムにマッピングされる、例示的マッピングを示す図である。
【図２２】図２０に示されたメディア・ストリームのセグメントが補足情報に関連付けら
れる、例示的マッピングを示す図である。
【図２３】複数の物品がタグ付けされる、例示的撮影位置を示す図である。
【図２４】一体化されたＲＦＩＤセンサ・システムを有するイメージ取込デバイスを示す
図である。
【図２５】メディア・ストリーム・セグメントを識別する各セグメント識別子に関連する
アクティブ・タグを識別する例示的タグ・ログを示す図である。
【図２６】リモート・コントロールを介して提供されるユーザ信号と相互作用する例示的
セット・トップ・ボックスを示す図である。
【図２７】セグメント識別子にマッピングされた補足コンテンツが取り出され、ディスプ
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レイ・デバイスを介して視聴者に表示された後の図２６のシステムを示す図である。
【図２８】視聴者が、補足コンテンツがマッピングされる単一の物品への関心を示した後
の図２６のシステムを示す図である。
【図２９】補足コンテンツのディスプレイでの視聴者駆動制約の使用を示す図である。
【図３０】補足コンテンツを選択するための視聴者駆動制約の使用の結果を示す図である
。
【図３１】視聴者が、後の時刻に見るために現在のセグメントのセグメント識別子にマッ
ピングされた補足コンテンツを「ブックマークする」ことを望むことを視聴者信号が示す
、例示的システムを示す図である。
【図３２】コンピューティング・デバイスにロードされた例示的メディア・ストリームを
示す図である。
【図３３】図３２に示されたメディア・ストリームにマッピングできる補足コンテンツの
例示的アイテムを示す図である。
【図３４】メディア・ストリームが、補足コンテンツのマッピングを容易にするために時
間セグメントに論理的に分割されている、図３２の例示的メディア・ストリームを示す図
である。
【図３５】補足コンテンツのアイテムがメディア・ストリームの少なくとも１つのセグメ
ントと同時に表示されるように、補足コンテンツのアイテムがマッピングされる、図３２
の例示的メディア・ストリームを示す図である。
【図３６】メディア・ストリームのセグメントに関連付けられたセグメント識別子への潜
在的マッピングに関する類似する補足コンテンツの３つのアイテムを示す図である。
【図３７】図３６に示された回転される補足コンテンツの各めいめいのアイテムのクリッ
ク・スルー・カウンタを示す図である。
【図３８】回転される補足コンテンツの異なるめいめいのアイテムのクリック・スルー・
カウンタを示す図である。
【図３９】本発明による例示的なシンジケーション・チームの動力学を示す図である。
【図４０】コンテンツ作成者への提示のための例示的初期ディスプレイを示す図である。
【図４１】補足コンテンツの所与のアイテムに関連付けられたメディア・ストリームの検
索を可能にするために広告主に提示できる例示的ディスプレイを示す図である。
【図４２】図４１のディスプレイによって使用可能にされるものなどの検索の結果が提示
される例示的ディスプレイを示す図である。
【図４３】広告主が、所与のメディア・ストリームとの補足コンテンツのアイテムの関連
付けを阻止することを可能にされる、例示的ディスプレイを示す図である。
【図４４】メディア・ストリームに現れる所与の物品に関連する補足コンテンツのアイテ
ムを提供する能力が様々な販売者に競売で売られる例示的シナリオを示す図である。
【図４５】メディア・ストリームに関連付けられた補足コンテンツが、関連するバナー広
告を生成するのに使用される、例示的ディスプレイを示す図である。
【図４６】ソーシャル・ネットワーキング・ウェブ・サイト、ウェブ・ログ、およびポー
タブル・メディア・プレイヤを含む様々なプラットフォームにまたがる最初の注釈付きメ
ディア・ストリームの使用を示す図である。
【図４７】本発明の諸態様のもう１つの応用例を示す図である。
【図４８】本発明の諸態様のもう１つの応用例を示す図である。
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